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トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニングユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を 一 括 して ユ ニ ッ ト 化 した シ ス テ ム工 法 の トイ レ。

工 期 の 短 縮 、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来工 法と 同 等 の コスト を 実現 。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リモ デ ル ま で 最 適 な ト イ レ空 間 を 演 出。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐震 性 も 万 全 。

- ビ ル寿 命 50年 時 代 : メンテナンス ・改 ・簡単なメンテナンス: 分 割 ・着脱 式 の

修まで含めて、ライフサイクノレコストでは、ラ 前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど、

イニンクゃユニットが圧倒的に有利 です。 T OT O独 自 の 構 造 で 点 検 が 容 易 に 行 な

・工 期 の 短縮 : 13職 種 に お よ ぶ 従 来 工 事 えます。

の 設 計 ・工 事 段 階 の作業 を 簡 素化 、 各 工 ・脱 臭 機 能 : オゾン脱 臭と 排 気脱臭 の 2

程での施工芸妥当三期 間が大幅に短縮、工事 つの方式で、 トイ レ全体 のニオイを追放

管 理 の 手間 も大幅に軽減されます。 します 0

・現 場 の 汚 れ ・騒音 の 大 巾 削 減 : ブロッ ・清掃性の向上 : お手入れのし易 い凸凹

ク積みや、躯体工事、現場加 工も不要。 の少ないデザイ ンです。

日中の改修工事も容易です。 . 耐 震構造のシス テムトイレ・ 自立構 造

・施工 の 省 力 化 : 床上配管方式のユニッ で、建 築 躯体 の層間変位の影響を受けに

トを組立てるだけで、手配や段取りの手 くく 、 1 Gの耐 震 強 度 設 計 に な っ て い ま

聞を軽減します。 す。

カタログをご希望の方は 東陶機器融制大阪支社までご請求ください。 干 530 大阪市北区曽根崎2-3-7 梅新第一生命ビル東館 fi 06 (364)  1181 



相 法 一

団法人日本建築協会

創立80周年記念式典と祝賀会ご案内

本会は本年 3 月に創立80周年を迎えます。この意義ある年を記念して記念式典・表彰式、講演会等

を開催いたしますのでご案内申し上げます。

なお、当日の行事に参加ご希望の方は2月20日(木)までに出席申込書 (総会通知に同封) にてご返信下

さいますよう 、お願い申し上げます。

記念式典・表彰式、講演会、祝賀会

①式典・表彰式 (2 :  ＳＰｾＳ＠ :  50)  

開会の辞記念事業実行委員長

物故者への黙祷

式 辞日本建築協会会長

祝 辞建設省住宅局長

大阪府知事

大阪市長

日本建築学会会長

祝電披露

表 彰 式 (イ) 日本建築協会賞表彰

( 口) 創立80周年記念表彰

閉会の辞記念事業実行副委員長

記

平成9年3月28日( 金)

於 太 閤 園 大 阪 市 都 島 区 網 島 町9-10 TEL06- 356- 1111 

②講演会 (4 :  ＰＰｾＵ＠ :  00)  

演題「建築は文化か文明かJ

講 師 建 築 家 清 家 清

③祝賀会 (5 :  ＱＰｾＶ＠ :  40)  

ビ、ユツフェ・スタイルの立食パーティー

会費 10，000円

振話用紙( 総会通知にI可制でお叫丞み下さい。

なお、当日会場でも受け付けます。

注: 日本建築協会賞

本会創立70周年を契機として、建築界における総合団体

としての性格に基っき、建設に関わるあらゆる分野にお

いて社会に貢献した団体または個人に対して、その業績

を讃えると共に、わが国文化の向上、公共の福祉に寄与

することを目的とする。

今回は第 4 回の協会賞の授与である。

1ω7年2月l 日現在

建築と会社 ・1997.2 1  
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日本建築協会

ゐ 邑

耳 目

(紛日本建築協会は 、 3 月30 日に創立

80周年を迎えます。 この80周年を記

念して 、 「建築と社会J 4 月号は80周

年記念号 180人の眼ー建築と私と社会

- J 特集を組むとともに、 4 月号80周

年記念号からスタートする 1年間のシ

リース頁も企画しております。

f  

日本建築協会で は、いつこーろのHキ代か、 こんな写点が""，てきま した。

あなたの秘般のモノとは 。

中国支部創立50周年記念

建築工事実務講習会

主催 (他日本建築協会中国支部

日 時 平 成 9 年 2 月25日伏)

午 前9時30分~午後4時30分

会 場 広 島 県 民 文 化 セ ン タ ー

広島市中区大手前 1丁目 5- 3

定 員 120名

受 講 料 会 員13，000円 一 般15，000円

* テキスト代、消貸税を含む

・科自 ・計 画

・施工計画

紛 フジタ広島支庖建築部部長代理

岡田幸雄氏

・積 算

おおぞら建研(有)

菅 原 博 氏

・仮設見積

l術大林組広島支庖建築工事部工務課長

藤岡嗣久氏

.4月号 180人の眼ー建築と私と社会

- J 特集

創立年の 1917年からいまの 1997年 、

そして21世紀へ自を向けて 、社会の動

きに建築界の動きを重ね合わせた内容

をねらい、会員歴60年に及ぶ建築界の

大ベテランから学生までを巻き込んで、

80人の力で特集をつくりあげたいと編

集委員会で企画しているところです0

. 年間シリース 180年 、まちづくりの

移り変わり J (仮 称)

会員の方々秘蔵のまちの風景をとらえ

た写真、まちづくりの移り変わりの一

端をしのばせる“ モノ" を 、提供者の

コメン卜を入れて構成する毎号 1頁の、

見せる頁です。

*  

上記80周年シリース頁に、会員のみな

さまからの投稿 ・資料のご提供をお待

しております。

下記要領にで、と っておきの写真と写

真にまつわると っておきの話、まちづ

お寄せ下さい。 ひとりで複数ご投稿下

さつでも結構です。

. 掲載予定

平成 9 年 4 月号~平成10年 3 月号

・投稿内容

「まちの風景」写真一一

1 シーンにつき写真 1枚+ 写真にま

つわる 250字程度のコメン卜

- まちづくりにまつわる“ モノ " 一一一

現物もしくは現物の写真+ 現物にま

つわる250字程度のコメン 卜

. 掲載方法

「まちの風景」や“ モノ " で 1頁を

摘 成 (モノクロ掲載)

. 原稿締切

平成 9 年12月まで毎月 20日締切

(いただいた原稿は翌々月号に掲載し

ます)

なお、ご提供いただいた写真 ・資料等

は、雑誌発行後必ずご返却] いたします。

. 送付先

くりの一端をしのばせる“ モノ" (パ 干530 大阪市北区梅田1-1-3引 00

ンフレ ッ トや記念品) とその逸話を 、 T E L  06- 348- 0635 F AX  06- 348- 0臼4

制 日本建築協会編集部

- 趣旨と内容 . 申込方法

・官公庁 ・讃 十 軒 姉 ・建設業をはじめ 、 下記受講申込書に必要事項をご記入の上、

設備・営繕など幅広い分野の有能な 受講料を添えて中国支部までお申し込

妓術者を養成する目的をも って標記 み下さい。引き替えに受講券を発行い

講習会を開催します。 たします。

・ とくに取りつきにくい施工計画と仮 銀行振り込みの場合は、下記へお振り

設見積、現場実務の基礎である積算 込み下さい。

技術に重点をおき 、講義します。 広島銀行県庁支底

・ また 、都市環境の変化に伴う法令 ・ 口座番号 008- 0お3625

規準の改正なども加え 、技術の進歩 日本建築協会中国支部横田昇三

に即応した知識の習得をはかります。 ・申込締切

・ 「積算業務j では建築数量積算規準 平成 9年 2 月15 日出

にの っとり 、また、 「仮設見積j で ただし 、定員に達し次第締め切ります。

はS 造・地下 1 階・地上13階建事務 ・申込先

所ビルを取り上げ、わかりやすく解 性訪日本建築協会中国支部事務局

説 します。 〒穴: 0 広島市中区国泰寺1 -8 4 (日興ピル)

T EL. 082剖 4之111 F AX. 082- 244♂193 

ーーーーーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーき り と り 線 ーーーーーーー一一ーーーーーーーーーー一一ーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ー' ーーーーーーーー

中国支部創立50周年記念 建築工事実務講習会 受 講 申 込 書

社団法人 日本建築協会中国支部

凶丸一一一一一一

平成 9 年 月 lヨ

郵 便 番 号

住 所

吾 妻「一市 吉

(または氏名)

担 当 責 任 者

受 講 者 氏 名 年 齢

電 話 番 号

- 銀行振込 (上 記) ・現金送金 ・申込時持参会 費 支 払 方 法

いずれかにO印 を して下さ L、。

2  



建築家|こ何ができるか

阪神大震災・被災地の現場から考える

第3 回

林まゆみ

造国家・神戸芸術工科大学講師

阪神大震災後の

ランドスケープからの提言

被災地のまちづくりでは. いま建築家の

役i'PJが|目j われています。

復興にかかわる峨々 な分野の方をお迎えし、

震災の教，ｾ ｩｉ i- wl まえた ili 築家の n常的な

役割lに.((1点を当てながら、主II 築と締市の

将来を与える対話製のセミナーを ImlUiし

ます.

お主{ 特にご参加下さ L、。

アジア建築文化誌研究会

第9回

インドネシア・口ンボク島の

都市と生活

チャクラヌガラの都市構成原理

研究会では、 l  年以 lニに及ぶフィールド

調査をおこなっている 研' 先者を 中心に、

7 ' ) 7、住宅、 雄策に|剥心を寄せる方が

たにご参加いただき、その町fヲ訂正wを発点、

情報交換し、またその情報をひろく発信

しアピールすることを目 指しています.

アジアの多様な Lt まい、生活l "ltl l 、伝統

を学び 与えることによって、 住まいを多

5'! 的にとらえる契機に立れば、と 研究会

を公開しています.

お気経にご参加くださ P ，

阪神大震災後、神戸市をはじめとして

阪神間の各都市で区画整理事業等の都

市計画事業が策定された。 また各地に

おけるまちづくり運動やそれらの支援

活動が始動した。住民、行政の双方か

らの動きに関する分析や、みどりに関

する住民の意識調査からは 、重点復興

地域にみられる住民と行政の意識の差

が考察されたが、住民の緑に対する意

識自体は震災後、大きな高まりをみせ、

みどりの効果か再認識されていること

が明らかにな った。 ランドスケープの

専門家はこのような状況をふまえ 、住

民と行政の双方の橋渡しの役目をはた

していくことが必要とされている。

1 震災直後のランドスケープの状況

- 公園の被害状況

- まちの中のみどり

2 避難者と公園、コミ ュニテ ィの関係

- 避難者は半径250m、500m、l kmで

行動に差異がある。

- 避難の行動様式にコミュ二テ ィの

影響大

3 まちの復興とランドスケープ

- 高ま ったみどりに対する意識

. 公園緑地行政はあとまわし

- 都市計画事業地域におけるみどり

の位置づけ

- まちなみ、 とおり、せせらぎなど

ランドスケープへの熱い期待

日 時 1997年 2 月15日出

18:0ひー21:00

会 場 学 芸 ホ ー ル

* 学芸出版社 3F

発 表 者 牧 紀 男

定 員 30人 (申込み先着順)

参加費 500円

* 資料 ・飲 物 代

申 込 2 月13日休) までに 、ハガキ 、

FAX、E引1ai 1でお申込み下さい。

① 催し名: アジア建築文化誌

研究会

②氏名

③ 職場・学校名

@五車絡先 . 住所、電話・FAX番号

をお知らせ願います。

申 込 先 学 芸 出 版 社 編 集 部

(担当: 藤谷)

京都市下京区木津屋橋通西洞

院東入 〒600

FAX.075-342・2605

TEL. 075・342・2600

E- mai l明 kugei @  mbox. kyoto 

-inet. or. jp 

主 催 ア ジ ア 建 築 文 化 誌 研 究 会

事務局: 学芸出版社

後 援 (他日本建築協会

林まゆみ ( はやし まゆみ)

1983年京m大学山学部研究科h
1
i .l :，1叫43修 ( .  

ｫ 刊設 Ｎ Ｑ 集 団林 まゆみ民 ｩ 境研Ｇ先所 ｴｾ Ｎ ｾｉＧ ｐ＠

」芸術L 学大学講師。学生たちにアーパンデザ

インや治l副学を講義する mら、デザインや，11

同等の: J f lJ 5に従 'li している. 阪神大波災後は、

まちづくりコンサルタントとして也、被災地

の復興に取り組む。

J t苫に『数帯町家J IA白出版会、 『造|姐辞典』

!日lI UI 合。主な泉純に「しあわせの村対人交流

胞設周辺 J I匝n ( 神戸市北区) J  r市街地 jlj lJ 日

発，II l'l ij 街路及びポケ y トパージ基本 . 1同( 兵

1初日西脇市) J  rランドマークのある公開( 兵

WM山南側f) J 立ど。

11本造l副学会会員。

- 計画にはハード、ソフト両面性が

必 要

- 住民参加型のまちづくりへ

4 ラ ンドスケ ープ復興支援会議 「 阪

神クリーンネ ッ トj の活動

等についてお話したいと思います。

(林まゆみ)

プラメル チャフラヌガラ

口ンポク島は、パリ島の東隣に位置する。

その聞にはウォーレス線が走り 、動 植

物の生態は 、東西でがらりと変わる。

また 、住居のあり方もロンポク島は興

昧深い。高床式住居が支配的な東南ア

ジアの島峨部で、ジャワ 、バリ 、口ン

ポクは地床式である。 口ンポク島には、

スンバワ人、フギス人の高床式住居も

見られ、二つの文化の境界域でもある。

さらに 、宗教の面でも特異である。同

じ小さな島にイスラームの影響とヒン

ドゥーの影響の両方をみることができ

るのである。 イスラームが支配的なイ

ンドネシアでも 、ハリ島だけはヒンド

ウ一教カ叶言イ印されている。 そして 、イ

スラームイ七されているロンポク島にあ

っても 、パリ島に近接するその西部、

チャクラヌカ.ラCakranegaraの周辺に

はヒンドゥ 教の強い影響力ず残されて

いる。

今回の発表では 、口ンボク島の概要と

日 時 1997年 2 月28日倹)

18 : 30ー20 :30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 林 ま ゆ み

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参加資 会員 1，000円、一般にωo円

* 学生は500円吉|

* 含、飲物・消費税

* 団体会員扱いは 1社 1名

申 込 2 月21日悩までに、 ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さい。

① 催し名 (建築家に何ができ

るか)

②氏名

③ 個人 ・団体会員、一般の別

④ 職場・学校名

告活参加証郵送先

⑥ 連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 2 月24日(月)に 発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1-1-3-2100

大飯駅前第 3 ビル21階 干530

FAX. 348-0634 TEL.348-0633 

主 催 (紛 日本建築協会

サデキサに て

若い会員の集い小委員会

主 担 田 中 康/ へ ッズ

牧 紀 男 ( まきのりお)

京都大学大学院工学研究科環境地球工学専攻

助手

. 1: : な論文

「チベクラヌガラ( インドネシ 7 ・ロンポヲ

1;:') の街区構成ーチャタラヌガラの空間構成

に附する研究その l ー) J 日本建築学会計画

系論文報告集、 第491号、 ゆ97年 l 月

「応急仮設住宅の物理的;).f !出と 問題点に附す

る研究 災害後に供給さ れる住宅に l却する研

究その l ー」 日本建築学会計画系論文報告集、

第476号、 1995年 10丹

18世紀初頭にバリ・カランガセム王

国の植民都市としてロンボク島に建設

されたチャクラヌガラという都市につ

いてお話する。 チャクラヌガラは格子

街路パターンを持つ。パリ島でもチャ

クラヌガラほど整然とした格子状の都

市は見られない。ハリ人が植民都市で

現実化しようとしたバリ ・ヒンド ゥー

の都市街成原理とは何であ ったのか、

お話したいと思います。 ( 牧 紀 男)
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「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 ] 杉判に変え、特集と作品作風頁を二本 0635、F AX 06-348-0634) まで。

(当時・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、 シリーズものの頁を織り込み、 販先制日格は12∞円( 送料・消費税合) 。

特集一覧・ 1977- 1997

大正 6 年 9 月に 「関西建築協会雑誌J その時々の社会を反映したテーマを選 なお、 「建築と社会」創刊号一昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に 「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全87巻の復刻版が、1991

木建築協会雑誌j 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から順次発行( 不二出版) ・配

「建築と社会J と改題し、 今 日に至っ おりで、パ ックナンパー購入希望は、 本されているので、詳細!は日本建築協

ている 。昭和42年からは体裁をA 4 変 日本建築 協会事務局 ( TEL 06-348- 会事務局へお陪a¥、合わせ願いたい。
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- 軟 弱 地 豊 富 ・J : 掴仁おける ・中園地方町展望

・ホ テ ル 物 語 と 基 礎 bf レfyi ・雄 物 の れ 裳 ・祁 L 居 住 とひろしまの ・21世紀への ・制 振

・主It/: f j ; 証ー車 Ｎ 車畑盟襲，ｾ暗所 '! 7 レヅンユ傘 ，、 Ｑｉｦｾ明
海 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ

- 集合住宅の ・第 35  回

・超 高 層 住 宅

リ7 レJ ンユ・ 青年技術者 ・波 賀 テ レ ビ

を 考 え る

一 ・大 匝 府 宮 揖 ・800号記念$

Ｎ ＴＡｾをのせる ・ リゾート附 ・ 色町復権 ・ 省力 ｦｴ の ・ まちづくり ・ 博覧会と ・ 都市環境創造 ・ 建築 と ・構造の省 )J It ・? ザ ? ? . 第 36 回 ・附町博覧会

・竹中工曹直割立 ・東 海 の 新 盟 聾 た め の 材 科 ・産品盟J :kIH自 凪

愉 送 設 備 と法 ま ち づ く り と 設 情 I ア ー ト ・ユ ー ザ ー 参 加 青 年 技 術 者 ; パ ピ リ オ ン

90 闇年 記 企 と 伝 統 技 栴 ・ 工法 理事品計畠作品集のハウジング

- 商 品 化 住 宅 ・ニュータウン ・2JZ2 ・ス ケ 一 時 ・; JAIJ ・国 際 花 i .iZ11; -zajilti ・223r -FケJj; ・3年 ゐfz -i揖iatt;
の デ ザ イ ン 念 ル 不 サ ン ス 緑 の 陣ZL 五 ル に よ る ユーサーの ・兵 車 県 営 繕 ・和 歌 山 県 の を E えての

・佐賀市士It 会盤 現在と未来 ケーススタヂィ めざしてー・ 役割 町 歩 み 展望と揖観・ 昨 聾 封

- オフィス . 今、京都 ・盟墨 t 土本 ・理基をめぐるトラ ・圭聞の 7 イT ン ・自詰体住宅 ・建築と土木 ・スリムでタフな

・新 し い 都 市 プレジ守ー ・ 東海土問 Ｑ ・ ｫ 販車京海上 ・ 重要まのための ｅ ・ ｾＸ ＱＧｬ量本位ピル ロ プルとその解法 テ イ テ イ 政輩への提言 ー構造技帯 コンクリート

空間lづくり ・輯しい畠市空間 復 活30門年 量掴量一盟企 ・ 一 般 ｾｾ j f l l C' P' } Mvt  T  1" T  1" 1l *，"， uJ f t a - tf1fll'! U 1tI ・21世紀の住まい

- 1 ー づくり - u- 叩 A ピルデイング 車重ピル: : '1 Z ・近世地方埋設 d ・E 孟現場のイ j ・きんでん写真集 ・大# 担割重 の 世 品 ー を 考 え る

・盟聾町凪' - 11し;.!; ケーススタヂ< - 局 官 暗 部 ージ 7111下車 ・k盟d計40周年 1  0 0 年記 z ・車Ji 目青年控幅者 y ンポジウム

・夢 物 語 一 ・; 行 17 ・佳 築 p-i i iEC ・地 球 環 境 ・i f J i -tf?:b ・接 着 ー -;Jif ふ; -EIFEr . いま建築教育 ・京のかたち

人がかわる、 . 近畿の郵政建 デ ザ イ ノ 高層住宅の品 時 代 の 市整惜公団間ｾ - J l ! 1IZ討に 建築分野への の 「 刑 事 ・?f ノ:htf に何が期待 と色

まちがかわるー 築15年の1 M - 車揖主革ー シ λ テムー 建 築 支社 10周年ー よる構造ー 躍りなさ可能性 作品l 、、 を探る されているか

・第四日青年技甫者 ・環 境 ー ・映 画 の 中 の ・注葉町再生ー . 凶際的パート ・軍lO目青年佐高者

・間建築事務所 ・大 阪 府 営 繕 ・帥の克栴館 ・ ，1; 民 劇 場 の 限りある自供 ・都 市 町 インテリ 7 IR 造技術の ナーンツプの ・福 祉 の ・都 市 型 ・理噴白人 1: 

割立 60 周年 博 物 館 舞 台 設 備 と建築との スカイライノ ・けいはんなプフ 役割ー まちづくり 住 宅 再 考 やさい、空間前

記 章 作 品 集 か か わ り ザ 住 友 ホ ル ・大 阪 市 営 繕 可 能 性 量をめざして

- コピー文化の ・九州のイン ・1計事丸神宮 ・建築のエネ ・I明日に向か ・住 空 間 に お ・まちなかの ・Aくと m築 ・建築設憶の CG ・構 造 晃 一 ・第 41 回青年

軒時代 ， ・いま、医III 看板 ｾ＠ ｾ＠ 1 ト "1 3 1 控葉町中町夫

・広島の前倒。 λ タレーンヨン 式不透宮と Jレギーシス つ5一会員 施設は ける居どころ ・竹中工務庖 ・日 本 法 築 ・村野、轟建築 ・集合住宅問地 技 荷 者
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・光 が つ く る ・飛 騨 美 濃 ・ トイレから ・ 私のｾ II1J ・新しい f 都 ・戸築構造と . ・第42回i !r年

風 合 的 世 界 ・音ー騒音から ーまちの活性化 見 た 都 市 ・ トイレ空 1111 ・接 合 ・ユニパーサル 作 法 一 市 服J の 社A の按占 ・ライ 7 ライノ 技 術 者

操昔/ 印l昔へ と地万文化 文 化 ・コスモタワー デザインとは 会 員 作 品 拠点 ・目 玉 設 計 と建築設描 ・世 間 建 築 課
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Vol. 77 
Ｍ 途 ￬ｬＺ ーその ・ 立体駐車場 ・ ｾ 1! *官時 r ・マ ル チ ・量軒の大量 E ・阜の空間作法%

・阪 神 大 渓 災 ・大臣府住宅齢 、 ・いま、プール ・住 ま い の ・キーコン七プト ・草l J 匝青年控商者

地域振興と 設備 生占る法 I U メディ 7 が Z ポー 7瞳担量a ・九 州 の 主 宣

か ら 学 ぶ 量 ｅ 社副ｊＺ ｊｏｾ 年 ｦｴ ＺＺＺＺｾ ｾ ｗＧＧＧ｟＠ ｟ ＧＧ［ＧＧＧｾＮＮＢ，｟ ｟ ，＠ _ ::-' _' _' : "' : ;  がおもしろい 未 来 { ま ， の 新 時 代 ロ ・近豊地理官器量

文化 ・大 建 設 計 ・OAP タワーズ つくる l世話ト の孟歯 ・0ι 〈うの3作m

1997 
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. m築 の ロ ン ・車樺ー風土士 ・本遺理主昔の伝費

・創立 80周 年 ・ 住む ｾ￟ｬｉ の
グライフ化 ・! l ; ものがたり It とまち，. h 佐高とその将来

品 、 記念( f - 定) 復興 ( f 定)
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今月の表紙

中之島にかかる大江橋。前方

に日銀大阪支広が見える
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作品作風
市 立;堺 病 院

Y E S .  N A M B A  

日本建築協会創立80周年記念式典と祝賀会ご案内.

80周年記念号あなたの秘蔵の写真やモノをご投稿下さい

中国支部創立50周年記念建築工事実務諮習会

建築家に何ができるかー阪神大震災 ・被災地の現場から考える (3) 林まゆみ「阪神大震災

後のランドスケープからの発信j

アジア文化誌研究会 (9) イン ドネシア ・ロ ンポク島の都市と生活

j w:にlの 家 (1主計・吉井歳晴) ・秋 山 茂 12  

i詰近竣工した新建築作品8点 14 

震災復興と住宅の共同化 ・協調化/ 三輪康一 16  

空間代表李 祥林様/ 上野車男.

自然との調和/ 塘 伸夫

建築家とおしゃれ/ 田中英一

コレクティブハウジング事業推進応援団長( 石片足直子) ・北村恭一 78 

共 同 住 宅等 の特例基準の改正・向井正二 8 1  

品近の赤外線センサとその応用一火災検知システム ・遠藤泰介芹沢一彦 ・図村智只 83 

開閉式ヘリポート ハービス OSAKA- . 田中利幸 84 

瀬 戸 内海に残された砲台跡を訪ねてー 1 - ・橋本秀夫 86 

文 章 作 り の 3 ポイン卜 ・山田 修 88 

設，j l図3 の椛成とその概要・河湾隆之 89 

鉄 筋j腐食補修工法一長期暴露実験結果まとまる 9 0  

ワンサイドボ j レト ・井 上 享 91  

ヴェネツィアの石 1 . ]] . 1lI : 石に芸IJ まれた精神と校・本多友常 92 

箕面まちなみパネル展一大正住宅博覧会 ・桜 ケ丘洋館通り一日 本の美「桃山J 展一生活 94 

の美と歓ぴ一巡回展チベットの風土とラグ展. 福祉建築基磁務座を大阪で寺子屋 (一心寺)

で学ぷ 川本三郎特別議演「水の東京J

平成 8 年 11月分 95 

d 主主乞

=日

g all ery 

Sket ch Book 

建築の眼

bei ng 

法令コーナー

設備の頁

俗造の頁

R E P OR T  

基礎講座A

基礎議座B

G B R Cニュース

新建材コーナー

E干

Inf ormat i on 

。委UJ 主 Or.l IJ 省口長 ※幹ヲJi

月間の動き

印 刷 平 成 9 年 l 月 2 5 日

発 行 平 成 9 年 2 月 l 日

発行入社団法人日本建策協会
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1f "  

E彊 風

言宣言十回

石 本 建 築 事 務 所

監 理圃

市 立 土 界 病 院 建 設 室 、 石 本 建 築 事 務 所

施 工・

大 成 ・浅 沼 ・南 海 辰村・ 金 本 建 設 工 事 共 同 企 業 体

市 立 堺 病 院

"，立緋 病院は、来るべき 21世紀 に 例 えて高度な医療の充実した、 市

民の 他 ｗ Ｇ 福祉 の拠点として、又大 ｼ 奴 ｆ 阿部の Ｉ ｉ ｾｬ Ｚ Ｇ 字病院として ｉｉ ｐｲ ｦ 日 ＶＳ Ｑ Ｑ 三

にl . f本桃処lがまとめられた。 rや す ら ぎ と 、 ふ れ あ い の 心 の 通 う 病

院を 目指 して j かつ「笈z全、前'j i紫、 i史い坊さ、快適さ J を コ ン セ プ

ト に辿設ｾ ｉｬ 岨 が 進め られた 。

計四iに|燦し敷地 凶似11を南 北に 悶道 2 6号線が通 り、その日 架 部 に|仮事l'

Ｑ 匂述道路 が定っており、 周辺 ｉ ｊ［ ￯ ｬ 見を考 ｬ 昔 、し、 Ｂ力述道路か らｾ物を約

30 m 後 退 さ せ他 殺さ干の緩衝，ii ?を設けた 。

外 米 部1"1では外米診療宅を 11併と 211tli に 分 け 、 エ レ ベ ー タ ー で 紡 ば

れており、又 11桁と 21析を吹抜けとしたロビー で く つ ろ ぎ の 空11¥1 を

つくり、 病 院の j百l四 はMや彫刻lを配 位 し 、 や す ら ぎ の 空!日l と外来 必、

行のサービスと して先J苫、食堂匂: を設けサービス 日刊門 を集約している。

病.f' Ai 部門 は各フロアーを 2 石 議 単 位 で構 成 し、コア部分によって辿

絡する方式をとり、病室 同 志のプライパシーを ｦ， Ｇ Ｈｩｩ 保す るＯＮｾ変 ｗｉ ｈ 型

の' 1'-而 とした。 各; n殺 単 位 は ダ ブ ル コ リ ー ド ル 式 と し て 、 セ ン タ 一

部分にナースステ ー シ ョ ン 及 び トイ レを配位 す ることにより、 lり1f，'(li

な Ａｦ ｖ ｊ ｫ ｩＱＡ となるように ｾ￬ 1同 しました。

Ｈ勢 Ｉ ｊ 諭美Ｏ干 ￯ Ｂｦ 主主ＮｉＡｾ誕 ・ ｬ ｩ 務所 Ｉ

所 在 地 一一一 大阪府甥市南安井町1-1

敷地面積 一一一 14，096.74 m

建築面税 一一- 6，296. 28m 

延床面積 一一- 4 3，071. 89m (病 院3 4，920. 5m・地下駐車湯他8，151.3 9 m)

構造規模 一一一S R C 、B2 F、8 F 、P2F

工 期 一一一 1993年 3 月- 1996年 6 月

最 寄 駅 一一一 南海高野線 ・堺東駅徒歩 15分

樋 影 一一一伸和

ｾ＠

4 階 南 東 商 屋 上

〆 /

. / "  
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一

柑

、

4 階 婦 人 科 ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 前 廊 下2 階 外 来 食 堂

4 階 小 児 科 ナ ー ス ス テ ー シ ョ ン 前 廊 下3 階 腕 堂 前 廊 下

9  

一 般 病 室 付 床 室)

6 - 8 儲 平 面 図 1:  1∞o  

|| ‘ | ‘ 1・l ' I  Ｇ Ｑ ＧｉＧ Ｑ Ｑ Ｑ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ ＧＱ Ｇ Ｑ ｾ＠

4 階 平 面 図 1 :  1000 

3 階 腸 堂



外 観 全 景

イ ベ ン ト 広 場 ( 公 開 空 地) イベント広場 ( 公 開 空 地) タ崇
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E包甲

言宣言十監理 ・

日E重言宣言十

施 工・

大 成 建 設

Y E S . NA MB A  

敷地は、 J，i も大阪らしく、若干? からお年寄りまで活気あふれる“ な

んば" の1 J : j のど真中に位置する 。 そのなんばの新たな賑わい的報 の

発UJ 在地 として iYES'NAMBAJ は誕生した。

地 ｉ ｾ 1  1桝~地上 3 1棺までは本やレコードの府市li および吉本興業がプ

ロテ' ユースするコミ ュニティ F M放送局、 4 1格以上は大阪府が' U' : Vlii ・

運営する上方演芸 資 料 館 6 ワッハ 上β " が入居している 。

il;2...r-やf;;a話、講談、浪IlLlなどの伝統ある上方芸能を保存 ー将2えさせ

ることを目 的 に開 設されたものである 。 l丘』畝JJ iP. 五座など l土佐l絡 あ る 劇

場が数多く存在したなんばのfti にふさわしい施設内容である 。

また、敷地 内 には、繁1医jj.j では数少な い広助 (公 IJ 円安地 ) を設け、

1.fi行 く人々に交流やイベン トの 空1111を提 供 している 。J 二プf 泌主主資料

館の入居により、 一般の総合設計 WIIJ .ll'に加 え、文化 施設ボーナス WIJ

Ｑ 主を前Ａ日し、 ＱＰＵＮ Ｑ Ｅ の［ 別相 容 Ｎ ｨｾ 率をＨＱ ＧＨＱＱ 保することができた 。

外観は、銅板瓦線17、盟主絡子、的、ボーダータイル等、伝統的予法

を収り入れながらも現代的な桝成に心がけた。

Ｈ 野｛｛Ｑ 泰弘、 Ｇｾ ｪ 回が ｩ 久 Ｏ 口雄 投 ｾＡ ｮ

1 階 平 面 図 1  :  8 0 0  

所 在 地 一 一 大阪市中央区難波千日前1512番 3

敷地面積 一一一 2，258.83ni

縫築面積 一一- 1，555.63ni  

延床面積 一一一 11，436.91ni 

構造規模 一一一一S R C 、S 、B 1F、8 F、P 1F

工 期 一一一ー 1995年 3 月- 1996年 9 月

寄 駅 一一一 地下鉄なん '1駅、南海・近鉄難波駅下車徒歩 7 分

樋 影 一一一工ス工ス大阪、松村芳; 台、柄 松 捻

1  

ホ ワ イ エ

，寅 芸 専 用 ホ ー ル

11 
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2586 

2586 大 阪 府 営 井高 野 特定 公ヂほ賓貸 住 宅

設 計 ヘ キ サ

施 工 東 和 組 、 小 林 工 務 底 、 大 橋 組 、

徳 井 ・新栄経常建設企業体、

坂田建設

a 大阪市東淀川区井高野 3 丁目

379，406番地

b  _  19，920m'  

c  4，928m'  

d  _  24 ，809m'  

e  R C、1 F 、11F

f  _ 平成 6 年 3 月~平成 8 年 3 月

当団地は大阪中心より北 4 東約 9 kmに

位置する 。 この周辺は戦後、大阪府、

大阪市により多くの木造公営住宅が建

設されたが、現在、中高層住宅への建

て替えにより新しい街なみが出現して

いる 。 当住宅は地球環境への共生を進

めるため、環境共生モデル住宅として

多くの手法を取り入れている 。敷地西

側 中央の広場には雨水を循環水として

利用し、ソ ー ラー システムにより稼働

させる「中水池J を親水空間として創

出している 。 また針葉樹複合合板やメ

ッシュ型枠の採用により南洋材の使用

削減を図り、垂直緑化や屋上緑化など

積極的な縁の整備も行っている 。f主棟

は雁行型の配置とし、全居室が外気に

菌し通風、採光などの省 エネルギー に

配慮した住戸プランと し、 11階建と高

層ながら廊下の セ ットパックなどによ

り圧迫感のないデザ イン及び構成とな

っている 。

2587 大 阪 府 立 稲 ス ポ ー ツセ ン タ ー ・

大 阪 府 立箕 面 通 勤 寮

設 計 : 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室 ・

大阪山田守建築事務所

施 工 : 岸 組

a 大阪府箕面市稲6- 15-26

b _  5，160凶

c _  1，680m'  

d  _  3，350m'  

e  R C、B 1F 、3 F

f  _ 平成 6 年11月~平成 8 年 3 月

本施設は、障害者の社会参加を促進す

るため、障害のある方をはじめ、広〈

人々の交流を図り、スポーツ、レクリ

エーション活動や文化活動の場と機会

を提供するスポ ーツセンタ ー と、就労

している知的障害者に、居室その他施

設を利用していただき、安定した地域

生活を営めるよう必要な助言や援助を

行う通勤寮を合築させたものである 。

本施設の正面玄関前には太陽をモチ ー

フとした広場を設け、ファサ ー ドに熱

線反射ガラスのカーテンウオールを用

いることにより、建物の内外の区画を

2587 視覚的 ・感覚的にあいまいにし、内部

ホールと外部広場との一体化を図って

いる 。 また、広場に面したその内部ホ

ールは、明るく広がりのある 2 層分の

吹き抜けとなっており、障害者をはじ

め全ての人々が集い憩う、交流の場 に

ふさわしい空間となっている 。



2588 

2592 

2588 高 岡 市 ふ れ あ い 福 祉セ ン タ

設 計 窟IJ 建築事務所

施 工 塩 谷 建 設 ・寺崎工業 J V  

a 高岡市博労本町 4 番 1 号

b .  16 ，000 m'  

c  2，939 .73m'  

d  .  5，687.  95m'  

e  SRC、 B 1 F 、3F

f . 平成 6 年 12月~平成 8 年 6 月

2589 r道 の 駅」び わ 湖 大 橋 米 プ ラ ザ

設 計 滋 賀 県 建 築 設 計 監 理 事 業

協同組合

施 工 : 駒 音 建 設

a 滋賀県大津市今堅田 3 丁目 90- 1

b.  3，023.  09m'  

c  1，787. 14m'  

d .  2.085. 97m'  

e  R C、S R C、2 F

f. 平成 7 年10月~平成 8 年 8 月

2590 西 安 市 第 四 軍 医 大 学 総 合 楼

設 計 エース プラン建築設計事務所

施 工 一 一

a 中圏西安市長楽西路

b .  13，348.  75m'  

c  5， 96l. 91m'  

d.  41 ，972. 32m'  

e  SRC、25 F 、 B 1 F

f . 平成 6 年10月~平成 9 年10月

2591 豊能町立スポーツセンター シートス

設 計 吉田・小西建築設計共同企業体

2591  施 工 東急建設

a 大阪府泣能郡主主能町新光台

3 丁目地内

b .  19 ，057. 00m'  

c  6，128. 27m'  

cl. 7，240. 85m'  

e  R C 、2 F

f . 平成 6 年 8 月~平成 8 年 3 月

2592 辰 野 新 大 阪 第 E ビル

( 東 横 イ ン 新 大 阪中 央 口 )

設 計 奥 村 組一級建築士事務所

施 工 . 奥村組 ・辰野共同企業体

a 大阪市淀川区西中島5- 2- 17

b .  571. 98m'  

c  430.  70m'  

d .  3，649. 87m'  

e  S 、l l F 、 P 1 F

f . 平成 7 年 5 月~平成 8 年 8 月

2593 メ ロ デ イ ー ハ イ ム 芦 屋 浜

設 計 ・奥村組一級建築士事務所

施 工 。奥村組

2593 a 芦屋市新浜町 2 番地 5

b.  1. 743 . 14m'  

c  3，533 .021ず

cl. 738.  18m'  

e  R C 、6 F 、 P 1 F (免震構造)

f . 平成 7 年 10月~平成 8 年 7 月

凡例

a 所在地

b. 敷地面積

c  . I J l 築面積

d  延床面積

e  { 荷造規模

f . 工 期

15  
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震 災 復興と住宅の共同化 ・協調化

三輪 康一

阪神大震災では下IIIJ の密集市街地 が大きな被害を受けた。 そ

こで、は高齢化 や格不iJ 関係の輯'1唆とともに 、敷地 が狭小で核道条

件が恐いことから個別再建が餓しい湯合が多い。 こうした被災

地の住宅復興の切り札として考え られてきたのが共同化や協調

化であり、特に共同化については波災直後から 助成制度も充実

してきた。 にもかかわらず現実には共同化がそれほど進んで、い

ない。 いまさらに土地や建物をタと有することに対する抵抗感、

共同で、住むことの縦しさを思い知らされる 。共同化というのは

やはり 特例己解なのであろうか。 それなら 一般解として協調化の

可能性を撚ってみるのはどうだろう 。 協調化 は共同化 に比べて

それほど 明確な 空 間イメー ジがな ｌ 、 。ー 舟 ｬ Ｉ［ｴには敷地や週掲 ｾ は別々

であるが、互いにデザインをそろえることなど、あいまいな定

義に留まっている 。 しかも 制!度而で‘ もインセンティブが弱く、

これまであまり注目されてこなかった。 しかし、限られた敷地

条件をうまく生かすゼロロット方式や、オープンスペースや駐

'11スペースの共同的利用など可能性はま だまだあるのではない

か。むしろさを聞の協調から住まい方の協調まで、さまざまな段

|併での 協t淵のあり方が模索されてよい。 そこからかつての長屋

住宅のように、音11市住宅の新し L、11ヲ式「次 世代の IIIJ 家」を生み

山すことも j羽待したいのだが。 神戸大学工学部建設学科助教綬

然 との調和

塘 伸夫

我が家の近くに、ユニークな稲がある 。欄干もなければ照明

灯もなし、。刷 側、橋桁、柿床全て木製の) ] ; - 1 " 玲f専用の楠である。

);Z- lfl l}の凹辺 IIIJ の木津川 に保かる長さ 356m、 rlJ 3  m、 日本最長

の木製柿で、 通称 「、流オ叫奇J とH千ばれ市民に親しまれている。

水かさが憎して、橋桁まで水位が高まると柿板が浮いて流され

る。全長を八分割された柿板が、稿! 閃lにワイヤ ーで結ばれてい

る為、流失してしまうことはない。いかだ流しの様に漂い、減

4 < 後にワイヤーをヲ |き掛げ回収すれば、元の総に戻るというわ

けだ。11i?'f na年に架設されて以来、過去1αEι ι t流されているが、

そのつど復元さ れている 。

川原から|眺める周辺の呆色は、近代的 な建物等は、土手にけ

られ、 Hキ代を感じさせない。京 &' 11を1! lh今とした時代劇のちゃん

ばらシーンのロケ地に恰好の; 場所で、 HI品1; 診風景ーにも、 H寺々出く

わす。 予摘もなく、渡り始めは、少し怖いが、やがて自然にと

けこみ、維踏から逃れ、時代を忘れ、 ｬ 二 ｬ 然を ｽ ｉＺｩｾ 喫でをる 。

とかく、管理上、安全上、経済e性をE 視する現代。 自然に逆

らわず、 川 の流れに身をまかせた、この柄。流される為に造る

織で、何とも哀愁があり、けなげだ。

自然との調和を求めた先人の知忠。今、我々に求めら れてい

るのでは。 東畑建築事務所設計部長

16  遮築と社会 ・1997. 2

空 間代表 李 祥林 様

上 野 卓 男

帰 路、空から 眺めるソウルの夜長は、とても美しく、怖いで

し、ました 。 先日はお休みにも関わりませず、 ｩｾ 社訪 問 に多人数

でお邪魔しこー迷惑で、なかったかと思っております。金寿担先生

のご夫人には、ご丁寧に案内頂いた上、帰りには ｩｾｬｬｩ な作品集

までT頁き一 同心から j写く 御礼申 し上げます。

キヨン' "

その後、京束教会を見せて頂きましたが、どちらの建物も形

に力を持ちながら空間が柔らかく、その密度の高さに感動いた

しました。 また、その建物木来の機能に加え公共ー性の高い空間

を生み出し、建築の側 から相会に働 きかけているのには、公共

建築の生命を見る思いでした。

カフｾイドン ，、;，; ｾ 令 ク

また、嘉曾洞の斡屋集落を訪れ仁1
01

も見せて頂きました。立国

の風土と住いの原点であろう脱届と時代と共にうつろいゆく街

並を見ながら日本の IIrJ 家を思い、空間の伝統について考えさせ

られま した。金先生の作品には、この伝統的空 1:1日が息づいてい

るのではないでしょうか。

これからも貧困のため、建築のために自社が謎々ご活躍され

ますことを初伝念しております。大阪を訪れる機会がありました

ら足非お立 寄 り下さい。心からお待ちしております。金 夫人に

は、ご健康でいつまでも美しくあられますよう. .

本当にありがとうございました。 大阪府建築部営繕室長

建 築 家とおし ゃれ

田 中 英一

あるお客さんから、その建築家がどんなセンスを持っている

かを判断するとき H艮が自然にその人のぞfている服装にゆくと 言

われたH奇はまいった。勿論高仰II なものを着ているのではなく背

広、ネクタイ、ワイシャツ、靴下などのコーディネイトの問題

である 。僕の友人に茶系を好む男がいる 。着ているものは下着

も合めて全て茶系、車やゴルフのセットも茶系、彼の設計する

辿物もほとんど茶系の材料や色を使う 。 多分彼の自宅は インテ

リアの附々から食器や術品に至るまで、茶系でまとめられてい

ることだろう 。彼の有印底ぶりには感動と尊敬の念を抱くが、あ

まりエスカレートすると困ったことが起きるものだ。 ゴルフの

手袋は大 休白か 黒 、赤かｩｉ ｾｴ ， 甘 だか 何処 で調達したのか彼はちゃ

んと茶系の手袋を持っている 。 しかし、ゴルフのボールに王つ

てはなかなか茶色のボールは見つからないそうだ。確かにカ ラ

ーボールは有るものの僕も見たことがな L 、。 そこで彼は白いボ

ールをスプレーできれいに茶色に塗り自慢していた。 しかし秋

になって木の葉が散り、 冬になって芝が枯れるとそのボールは

同凶の色と同化し、見えなくなる 。 よくロス トボールとなった

らし L 、。 また、見えにくくなるためキャディーにl度々 叱 られた

とも IL¥I く。 その話しを本人から 聞いて吹き出したが、おしゃれ

にも適度というものが必要だ。 大成建設大阪支庖設計部長

建築の眼



鉄ものがたり

紀元前2000年に誕生した鉄が、建築構造に登場してまだ200年を経

ていない。 18世紀の産業革命によって「鉄器時代」が初めて「鉄鋼

時代」に変わり、鉄は近代建築の大きな流れを支えることとなった。

さらに最近では強度や耐火性能に優れた新しい鉄が開発され、新「鉄

鋼時代J の始まりが感じられる。

建築構造材料としての鉄は、「概宣計算できる材料J であり、鉄を用

いたデザインが「構造計算を必要とするデザイン」であるため、安

全性と経清| 全をバランスさせる構造設計という職能は鉄によって育

まれたともいえる。

最も身近な金属材料であり、建築表現・構置に大きなインパク卜を

与えてきた鉄について、建築骨量の枠を超え話題を集め、硬い鉄を

柔らかくまとめてみた。 概隼分科会・長i頼 正

• 
総 論

鉄ものがたり/ 金多潔

建築物における鉄骨概遣の系譜/ 河a 総

• 
各 論 1ー私と鉄ー
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鉄ものがたり

金 多

人類と鉄

現代の私たちの生活にとって、鉄( 正椛にいえば鉄と鋼) は大層

身近な存在で、鉄なくしては近代文明も成り立たないとさえいえま

しょう 。

鉄がいつごろから人類に知られるようになったのか正確なところ

は明らかではありませんが、考古学の知見では紀元前 3000年ごろ

に造られたケオプス ・ピラミヅドの石材の継ぎ目から鉄製のナイフ

が発見され、西暦紀元前 2 世紀には、わが国に青銅器と ともに鉄器

が持ち込まれていたとされています。 また、埼玉県の稲荷山古墳か

らは 5也元己の鉄剣製造をものがたる造物が発見されています。

武iiiE としての鉄ι U二に、生産用具としての鉄製の道具は、人々の

生活に変革的な役有1Iを演じました。鉄のすきゃくわ、鎌や斧はj長耕

や森林の I'JFJ 墾、家屋など生活空間の建設に大きな!I)J けとなりました。

鉄器によ って労働の生産性は著しく高まり、手工業が発達し、文明

の進歩が促進されたのです。

鉄と鋼

( 上) 鉄刀 ( 長 さ55cm}

佐賀県ニ塚山遺跡出土

( 下) 鉄文

福岡県門因遺跡出土

問中 琢『倭人争乱』日本の歴史 2 より

人類がはじめて知った欽は、いまでし、う錬鉄( れんでつ) でした。

それも、まず銑鉄( せんてつ) を作ってから錬鉄にするのではなく、

鉱石から直接作られました。鉄鉱石守木炭て還元し、ハンマーで叩

いて可5険性の錬鉄とし、これて。武器や道具を作ったのです。

製鉄技術が進歩して、炉も大きくなり、溶融問直も高まるにつれ

て、加工性の高い銑鉄( 査結夫、ちゅうてつ) が得られるようになり、

鉄の使用範囲は著しく広くなりました。

これ らの鉄に次いて現れたのが鋼( はがね) て、あり、その出現に

よって鉄は現化協和以; 明の基礎を築き上げました。鋼を大量に生産

するようになったのは産業革命以後、近代製鉄技術力可i' (i l l されて以

来の ことですが、すでに古代において多くの民族が鋼、ないし、少

なくとも剣司化 した鉄を知lって いたことは注目に値すると思います。

鋼の製造

ま対It石には室知子( 酸イロ失な! : : ' ) が50- 55%含まれ、マンガンや燐、
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いおう( 硫黄) 、銅など の成分の IJ: か、シ リコンやマグオ、シウムなど

の岩石成分が混在しています。鉄鉱石を高LRの炭素で還元して得ら

れた「鉄J ゃ「鋼」には必然的に炭素、珪素、マンガン、 :除 い お

うの 5元素のほかに、多くの元素がごく少量ずつ含まれます。 それ

ら元素成分の合有量は製造法や中前* . 加工の仕方によって異なりま

すが、 とくに炭素量の多少によって力学的性質が変化し ますので、

実際は含有する炭素が重量比て" 1. 7%五) ，_ _ J : . のものが「鉄」、それ以下

ならば「鋼J に区分されます。

今日、建築 ・土木 ・機械その他の工業分野で、炭素量が0. 08%以

下の極t賊問から 0. 5- 0. 8%の炭素を含む極: I l 弼岡まで、ほとんどすべ

て印刷の分類に入る鋼材が、目的に応じて、広〈使われています。

近代製鉄 ・製鋼法では、まず溶融した銑鉄を作り、それをさらに

大型の転炉て1じ|刻|切明IM1円のうちに! 泥炭して大量の鋼が生産されま

すが、精製の過程で澗に含まれる成分元素の量を加減する ことで鋼

の硬さや延性をかなり自由に変える ことが可能になりました。

しかし、鋼の力学的性質をコントローノレするブ刀去は、 これだけで

はないのです。古代製鉄民族が鉄の道具を作るために、鉱石をを? 還元

しfたJ 土半ドj溶容高

たとき、辛抱強〈 叩い ていた製鉄師は、鉄が次第にその物理的性質

を変えてゆくことを知ったに追いありません。

ことに、 11主らが誤って鉄J鬼を* 中に落とし、あわてて、また熱し

直して叩< t いうイ尚然なことから、この鉄はき匙在でいう鋼の性質を

もつものに変イヒしてゆ きました。

鋼の力学的性質をコントローノレする上で、鋼材の成分調整と並ん

て天変重要なプロセスが「鋼の熱処理l でした。一定の化学成分を

もっ鋼を高い温度に熱してから冷却するとき、* やj由の中に入れて

急冷する場合と炉中のiJilJ支を徐々に下げて常ilEにまで戻した場合と

では、それぞれの力学的性質がかなり大幅に異なるのです。前者の

工程を 「焼き入れよ後者を 「焼 きなましJ などとし 、いますが、鋼は

が白人れをすることによって、その硬さを著しく増加さhせる反面、

もろくなります。 また、焼き戻せば非市に軟らかく、控|主に富むよ

うになります。

日本万は、鍛造によって万身を判l矧麻到支の硬さに仕上げて粘り

強さをもたせるとともに、刃先の部分を焼き入れして切れ味を増す

ように作られています。刀鍛冶たちが永年の試行錯誤によって独特

の熱処理法を編み出し、それを秘伝としていた訳です。

鋼の物性

ザほの建築構造用鋼材は他の構造材料に比べて強靭で、 小 さな断

面て次きな応力に耐えることは良〈知られていますが、構造計算上



大切なことは、鋼が「降伏点J をもっということです。 これは、鋼

がその成分や熱処理によ って形成される金属結品の品副茨によ って生

じる ｾＱ｜ 特の性質です 。

物体に力を加えると変形しますが、 )J を除けば冗の状態に戻 る性

質、 さらに lはま、加力力がr21倍音になると変} 形|拶ヲi虻1止上も 21倍音になるい、うよう

に!応;志b力とひずみカがf正比例する ( 線型剖|凶剥係カがT可j成戎立する) ことカがf一般の

緋造! 解f伴r瑚:.:t;収l '斤?子π「て、机、は基本てて、あり札、 考え j万J のuげ山lド川'1l 発先.'点』

その内音部11応力度カが主降イ伏犬J点主に述するまてで、は線型 . ｾＡ ￬ ￭Ｚ 性関係を示す Ｂｦ ｴ ﾭ

の村長造材料なのです。

鋼の強き、すなわち線型 ・ ｾｩｪ￭ 性領械を熱処理操作を施す こ とによ

り、ある程度望むままに調節できることは、鋼材を合理的に使う上

で大変有難い ことですし、また、制が般|生をもつ ことと併せて工業

材料として極めて有mな性質とし、えるでしょう 。現代の工業製品の

'1' に、鋼の帯磁性を利肘 したものは、 モーター、 音響機器、医療機

器など枚完全にいとまがありません。

鋼の欠点とその対策

鋼材にも泣きど ころがあります。制は比較的経年変化の激しい材

料である t いわれてきました。空気'1'て"j. 1司1; J : 腐食します。私たちの

住んでいる環境では、鋼の表而の宮刈戎分と酸素が結合して目安イロ失が

生じます 。 鋼の表 面 に徴主 ＱＱＱ なノ ド ｩｾ ｪ があれば、イオン 化 によりミク ロ

な屯池作用が生じて、鉄の酸化が進むといわれています。

結果として、 出来た酸化t11J カヲi長補色の鋳( さび、錆) となって鋼

材の表面をおおい、 11寺II¥Jの経過とともに材の内部に浸透して鋼材の

断而を減少させるのです。鋳びた釘が折れやすくなったり、 トタン

板が腐食して孔があくのは このためです。

鈴l立大昔から安対闘の敵でした。 したカ守って防Si ll のためにいろいろ

な工夫がなされ、メッキ( 勉金) の技術や|坊錆塗料も開発されまし

た。 しかし、高価な防筒井l策を椛じない|浪り、経年変化による鋼材

の腐食をくい止める ことは界易て" はありません。

鋼材のメリットは?

鋼材の比重は約7.8て二大雨量ぃ材料です。しかし、今 H、最新の

製鋼設備て府大量に生産される主tt 設川鋼材の市場{iII i格が平均約 5 万

円/ トンなので、 1 キロ 当たりに直すと約50lg、100グラム当たりわ

ずか 5 円となり、 純金 1 グラムが現在約1，300円て取り 引きされて

いる ことから考えると、現代の鉄はう甘くほど{ 邸ぬ材料であるい、

えるでしょう 。

そしてまた、鋼は廃材とな った映でも、 1E気炉て綱を作る際の原

料スクラップとして利用され、 リサイクノレが可能で、す。清涼似t料水

を入れたスチーノレ告もリサイクノレの対象になっています。

必E築材料 t しての力学的性能や工作 ・加工の森易さという点につ

いて見てみると、次のようになります。

構造設計における材料の許零強度でよ搬すると、 一般の鋼は建築

ふし

川和材に比べ10倍以上強〈 、そして材4のように節や書1] れなどによ

る局者1I的な強度低下や強度のバラツキがありません。鍬lの圧縮強さ

は通常のコンクリ ー卜 の 4 - 81音ですが、号 |張り 強さやせん断強度

となると鋼材カ ｲ ｬ ｩＹ ￭ｴｾ 優れています 。

建築における新素材として、近頃、炭素蹴佐や高分子材料、金属

チタン、 ニューセラミックスなど、さまざまな材料が開発されてお

り、用途によっては、それらの材料の力学的性能は大変京H古らしい

と3刊illi されていますが、 (臼5犯強立虫lJ.度支/ 材車末料!I-{イ仰仰佃H耐而lj i格陪) と ｌい、う尺度ててで‘許 正 、Ｑ 上比じ凶 ｾ校 ｧ佼 ｴ するな

らlばば工£訓訓、T市仰f布仰側i耐耐H削i格カが州f可{馴長灯ててで、や市、

ません。今のと ころ、世界1' 1' の超高層建築物や長大スバンの橋梁な

どの柿造材料である鋼材が他の新素材に取って代わられる気配もあ

りません。

材来日虫J支の点fごけて" なく、材料の加工性について見てゆく ことも

て切です。 とくに、鋼でもって建築骨組や橋梁 ・鉄塔のような大型

構造物を作る際に、まず骨組の部分を作り、音11分間士STi j終さ「令わせ

る必要があります。鋼構造の場合、古くは鍛按や鋲( リベッ ト) を

打ち込む鋲接合が行われましたが、 E現見A泊5主-:_ -cててで、や1冶、冶は凶j剖妥や市力 ボ‘ノレ 卜J嬢妾合

カがr[申師h師耳をを? きカか、せています。

鋼材が溶接できるい、う ことは大府有用な ことて二 i制変後令部で、

ブJ を100%有効に伝える ことは森易ですが、木村や; r r 材では種々 の

応) J を100%伝える ことはできません。

t 士

川1口

鋼の欠点である腐食性を改善ニするために ニッケノレやクロム等の元

素を添加 したステンレス鋼の歴史は相当長くなりましたが、 それ以

後も建設則耐候性鋼や高張力鋼が開発され、お丘てやは、金属結品組

織を均一化するなど衝撃に対する抵抗力を高めた S N鋼材、耐火性

能を改善した F R鋼等がわが国て、広〈使用され始めました。

こ のような素材の性能の改良と側祈して、鋼材を市ｩＧ￬ｾ率て下 ｪ Ｇｩｊ Ｎ支良

〈 切断 ・ 切 ｬ ｾ ｦ [  J ・研磨する技術の進歩や信頼性の市し、反対委法が知られ、

胞工技術が向上するなど、私たちの生活環境を一層改善する方向て二

いまもいろいろな試みが枯力的に進められています。

鉄鋼の未来はまだまた澗きを失う ことはありません。

( かねた きよし点目[ 1 ) ぐ f:r. 件数授)
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建築物における鉄骨構造の系譜

河 港

建築物について鉄骨構造といったときに、われわれは記憶の中に

何を想い起こすだろうか。パクストンのクリスタノレパレスか、パリ

のエ ッフェノレ塔か、はたまたサンフランシス コのゴールデンゲート

ブリッジなのだろうか。宣rk骨造といえばノレ・コノレビュジ、エて1まなく、

ミース ・ファン・デア ・ローエの諸々の作品の方が、 となるのであ

ろうか。 それらは例えばイリノイ工科大学のクラワンホーノレてあり、

フアンズワース低1) なのだろうか。

建築素材としての鉄の利用は、もちろん技術の発達によっていろ

いろな段階がある 。技術史に詳しいギーテV オンは、彼の著名な書

『空間l時間建築j の中で「鉄は誰でも知っているように、決して新

しい材料ではない。 その使用は有史以前に遡る J ( P .182) と「鉄」

の項を書き始める 。かつて「比較的、少量にしか生産し得ないとい

う困難が伴ったJ ( P .182) 材料であ ったのが、近代になって「その

生産が工業化されるや否や、鉄は全 く新しし、重要性を獲得する J

( P .182) ことになる 。このことから、建築物への鉄の利用は、構造

体への鉄の応用であるとわれわれは一般に考えている 。

技術の発達とあいまって建築物に使われてきた鉄の素材には、建

築材には至らない銑鉄 (PI G- I RON) から、手前夫 ( CAST- I RON) 、

S東宝rk ( WR OUGHT- IRON) 、手岡鉄 ( STEEL) がある 。 それらはい

ずれも合金としての炭素含有量の違いによる分類であるが、物質と

しての強さの特性の遠 ｾＧ｢ ｾｾ ｉ 床として含まれている 。 これらの素材

1橋梁

7775 年

フランスのロ ーヌ河1 : :1.耀失製の橋

を構築しようとしたが失敗した。

その理由は、必要な寸法の部材が

鉄て、は製作不能であ ったからとさ

れる( ギーデイオン、 P . 183) 。

ＷＷＷＷ ｾ Ｙ 年

イギリス中部のセヴア ーン河に最

初の室解決精がかかる 。 コーノレフツレ

ー クデーノレ橋。 スパン 100フィ ー

卜、高さ 40フィ ー 卜。 (図 1)

・1777年、最初j の幸寿鉄による橋が

完成したコーノレブノレー クデーノレは、

イギリスの製鉄業ダー ビー家の初

代アブラハ ム ・タ守一ビーが1709年

木炭に代わる コー クスを娘 ｾＴｴ し

て最初に古対広石を溶かした t ころ
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聡

と建築物の中に出現する形態 t は、もちろん大いに閥述している 。

ステファン ・コッペノレカムは温室の写手L集の解説記事の中て、広

〈鉄骨構造の建築物への利用について、次のように紹介している 。

「告静夫と錬鉄の建物への利用は、 主 にイギリスとフランスですすみ、

橋梁、鉄道駅舎、博覧会場、温室そしてア ーケードや大商庖とい っ

た商業建築に見られた。..... .1倒立紀中頃以降にそれは普及しーづ般の

建築物への鉄の利用 は拡大する 。 …・ ・・初期の橋梁てやは、 ロンドンの

温室てゆ場合と同様に織対立錬鉄と併用して利用されている 。鰯 失

は圧縮力には強いが非常にもろい性質があり、 曲げ応力が働くとこ

ろには錬鉄が使われていたのである J ( P .18) 。その告続失は 18也記末

の新しい素材として利用が始ま ったときの 「あまり大量に使う こ と

のて3 ない魅惑的な新材料であったJ I時期を経て、 19山元己には比較

的安価でありしかも火災に強〈サどることもなく、保護脱 t しての

有用性は高〈 喜判耐されていたようである 。

本論を形の系諮と空間の意味の系譜とに分け、まず、形の系言普を

たど ってみよう 。

形の系譜

上のコッペノレカムの解説に従って、橋梁、駅舎上屋、博覧会場、

imi 室、商業鎚E築そしてその他産築物に分けて、H制旬l仮に手元資料か

ら鉄骨構造の形態を概観して系譜を作ってみよう 。

図 4

図 5

図 3



であり、 1750年頃には林鉄に鍛造

し得る品質刻字っていたとされる。

(ギーテ川オン P . 183) 

ＷＷＹＳ ｾ Ｖ 年

ウェア ー河にサンタ守ー ランド橋が

かかる。ア ーチの長さ 236フィ ー

せりいし

卜。? 郁夫ア ーチ営迫石附造て" 建造

するい、う、石造の柑訟を手前火構

造に応用した司E例。 (図 2)  

建 築物における

図 6

7807 年 ニューヨー タのイース トリバーにブルックリン橋。

テームズ河にかかる安解失製の橋、 (図 6)  

ロン ド 川 橋|画 案。スパン600フィ ＷＸＸＰ ｾＴ 年

一卜 。実施 されなカ、った。 (図 3 )  トクノレイ エノレ河の G. エ ッフエノレによる鉄道橋。ス

7824 年 ノf ン165m
o

(図7 )

フランス最初の吊り橋がロ ーヌ河 ＷＹＳＳ ｾ Ｗ 年

トクールノンにかかる 。 ワイヤー ゴールデンゲー ト柄。全長9200フィ ー ト、 主要スパ

利用は ヨーロ ツノ f で最初。( 図 4)  ン ＴＲ ＰＰ フィ ート 。長 い ｉ ＺＺ ｾｬ 世 界 最長を誇る 。 Ｈ 図 Ｘ )  
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合。 トラス構造の上屋が架かる 。

(図 9)  

ＷＸＵＰ ｾＲ 年

ロンドンのキングスク ロス駅舎。

(図 10、 11)

ＷＸＶＶ ｾＷ 年

ロンドンのセントパンクロス駅舎。

スノ f ン240フィ ー卜 のア ーチ。 こ

れは当時最大のものであ ったとさ

れる 。 (図 12、 13)

7889 年

ブルー ジ‘ ュ駅舎。装飾が目につい

(図 14)

7898 年

O.  ワグナーによるカ ーノレプラヅ

ツ駅その他 ウィーン市地下鉄駅合。

(図 15)

ＷＸＶＸｾＷＲ 年

ハンブルクずのエノレベ河にかかる橋梁。( 図 5 )  

ＷＸＶＹ ｾ ＸＳ 年図 Ｗ

図 B

図日

図12

Ｑ Ｑ ｾａ＠ J 46J 

- 駅舎の上屋について

は、 1888年に 出版され

たワノレマ イ ス リー著

『鉄製仁屋j のrl -Iに五

大上屋 t して紹介され

ているものがあり、そ

の形態と大きさの比較

図によって、) 膨とスパ

ンの大きさが競って作

られていたことをうか

がわせている 。 (図 16) 図13
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3 博覧会 場

7857 年

ロンドン1札 J . バクストンのク

リスタノレノ f レスてか知られる 。 (図

17、 18、 19)

. クリスタノレノ f レスの多くの医IIt反

の1-1
1
に、 i也に浮かぶ舟ー遊びの人々

と併せて建物を、まさしくイギリ

ス人カサ子むピクチヤレスク形式てや

描いたものがあり、建J1IJだけの興

l床てやはないことを表しているよう

て興味を感じる 。

7853 年

ニューヨーク ｼ 専 。 アメリヵ ＱＱｾ 初の

博覧会。 J . ボ》ゃーダスの計画案。

(図 20)

7855 年

ノf リ1導。錬鉄による当u制改大スノ f

ンの48メートノレアーチ。 (図 21)

7867 年

ノf リ1専o ｾ Ｎ勝止製柱の使用が最高柳 ｬ

に達したとされる 。 (図 22)

7873 年

ウィ ーン博。人口に石造の門が付

いている 。 (図 23)

. 鉄骨造が新しい可能性を求めて、

様々に試みられている 一方で、、建

物にはいたるところに石造りがあ

り、重厚な石の壁と軽快な鉄の屋
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図15

図20

図22

図 19
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根が並置されていることが見える 。

従来、建物を作ってきた素材とし

ての石は、その後も建物の中にと

どまるのである 。

7876 年

フィラテツレフィアt . l l t : o (図 24)

7878 年

ノ f リ|専。 (図25)

7889 年

ノ f リ|専。 このときのエ ッフエノレ培ー

はあまりにも有名。鉄構造1;1:.古典

的な極致にまで王IJ 達したとされる 。

図で鈍鉄の板とアンクツレ守無数の

リベットて精子干しているのが分か

る。 (図 26、 27、 28、 29、 30)

7967 年

モントリオーノレW，t
o

B. アラ ーに

よるアメリカ館。 (図 31)

4 温 室

7808 年

プライトン王 宮 にま ｦｴ 子園舎 。 事解ｾ

の11ill岨によるこれに つ いて、 i¥I丈仁

古によって l府示された想像力の飛

躍を秒j 諮っている J とギーデイオ

ンに言わせた。 (図32)

ＷＸＲＶ ｾ ＳＰ 年

ブラッセノレ植物悶i日L室。 (図33)

7833 年

パ リ博物館付属植物国温室。鉄 の

骨組と方、ラスによる最初の大建造

図 24

図27

図31 図3日 図29

- 温室1.:U8世紀にはすでに出現していた。オレンジ栽培

とか パ イナップノ崎支培のため、 気 象条 ｩｾ ニ を ａｉ 的に調獲

しようとする装置である 。植民地から持ち帰られた草木

類ぞ手近に楽しむところとして温室は普及してし、〈 。

・ それにしても i毘室いづ建物の形態が、かくも 曲線 が

多用され優J f t は姿を残し待たのは、目的としての他* - バ呆

存という ことによる のであろうか。形態は収零するもの

図32 へのイメージにf足うといえるのfごろうか。
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物とされ「カ、、ラスの庭園J 1: 呼ば

れた。 その後の温室の原型とされ

る。 (図34、35、 36)

ＱＸＳＶｾＴＱ 年

チャッツワ ースの J . ノf クス トン

による温室。 (図37)

1847 年

リオンの温室。 (図38)

1847 年

ノf リの温室。 (図39)

1857 年

: バノレリン植物園シュロ栽培混室。

(図40)

ＱＸ Ｎ ＶＰ ｾＵ 年

ミュンへン植物園温室。(図41)

ＱＸＷＷ ｾ ＸＲ 年

ストラスブノレグの温室。; 煙突がき

わだっている 。(図42)

建築物にお五 系槍

SI mRF. S  CI Î UUF. S  

四

週

図37

図38

ーー ー ー ー ー ー ー ー 一一 一

河

川ぺ一

昨

!
ι

凡

図41 図42

5 商業建築

1824 年

ノf リのマド ν ーヌ市場。材料の経

i斉目: 1 : 形態の優美さとが結合した

初JUI の例のーっとされる。( 図43)

1835 年

ロンドンのハンガーフォード魚市

図43

場。スパンは水平の32フィ ー卜 。

(図44)

1853 年
. パリの百貨庄では、鋳鉄製の渡り廊下が空中を?と

パ リ中央市場。設計者ノカレタ ーノレ
び、出Isぃru主が立ち上がり、天窓からは自然光が入

はパリ市内の市場をいくつか設言十
図44 り、それらの調和が図られている。
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している。( 図 45)

7876 年

ノf リのボ、ンマノレシェ百貨庖。( 図

46)  

ＷＸＸＷｾＵ 年

ノ f リのプランタン百貨庖。( 図 47)

6 図書 館

ＷＸＴＳ ｾ ＵＰ 年

ノf リのセント ・ジ、エオ、ピエーブ図

書館。 H. ラフツレースト設青九錬

鉄の軸組による屋棺。( 図 48、49)

ＷＸＵＸ Ｎ ｾ ＶＸ 年

ノf リの国立図書館。 H. ラフツレー

ス 卜 設針。 ＱＶ 本の 制Ｂ ｾ寿鉄の柱。

対城ヴオ ーノレ卜。 T頁部に採光弘

(図50)

ＷＹＶＶ ｾ Ｘ 年

ケンブリッジ大学歴史学部図書館。

J. スタ ー リング設計。 (図 51)

- 閲覧室に天空の光が入るように

夫される ことは、新しくも 古く

も同様である 。鉄材によ ってこの

目的が容易に達成できることにな

った。

E  

空間の意昧

建築物における

形態の系議ーとして見てきた鉄骨構造による様々な建築物は、そこ

にっくり出された空間に意味を付与していて、われわれにとっては

主に空間利用の立場からこの意味を読みとろうとする 。

ここ では、 この空間の意味すると ころが何であり、鉄骨机造の発

展の中でどのように変わってきたのかを見てみようと思う 。

G. ギーテV オンは「ま寿鉄は( 最初は) あまり大量に使うことの

て3 ない魅惑的な新材料であった。その未開拓の可能性が、あらゆ

る人の想像力を煽り立てていたJ (P .188) とし、いろいろな可能性

を予想させるものであったとしている。その一方で先に掲げたサン

ダー ランド橋の場合のように 「アーチを構成する 6個 のmJ 材は、迫

石のような働きをする多〈の普勝対反から出来上がっていた。一・・ーこ

図46 図47

図48 図49

図50 図51

うし、う風にして、石によるウ守オ ーノレト工事法が、欽構造に応用され

たのである J (P .186) ということがしばしば見られたという 。

新しい素材が利用されるとき、今までなかった新しいアイテV ア

が出現して、今まで、なカヨったデザ、インのもとに建物が実現すれば、

それは称賛され歴史の中に記録されることであろう 。 しかし多くの

ものはそうで、はない。少なくとも新しし、素材が独自の形態的隻得す

るには、何年もの時聞を必要としている 。何年ものl時聞を必要とす

るとは、徐々に変化するとい、えることてある。鉄骨構造は徐々に

独持な形態制輩縛してし、くのである。いやそうではなく、鉄骨構造

が獲得した独特の形態とは、実は陪史の中の組積造や木構造と空間

形成という点では同じものであるという意見も考えられるかも知れ

ない。

以下に、この点について考察してみよう 。
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1  屋根架構材

木造ノj 、屋組lこ代

わって鉄材が使わ

れたのは、火災に

対する配応、からて府

あった。初期の例

はノ f リのテア ート

ノレ ・フラ ンセ とさ

建 築物における

れる( ギーディオ 図52

ン、 P .189) 。それは 1786年のことであり j 髄失製て、あった。木造小

屋組の建物が火災にあった後、鉄骨造て再建された事例の記録は多

い。この場合、支持体は組柏造の壁であるのも多く見られる。 1903

年、 H. P. ベノレラ ーへはアムステノレダム証券取引所に、外観の重厚

さとともに天窓をもった鉄骨のア ーチの露出する室内をつくった

(図52)。大きな内部空間に大きな鉄製の梁がかかるのは、橋梁がFiT

にかかるのと空間的には何ら違いはない。

2 支持体としての鉄製柱

屋中艮に設ける天窓からの採光に加えて、壁に大きなガラスを設置

する ことで温室は完成する 。 しかし 「鉄骨車Ih*且とカヲス板だけてやっ

くられた最初の大きな構築物は、フランスのバリ博物館付属植物閣

の温室て、あったJ (ギーデイオン、 P .194) という 1833年に建てられ

たそれの一部の建物は、 4 半円断面の筒形円屋根を二つ重ねるとい

う特異な形をしていて、 ここ でいう支持体にはあたらないものにな

って いる( 図33) 。 クーポラに近いこ の形態は、 何木もの手寿幸夫製JI力材

によって空聞を成立させてし、る 。 このよう に鉄骨構造は、その初期

の例から斜めに立ち上がる材としての特長を主張していて、組 Ｎ ｾｩｾ 造

の垂直性から建築を脱却させたのではないかと思う。

話を戻して、ペノレラーへがアムステノレダム証券取引所てゆ外観を

重厚につくったの U司様、 P.べーレンスのAE Gタービン工場の外

観も、古典禄式にならう重量感を持っているものとして知られる 。

そこでの鉄の柱は垂直に立ち上カ守っている 。 しかし その粗削はピン

構造として切断されている 。建物の重量をまさに地表が受けている

のである (図53、54)。鉄材による細い柱や梁によって軽快に空間が

出来上がることは、それまでの重量感あふれる、まさに重力に逆ら

って建つ圧倒するような巨大感を建築は失う ことになる 。鉄材の持

つ力学的有利性を瑠! 解する 一方で、従来の建築が持つ建築としての

存在感をいかにして表現するか、矛盾をはらみながら新しい建築へ

のf英索は統L、てい〈 。
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図53

3 ヴオ1) ユームの生成

1871- 2年、 J. ソノレニエはパリ近傍にム ニエ ・チョコレー ト工

場を建てる 。 この建紘lはマノレタ河の上にあり、 4 本の石柱によって

支えられた大きな鉄製梁の上に、壁面部分を鉄骨て清司状に梢成し、

「われわれの知る限りでは、外壁を単にカーテ ンとして扱った、近

図55

代的な意味てゆ最初の骨組式

の建物である J (P .219) とギ

ーテV オンのいうものである 。

壁面は各種の色タイノレによっ

て美しく 飾 られて いる 。下苦1I

の劃享な造りと上古ri の軽快な

形態は、安定感い、う点てや合

理的である 。加 えて、 この建

物は構造材によって内部に空

聞を包み込み、近代がいうヴ

ォリューム い、う概念を実現

図56 する先例となる( 図55、56)。



斜材が水平と垂直材を繋いで寸木化する形態は、その後もしばし

ば見られる 。例えば、 1969年には S OMが シカ ゴにジョンハンコ ッ

クセンタ ーをつくる 。 まさにそれは樹包されたスカイスクレーノ f ー

である( 図 57) 。 また 1971- 7年には R. ピアノと R. ロジ、ヤースに

よってノ ｦ リにつくられたポンピド一芸 ｾ ｗｔ ・ 文イヒセンターも想い ｕｾ ｉ さ

れる 。 これは内包されるヴォリュ ームい、うより以上に、外壁の

「厚 い壁 j としての印象の方が大きく、鉄が掛械製造に使われるの

と同レベノレてれの装置と して の印象が強い( 図58) 。

きて、鉄骨桝造が内部のヴォリュームを明示するのは、工事仁l'で

あるといえる 。組積造では工事の進行に従って内部を形成するが、

問H寺にそれを隠蔽していく 。鉄筋コンクリー卜造の工事中は水平の

床を支えるために全エオ、ノレギーを集中し、そこには空間i : il 乎ペるも

のは存在しない。 こうしたも のに比ぺて、鉄骨抗造は職人が柱 1木

を建てる ごとに建物として具f利ヒしていく 。IIIJ¥t主は l 木建つことで

建物全体を l暗示している。 まさに鉄骨造の部材はその一つひとつが

記号なのである 。鉄骨の古rl 材

が全部組み上がると建物とし

ての全体像がそこにはあり、

一つひとつの空間がヴォリュ

ームとして表される 。 このよ

うに、構造材のみで目的とす

る建物のすべてを表現できる

ことこそ、鉄，局村梢』造の大きな

特色てで恭冶ある t 考えるム。たfだごし、

この点

いる 。露出された内部のヴォ

リュームは、工事が進行し外

装材が取り付けられるにf廷っ

図57

図61

て内部化され、隠厳されてしまう 。図59は1927年に R. ノイトラが

つくった住宅である。 図60はその鉄骨の姿を示している。垂直の柱

は必ずしも積層された水平商を支えるものとしては表出 していない。

どのような内部空間になり得るかの可能性を暗示するのみである。

近代建築が求めた空間のヴォリュームとは、確定しない空間の姿を

求めたユニノf ーサノレスペースの別称であ ったので、は ないかとも思う 。

1932年パ v ( こ出来る L . コノレビュジエのスイス学生館も また、打ち

放しの太い柱で支えられた床の上に一つのヴォ リュームを載せてい

る。 その均整のとれた美しい外観とは5 ] IJの、むしろ建築としての本

来の姿を表明する姿を示すものい、えよう( 図61 )。

参考文献

・Iくoppel kamm，ｓｾ ，＠ ' GL AS S HOUS E S  A N D  WJ NT E R GAR DE NS  OF  T H E  

N JNE T E E NT H ｃｅｎｔｕｒｙＧｾ＠ Ri zzoli， 1981 

.  L oyer， ｆｾ ，＠ 'L E  SlE CL E  D E  ｌ Ｇ ｉ ｎｄｕｓｔｒ ｊ ｅＧｾ＠ A R T  A L B E R T  S Kl RA ， 1983 

.  Gi edi on， ｓｾ ，＠ ' SPACE ，T IM E  A N D  A R CHI T E C T UR E'，OX F OR D U NIV  

PRE S S， 1954 

・El l i ott ，C. D. ， 'T E C HN i CS A N D  A R CHi T E C T UR E'.  MrT PRE S S， 1992 

.  Shar p， D. ， ' A VI S UAL  HI S T OR Y  OF  TWENTI ET[ - [ - C E NT UR Y  A R CH ト

T E C T UR E'. Hei nemann， 1972 

， Kl ot z， H. ， ' GESCHIC HT E  der ARC[ - [ i TEKTUR'， Prestel， 1995  

・Lampugnani ， V.  M. (ed. ) ， ' E NCY CL OPAEDl A  O F  20T H- C E NT UR Y  

A R CHI T E CT URE'. T HA ME S  A N D  HUDS ON， 1986 

， Benevol o， L .， '[-[ IS T OR Y  OF  MODE R N A R CHJ TECTURE' .  MIT  PRE S S， 

1977 

Pal azzol o， C.， ' LE CORBUS I E R'.  Ri zzol i ， 1989 

図58 ( かわべ きとし 京都工芸繊維大学教授・造形工学科)
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鉄に思うこと

木 村 博 昭

和、が設計・してきた建築を顧みると、知らず知らずのうちに、 一散

建築にしろ住宅にしろ、ど ちらかい、えば建築の構造が鉄骨造のも

の、そ して鉄を 内外装材に使用することが多い。 これまでの鉄の歴

史的変遜からいっても、鉄は可能性を秘め、加工技術の発展に伴い

まだまだ建築への応用可能な、心惹かれる材料てゃあると思ってし， .s 0  

ｾｬｬ ， ｾｭ 命、建築の構造概要は、周辺や Ｒ 民地の状況並びに建築の条件に

よって適材適所の退択が原則的に必要であるが、建築の主体構造体

となる鉄、コンクリ ー 卜、方、ラス、JI莫、そして木造等のそれぞれに

は、それぞれの利点と特色があり、材料のテイスト、強度だけでは

計れず、その{変イ立性を論 じても仕方がない ことだろ う。

なぜ私の場合は鉄を使うこ t が多いのかと 言われでも、明確な論

理的理由がある訳でもないのだが、そのシャープ。さ、時代性、工業

化、加工性等、建築作品を見るのも作るのも、選択として私自身の

好みに合っているとしか言いようがない のかも知れない。

例 えば、私の原風景と してと らえてみれば、物心のつ いた頃か ら

都市に住まい、育ち、身の回りには、建築物は無論のこと、手に触

れる日用 rもから釆り物に至るあらゆる物に、鉄材が何の抵抗もなく

日常的に使われていた。あるいは、私が本J格的に設計活動に携わり

始める以前の、歴史を学んでいた時制に特に学んだ技術革新の時代

一一 鉄の建築カ宅児れた ＱＹＱ ＺＡｴ Ｎ紀末建築ーーの Ｉｪｾ 舟ドかもしれない 。

鉄が架ける空間に心惹かれて

もう 17年ほど前になるのだが、私1;): スコットランドのグラス ゴー

. 3  in 1  House( スリー・イン・ワン・ハウス)

所司1也/ 兵庫県内向 rl1

主要m途/ :)1ミ同住宅 (2戸) + 亙j晋長尾 ( l 戸)

・設計

芯、Il L オ吋仰1J.1I73 ・米原俊子/ 1く5 Archit ects 担当 オG卜ltNJI?3・米原俊子

村 必 ｾｴ ｦｬ 劇劇 ｴ 袖ｦ， ｽ ｦ ｾ Ｇ￨ｩ｜庁担当 北総稔 ＺＡＡｉｉ

・胞工

建 築 三造弘主設 担 当 ｊｾＴ 品 左 手治

i没fH官ベスト合| 直l 担 当 道日l武育l

1立気 和起: 立気 担 当 四十 ｬ 千 言 之 ｾｴ［ｴ本 政 Ｑ ｦ］ ￬
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の大学に留学を していた時期がある 。 ロン ドンからス ーツバッグを

片手に、初めてグラスゴーのセントラノレ駅に降り立った時の印象は、

今も鮮明に記憶に残っている 。 それはうす l暗〈、冷ややかに光が差

し込む、黒くすすけた鉄造トラスで出来たガラス屋根のダイ ナミ ツ

クな大架橋の大空間の駅舎であった。その後も、大学 と下宿のあっ

た郊外をコミューター として、こ のセン トラ ノレ駅を利用していたが、

日常の中で、そ の印象もす っかり 影カf薄 くな って しま っていた。

しかしその後、徐々に 19世紀のグラスゴーのことや近代建築を調

ぺ体系的に理解するにつけ、この鉄造の大トラスとガラス屋根の駅

舎の建築が、 19世紀の技術革新の!時代がもた らした技術の結晶の一

つではなかったか t 思い始めたのである。当時のグラス ゴーは工業

固と して、特に製鉄業を 中心に、重工業、造船、蒸気J機関の発展が

著しく、科学技術は日夜研究が進み、新たな工業製品、そして応用

技術や建築材料の発明と開発が繰り返し行われていたH郁朗てあった。

この駅舎は 1884年( 明治16年、 FI本てはまだこんな鉄造の建築は

存在しなヵ、った) 、 エ ジ、ンパラの建築家R. アンダーソンの設計によ

るもので、ピクトリア様式の石造の厳格なファサードとプラットホ

ーム の鉄造とカ、、ラスを組み合わせ、ま t:. 噺 しい交通システ ムてあ っ

た鉄道の駅にホテルを併設させた、現在に繋がる都市建築的なモダ

ンな枇念を合ませた建築である。これらは 19世紀建築のごく ーイ列に

過まず、至る所に、鉄を使った建築は見受けられるのであ る。

歴史家N. ペブスナーが建築書 『ソース・オブ ・モダンデザイ ン』

の官頭に、 1851年に開閉症された ロンドン|専の水品宮のグラスハウス

を取り上げ、最初の鉄造の橋梁や建築ではな し、パリのエ ッフエノレ塔

やスコッ トランドのフォ ース ・ブリッジを紹介し、 20'1: ! t *己建築の解

説を始めている 。手斤世紀20世紀の欽の技術がもたらしたものは、そ

れまでに存在しない巨大空間であり、全〈過去の様式を副院したも

ので、あ った。鉄造建築の出現は、ヨ ーロツバのそれまでの石造建築

の文化 を根底からゆるがす変革をもたらしたと思える。 それは、人

類のストーン ・エイジから金属 (青銅、製鉄) 文化の移行に伴った

発展に匹敵するほどの ｉｊ ｾ ｉ 来 事で、鉄は、いまだに果てしない可能性

を秘めていて、宇宙までも人類を運び、住まうことを可能にする 。

今後の技術の展開も、 予想、をはるかに超えるものであろう。

これまで、 これら鉄がもたらしたエ ッフエノレ熔やフォース ・ブリ

ッジ、グラスハウスを何度か見る機会があった。その大胆な架構や

村I造f本には、スケーノレの巨大さだけでなく、タ1 ナミックでありな

がら優しさがある 。われわれの想像力を駆り立ててくれるような、

建築のもつ確かな夢のような ロマ ンを語りかけてくれる形態である

UE、う のは、果たし て私だけだろうか。

( きむら ひろあき 木村 ｉｾｾ ｉｉ 自米 ＱＴＱ 度予 Ｏ ｋ ｳ Archit ects) 
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. 3  i n 1  House 

i3 in I  HouseJ は、 ｼ 住戸が Ｘ Ｐ ｾ ＹＰｭ Ｇ 程度の Ｓ

住戸を立体的に組み合わせた、都市型の小規模共

同住宅である。専用アプローチとプライベー トな

外部空間カ活けられ、各住戸の独立'1主力、確保され、

一見、住戸区分の分からない、戸建て住宅に見え

る建物である。全体は、重層長屋方式による、下

階部の 2 層がコンク リー卜造で、 3 階が鉄骨造の

混構造建築である。

この建築の特徴である、ンエル状の外装鉄板の、そ

の形状は、北側隣地に影響する逆日影曲線によっ

て決定された。設計図書の C A D化で自由な形態

がより可能となり、また複雑な形状もそのまま直

接施工寸法への転用か可能で、 9 mml 享の鉄板を工

場で曲げ加工し、革命進上、パーツに介解し、現場

溶接としている。

シェ l レ状の外装鉄板と上層部を鉄骨造としたのは、

鉄材を面として使用する構造上と意匠両面の実験

的試みであり、さらに、鉄骨造より居住性の高い、

遮音、制震に優れたコンクリ ー 卜造の混概隼にす

ることで躯体の安定感と軽量化が図れ、基礎の負

担車E減と、全体としても柱梁のコンクリー卜断面

ボリュームも抑えることができ、車i1' l夫な意匠とな

った。

423 ¥592 
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波打つ屋根一大阪ドームのフェスタモール屋根-

宮 川 浩

平成の「桃山雲J

西 日本最大の多目的イ ベン 卜施設となる大阪 ドームは、今年春の

オープンに向けて、王見恋急、ピッチて川業準備が続けられている 。

大阪ドームのデザ、イン上のI最大の特徴は、アリ ーナを覆う大屋根

に加えて、雲やi皮をイメ ージしたうねった形の屋根が、外周をとり

囲んでいる点にある。 二つの屋根の組み合わせ によるフオノレムは、

本計画の重要なテ ー ? として、設計の初期段階から 一貫 して追求し

てきたものである。形の具体化においては、安土 ・桃山時代の華麗

引業式美を挺した 「桃山雲J い、う キー ワード をもとに計画を進め

た。

形の意昧

「桃山雲」の下には、 フェスタ モーノレと 称するア リーナから M¥立

した文化 ・情報 ・アミューズ、メン トの施設がある。アリ ーナでイベ

ン トが行われていない時でも、常に人を集める施設とするために、

フェスタ モーノレは通年営業を行う 。

i皮才7つ屋根は、大阪 ドームが単なるスポーツ ドームではなく、さ

まざまな施設と後合化 したス ーパー ・コンプレックスである ことを

シンボ、リックに物語っ ている。同時に、こ の動きのある形は、 ドー

ム内て守子われる イベン トの感動や興奮、大阪の街が持つバイタリテ

イやエネノレギーをダイナミックに表現することを意図している 。 ま

た、近隣から見た場合、スパン 160 mを超えるアリ ーナの巨大屋根

完成間近の「桃山雲」

を隠す効果があり、よりスケーノレダワンした盟かな表情ぞ周囲に対

して見せることも狙っている 。

設計について

外義足仁のフオノレムが先行したスタ ー トて、あ ったため、 デザ、イン ・

構造 ・工法等手さぐりの状態から作業が始まった。当初は、複雑な

形を上凶:交的容易に実視て3 そうな構造として、空知l英によるものや、

3次元 トラスと )J英材の組み合わせも検討した。 しかし内部空間のH音

転に難がある ことや、市判長性の問題から、鉄' 目と金属ノ旬、ノレによる

組み合わせを選択した。次にいかになめらかにかつ合理的 ・経済的

にこの形を具体化するかの検討を行い、最終的に以下のような構成

とした。

①全体( 全周) を 72等分 し、それぞ、れに同じ半径 (9.5m) をもっ鉄

頂 部 9F L+9598 .51 J買部 9F L +l 0390 . 95 頂部 9F L +l 日5日0.00 頂 部 9 F L+ l 0871 .5 1J買部 9F L +l l 000. 00

大阪ド ーム
屋根頂部断面図
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手i-構造体を二つ一組のぺアで配置する。
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@  

@  
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@  

@  

@  

② それぞれの構造体制順番に約50cm- 1. 5 mずつ上下することによ

ってit肘丁つ形の骨格を構成する 。

③構造体の聞は、直d尉オによる梁( メν fイプ) て連結する 。

任汐ト装材は、ステンレスノ叶，) V (J 平さ 1mm) を下地材と寸本化した

ユニ ッ トとし、精度と施Tt主の向上を計る。

⑤屋根ユニット聞は、 トップライトを配置し、外観 ・内観と もにリ

ズミカノレな動きを強制する。

⑤ｾ 雌はノ句、ノレとト ップライ ト の問に設け、 外主 Ｑ 七はスリ ッ 卜に見

せる 。 また、この部分が寸法の調整代になる。

原理的には単純なシステムだが、「円形が円周上を上下しながら

匹111反す る」ことになるため、それを正確に 2 次元の図面に表現する

ことは難しし、作業となった。胞工11寺においても、 2 次元の図面を読

み とり、それを 3 次元 C A D にデータ入力し各部材の寸法を決定す

るというプロ セスを経るた め、膨大な施工図が必要となった。実際

。

@  

@  

@  

① 

@  

@… ..  

@・・ ・4

@  

@  

@  

① 

@  

@  

@  

@  

@  

のと ころアリーナの大屋根よりも劉甥J 度が高カ 3 ったかもしれない。

鉄のもつ可塑性や加工容易性と現代のテクノロジーを用いれば、

技術的には不可能なものはないと 言っ てよいぐらいにあらゆる表現

が可能な時代になりつつある 。技術上の可能性 ・選択の幅が広がっ

た今日においては、 U しろ試されているのは、設青ド者ーの想像力の方

ではないだろうか。

2008年大阪オリンピックにむけて

フェスタモーノレには、 2008年大阪オリンピ ック招致施設や地ビー

ノレプラン 卜のあるレス トラン、アミューズ、メン ト施設などがある。

オリンピックが実現したl境には、大阪ドームも開催会場のひとつと

なる予定である 。アリーナ屋根と 「桃山雲J の織りなす個性的な シ

ノレエ ットが、大阪の街並みに活気を与えるとともに、オ リンピック

招致い、う大きな夢の実現に向けて一性買うことができれば幸 いで、

ある。 ( み や が わ ひろし株式会社円建設計大| 坂本主l 設計 主管)
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鉄のデザインーその魅力と可能性-

川 口

デザ、インという観点から鉄を考えた場合、他の材と較べて最も大

きな特徴は、この材料がもっている豊かなフオノレムの可能性にある

t 言ってよいであろう 。現荘、最も信頼て3 る構造材料である鉄は、

同時に有力な建築造形の表現のための素材でもある。 それは、塊休

( 3 次元) 、板、膜 ( 2 次元) 、線材( l 次元) など、あらゆる形態で

デザインすることが可能な材料であり、これほど豊かなデザイン ・

ヴォキャブラリ ーをもっ建築素材はほかにないと 言っても 言い過ぎ

ではないであろう 。

塊体のデザイン

・代々木競技場の鋳鋼ユニバーサル・ジョイント

針司塊の造形としては、告静岡( 近年はダクタイノレ長寿幸夫も含めてよし、

だろう) が一般的である 。建築構造に本格的に告脳同が使われたのは、

1964年の東京オリンピックのためにつくられた、代々木競技場第一

体育館Ｈ建築設計Ｚ丹下健 三 、構造設計Ｚ坪井普 ｊｾｪ 一 図 Ｑ ) カ河it界

s  s  

¥ 

4"J ' ?" t J .  

q 有5

衛

ではじめての例であろう 。

この建物の屋根は典型的なサスペンション構造てや、吊り精状に走

る2 本のメインケーブルと、 このケーブルからスタンド周辺に向か

うづ主の吊り材とによって、屋根面カ形成されている 。屋根の構造

設計上の最も大きな問題のひとつは、 施工の進行に伴って生 じる大

きな変形であった。たとえばメインケーブルは、初期の状態から施

工完了までの聞に、スパン中央で約 1 mのサグ増加( たわみ) を生

じる 。 したがって、メインケーフツレと吊り材とのジョイン トは、施

工時、完成後を通して両者の聞の 3次元的な相対角度の変化 を、無

抵抗に吸収する能力をもたなげればならない。 さらにジョイン卜は、

デザイン、製作、施工の各面から、同ーの形状、寸法のものが、す

べての個所に使用できることが望ましい。

上記の要求を満たすために設計されたのが、官稲岡による「土星の

輪」型のユニノ f ーサノレ ・ジョイントである( 図 2)。

告離闘は、当時すでに機肱造船などの分野で優れた構造材料とし

図 1

代々木競技場第 1 体育館の

溝造概要

図 2 r土星の輪」型のユニバーサル・ジョイント 図 3 デザイン要素としてのユニバーサル・ジョイント( パックステイ部)

32 建築 と社会 ・1997 .2



ての実績を示していた力士建築の分野てかはまだ認知されておらず、

吉続失と官級岡の区月 IJ もつかない人すら少なくなかったから、実現には

多くの困難を伴った。応力解析、実験、入念な品質管理等、慎重な

道程を経てようやく陽の目を見させることができた。

この官揺岡ジョイン 卜は、この建物全体に近代的表現を与える重要

なデザ、イン要素になっていると思う( 図 3 )。

・日本万国博大屋キ畏一一ピーター・ライスに影響を与えた鋳鋼一一

代々木競技場の建設を通じて得られた鋳鋼ジョイントの有用性と、

これに関する知見の上に立って、筆者らは 1970年の日本万国博お祭

り広場大屋根( 建築設計 : 丹下健三ほか、構造設計 ・坪チ|二普勝、) 11  

口 街 図 4 ) の、超大型スペース ・フレームのジョイントに、再

び館関の述聞を試みた。この大屋根は規摸が大きいだけでなく、屋

ふところ

根の懐が 2層の都市住宅空間として扱われたから、荷重密度も極め

て高〈、したがってスペース ・フレームの部材聞で伝達すべき力も

通常のものに比ペて桁違いに大きく、数百 トンのオーダーであった。

また、設計当時、万国博の跡地利用については国も 地域もノ ー・

アイディアであったから、残せば、永久構造物として使う ことができ、

壊す時にはできるだけ容易に分解できるような構造が要求された。

上記のような困難な問題にチャレンジするために考案したのが、

量制調による大型中空ジョイン 卜で、組み立て、分解を容易にするた

めに、高強度ボルトによる完全メカ ニカノレの接合システムを開発し

た ( 図 5、 6 )。

このジョイン 卜は、そのf&の国内のスペース ・フレーム ・ジョイ

ントの考え方にも大きな景縄宅与えたが、海外ではピーター・ ライ

スがf J j 博終了後にこの建物の見学に訪れた際、 このジョイン 卜を見

て大きな感銘を受け、ポンピ ドヮー・セ ンタ ー以降の彼の構造設計

に量制司が多用されるきっかけとなったと述べている( 彼の遺著:

“ A n  E ngineer  I magines" p.29以降参照) 。

. サンドーム福井一→士上げと一体イヒされた鋳鋼ジョイント一一

昨年、世界f材必塁手権大会が聞かれたサンドーム福井( 建築設計:

岡崎甚幸、福井県設監協、構造設計: )  11 口 衛一図7 ) は、 ドカ雪

に見舞われでも、雪を屋t且k に とどめて、これに耐える ことを前提

とするドーム構造て¥雪固としての福井の地域性を積極的に表現す

るデザイン t 言 うことができょう 。

このドーム構造は、いわゆる複層型のスペース ・フレームである

が、力の流れの主たる経路である下弦面のジョ イン トに幸和問を適用

した。 この量制司ジョイン 卜に下弦音11材をj容接することにより、力は

少しの ロスもなく伝達され、背酷な荷重条件を感じさせない、軽快

な内部空聞を可能にして いる。このジョ イン 卜は構造部材ていあると

かなめ

同時に、逆ピラミッド形のテア ロン)1染天井の 「要J の 備 作 兼 ね て

l | | 切 I [  

捌 」 ー 1080∞ n l i D0 10側 0 ー 斗 378ω

l  7"d八八八八ハハ八八八ハムハハ7 = 汁

草山 事 事 詩

図 4 日本万国博お祭り広場大屋根構造概要

図 5 お祭リ広場大屋根鋳鋼ジョイント( メカニズム)

図 7 サンドーム福弁

図 8

ドーム骨組の立体

的パターンと「雪溜め」

の機能を融合させたデ

ザイン

サ ンド ーム福井の

鋳鋼ジョ イント

一一-1' i' 4造の ジョイントカf、同

時に逆ピラミッド形天井のr'2!

具」の御 lを果たしている
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図 9 膨らまし中のステンレス・シート・ドーム (J 享さ日 . 3mm)

図10 完成したステンレス空気膜ドーム( 直径20m、高さ 6 m)  

図11 栃木グリーンスタジアムー浮いて見える屋根

図12 柱のアーティキュレーション
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おり、構造と仕上げを混然ーイ本とならしめるような表現のテ干、イン

要素 とな って い る ( 図 B)。

薄膜のデザイン

2次元部材としての鉄も、また魅力のあるデザイン要素である 。

1978年に筆者らがつく った試作ドームは、直径20m、高さ 6mてや、

厚さ 0.3mmのステンレス ・シート を用いた空気』期務造て、ある。

由時、鋼板や鋼膜を用いた曲面構造はドイツ、ソ連、カナダ等で

試みられていたが、これらの手法では板の接合にはj容核を用いなけ

ればならず、また、つくることのできる曲面の形も、非常に偏平な

ものに限 られていた。筆者は、楕円体に近い、ある特定の曲商を選

ぶと、皮JI 莫に周方向の応力を生 じることなく空気て1膨らますことが

できる、ぃ、う自らの研究結果に基づし、て、上記のドームを試作し

た( 図 9、 10)。接合はすべ、てボノレ卜だけで溶接は- l JJ不用、 しかも

大きく立ち上カf った( 偏平でなし、) 形が可能なのヵ精微である 。

線材のデザイン

鉄のデザ、インにおける、 もうひとつの魅力は、棒、ケーフツレなど、

線材の形でテンションに対応させることによって緊張J惑を醗し 出 し

たり、逆に存在感を減殺させたりい、う演出が可能なことである 。

肪ドグリ ーンスタジアム( 建築設計: 神谷五男、構造設計. 川 仁l 衡

一図 11) では、柱にア ーティキュレーション( 力学= 機能の分間10 を

行い、 圧縮部材には既製R C杭、引張材には鋼棒を用いることによ

り柱全体の存在J惑を薄め、「浮いているような屋根」という建築家 (神

谷五男氏) のイメ ー ジを実現させようとしている( 図 12)。

豊かなデザイン・ヴォキャブラリーを生かして

以上、 気のイ寸くままに鉄のデザインの可能性のいく つかを例示し

てみた。19世紀に鉄のデザイ ン上の魅力が強〈意識されたH粉tJ: 1があ

ったが、そ の後、 実用木位の設計思想、の下てや「世帯じみた」デザイ

ンが世界中に普及してしま った。

前世紀の中葉から紀末にかけて、 パ クストンやフツレオ、ノレ、エ ッフ

エノレなどが、鉄いづ材料を極めて新鮮な気持ちて受 けとめ、 多 く

の傑作を創りt l : ' 1 したのに 比べて、 100年後の世紀末を迎えている私

たちは、 この聞に身のまわりにあふれできた鉄の量に圧倒され、食

傷気味に、マンオ、リズムのデザ、イ ンをくり返しているのではないだ

ろうか? しかし、鉄は本来、極めて多様な形態で設計者のイメー

ジに応えてくれる、豊かなデザ、イン ・ヴォキャブラリーを内包して

いる 。 その魅力と可能性は、まだまだ汲み尽くすことな E できない。

( かわぐち まもる 法政大学教授)



親しみのある「鉄のデザイン;jとは

渡 辺 邦 夫

音対闘は大きな力にJ底抗て》て、人間の日常感覚とはちょっとかけ

離れた存在になりがちだ。 それにきびと火災に弱いという欠点があ

るから、それを保護するために重装備にな ってしまい、建築の働社!

な表現にはなりにくかった。品丘のF R鋼の登場、それに多くの防

錆塗装の開発は、 普通の建物でも鉄のデザインが積極的にできるよ

うにな ってきた。残された問題は、誰にでも親しみのある鉄の存在

をE うやって表現するか、 ということだろう 。

品丘、竣工した福岡大学の講義棟で試みた「立体回廊」は、この

ようなテーマてや設計した。福岡大学の講義室の一部をまとめて一つ

の棟に集めた建物Jてある 。地下 2階、 I也上 8階のこの建物は、 450人

教室から 40人まで大小の講義室を積層している 。 もしこれらの教室

の全部が同i寺に聞かれ、それに其而目な学生が全員講義を聞きにく

れば、こ の建協は約6，000人の学生が同時に1: 1: ' ，入りし、教室から教室

へと休み11寺間に移動することになる 。巨大な集会場に匹敵する規牒

- 設計データ

建 物 名 福岡大学講義名Ii

所 在 地 福 岡市j成南 区 七限 8 - 11- 1

ill 築 J o名 :学校法人 福 岡大学

主婆片1;企 大 学講義室

生I! 築設計 スタジオ 建築計画 ・山本

楓ア ーキテ クツ

t.Yi造設計 Wi造設計集団< SDG>

設備設J I 森村 設計

設計Jtl lI:日 1993年 6 月一 1994年 10月

段 里II スタジオ主I! 築計百i ・山本

期! アーキ テクツ

榊 造設日|集団 < S DG>

森村設計

施 工 鹿 Ａｬ ｾ ・ 大 林 ・ 大成 ・ 佐藤 ・ 原 ＱＱＱ

鉄'f l工 事

鉄 骨 資 材

jl/鋼 製 造

工 ｾ Ｑ ｽ ｊｴｬ ｊｉ 甘 ｬ

主体構造

基礎 J也業

規 絞

判: 7JJ』

ｊ ｬ ｩ＿Ｇｾ ｾ Ｇ ｾ さ

締 高

敷1也I伺政

弘I! 築商品，I(

延! 末Tuiffl

建設工事共同企業体

来型鉄桃 株式会社

G コラム ( クボタ)

F R鋼 ( 新日銭)

|士l本長1I 鍛鋼株式会社

1994年 11月 - 1996年12月

2 階 伏 図

SRC 造 ' S 造 ・P S 造 線令構造

直接基礎 t 杭 地業の併用

地下 2 附 I也一1::.8階 I持出1附

30.43m 

39. 43m 

3.75m 

198，324 m'  

2，304m'  

14 ，538m'  

断面図

て、ある 。

こうい った講義室群の垂直、水平副I線は、建物の西側外部にまと

め ら れている 。 本体の構造に接続されたサブ的なフレ ー ムの ｾ ｉ Ｚ Ｇ に、

エレベータ一、エスカレータ一、階段や踊り場、通路、ロビーがす

べて配置されている 。 こうすることで明快な封勝j知可制呆でき、混乱

含防ぐことができる 。 この部分を僕たちは勝手にロ ッジ‘ ャー( 立体

[i! !廊) と名付けたのだが、軽快な構造にするために、水平力は本体

構造で負担するように計画した。鉛直荷重だけを支えるフレームは

鉄骨て官十画したいが、 もし耐火被覆が必要ということになると、鉄

の軽快さは表現できない。そこで建築基準法38条て吻災評定を取得

するときに、 ｾｰ ，ｾ毛皮覆の申請も合わせて行い、この部分に ｆ ｒ 鋼Ｈ耐

火鋼) を使用する 。

鉄の存在を意識させるために

立体回廊の外観

階t主 と エ ス カ レ ー タ ー 頂部の庇

建築と社会 ・'997 .2 35 



カた j

S81 :  H- 175XI 75X7.  5Xl l  (SM490A)  

S82 : 丸鏑 ct 85( SM490相当)

STl - S T 5 :  P C 鋼 棒 17ct (S日PR95/ 110)

S T 6 - ST7 丸鋼 ct 19( S45C H)  

ST8 丸鋼 ct 25( S45C H)  

SJ l  :  PL32( SM490相当)

SJ 2 丸鋼 ct40 ( SS4∞)

スチフナ等 PL 6- 19 ( SM490)  」 二「 てｾ

十一_...骨二 仲

マ2F L

. ，. - -

ilC覇空 軍曹

白

山

h

同

7500 

毎 日、多くの学生が行き来するときに、 開放的でやはあるが鉄の存

在を意識させる構造表現にする ことを考えた。 そのためにはフレー

ム以外のエ レメン卜も、て、、きるだけ透明感のあるものにする 。例え

ばエ レベーターはシースルーに、 エスカレーターの側壁は半透明の

アクリノレ版、階段は段板だけに、雨よけの庇はテ フロ ン)J英にする。

その上てやこれらのエ レメン卜を支える「鉄のデザインJ を考えるこ

とになる 。

鉄て親 しみのある軽快 なフレームを構成するためには、古li材の選

択と接合昔日の設計が重要で、出来るだけ小 さい細い部材でその接合

方式をピジ、ュアノレなものにする 。音[1材の位置関係、と力の伝達方式を

明快 にして構造を視覚化 していけば、分か りやす いし、その空間だ

けでなく鉄の構造に興味も湧いてくるだろう 。

細い柱を使って

柱は座屈町村] で寸法が決ま ってしまうのて¥あらかじめ 2本一組

の柱にして細くできるように酒[ ' J .&， しておし この柱には F R鋼の遠

心力鋳造管 (G コラム) を採用した。直笹200mm、厚 さ21mmのものを

鋳造 してもらった。G コラムはカタ ログに 300mm以上のもの しか載

っていないが、工場を見学に行くと、水道管fごと思うが配管用に 80

mmJ ; ) _ 仁であれば遠心鋳造する設備が揃っている ことが分かる 。量が

少な いので若干、割高にはなっ て しまう が、建物全体のコス トから

36 

フレームの精成と接合部

C40:  F RGコラム

200ct - 18 SCW490 

810:  F RGコラム

170ct - 21  (40)  SCW490 

811 :  8H300X200 

X 12X25 F R 鏑 SM490A

ジョイン卜部品。 F R 鋼

S M490A相当

柱・梁接合詳細

7500 

階段詳細図

柱・ 梁接合部の詳細

i 廿



脚」6-

員協

言4品
考えると 5発11は少ない。これで耐力は大きいが、両手ではさめるぐ

らし、細い 2本柱ができた。エスカレーターや階段、踊り場は直後、

本体から突き出している梁にのせているので、この梁には曲げ1司IJ 性

の大きな間以鋼を使う。そのかわり桁方向の梁は振れ止めと柱の座

屈防止の役目しかないから、柱芯からずらしでも機能し、ここには

G コラム の直径170mm、j写さ 21mmを使用する 。

一般的には、柱を仲介させて桁梁とスパン梁とを別々に般合する

のだが、 ここで、はディテーノレを単純にして集約するために、 2本の

柱を束ねたプレー トと、木体力、ら突き出してくる H形鋼の先端とを

1本のピンで固定する。 このピンに直交して車111ボルトを取り付けて

おき、桁梁の五荊岡管に予め取り付けてある車111ボ、ノレ 卜と をカプラーで

接合する。こういったえ、ジ、込みのディテーノけま、高度な施工精度が

必要だから、工事を行う施工会社、鉄骨会社、部品メ ーカーのエン

ジ、ニアとの十分な議論が必要不可欠だ。

こうし、う細い柱の最下端、出制の表現も葉wしい。ベース プレート

と柱計割安してリブプレートとアンカ ーボルトで固定するの b*lIME

だ。アンカ一部分を基礎に埋め込んで、しまって床のイ土上げからいき

なり柱が生えてくるのも気持ち惑いし、仕組みが視党的に分からな

TWl  

Lム

p 門 179

富ト伊慰安材

材質 FR 鋼 (SM400相当)

い。 そこでここでは、アンカ ーボル トが柱の直笹の中に納まるもの

を考案した。松:胸H議制品を使い、 二重ナットが締められる空聞を

くりねいたのである。

庇になる映を支える鉄は、ダフ、ノレのフラッ トパーをせいの小さい

ものにして、別王に抵抗できるよう多数配列する 。鉄で也統した面

が構成できれば、 11失の軽快さが正椛に表現て3 るだろう 。部材間の

接合にはそのつながり方を分かりやすく表現するためにピン 1本てや

留めるようにした。 ピンの両{J! IJ をナットで固定すると大きなものが

必要になるので、ピン に講を切っておき 、スピロロ ックスで固定す

る。

*  

これらの自由l R で、親 しみのある「鉄のデザ、インJ がで、きたか、僕

には自信がないが、これからこの立体回廊を使ってくれる多くの学

生たちがその是非の評価をしてくれるだろう 。

( わたなべ く に お 精 進 設if j "W，団< SDG> 代表)

5400 

ー←一寸 プヲ

主主這主;叡 l

MJ l ・鋼 棒 qS 38機械加工 ( S4SC)

6F 

向

田

三

5F 

ー理事-

Ｍ三予想 ミ ｉｾ

庇詳細図
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各 論 1 為

素材〈鋼〉を生かした身近な架構

今川憲英/ 岡本克彦

鋼を使うデザ、インの場合、

・さまざまな鋼を適材適所に使用すること

. 自然のエオ、ノレギーを吸収する拠怖にする

. 組み立てやすい空間構造にする

等に留意し、 構造デザ、インを展開している 。

ここに紹介する「ポロロッカJ は、「地震エえ、ノレギーを吸収する

く鋼〉の空間J を実現した例である 。

「ポ口口ッ力J の空間概要

「ポロロ ツカJ は、表面積約3000m'の曲面方、ラス屋根を 2枚を用

いて、 L 字型平面の 日:本庭園がある地下階カ、ら地上 6 階まで吹き抜

けるアトリウム空聞を覆うとしづ青|画である 。

このI性l面J ゲラス屋根を支持する架杭の一端は: l :t i 6 階で封寺し、

他端はグラン ドレベソレてが刻寺されている 。 l性|商ガラス屋根の平面形

状は「台 ｾ ｉ ｾ ｊ であり、その底辺長さは ｬ = 108m、項辺は l = 64m、

斜辺長さ l = 40 m となっている 。カ、、ラス屋根の傾斜角度は、本建物

に対して約 ＵＷ 度である 。 また、世 ｬ 商方、ラス屋根のワェ ー フ ＧＷｾ 状は、

波のT頁点昔11の幅が30m1 : 最大であり、最小幅は25m G皮底) 、波長

は16m、1皮高さは 4 mである 。

「ポロロ ッカJ アトリウム ( 東側)

38 建築と社会 ・1997. 2

構造デザイン

構造デザイ ン、それは素材を生かし、新旧の架構に対して素材を

適材適所に配置して、耐久性のある空間構造を考え出すことである 。

本計匝|において、地震や台J)Hの巨大なエオ、ノレギーをl吸収する架構

をいかに考え出すかいづ構造デザインのポイン卜は、以下である 。

(1)  オープンでやスレンダーな空間営杭成する、シ ンフ。ノレな空間構造

とする 。

(2) 盛物側の地震時水平変位 ( X、Y 方向とも 約 5 cm) に対し、ガ

ラスの架構が追従する 。

(3)  )ゲラスの架構が自重、地長ブJ 、ljR荷重、 i駒支応力に対して耐久

性がある 。

(4) 妻田に作用する地震力や風荷重に対して、ウェーフ》、、ラス而の

水平岡If I 生をシンプノレな拠構とする 。

(5) 平面ガラスがワェーフ、を表現するため、ガラスの変形 ・l以収ク

リアランスを小さく抑える 。

(6)  ワェーフーのエッジに配置する部材の方杖効果をなくす。

(7)  1 階の L 字の コーナ一部に計画されたブリッジ1こ、封邦，11のない

構造とする 。

(8) 短工期の架構計画とする 。

これ らそ満足する架構として、 ハイブリッ ド構造を採mした。

このハイブ リッ ド構造は、スパン方向はく 3 ヒンジフレーム〉架

構とし、面内方向はく出l面フ ィー レンデーノレ構造〉 とした。く 3 ヒ

ンジフレーム〉架構li 、フレームの一端が可動すると、中央ヒンジ

が可動し、その変形にカ、ラス商が追随し動くのである 。 また、市内

方向に刻移した場合も本架構は「ローラ ー支持J 1 : 同じ粂1
1

1二となり、

カ、ラス面がその可動方向に追随するという架棋である 。

曲面ガラス の支持架構を可i l l 1J l 1' 1t造とした場合の問題点は、 妻商の

紺再であるが、本計画においては妻面フレームと面内及び水平面内

に可動なメカニズムをデザ、インしている 。

素材のデザイン

3 ヒンジフレームは、軸力が支配的な架構なので、上弦材は G コ

ラム ( 300φ x 19) 、下1立材に異形鉄筋D2 9、上 . ー円卦: ; 1'11引の束材に

0 - 76. 3ct X 3.2の:;J. v f
イプを使用した。 また、上 ・ー門立材とそれを

結ぶ束材の接合音 Ｑ Ｑ は、官制司ジョイン ト ｓｃｗＴ Ｘ Ｐ をイ却 ｾ Ｚｊ している 。 鋳

鋼ジョイン卜の桜合昔11は異形鉄筋のオ、ジ山を利用しジョイン トの経

済性を図って ｾ ， J.， 。 ウェーフ、百内を構成するフイ ー レンデーノレは上

弦材 (O -300X 19) をH 形鋼 ( H- 175X 175X 7. 5X l l 、 l  = 1000mm)  

でつなぐだけで架構が出来上がる計画である 。



「ポロロ ッカ」東南面外観

可動

3 ヒ. ンフレーム上部はピン支持により

架構特性による可動支承となる
境界トラス

上部ピン支承

= 。 躯体側ピンジョイント

3 ピンフレーム水平部材 屋根面

ｾ ピンジョイン卜 ノ、ィプ1)':; ドテンション

B E A M 

( ガラス面内方向に対して)
境界トラス

上面可動支承

吊リ支持

境界卜ラス梁

妥面

ノ、イプリッド

テンション

B E A M 

境 界 ト ラ ス 梁 部 可 動 詳 細 3 ピ ン フ レ ー ム の 挙 動 状 態
ガ ラ ス ア ト リ ウ ム 架構 の 可動メ カ ニ ズ ム

------
境界トラス下部ローラー支承 3 ピ ン フ レ ー ム 下 部 ピ ン 支 承

構造デザインのコストコントロール

本計画の可到耕造を経済的に組み上げるために、 3 ピンフレーム

の引っ張り材に異形鉄筋 (D 29) を使い、その俵合唱[1に繰り返し鋳

ま!日lジョイン ト ( SCW480) を使用し、さ らに、現場ジョイン 卜を極

力少なくした。 この結果、大スパンの構造コストとしては、 7万円

1m'台という tお斉的コストを実現すると ともに、約6000m'の鉄骨建

方を約 2週間い、う短い工期て終えることができた。

妻 面 下 部 ロ ー ラ ー 支 承

可動した構造架構

1995年 1月17日、 木整助も大きな地震を経験した。しかし、可動

部の仕上げ材の脱落と、 一部の支承昔日付近の損傷にと E まり、方、ラ

スが無被害であったことは、計画どおり可重11システムが可動したこ

とを示す結果となった。

( いまがわ のりひで 株式会社テイ アイ エス エンドパー ト ナ ー ズ 側

おかもt かつひこ 同 7 ; j 、ジメンドディレタター/
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各 論1

空間を包み込む

梅 沢 良

構造設計家の誕生と鉄骨構造

人類が定住して農i移住主活を営むようにな ったのは約 l 万年Lt . t ' 前

とされている 。定住は家を必要とし、集落が発生する 。建築の起源、

はこれに始まる。以来、建築は自然に存在する材料で造 られてきた。

18世紀末にイギリスに始ま った産業j 革命はわずか半世紀の聞に人間

の生活を一変させた。鉄の11剖ての到来である 。

1851年、ロンド ンのハイドパー クてい聞かれた万国博覧会は“ すべ

ての国の工業製品" を展示するために ク リス タノレパ レスを会場にし

た ( 図 1)。 テーマは“ 進歩" であ った。延べ床面積 9万 m'の この建

物は、 設計に 9 日、建設に 4 ヵ月とし、う驚異的なスピードてや行われ

た。鉄骨部材は複数の工場てや分散して造られ、現場で組み立てられ

た。鉄とえf ラスい、う新しい建築キ林4が工場製作によるプレフ アプ

リケーショ ンをもたらし、建築を担本から変えていくことの実証 で

あった ( 図 2 ) 。設言↑者ジョセフ ・パ クストンは“ 建築家" ではなか

ったが、庭園師てや、温室の設計家だった彼は、類似建物のノウハウ

を持っていた。だから設計に 9 日しかかからなヵ、っ た。
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4 図 1 クリスタルパレス内観 1851年

設雪十: ジョセフ ・パクストン

V 図 2 クリスタルパレスのフレーム

( 左下) とイ士口部のテ'ィテール( 右下)

工場て:i.! 製作された鋳鉄の柱、 トラス

梁、銘搬のプレースの各自瑚 を、 現

場で組み立てるという現在と同じ施

工方法で建てられている。

仕口部ではあごのついたダイヤフラ

ムにトラス梁を績からスライドさせ

てジョイン トさせたり、プレースの

先端に鋳鉄製のジョ インとピースを

取り付け、ボJレトでタ. イヤフラムに

取り付けたりする工夫カ線新になさ

れている。

その技術の高さ、美しさには全く驚

くばかりである。

“Crystal  Palace"  

J oseph Paxton  and  

Charl es Pox 

J ohn Mckean  

PHA I DON 社より

19世紀後半は鉄道の11制ーにであ った。鉄道は大小の多数の橋を必要

とし、大スパンのターミナノレ駅舎を必要とした。 これらはすべて鉄

骨て造られたが、設計者は“ 建築家" ではなく鉄骨構造のエキスパー

トてあ った。ギュスタ ーブ ・エ ッフエノレはその代表である 。建築家

が鉄骨構造の建物を設計する場合、鉄骨構造のエキスパー トが必要

とな った。構造設計家の龍生である 。

20世紀に入ると ヨーロツノ f は戦争のl時代を迎え、鉄の用途は建物

か ら大砲へ移っていった。鉄骨構造の中心も、 ヨーロツノ旬、らシカ

ゴの高層建築へと移ってい った。

やがて鉄筋 コンクリ ー トが発明されると、鉄筋コンクリ 一 卜構造

の可能性を追求するエキスノ f ー トが登場する 。フレツシネ、マイヤ ー

ノレ、え、ノレヴィ、 卜ロハ、キャンデラ等である 。 これらの人々も“ 建

築家" でーはなかった。 これらのノ f イオ ニアによって開発された章夫骨

や鉄筋コンクリー卜構造技術は、やがて一吻主化し、現代の構造設計

家に受 け継がれていった。

滋賀県立大学体育館の鉄骨デザイン

. かたちと橋造計画

この体育館の風を大きく苧んだMi のような形態は、見る方向によ

っては透明な水玉のように、別の方向からはまるで巨大な種が大地

から飛び出さんばかりのJIl 長に見える 。屋根は薄〈睦快なシェノレタ

ーであり 、 この屋根を支える柱と方杖が勧慨に並ぶ。 そ の 勧 械

の構造は時にはカ、、ラス面に映り込み、材G伏に連立し、折り 重 なる風

景 を見せる( 写真 1) 。

この建物でのコンセプ卜は「薄い皮! 院で空聞を包み込むj ことで

あった。 そこで、構造では屋根やガラスといった[ 面J を支えるた

めに必要なフレームを圧縮、引張による軸力系の構造に分解し、車III

い線材とすることで、広大な面を軽快に支えることとした。

以下にアリ ーナ、ガラス面と柔剣道場の屋根を支えるために採っ

たそれぞれの具体的な方法を示す。

. 樹木状構造



ワンスパンラーメンの鉛直荷重時の

曲げモーメント図

Y  l  y  樹 木 状 備 に 換

イー一一戸 し…斜

写真 3 アリーナメインフレーム

柱頭部詳細

アリーナメインフレーム鉄骨

建方時の梯子

ウエプに丸い穴を聞けた梁が

リズムよく並ぶ。

梁 B H  - 400X300XI 6X29( 中央)

アリ ーナの屋根の支えとなる樹オt状構造は、鉛直荷重時の l性lげモ

ーメント図に相似させた位置に方杖部材を配置することにより得ら

れる( 図 3 )。 また、柱を屋根の曲線にあわせて外側 に傾斜させるこ

とにより、梁の固定度を高めている 。 このような構造を採用するこ

とにより片持ち効果が発揮され、中央部の梁成が40cmと、スパンの

約1/100が達成されている( 写真 2、 3、図 4)。

. ディテール

図 5 、写真 4 のように、方杖の詩情li では機械加工されたロッド部

材をピン接合している 。 このブデ法は、 パイプやロッドの簡単できれ

いなジョイントのテ ｖ テ ー ノレカ ｻＪｾ ＱＱ 奇的に得られる有効な方法である 。

. サッシの構造

体育館の妻面全面を覆っている方、ラス面を支える構造は、ガラス

写真 4 建方時の方杖部分ディテール

通し柱(ct400X30) にガセットプレート (PL-

25)を取り付け、方杖材 (ct150rod)の端笥l

を3本のピン (ct50) て唱給してい込なお、

通し柱にはコンクリート古涜演されていふ

図 B

サッシの

構造システム

カテナリービームとステイで

風荷重に抵抗するシステム。

---

φ400X30( M)  ( コンクリート充嶋)

目

.---

コンクリート充墳

A- A '断面

図 5 方杖ジョイント部のディテール

図 7 柔剣道場屋根の構造システム

20cmのR Cスラプを線材 で補強し、

写真 E 柔剣道場屋根を支える構造 スパン12mを架け渡している。

の透明感を最大限に生かすため、鉄筋による引張梢造システムとし

た。 この構造は風祈重に対し、 J日王の場合はカテナリービームの構

造てや、負圧の場合は屋根の大梁か ら出された鉄筋のステイてや抵抗し

て い る ( 写真 5、図 6)。

・柔剣道場の構造

アリ ーナに付属する柔剣道場( スパン 12m) でも、 屋線面を支え

るシステムとしてカテナリ ービームを採用し、組Iｾ、線の構造て而の

補強をした。厚さ 20cmのR C の屋根スラブに上弦材のH鋼を埋め込

むことにより、スラブより下{ J ! i Jには下広材と束材の鉄筋だけが見え

ることになり、天井面を高〈フラ ッ トに見せることができる( 写真

6、図 7) 。

( うめざわ りょうぞう 株式会社梅沢建築構造研究所所長)
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透けて見せる一小田原市総合体育館一

中 山

平成10年神奈川国体の、バスケッ トボーノレ競技メイン会場と して

計画された小田原市総合体育館のメインアリ ーナの屋根は、大型体

育館としての機能上、 97mX 62mの無柱空聞が要求される 。この大

空間の上に屋根を架けるにあたって、( 1)自重の軽い屋根である、 (2)

スパンが大きい、などから、コンクリ ート 等に比べて強度が非常に

高〈、凶緬を小さくする ことができ、そのため自重を少なくする こ

とができる鉄骨構造を採用した。

設計イメージを生かすための鉄骨のデザイン

メインアリ ーナ屋根の構造設計を行うにあたり、意匠から提示さ

さ か わ

れたキーワードは、小田原提灯、酒匂川、箱根紺l工の三つの言葉で

あった。「小田原提灯J とは、屋中艮商の一昔11を透けて見えるようにす

ること、 ii酉匂)IIJ とは体育館の日民地横を流れる酒匂川|の川風をア リ

ーナ内部に取り入れるようにすること、 「手掛蹴問工」とは細部まで検

討されたディティ ーノレを採用すること、 というイメ ージ、て、あった。

そして建物の全体の形状は、円筒型の屋根の両サイドを 30度の角度

でそぎ落とした形であった。

これらの要求に応えるために、私たちは下記のような提案を した。

鉄骨建方中( 全景) 写真提供 三輪写真事務所

繁

( 1 ) 屋根のヴオ ーノレ 卜部分と 30度に傾いた平面とが交わる部分にキ

ーノレトラスを設けるとともに、平面的に三角形を構成するような格

子梁として合掌トラス ・サブトラスを設計することにより、すべて

の 地 震力を、四 ｉ ｾ ｉ ｊｾ に設けた ｓ ｒ ｃ 対主まで伝えられるようにする 。

(2) ア リーナ四隅 にSRCの大柱を設け、これにすべての地震力を

負担させ、それ以外の柱は軸力のみを負担させる ことで、部材を細く

する伏屋根の下部を開放的にすることが可能になる 。→酒匂) 11の

風景、風を取り入れることができる) 。

(3) 30度に傾L、た平面部分には張弦梁を採用し、最丸約25mのスパ

ンを架け渡すとともに、上弦部に水平梁を形成する ことで、梁間に

スリット開口を設けることを可能にする( 透けて見えるという意匠

の意図と適合した。→小田原提灯のイメ ージ)

(4) メインアリ ーナの屋根鉄骨は、構造材を露出させているので、

細部のテ川テーノレについては、構造模型を作成して打ち合わせを重

ね、構造、意匠、施工性のすべての要求を満たすように設計をすす

める ( 細部まで検討されたディティーノレ→箱ヰ蹄IH工) 。

力の流れをデザインする

建方中( 全景)

隅部の鉄骨ディティール 組み上がったキールトラス及ひ・サブトラス 完成時( 内部)
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円筒状の山面屋担と 30度の勾配を持つ平面屋根の交わる部分に

アーチ状の稜線ができることに着目し、この部分に鋼管のア ーチ材

を設けた。アーチ材は、鉛直荷重時には Itll げモーメン卜が発生しな

いように全体の形状を決定した。また、この材は全長が100mJ，:J よと

長いので、座屈しないように一辺が 3 mの正三角形の断面を待った

副本トラス材とした。 このアーチ材が作るつづみ形の屋根面に、平

面的に三角形を構成するように梁成 3mの梁を格子染状に架ける 。

30度の傾きを持ったアーチの下音11には聞き止めのタイパーを設け、

アーチ材によるスラストと、アーチの傾きによる水平分力に抵抗さ

せ、鉛直荷重時は屋根のみで自立できるようにな っている 。アーチ

材とタイパーの聞には、 30度の勾配に沿って張弦梁を架け渡した。

この大屋根の荷重は、凹附の S RC大柱で大半を支持している 。

尾根市の鉛直荷重は、母屋材からサブトラス及び合掌トラスに伝

達され、これらの梁が絡子梁のように作用してキーノレトラスまで荷

量を伝達する 。キーノレトラスはアーチを形成しており、荷重を、車111

力として支氷昔11 まで伝達する。アーチ及びア ーチの傾きによって発

生するスラストは、タイパーによって抵抗させている 。 この構造に

より、鉛直荷重時には、四隅の S RC大柱には軸力しか発生しない。

地長荷重時は、平田上、 三角形に配置されたサブトラス及び合掌

トラスが、水平プレースの作用をすることにより、すべての地震力

をキーノレトラスに伝達し、 キーノレトラスの l曲げ抵抗によ って、支承

昔日まで伝達させる ことで、匹l附の SR C大柱にすべての水平力を負

担させている 。 これにより、タイパーを支持する間柱は、鉛直荷重

のみの負担となり、 250mmx  250mmとい う細い断面にする ことがで

きる 。

張弦梁は、 2本のHJIヲ鋼からなる上弦材と、 4本のメL i 1司からなる

ー門立材、 2本の鋼管からなる束材によって構成される。張J立梁は、

鉛直荷重にのみ効かせるものとし、キーノレトラスと、タイパー との

聞に両端ピン支持の状態て架け波される。上弦材は圧縮力に効かせ、

弦材は引張力に効かせるように考え、吹き上げ. 力が作用しないよ

うにf土ヒ荷重を設定した。 2本の上弦材の聞に水平プレースを設け、

水平梁を形成することで、それぞれの梁を独立して成立するように

し、張弦梁と張弦梁のIMJ にスリット間口を設けることを可能にした。

また、スパンの変化に応じて梁成を変化させることで、観客席の

E貝上高を1J l1当呆するとともに、柔らかな ν ンズ状の造形と いう意匠の

要望に こた える こと もできた。 ( なかやま しげる O. R. ｓＮ ｾ ｉ 玉務 ｊｩ ｦｲＩ

建物全景一夜景は提灯のイメージとなるー

構造模型
梅造模型
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構造デザインと鉄

鵜 飼 邦 夫

建築の構造デザインに使われる材料の在投資は、きして多くない。

コンクリート、鉄、オ寸オ、石、煉瓦、アルミなどである 。 この租ｾｊ￭

の少ないこと は、法規制で、使いにくいことが大いに関係しているが、

この点に関しては、ここで1ま言命じない。

構造デザイナーは、建築に最も適した構造デザ、インをするために、

構造の材料、柿長去、 工法などの決定に苦心をするが、鉄は素材とし

て、また村I法として、構造デザ、インに聞いられることが多い材料で

ある 。鉄がそれだけ構造デザイナーにと って魅力のある材料て、ある

か らであるが、同時に使い方によ っては、問題となる材料でもある 。

ここでは、私の関係した構造デザ、インを例に、素材としての鉄、

伴氏去としての鉄に ついて論ずる 。

素材としての鉄

構造デザインから見て素材としての鉄の利点は、

①優れた強さ 建築肘として35kg/mm' -80kg/mm' カ滑われるようにな

ってきた。

②高い弾性係数 小さい断面て澗I}性カ可制呆できる 。

③優れた靭性 よく延びる ので、 多少の欠陥があ っても脆性的破撲

は生 じない。

④等方性 鋼は板のすべて の方向に比蚊的均一である 。

⑤工業製品 形鋼などの工業製品ができる 。

@i J 日工性 j割安によりいろいろな断官iができ、 それらを加工し組み

l L てられる 。

@湾E量 強度、問I}性の商からよじ較的軽い。

d凝 湖生 生産 性カヨ高〈、上回攻!I{-J 経済的で‘ ある 。

などであろう 。

超高層などには、 これらの素材としての鉄の利点を利用して、多

くの設計がなされている 。

構造デザイン例

・神戸貿易センタービル ( 昭和44年設計、 i t i 26階 ・地下 2階)

50kg/1町輔の400シリーズローノレH形鋼を採用した。i討、c;t反j写60mm。

業製品としては、精度が悪〈、精度管理に苦心した。

・住友生命大分ビル ( 昭和48年設計、 i t i 15階 ・地下 1階)

ＵＰｫｧ Ｏ ｭ 田容ｊｩｉｾを使用、 ＶＰＰ ｘ ＶＰＰｾ 角形 ｼ 斬而柱、 Ｑ 初胡写 ＶＰ ｭｭ 。 この設計

では、鋼の等方性について制べる目的で引張 主 ｩｾ 史、 ￭ ｊＡｬ ｊｉ ｊｴ ｬ げ ｦｩｩ｜Ａ 換をロ

ーノレ方向、 ローノレ直角方向に行うことを特記仕犠に付記した。試験

結果は一応満足のいくものであ ったが、 3方向の応力を受 ける建築

の鋼構造の使い方として、関心をもつべき課題が残った。

・南海サウスタワーホテル (1Ii?，;J'1l 62年設計、力! L七35階 ・地下 3階)

キ即享40mmを超える鋼材 SM50B !:.し、 WESZ25の絞り値を規定。

この仕厳により柱主制安令官11の1OiJ 生向上を計った ( 写真 1)。

・キーエンス新大阪ビル ( 平成 4年設計、 I也上21階 ・地下 1階)

60kg/mm' 鋼を使用した。強度のバラツキを少なくし、| 降伏比80%

写真 1 南海サウスタワーホテル 写真 2 キーエンス新大阪ビル 写真 3 神戸市斤舎 1号館
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以下に規定した。 (写真 2 )  

・日仏友好のモニュメント ( 平成 6年設計、スパン 185m. 高さ 55m)

80kg/nmt鋼を使用した。主と して神性範囲で使用し、軽量化 を言十

った。

構法としての鉄

素材として の欽の利点を利用し、高層建築の冊、信耕造として、耐

震性能を格段に向上する梓訟を示し、 笑例を紹介する 。

・偏心 K 型ブレース構造

この構造は、通常のK 型フ守レース構造のT頁部のフ。レース交差部に、

意図的に偏心を設けた構造である 。 この偏心を設けたことに意味が

あり、この部分を塑性変形させることにより、構造のl吸収エオ、ノレギ

ー を高〈 し、百慢性能を増大させようとしたものである。

偏心 を設けることは、市慢性能を増大させる構造的理由のほか、

ディテーノレの平易さ、開口部を設けやすいことなど利点がある 。

この構造の有効性について、詳しくは建築学会論文報告集No.l 95、

1972によるが、住友生命札幌ビノレ ( 昭和45年設計、 地 上21階・地下

2 階)、 三和東京ヒツレ( 昭和46年設計、 I也仁25階 ・地下 4 階)、 三宮

センタ ーピノレ来館( 昭和46年設計、: tt i 19階 ・地 下 2階)、 神戸中央

市民病院( 昭和53年設計、: t t!U:. 1 H皆・地下 1 階) 等、実施7原村ダIJ が

ある 。

品丘、 低降伏点鋼を用い、 エネルギー を吸収する構造を制震構造

梁'-1' : 9<; 偏心部 ( A部)

の変形により、岡1)性

P→内;

をコントローノレする。

機
大変形に対しても、

村』

偏心部ウエブの殉断

降伏によりプレース

の幽詔を防ぎ、架橋

の初性を上げる。

ｾｬ 品性域 ｾｪｾ 塑性 ｉ 或

応

Pv可
Mす力

変

F勺j F寸)'苦手

- 曲げ降伏 圃 せん断降伏

と称している場合もあるが、本質的にはこの構造と同じである( 図

1、 2)  0  

・超高張力プレース構造

この構造は、通常の卸刷よりはるかに高い鋼材 (100kg/mm銅) を

用いたフーレース構造である 。 プレース材の広い蹄性域を利用し、 地

震時に考えられる最大限の層間変位に対し、梁あるいは柱が塑性に

入ってもフo レース材はg! 骨性て追随し、構造全体的並|げ型となって- - ' -

きなエオ、ノレギーl吸収と、ある層の変形集中を防くや構造とすることが

でかきる 。

詳 しくは、建築学会論文報告集No.427、1991による 。実施例とし

て、神戸貿易センタービノレがある( 図 3 )。

・市松型鋼板壁構造

この構造は、 中央に述層の鋼板壁と、その左右に ilii 松状に配置し

た針制反壁とを一組みとした耐震壁梢造て¥中央の鋼板壁1 . ; 1 : 大地震時

でも砕|主域にとどまり、 左右の壁をせん断降伏させることにより構

造の吸収エオ、ノレギー を増大させ、損傷の分散を計るものである 。

この構造の実施例は、 や1
1戸市庁舎 1号館 ( 昭和62年設計、I也上30

|街 ・地下 3階 ) で あ る ( 図 4 、写真 3 ) 。

なお、神戸市の実施 例 li 、いずれも兵庫県南部地震を受けたが、

調査の結果、塑性変形により残留変形はあるものの、設青|意 図は達

せられたと考えられる 。< 文献: Ｑ 体主ｬＡ築 学会大会学術 倣船長Ｈ近 畿Ｉ、 昭和 Ｖ Ｒｾ Ｑ 三＾

( うかい くにお nill 設計大阪本社構造設計室長 ・工学博士)

- 塑性ヒンジ O ピン接合

図 2 偏心 K 型プレース構造の 図 3 超高張力プレース構造の

図 1 偏心 K 型プレース構造の性状 崩壊モード 崩壊モード 市松型鋼板壁構造
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鉄のデザイン- 自分史-

長 田 正 雄

私が鉄骨の設計に携わって最初に仕込まれたのは、「鉄は錆びる j

ぃ、うことだった。再び痛切にそれを身近に感じたのは阪キ111大震災

である。木造建築の倒壊、ピロティー柱の破壊、高層ビノレの ｉＧ ｉ ｾ 間層

崩壊等がマスコミでも H宣伝されたが、震災の直後に徒歩で被災地を

見て歩くと、木造住宅の倒壊以外に、一時干迫分流行した軽量量失骨造

の 2 、 3 階建ての事務所、庖舗、住宅の倒壊を多数目にした。 もち

ろん構造計画のまずいもの、柱 ・捌安合昔日の不適切なものも多かっ

たのであるが、柱) 闘l付近が腐食したものも随分自に ついた。

鉄は錆びる

木造住宅の虫害 ・脇町による倒擦と同じように、薄肉の』封オが腐

食して母材断面積がほとんどなくな って いては、倒壊も止むを得な

い。軽量鉄骨も最近は母屋 ・JJ同繰等の二次官11材に使用されることが

多いが、開発当初は柱 ・梁等の構造材に利用されることが多〈、工

場、事務所等にも多数利用された。その後数年たって j仮売促進の目

的で試作住宅が作られたが、あいにく浴室 ・水廻りてのj腐食が早い

ことが分かつて、以後は二次部材に使用されることが多くなった。

この腐食に関しては、私は耐火規定に問題があるように思う 。 も

ちろん耐火規定そのも のは立法の精神か らみて妥当なものであるが、

その実状を、まず木造について考えるしこの規定が制定されるま

では木造建築物はほとんどが真壁造りで、柱の虫害 ・腐朽は一見 し

て分かり、補修のためのきE木、中断嵯カ苛子われるのが常識だった。 こ

れは庶民の一散住宅に限らず、古社寺等の解体修理でも階Eされて

いる古人の知恵であったわけだ。

ところが現庄では、耐火規定のためにほとんどの木造住宅が大壁

造りとなり、普段の生活て、は勝何の状態は簡単に知ることができず、

定期的な点検を行わない限り臼アリの飛矧、床の沈下等が生じては

じめて気付くのが実状である 。

これはもちろん錆びる鉄を使った鉄骨建築にもすべて当てはまる

ことで、 ことに部材の肉j享の: 専い軽量宣夫骨造てやは木造 と全 く同じよ

うなことが考えられ、柱l胸脚制削|陪音部Hてでo はそれ以外にもふ、壁f体本内の結蕗によ

るy水ド分て

になつたことてでや: 、震災後、軽量鉄骨を利用したプレハフ、、住宅に人気

が集中しているが、この点の検討はいかがなものであろうか。

きて、古い話になるが、戦後すくやに は国内て羽f ，i Jtオの生産が行われ

ず、鉄骨造の建物を造るためには、止むを得ずl被災を受けす1ニ残っ

た建物の移設、再利用が多かったが、設計に当たっては原設計図も

なく、まず部材寸法の実iR11から始めねばならなかった。部材凶滴が

腐食によりどれくらい断面積の減少を起こしているかを許的忍するた

めである。そして柱 ・小屋組等のf!l!丹j部位、使用労法により j腐食に
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よる肉厚のi紗 に 大 き な差がある事実を知った。

その後、鋼材の生産もだんだん国内で行われるようになり、まず

工場の建設が全国で有われるようになったが、当時の八幡製鉄所てや

その時に教えられたのは、山形鋼主体の設言| て二それは腐食を防止、

少なくするための部材の使用方法の詳細な部外秘のマニュアノレで、

それに則って設計したことを思い出す。とにかく鉄は錆びるのてーあ

る。

鉄は曲がる

次に教えられたのは「鉄は曲がる J 1 : いうことて‘ あった。当時は

部材の接合はすべてリベット接合であり、そのため接令部の方、セッ

トプレー卜は大 きな板となり、ついその近辺の部材をカ、、ゼ、ッ トプレ

ート の一清11に取り付け、プレート の面外方向にカヵ可動くことになり

大目玉をく ったことを懐かしく思い出す。 ご存知のように、板は面

内の引張力に対しては設計通りの耐力を発揮する。圧縮力に対して

は座屈を生じて耐力の判定は慎重に行わねばならないが、面外方向

の力による 幽け1こ対しては予想主μ 二lこ脆弱なも ので、鉄骨の詳細l設

言↑ では最も注意すべき点である。接合部てやは、基本的に板に局音11的

なl曲げが生じるようなディテイノレは厳禁である。うっかりと厚肉だ

からと気を抜くようなことがあってはし、けない。 事丘ではほとんど

の音 ＱＱ 材が厚肉 の ｭｬ ｾｦ ｬ 司とな っているが、時たま現場見学をすると、

相当大j畑英な娃物でも仕口部の接合でこの点についての不注意、手

ねかりを散見する ことがある 。

鉄は座屈する

これに関連して、鋼材持有の問題としての 「座屈」がある 。実際

の構造物で体験したのは、長さ 600mを超える工場建家で、両端情11に

H-300 ・300の大断面のプレースを圧縮力で働くように設けたとこ

ろ、夏場に建物カ可申張し、その温度応力で H-300 ・300の大きな部

材がものの見事に地震も台風もないのに座屈 したことである。 その

大きな部材が〈守にやりと曲がっているのを見ると、自然の力の大き

さに圧倒される思いだった。

震災の時にも 2mを超える鋼管柱のちょうちん座屈とか、角鋼管

柱てやもせん断座屈を起こしているのを多数見ることができた。理論

的にはすでに学んており、座屈の形態としては知識として知ってい

たが、 25mmを超える籾享のものが菩持て読んだのと同じ形態て座屈

しているのを実見すると、やはりショックTごった。

私が私なりに鉄骨構造のデザインてや一番心がけるのは、錆びない

ように、 l加がらないように、図面しないようにという 三点につきる。

( ながた まきお株式会社長田建築事務所所長)



鉄の建築装飾工芸を語る

南 津

始めにロート・アイアンありき

品丘ではロ ー ト・アイアンという言葉も設計の仕様書にしばしば

登場するようになり、早くからこの仕事に取り組んで来た私にとっ

ては心9郎、限りである 。 しかし、言葉の普及とは裏腹に、 i莫然とし

た物質名詞的なイメージのみが先行していくようで、少々気になっ

ていたのであるが、ここにロ ート・ アイアンについて諮る機会を与

えられたことに感謝したい。

ロート ・アイアンのスペノレは Wr ought 1rol1o i Wrought J は今

ではあまり使われなくなった i Wor kJ の過去、過去完了71ヲの古い副J

詞である 。i Wrought 1ronJ 、そこには人聞が肉体の労働でもって

鉄に働きかけ、形や物をを? 力強〈つ〈り出してい〈イメ一ジカがf感じら

れ札、英語に lはま珍しい情;

さて今日臥、鉄はわれわれの身の回りの lはt とんとど. の物にイ使史われ、工

業製品の主流である 。 しかし鉄の加工技術は少し前の時代までは、

、11然のことながらすべて手仕事であったし、さらには、はるか人類

文明の始まりに測る、人間の物づくりの原点の技術である。このこ

とは、鉄が他の金属には見られない特別の性質を持っているこ U :

決して無t象ではない。

一般に、金属の副し，# ，はそれぞれの金属によって異なるが、ほとん

どの金属がその融点て1瞬間的にj容けるのに対して、鉄の場合、 一定

の温度に達すると徐々に軟化が始まり (1000度 - 1300度) 、やがて融

解する 。 そこで、この聞の温度帯でのいろいろな軟化ｾ犬態を利用し

て、鉄を自由に 曲げたり、のばしたり、形作る技術が生まれたので

ある 。

炉( フォージュ) と J 、ンマ一類 金床( アンピル)

これ らは実際には、炉( フォ ージ、ュ) で熱した鉄を金床( アン ビ

ノレ) の上て金鎚やタガネ、いろいろと工夫された道具や治具を用い

て加工する。このことは現代の効率化した製鉄法も、鉄の高度な加

工の工業技術もすべてこのプリミティブな ロート ・アイアンが原点

であり、技術の基本であることを意味する。しかし、それにもかか

わらずロ ー ト・アイアンと現代の工業生産との聞には、その技術観

に本質的な違いがあるように思える 。

弘

ロート・アイアンは自然界の制作技法

ロート ・アイアンでは、技術そのものが素材としての鉄と→本不

可分な関係にあって、金属を自然の素材と同じように見立てて、手

や道具や機械が実際に直接、接触して金属が加工されていくその手

元から、造形のヒントが生まれ、素材の表情はもちろん、加工の痕

跡までもが語、匠的な仰II値として引き出されるのである。

このことは、もう 一つの金属の成型方法である「鋳造J ( イモノ)

とは根本的に異なるところで、 「鋳造」が粘土などの可塑性の素材で

まず 「かたちJ をつくり、それを? 基にオ、ヵーチブな型一雌型 をつく

って、そこに溶解した金属を流し入れて製品を得るのに対して、 ロ

ー ト・アイアンでは団体としての金属( 実際には今日ては各種の棒

鋼材、銅版などの宣対同二次製品) に、先にも述べたように道具と人

力、機械と動力い、 った外力を加えて 「かたち」をつくり出す。

ロー ト・アイアンでも今日では当然ながら機械も使うが、 しかし

その使L、方の意味は少々特殊である 。エアーハンマーのような強 L、

動力機械はあくまで人間の力のブースタ ーであって、道具としての

意味て使う のである 。ハイテクの コンピュタ ー制御のレーザ、ーによ

るカッティングマシーンは、後雑な形状の鉄板を、高い精度で効率

良〈切り出す。 しかしこの様酬と素材の接点からは、鉄の表情を意

匠に導〈ヒン トは見えてこない。これはまさしく機械である 。 ロー

ト・アイアンでは鉄そのものに対して、たとえ強 L、力を加えるとし

ても、結果として極めてナイ ーブな取り扱いそしているのではない

かと思う。まるて') 1寺間差攻撃のような熱間鍛造の作業によって、固

イ本の鉄塊から 「かたち J ヵ汚 |き出されていく、 そこで、は、まさに自

然界の出来事を見るようなフオノレムの成長の過程が展開される 。成

長して完成した「かたち」には、当然のように構造の裂付けが備わ

っている ことも不思議である 。伝統的なスクローノレ (iff.¥巻き形の装

飾モチーフ) など、どのように美しく書いたドロ ーイングより、出

来上がった現物の方が常に美しいものである 。 ロート ・アイアンの

性格は全〈自然界の姿によく似ている 。

ロート・ アイアンが自然界の制作手法て、あると いう、もう 一つの

証明について話そう 。例えばここに 10個の大きさも形もよく揃った

リンゴがあるとする 。一方こちらは、その中の一つを取り出して、

それを原型として鋳型をつくり、プラスチックなどで寸分違わぬイ

ミテーションのリンゴをつくったとする 。 この二つのグノレーフ。を、

いずれも等間隔に並べて、これを同時に見比べたとき、どのように

感じるか、結果は廃然としている 。おそらく完全に同じものが揃っ

ているプラスチックの方カ河可となく異綴ーで、不自然さカマ忌じられる

はずである 。 それに号 |き換え天然のリン ゴの方は当然、自然で美し
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い。一つずつ丁寧に正確に つ くられたロ ー ト・アイアンのパーツに

よって組み立てられたフェンス L 一つの鋳型から生まれた鋳造品

のバーツのそれとは、リンゴの例の場合と同じことがJ惑じられるも

のである 。

工芸性とはこうしたもので‘ あ って、いかに高い技符π、全〈同じも

のをつくったとしても、それぞれ一つずつには微妙なバラツキと表

情を待ったものが出来てしまうものである 。 これが自然の存在性と

H乎べるもので。はないか。機能そのものを目的とする工業生産物てあ

れば、全く同型、同質ということは、品質の高さて、あり、機能性の

保証であろう 。姿、かたちに目的性のウエイ卜を高〈求める工芸性

との違いもここにあると 言 える 。

ロート ・アイアンは、本質的には工業でなくて工芸てあろう 。 し

かし、近代以前の生産は今日から見れば、すぺて手工芸てあったし、

そこでは意匠と物、構造は常にーイ彬砂J として位置づけられ、装飾性

自体が今日とは比校にならない高い意味と社会|生を持っていたH寺代

てあ った。

ロート・アイアン小史

ロー ト・アイアンの歴史は、ヨ ー ロッパの文明と文化の歴史その

ものである 。常にヨ ーロ ツノ f の文化圏を中心に、それぞれの時代、

それぞれの国や地域において共通の、あるいは地域的な特徴をもっ

て発展していく 。 それは特に建築の装飾エレメン 卜の分野に重要な

役割を果たした。

ヨー ロツパでは、ローマ l刷'¥にすてやにドアのヒンジなどに装飾性

の高い鉄製品がつくられていた。11- 12世紀には、今日でも伝飾隊

式となっている本格的な樫砂Jモチーフカ宅見れ、13世妃には、素材の

表面に綾城、聞なレリーフを施したスタンプワークが蟻んに用いられる 。

宗教的な需要に支えられた 15一断己のゴシック|刷七を経て、 18世紀の

パロック、ロコ コ時代に入ると建築の装飾|主が一段と高まり、ロ ー

ト ・ アイアンも最盛 ｾｴ 月 を迎えるのである 。 Ｑ Ｙ 世紀にはロート ・ アイ

アンも世車問ミの新しし、装飾運動のt消防強〈受けて、ア ーノレヌーボ、

ースタイノレの、中直物、即物、昆虫などのモチーフが出現する 。われ

われにと っ て、あの奇 Ｂ Ｑ ｾ ＱＺも思えるスタイルも、ロ ー ト ・ アイアン

のモチーフの製イ乍子法の発展の商から見ると、 そこにはノ f ロック、

ロココ の伝統の流れと、ヨ ーロ ツノ f 人の民族的な趣味|生がうかがえ

て興味深い。

この頃は、すでに産業革命の成果として鉄の生産 は勇足躍的に伸長

し、鉄は建築の構造材の分野にも本格的に用いられるようになる 。

鉄による構築物、橋梁、動f圭な E 、エ ッフエノレ搭をはじめ、パリ万

博、 ロンドン万博のパピリオンなどの建築物にはロ ー ト・アイアン
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今日でも盛んに使われる模織の

15世車己のス クリー ン

( ピ夕 刊 ア・アJ い 〈ート博物館蔵 ・ロンドン)

スタンプワークの扉飾 り

( ノー トルダム寺院・，{ リ)

調轟轟

塑

アールヌーボースタイルの階段

( オルタ邸・ブラッセル)

の装飾が多用されている、それも単なるオ ーナメントではなく、そ

こには、新しく始まった鉄による機能中心の建築構造を、いかに意

匠として当時の人々の貯性に調和させるかという切実な苦心がうか

がえるのである 。あのエ ッフエノレ塔の細部をよく見ると、ロ ート ・

アイアンのオ ーナメン卜があらゆるところに施されていることに驚

かされる 。

また、これより少し前の時代から、ロ ート ・アイアンはヨーロツ

パの植民地政策による文化の伝播に釆って、アメリカをはじめとし、

世界の方々へと移植されていった。 そこでは、いろいろな地域の事

情による鋳造の代用品的なものや、今日、 コロニアルスタイノレと呼

ばれているものが生まれた。 とくにアメリカにおいては、ヨー ロツ

パ各地からの移民の急激な流入に伴ってロ ート ・アイアンの本格的

な技術が移行し、ダイナミックな発展を見る l明朗があった。

20tt_ t %己前半のモダニズ、ム建築の時代、ロ ー ト・アイアンの世界で

も、 ドイツを中心に近代デザ、イン運動の影響を受けて自 由て予庁鮮な

スタイノレが生まれ、意欲的な活動が始まった。近イ'¥ロー ト・アイア

ンの父とも 言 うべきフリッツ ・キューン氏によってロー ト・アイア

ンはデザ、インとして、ハンデクラフ卜の技術として体系的に整理さ

れ、技祢散育のマ ニュアノレカt確立された。彼はこの時すでに、あの

世車問ミの時代を支えた ヨーロツノ f の分厚い手仕事の職人技術の衰退

に危機を感じ、ロ ー ト・アイアンという素晴らしい伝統的な手工芸



を未来に繋ぐことに情熱を傾けた。彼の活動は、ロ ート・ アイアン

を中世的な職人仕事からクラフ トマ ン作家、工芸産業の仕事へと導

いた。

戦後にな って、ヨーロ ッパて。は新たにロート ・アイアンの復興運

動が起こ った。イギリスの民問機関とブラックスミス( 鉄工芸作

家) 、それに V & A 博物館が協力して、世界中のロート ・アイアンの

関係者に呼びかけ、 1981、82年にわたって、初めてのインターナシ

ョナノレ・コ ンフアレンスと展覧会が開かれ、私もこれに日本人とし

て初めて参加した。 ちなみに、このコンフアレンスのタイトノレは

r TOW ARDS A  NE W IRON AGEJ て" あった。

ロート・アイアンの現在と未来

今 日のロー ト・アイアンの仕事をとりまく 4J司育は、それぞれの国

によってかなり迷う 。 ドイツ、フラ ンスにおいては、ハンドワ ーク

のパフォーマンス を巧みに機械に取り入れて、 ロート・ アイアンの

伝統的なデサインのパーツを量産化 し、世界中に似合しているメー

カーが存在する。 しかし、ヨ ーロツノ fでは一般 lこはいまだに伝統的

な生活tおにが岨強〈残っていることもあって、ロート ・アイアンは

む しろ地味な生活の需要に十分支えられている 。一方、アメリカに

はロ ート・ アイアンを古いの、新しいのし問題にせず、すべて現

代の生活と産業需要の中に呑み込んでしまうエオ、ノレギイがある 。 こ

れは一種の情報社会の先取り現象とも見る ことカfて3 る。何と 言っ

ても現代の建築やインテリヤ、ランドスケープの領域に最も積極的

にロ ー ト・アイアンを取り入れようとしているのはアメリカであろ

o

 

p

寸

ノ

わが国の場合、どうして歴史的にもロート ・アイアンが存在 しな

かったのかという問題に対しては、まだ草 間的過疎領域のようであ

るが、鉄の小産ということ J;).Lに、文明の流れ、文化の伝搭の特殊

性が結果として関係している のではな いかと思える 。明治の西i羊建

築の移入のE郷 Fによって、レンヵーやガラスが国産化されてい ったに

もかかわらず、 ロー 卜・アイア ンカ対艮イサーかなかったことにも、 その

理由があるはずてい

ある。

戦後、日本人の

生活文化は、経済

の発展 と情幸良化の

進展によって急速

に西欧化した。た

だ、私が ロート・

スクリーン( 筆者デザイン) 製作 よし与工房 アイアンの導入に

Al bert  Pal ey rフィラテ'ルフィアミュージアムタワーJ 1987年

ついて活動を始めた1960年半ばでは、日本の国内におい て、 この分

野に対する関心は極めて低いものであった。 その後、海外旅行が盛

んになったことなども荒縄i して、齢十去における金属による建築物の

翻 ili エレメン 卜が、 一弛人にも、建築の専門家にも興味を持たれ出

した。 しかしそ れらがロ ート ・アイアンとして理向卒されたかどうか、

おそらくエキソεチックで美 しい梯僚のシルエッ卜が海外旅行の印象

の一部として記憶に残ったこ t であろう 。

こうした影響もあって、戦後のわが国の建築の分野においても殴

米風の金属装飾品の需要が発生したが、むしろその主流となったの

は、臥オモの伝統的な模様のシノレエ ッ 卜を安直にアレンジしたアノレミ

ニウムの鋳造品て。あった。 ところが、本来のロ ー ト・ アイアンの方

は、デザイン、設計はもちろんのこと、職人技得、T者の養成など、経

験的な技術ノウノ、ワを獲得 しながら、さらに、専門的な 樹 武 道具

をはじめとする製作システムを整備していく 必要があったために、

本格的な生産力の立ち上がりには時聞を要した。

しかし近年、設言怖ーをはじめ一般ユーザーにおいても、本格的な

金属による建築エ レメン 卜に対する認識が急速に高まりつつある 。

海外におけ る、建築と本物の ロート・ アイアン t の取り組みの情報

が伝わるようになり、従来の建築エ レメン卜の領域にとどまらず、

フアニチュアやガーデンウエアの世界、アミユズ、メン卜施設な E へ、

活用のワイングは広がりつつある 。

いま、自 由な発想、を実現する手段として、 ロート・ アイアンが注

目され始めた。アメリカのアノレパート・ ペリ ー氏は、本格的なロ ー

ト・アイアンの技法て、、壮大な彫刻モニュメン 卜を制作するス ーノf ー

マンのような人物である 。 ロート ・アイアンに t つての 2 回目の |立

高D択が、始まろうとしている 。

( みなみざわ ひろし 株式会社よし与工房代表取締役社長)
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制7u

まるくなった鉄と私

口 因不日央

身近にある紙 lにこゴ童合信室彦て1布百可I向カか、γ一描J却』

りあえすず，線をを? 号I<。 よく時間つぶしに こんなこと をしてみる。 なに

げなく号| かれた一本の線、まるい形、どんどん線が増えてゆく 。黒

〈塗 りつぶされた面、余白とのコントラストが気持ちいい。点々が

あってい、い。紙の上を;埋める線。何も考えていなかったのに、今

とな っては一つのイメ ージが紙の上に 出来上がろう t している 。 し

ば らく眺めたあとで、消しゴムでエイヤ ッと、半分くやらし、消してみ

る。不}; I'，1l {Qに何か新鮮だ、。

こんなJAUこ、古' l 1 : l : エンピツ、消しゴムは自由にイメ ージをふくら

ますこ t が出来る 。無意識のうちに出来上がった一枚の落書 きから、

私はいく つかの発想を得る 。

写真 1 '95A  D & Aギ ャ ラ リ ー 個 展 綴 影 柄 松 捻

手ごたえ のある実芽対4の中でも 章夫は とりわけ、このような自由な

表現を可能にする 素材である 。溶接に切断、焼いて叩いて曲けて は

のばし、面の結合、線の重なり、点の散在( 写真 1 ) と、 実にスピ

ーディーに操作できる。品うたまじりに、 まるでスウイングする ジ

ャズのの りである 。

ひたすら叩いて

t ころが一兄やさしげに私にほほえ みか けてくるのだが、 笑は大

50 建築と社会 ・1997. 2

きな落とし穴を隠している 。かならずしも思いどおりの形にな って

くれる、私の言いなりになってくれるとは限らない。

私がアトリエを構えて問もない頃、ある邸宅の玄関の横に、そこ

にある庇を支えていると思わせるようなオフ会ジ、ェを作って欲しいと

いう注文をいただいたことがある 。注文主はフ辛口ンズ、て"11三っ て欲し

いと希望されたが、私は 3 ミリ の厚みの其ま紺反を組み合わせて、四

戸j い梁のような形を作ることにした。20センチ四方、 1メート ノレほ

どの長さのものだった。形がfVIれないよう内部に同じ厚みのリフーを

補強に謝文入れ、それぞれの面をロウ付げしてい ったのである 。

出来上がった形は、みるも告防長なデコボ、コだらり、どうひいき目

に見ても 美 しいとは言いがたい。だらしなく 歪んだそれぞれの面は

私の思いとかけ離れ、まして売り物になどなりはしない。内に入れ

たリブが災いしたのだ。 ロワ付けをした時の熱による 歪みが、やわ

らかい其5鮒反 lこくっきりと リブの71} を浮きあがらせてしま ったよう

だ。 これは仕事なのだから、スミマ セン出来ませんでしたでは済ま

ない。残る時間はない。今夜は寝る こと をあきらめて朝までになん

とかしよう 。 まずは災いになったリブを取り去る作業か ら始める。

気は重い、直すことカ官l来るか E うか不安で‘ あるが、 とにかく制〈

口を聞けた片方の閉口か らハンマーを入れ、手さぐりで叩いてみ る。

家業が宝物屋だったので、 子イ共の頃から金属のことについてはい

ろいろ見聞 きしており、耳年増になっていたキムである。名人は ここ

をトン卜ンと叩けば、ピンと反りが直るとか、ここに大嶋の愉切り

を置いて、そっちをバーナーで焼けば、パシッと元どおりになると

か etc。 こんな こと をまわりに し、る職人 さんたちから聞いてはいた

が、実際にそんなにうまく直している光景に出くわしたことはない

し、 まして理角平すらしていなかった。

訳もわからずノ、ンマーで'nnき続ける 。 こんなこと をして直るなど

υ切待をしていた訳ではないが、いずれにしてもどうしてよいか分

からないし、誰も助けではくれない。やるしかない・・・・。

どうにかなるものである 。 まるで奇跡のように、このデコボコ fご

らけの見るに耐えない形は、醜いア ヒノレの子から白鳥に変身したの

だ。夜も遅いせいもあり、夢を見ていたのかも知れない。

ハンマーで、叩 くことが其鍛板をのばし、四方針割安で固められて

いるため、逃げ場を失っ た板の表面が、風船をふく らますようにピ

ンと張ったのである 。思いもかけず名人の仕事を してしま った。

鉄は熱いうちに・

これは其鍛てやの話なのfごが、章夫にしてもステンレスにしても、い

やというほど同じような苦労をさせられた。

熱による膨張、収縮。やっかいなものだ。互の暑い日によく銑道



のレーノレが1拐長して曲がったりすることは誰でも知っている 。 また、

大砲の砲身は、太陽に照らされて上.{J!i Jが熱くなりのびて下を向いて

しまうので、その分を計算 して弾丸を発射する 。本当かl盛か分から

ないが、 こんな話も聞いた。おもしろいこともある 。

思いもかけねところで変形されると困るので、それなら最初から

熱をかけて歪めておこう 。歪んだ材料を使った方が逆におもしろい

ものが出来るかも女1] れない。 わざわざ無理やりまっすぐにする必要

などあるまい。出来る範囲て現在理のないものを作りたいものだ。

適当な大きさに切断した鉄板を、 E こでもいいから焼いてみる 。

張りつめた鉄板の表面は、焼かれたその部分だけカを抜かれたかの

ように変形する。内部には無理やり平らにされた時の応力が残って

いるようだ。 いろんな所を焼いてみる 。真ん中、周囲、端措日それぞ

れ変形する形がちがう 。

もともとまるい ｾ ｉ ヲヵサ子き Ｗ ごＮったのでＧＧｔｨ［ￆｴ，反を 叩 いてメ し みをつけ、 そ

れをつないで、大きな曲面を作る、そんな作品を作っていたが、 叩 〈

写真 2 '92A  D & Aギャラリ ー 個 展 撮影 柄松 捻

ことにそろそろ、音もうるさいし、いや気もさしてきた頃である。

ノf ーナーてや焼いて出来ないものかと試してみた。焼き方があるのだ

が、最初はスノレメを焼いているように、おもしろいくらい反り返る 。

しばらく冷めるまてや放っておくと、ほんのすこしてやはあるが、ポン、

とちれいな 曲面になる 。 こんな方法で何点か作品を作った (写真

2  )。

写真 3 は門屋根であるが、これもいくつかに分割した鉄板針翻妾

で継ぎ合わせたもので、逆に j割安することで歪ませて表面をなめら

かにしたものである 。一枚の鉄板を叩 き出 したように見えるが、 中

華鍋じゃあるまいし、 こんな大きなものを叩 き出せるはずがない。

このように熱による歪みに苦しめられるか t 思えば、考え方によっ

ては、うまく利用することも出来るのである 。

写真 3

西宮市 S 邸

リラックスした鉄の姿こそ美しい

こんなことをしていると、今度は思いきり鉄板を焼いて、中に j留

まっている力を全部抜いてしまいたくなる 。青黒く光った酸化JI 英の

表面、其っ平らな商、シャープに切断されたエヅジ、工業製品とし

ての美しさだ 。 緊張感がある 。 しかし人 ｲｾｉ Ｇ ｊ なら、いつまでも緊張し

ていられるもので。はない。たまにはリラックスするものだ。小さな

子4hが我を忘れて寝ている姿。実にリラックスしているではないか。

何の緊張も束縛もない。 このうえもなく美しい姿だ。 こんな無理の

ない美しい姿を見ていたいし、まして作品として作ってみたいもの

だ。物にしても人間にしてもリラックスしている時が美しいにきま

っている。

鉄を大きなノ f ーナーてや端からまっ赤に焼いてゆく 。波うつ面、 と

たんに生き物のように呼肢をはじめているようだ。 どんどん焼いて

ゆく 。内にあるストレスカ f抜りてゆくようだ。かしこまって美 しい

黒皮を見せていたこの鉄板も、熱〈焼かれることにより本来の鉄の

姿にもどってゆくような気がする 。やがて冷たくな ったその姿は、

みごとにへナへナ、ヨレヨレである 。 リラックスしているよう fご

(写真 4 )。ーづ般には、こんな鉄の姿、みずぼらしくもあり、 美 しい

なんて思う人などいないTごろう 。 しかし初、にはこのリラックスした

-ー=' _
・ｾｾ ミ』ー

写真 4 '94番画廊個展

鉄の姿、このうえもなく美しく思えるのである 。アパタもエクボ、

もしかしたら鉄に恋しているのかも知れなし、。

(よしfご か ず お 彫 刻 'ゑ)
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木の文化と鉄- 木造建築を支えた大工道具-

毛 利 詰 夫

木の文化の原点- 縄文文化-

青森県 ・三内丸山追跡の発掘調査は、 今までの縄文時代の生活の

イメ ージを完全に覆すもので、あった。縄文l時イ℃、人々は日々移動し

ながら狩りや採集に追われ、その生活は常に飢餓と隣り合わせの状

態とわれわれは認識していた。 しかし、ここで壮約5000年前に周到

なまちづくりの計画がなされ、そこで以後1500年もの長い間、拠続

して人々の生活が営まれていた。食本斗など予想、J ; ) _ 上に豊かで、一時

期には数百人もの人々が定住に近い生活を営んで、お り、すでに分業

も行われていたと見られている。

まちには、住居地域 ・墓地 ・廃棄場所などが計画的に配置され、

さまざまな建物が建ち並んで、いた。竪穴式の住居や共同作業伊庁と思

われる大型の建物、平地式の建物、高床式と思われる盤幼、さらに

は高さ十数メ ート ノレと折閥IJ される巨大木造拠隣跡も発掘されている。

これらの施設群か ら推察 して、社会を維持していくに必要な制度

も整い、すでに文明といってよいものを持っていたという見方もあ

る。精巧な作りの漆器や木工具なども多数出土していて、建築、漆

工、木工と木に負うところが多く、このl晴代として木の文化面から

見た場合、世界ていも先進的な地域であったといわなければならない。

わが国は木の文化といわれ、おのおののH制℃に大陸文化を選択し

ながら取り入れ、独自の発展を遂げてきた。 その原点はが以; 文化に

見いだされるといってよいであろう 。

石器から鉄器ヘ一弥生文化-

ここで、 しばらく室M史用の起源について触れておきたい。最 も早

い例は、エジ、フ。卜、ギーザ、のピラミットの中で発見された首飾りで、

約3000年前のものとされている 。 この鉄を分析した結果によれば、

ニ ッケノレ分を多く含み、間鉄が使用されたらしい。人類初めての鉄

の使用については、間鉄採集説と自約台金説とがある 。天から降っ

た傾鉄の使用カ稿者であり、土此の露出した側広石上での焚火や山

火事によって、自然に還元された鉄を得て使用したい、うのが後者

である 。 まだキ占論は出ていないが、ちなみに、前1000年以前の鉄製

の遺品は聞鉄の使用が多いい、うことである 。

人類U:. 市南東 lこよ って、鉱石か ら金属を取り出すず法を女rlった。 世

界で最も早〈製鉄の技術を手中に収めたのは、アナトリアに興った

ヒッタイ ト民族て、はないかといわれている 。 ヒッタイ トの故地か ら

前 171: 11 : : 紀のものと思われる鉄棒が出土し、炉跡カf . ( i l僻志された。現庄

のところ、 これが最も古いとされているが、今後の調査によりさら

に遡る可能性も考えられる 。

中国における鉄の使用、および製鉄の起源はまだよく分かってい
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ない。前18世紀のIWの時代には盛んに鋳造法によって青銅器が造ら

れたが、前 5世紀一前 31聞にわたる戦国時代にはこの鋳造技術が

鉄に適用され、技術の革新がすすみ、さまざまな鉄器が製造された。

鋳造法は中国の金属器製造技術の ｾＩ￧ の特徴といえるものである。

列島に欽がもたらされたのは、純文|時代I!免明の前 4 世紀の頃で、

青銅 と睡を接して大陸から移入された。青銅文化: J lJI を欠いているの

が、わが国文化の一つの大きな特徴である 。青銅は主として銅鐸な

E の祭司用具に、鉄は実利品の製造に使用された。鉄鉱の形て? 移入

され、これを原料として各種の武器、 J民具、木工具などが製造され

るようになっ ｴｾ 。

わが国最古の鉄器は、 北7し外|、曲 り因遺跡から出土した縄文時代

てつぷ

晩期と思われる鉄斧である 。弥生時代に入る t 、初期には熊本県 ・

や U り

斉藤山追跡の欽斧など出土例が増え、さらに中期には各地から銀、

〈 わ す き

文、矛、食IJ、鎌など多数の追品がみられる。後期には鍬、鋤先、鎌

など農具の出土がl ¥l J i 3 著て、、、地域的にみて密度の差はあるものの、 北

九州、|から東北まで、ほぼ列島をカバー した分布がみられる 。

数年前、大腕荷 ・池上曽t応出事てや大j;jU:莫な神殿と忠、われる建物跡、

が発掘された。 その泊三跡の穴にヒノキの中封哀が残っていて、 その切

断面には明らかに鉄斧の跡、ヵf . ( i 僻忍された。 この建物の建到府羽は年

il命年代の調査により前 l 世紀半ばと概産され、 これによ って、 弥生

中期には鉄斧など大型の道具も石器から鉄総へと変わりつつあるこ

とが分かった。弥生時代は石器が鉄製へと移行する時期に当たるが、

出土した鉄器や石器の製作された11郁朗と製作点数か ら、消滅した と

推察される鉄総をも含めて推察すると、最初I; J : . { 土仁げなどに使用す

る小型の道具が鉄製に変わり、次第に ｉ Ｚ ｉ ｾ 型、最後にオノなど大型の

木工具が鉄製に変わっていったようである 。オノについてさらに詳

ょこおの

しく みると、まず加工用の比較的小型の撒斧( 写真 1) が鉄製に変

たておの

わり、続いて抜木用の大型の縦斧( 写真 2 ) が移行したものと思わ

れる 。

鉄は他の金属にみられない高い強度と粘りを持ち、硬度が調節で

きる素材ーである 。 このH制ての鉄製の木工具のほとんどは鉄を熱し、

叩き延ばして形をつくる鍛造品で、弥生H寺代後期までには、前述の

横斧、縦斧をはじめ、チョワナ、ヤリカ、、ンナ、ノミなどが揃い、木

材の加工技術は完結程的に向上した。納や伊仔しなどの継手、仕口の加

工が容易になり、貫の使用と相侠って、十Ij I 殿や楼聞など大矧葉な建

物が各地に建てられるようになった。ある実験によれば、同径の松

の自然吋乏を切り倒すに要 した時聞を比較すると、鉄斧は石斧の約 4

写真 1 鉄斧( 横斧) 司臨 写真 2 鉄斧( 縦斧)

福岡県老司古墳出土( 4 世紀、復元) .......... 奈良県池ノ内 B号噴出土( 4 世紀、復元)



分の l で、生ift性も格段に向上したことが分かる 。銅鐸や家屋文鋭

に描かれた絵は、竪穴式住居をはじめ、平地式住居、高床式住居、

高床式倉庫などを示している 。

話は前後するが、縄文文化から弥生文化への移行は、 金属と稲作

技術をもった大陸からのi J . ¥' d 長人が先住民たる純文人を駆逐してすす

められたものと思われていた。 しかし近年、列島各地てや発掘がすす

み、必ずしもそうではないと考えられるようになった。純文時代後

・晩期に遡る稲の痕跡の発掘が相次ぎ、この時代すでに一部てやは稲

作が行われていた ことが分かった。金関恕先生によれば、前 3世紀

になると半島からの渡来人が急激に増加するが、その波来以前に北

［ｊ ｌ ｾＧ トｼて か は縄文人たちによって稲作がすすめられており、これが刺激

になって半島からの移民を促したのではないかといわれている 。

以後、縄文人も新しい稲作技術を身につけて積極的に稲作を行い、

自らを弥生人に変質せしめていった。 そして波米系の弥生人と混血

し、時とともに一つの民族と して融合してい ったものと思われる 。

このように縄文文化を基調としながら、稲イi惜王j斉へと収敵する形

で弥生文化カｾ成されたと考えられる 。

古墳時代一半島との文化の交流-

わが国で製鉄が行われた証拠の最も古いものは、 5世紀後半の北

7し川・ 潤崎追跡のものと思われていた。 しかし数年前、 島半島県 ・石

見町で、 3世紀とみられる追跡、から鉄棒が出土 して、わが国の製鉄の

起源を 200年も早めることになった。弥生H制対封切 I. : t . 鉄が大量に消

費された時代であり、移入材だけでは足りず、国内生産 を予測した

むきもあったから、それに近い| 刷羽まで、遡ったわけである 。

古墳|断力こ入ると、強力な王権カf { i irf立し、大j尉莫な古墳が続々と

出現した。王権の基盤の強化は稲作による生産性の向上に負うとこ

ろが大きかった。農車九具に改善が加えられ、木製の鍬や鋤の先端に

鉄製の歯が桜め込まれ、土をより深〈、速く耕す ことができるよう

になった。 このH寺代、オノ、チョウナ、 ヤリ ガンナ、ノミに加えて

小型ながらノ コギ リ ( 写真 3 ) が登場し、基本的な道具 は、今日と

ほぼ変わらないものが出揃ったと考えられる 。

写真 3 ノコギリ

園回大塚山古墳出土( 復元品)

6 世 紀

わが国の製鉄法は、世界でも珍しい、原料に砂下鉄を使用したタタ

ラ製鉄法として完成していく 。最初 lま愈鴎Jよ石を使用した例もあるが、

同じ地域てやも次第に砂喧g l ; に変わ っていく 。わが国は:(6喧失に恵まれて

いて、これを使用する製鉄法に収赦していったのであろうが、中国

でも 一部でしか採用されていないこの技術力士なぜ独自に、 E のよ

うにして形成されたのか、今後の研究課題であろう 。: ( &鉄を製錬し

て得た鉄は不純物が少なく、 f也tm域のものに比較して、錆びにくい、

良質なものである。

話は少し横に逸れるが、わが国は盲腸文化い、われ、大陸から 一

方的に文化を受け入れ、逆に外へ発信する こと はほとんどなカ、った

とされている 。逆の流れはなかったのか、朝f f . ( 判夫余の陵山里にある

歴代百済王の古墳に納められた結沖オはすべてコウヤマキが使われて

いる 。 ところが、この樹極はわが国にしか産 しない もので、植物の

分布が2000年の聞に変わることは考えられないから、この棺材はわ

が国から運ばれたものと考える方が自叙? である 。当時、わが国てやは

桁湖にコウヤマキを使用しており、このやり方が百済に伝わったの

であろう 。他にも 類似の例があり、わが国から半島に渡った文化の

流れにも視点を当てて考察する必要があろう 。

余談になるが、肉眼でコウヤマキと ヒノキとを見分けることは、

木の取り扱いに慣れた人てないと難しいという 。 日本人の持ってい

る木への異常なまでの愛着は、太古までその源を遡るとみられない

であろうか。

寺院建立と建築技術の展開

- 飛鳥時代

勇記烏tt制'¥1こ百済から仏教が導入された。 588年、蘇我馬子は百済か

ら大工、仏師、瓦工など寺院建築のためのー揃いの技術団を移入 し、

法興寺の建立にかかわった。本格的な寺院の伽藍としてはわが国最

初j のもので、在来の建物と 全 〈異なる様式を目の当たりにして、当

時の人々がいかにカルチャーショックを受けたか想像に難くない。

それは掘立て式でなく、礎石の上に柱を載せ、桝組て1好を支え、木

部には丹が塗 られ、屋根には瓦を耳き、そして鴎尾は天を指すい、

う、在来の建物とは似ても似つかぬものて、あった。

寺院を通じて、大陸の建築技術が紹介され、技術の一大革新が展

開した。おそらくこの革新のなかで、各種大工道具も今日の道具に

見られる諸要素を備えるに至ったものと思われる 。そして寺院など

大規摸な建築の需要は鍛造技術の向上を促し、大工道具の大型化が

すすんだ。前時代からの大工道具 に加えて、キリやサシカゴ、、スミ

ツボなども盛んに使用されるようになった。

この時代の大工道具の追品に、有名な法隆寺献納宝物のー挺のノ

コギリ (図 1 ) がある 。飛鳥時代から奈良時代のものであろうか。

長さ 74センチ、片刃て、. 鋸身がやや先細りになっており、太い方に木

柄が取り付けられたものである 。先端に 6 つの孔があけられ、歯石?

切り取った跡がある 。再利用されたものと思われるが、原形にはし、

図 1 法隆寺献納宝物鋸

7世 紀
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私の
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写真 4 木の. 型鋸 広島県草済千軒町遺跡出土(13- 14世紀置元)

ろいろな説があり、今のところ車諒命を出すまで、には至っていない。

この鋸が基本 t なって後世に展開してい ったもの と思われる 。

この時代に建てられた聖徳太子縁の寺院だけでもその数は20を

超える 。百済渡来の工人だけではこの数をこなすことは到底不可能

なことは明白で、短期間のうちに多くの日本人技符諸が育っていた

と考えられる。法隆寺西院伽藍のように、濃い陰を湛えた深い軒を

もっ独特の造形は大陸には見られないもので、日本人の時性による

ものとしか思えないのである 。

. 白鳳 ・奈良そしで平安時代

白鳳・奈良、平安時代はそれぞれの時代の初めに、宮都が建設さ

れ、多くの寺院が建てられた。飛鳥時代のように、限られた地域てや

の小規摸な遷宮ならともかく、「百官の府J の都の廃棄と移転という

ことになれば、膨大なエオ、ノレギーが必要となる 。

奈良時代は律令制度カ苛子き渡り、これを経済的基盤として古代仏

教が花聞いた。東大寺はその象徴的なもので、国を挙げての大事業

であり、大仏殿は当時の建築技術と建築材料をぜりぎりのところま

で駆使して完成させた、まさしく古代木造建築の記念碑い、うべき

ものて、あった。大仏殿のような巨大建築を建てるとなると、大工道

具の大型化は不可欠と思われる 。当時の遺品は少ないが、鍛造技術

の向上と相侠って、道具の大型化は一層すすんだものと推察される 。

平安時代は初期、天台宗、真言宗が唐から伝えられ、密教寺院が

盛んに建立された。中期になると、貴族の聞に浄土末法思想、が広ま

り、阿弥陀堂が盛んに建てられた。現存するものに宇治平等院鳳風

堂 (1053年) がある。 この頃、 7也元己に移入された唐の建築様式が

日本人の感覚により、リファインされて 「和様」が成立した。

古墳時代には盆のなかにさまざまな埋葬品が納められ、そのなか

に大工道具も含まれていて、古い時代の割には遺品が多〈残されて

いた。 しかし、この時代は意外に少ないのである 。大工道具は激し

い消耗品で、よく切れる道具、気に入った道具であればあるほど、

よく使われ、よく研がれ、磨り減って捨てられる運命にある 。捨て

られたものも錆び‘ てやがて土に還ってしまう 。 このように大工道具

は遺品として大変残りにくいのである 。 したがって、文献や建築部

材に残る道具の刃の跡などの調査が、当時の大工道具 を知るうえで

重要な意味をもつ ことになる 。

. 鎌倉時代

平安末期に平重衡の乱で焼失した南都寺院の復興が、鎌倉時代に

入ってようやく彰L道に釆る。東大寺の再建には、勧進職に僧重源が

てん口〈

起用され、宋から天竺様という新しい様式が移入された。 この様式

は、構造が単純明快で、かつ合理的で、あり、今まで和様として堵わ

れた技f柏句伝統 t は異質の体系を移植する結果となった。また禅宗
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写真 5 二人挽きの枠付き大型縦挽きオガ

石峯寺大鋸( 復元品) 15世紀

とともに禅宗寺院の建築様式、 唐様も移入されて、和様とともに三

つの様式が揃い、寺院建築の意匠は大変賑やかになった。

この時代には絵巻物によく普請場の様子カf描かれていて、当時の

道具の種類や、使い方などを知ることができる。このl時代は、建築

かすがどん' f ん け ん き え

職人が独立した存在として現れてくる 。春 日権現験記絵 ( 1309年)

にはオノ、ヤリカやンナ、チョウナなどとともに、以前に見られなか

った形のノ コギリが描かれている 。栗の葉を半分にしたような、い

わゆる木の葉型ノコギリ (写真 4 ) である 。万能型の横挽きノコて二

以後、江戸時代まで盛んに使用された。近年、この型のものが広島

県 ・草戸千軒町泣跡で出土し、その存在を裏付けた。

松崎天神織包絵巻 ( 1311年) には角材や板を作るのに二材オを棋で、

縦に割っている様子が描かれている。これはまだこの11寺代に木材ぞ

縦に挽く製材ノコが普及していなカ、っ たことを示している 。製材ノ

コは三十二番職人歌合 ( 16出己) に二人挽きの枠付き大型紙倣きノ

コの様子が描れており、その普及は 15世紀頃からと思われる( 写真

. 室町時代

この縦挽きオカ、、ほ ど木の文化史じたきな意味を もつものはない。

室岡TII寺代はヒ ノキ、スギなどの用材が枯渇し、これまで目の通った

針葉樹に依存してきた建築は、用材の供給上大変なピンチに立たさ

れることになる 。 このオガが出現したことで、ケヤキなどの広葉樹

も木目に関係なく挽くことが出来るようになり、樹種の利用範囲は

格段に拡大された。

室岡刊新' t lま下砲止の時代て二 上凶交的下層階級まで富を蓄えて、一

般の民家、特に町屋など木の需要は増大した。オガの出現は不侍定

のオ寸イ需要にいわば商品生産を促し、規格化されたオt材の流通によ

って、この需要を満たすことができた。このようにオ寸オの需給のノ f

ランスが大きく崩れようとしていたとき出現した縦挽きオガは、ま

さに木の文化の救世主 といえよう 。 このオガの出現は持臓の成立

を促し、大工はその重労働から解放されて、建築技術の向上に専念

できるようになっ t:. 。

さらに注目すぺきは、縦挽きオガにほぼ時を同じくして台ガンナ

が出現したことである 。従来、材の仕上げは打割材の面をチョワナ

て背円、その面をヤリ pゲンナてや仕上げる方法が採られていた。縦挽

きオヵ，". - ( :挽かれた材の面は平滑で、これをヤリカ、、ンナでイ土上げよう

とすれば、、かかりが無いため反って使いにくく、代わって台ガンナ

カ覗れ、オヌゲで挽かれた面を精度高〈仕上げ得るようになった。新

しい道具の出現がさらに新 い、道具を誘引したものとして注目され

るのである。

室町時代は日本文化の大転側羽でもあ った。これは取 りも 直さず



社会の大転換に応じたものといえよう 。具体的には、都市国家の成

立、宗教団体の強大化、商業の大規J期ヒと流通経済の発達、能 ・茶

道 ・花道、さらに建築上ではアーキテク卜( 笹| 吠工) の出現や書院、

数寄屋建築な E 、政治 ・経済 ・文化のすべての側面にわたって、新

しい歴史が必要とするすべてのものが苔賊されたのであり、縦挽き

オyゲも、このような社会の要請によ って出現したものといえよう 。

木を生かす文化

ここで、木彫に少し触れてみたい。飛鳥時イベこの彫刻はほとんどクス

ノキで作られていた。奈良時代に入ると唐の影響を受けて、金銅、

乾漆、塑造な E の作られた時代で、木彫の空白時代い、われている 。

奈良後期になると唐招提寺の諸像のように木彫が復活するが、クス

ノキでなくヒノキが使われている 。なぜヒノキに変わったのか、ヒ

ノキは格段に光線の反射率が高〈、美しい絹糸光線を持っていて、

木を使いこなした仏師がヒノキの柔らかい木肌に接して、再び落ち

着 きを取り戻し、木彫を始めたものであろう 。唐招提寺の木彫仏は

神護寺薬師如来像に代表される貞観彫刻へ繋がっていく 。小原二郎

先生によれば「貞観仏の翻皮式衣紋はヒノキの材質の良きそ最大限

に生かした例で、あの鋭いしのぎの美しさは、粘りのあるヒノキし

ょく切れる刃物と、冴えた腕の三位ーイ本の呼般によって生み出され

たものJ といわれてい る。

江戸時代の木の文{ じを支える鉄

わが国の建築の特徴として、「わびH さび」、いわゆる数寄屋文化

が強調されてきた。 しかしその一方では、きらびやかな建築の流れ

があ ったことも忘れてはならない。中尊寺金色堂、鹿苑寺金閣の流

れを受けて、桃山時代には安土城、大阪城な E の城郭建築や豊田神

社な E、豪放で‘ きらびやかな建築カ勺欠々に建てられ、後の日光東照

宮へと号 |き継がれていく 。 このような状況の下で、建築や木工、木

彫、漆工の技術の高度化、細密化が要求され、大工道具をはじめ諸

職の木工具も性能による専門分化がすすんだものと思われる 。

近世に入って、 二人挽きの縦挽きオガは一人挽きの前挽きオガ

(写真 6) に取って代わられる 。中国やヨーロツノ f て、は後世まて引

き続き使用されているのに、なぜわが国だけが背] 挽きに変わ ったの

か、 一つの謎で、ある。二人で挽くより 一人で手に伝わる木の感触を

確かめながら、自分一人の仕事 として精度高〈仕上げたい日本人の

賀原カ3 らきているのかも知れない。 もう 一つ触れておきたいことは、

世界の広い地域でノコギリは押して使われているが、わが国では引

くことが主流である 。わが国では座式てや仕事をする場合が多〈、物

理的に号 I< 方がカが入りやすいということもあろうが、常に人のこ

お お が

写真 B 前挽き大鋸( 江戸時代、伝世)

とをおもんばかつて譲歩し、引くことを重んずる伝統からきている

とも考えられる 。台ガンナも 最初の頃はツキカンナであ ったが、い

つの頃かヲ |いて使われるようにな った。これも日本人の気ままによる

ものかも知れないが、仕事の精度の点に毛足点を当てて考察する必要

もあろう 。

江戸時代初期は城郭や城下町の建設など、全国的に活気の溢れた

H特月であった。 これまでは何とか天然キt I ごけで需要を満たしてきた

が、ここまでくるといかに樹木の生育に適った列島といえども、木

材の枯渇カf表面化してきた。17悩己になると幕府は人工造林を奨励

して、吉野にみられるように悌也林制度、山守制度などの対策が溝

じられ、 l 期約100年として材オの需要 M掃合の均衡ヵヲ十られ、森と

社会 t の共生が成立した。世界でもあまり例のないことであろう 。

前にも触れた数寄屋建築ときらびやかな建築の流れに、それぞれ

大輪の花を咲かせたのもこの頃である 。桂離宮と日光東照宮がそれ

である 。東照宮の大きな特徴は軒下に埋め尽くされた極彩色の彫刻

であるが、 18世紀に入ると、信濃、諏訪地方に素木の建築彫刻lが革

んになり、またたく聞に全国へ広がっていった。建築彫刻について

も、温かくて、柔らかいヒノキな E の素木が見直されたのであろう 。

江戸時代初期には木割法が成立し、建築の生産体制が期制ヒされ、

意匠が標準化された。 また生活空間の格式により真 ・行 ・草体力苛雀

立 し、様式の集大成がなされたl刷町、あった。

江戸時代も半ばに入社 I職人の世紀J い、われるほど職人の技

術が糊熟した時期を迎える 。 これは取りも直さず精織さ、細密化が

建築に要求され、多様な需要に応じて、大工の仕事も、宮大工( 社

寺建築) ・家大工( 住宅建築) ・建具師 ・指物師な E に分化した。大

工道具も 専門分化していく 。前にも触れた万能型の木の葉型ノコは、

その性能が分化されて、制覇夏の ノコギリに変わり、姿を消した。

台ガンナもノミも性能を'持化して多くの種類が生まれた。建築に限

らず、彫刻 ・木工・漆工などあらゆる技術が高度化し、諸職の木工

具も性能特化がすすんだ。

この頃、全国的な販路を持つ鍛冶生産地が成立した。堺、伏見、

三木越後三条、武生などが道具、刃物の主要な産地として成長し

た。大工道具としては堺、 三オ又 三条が三大生産地い 、われ、なか

でも堺は大工道具の先進地として古くからノコギリな E の生産が盛

んであったが、その技術はのち、 三オ又 三条な Eへ伝えられた。大

工道具の産地には名工が育ち、厳しい大工とのやりとりと永い伝統

から吟味した鉄の素材に入魂の技を振るって、推大な風持と機能に

徹した美しさを備えた 「名品J を作った。

このような状況のなかで、鉄の需要も増加した。わが国て、生産さ

たまはがね

れる鋼は俗に玉 鋼といい、タタラ炉で事故を炭火で還元しながら作
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けら

りだした掛から取り出す。 l 回の操作で、 10- 12 トンの砂F鉄と 12-

15 トンの木炭から得られる錦は約 2 トン、これからとれる玉鋼はわ

ずか800奴ばかりであった。この時代、 タタラ炉も送風装置に改善が

加えられ、高般を付設する高殿タタラが完成し、鉄の生産量 も増加l

した。 この頃のタタラ製鉄の年間生産量は約 l 万トン、現在の生産

量 1億ト ンとよ凶愛すれば 1万分の l の量ということになる。

道具にはそれをf呆守する道具が不可欠である。トイシやヤスリな

どがそれである 。 トイ シの場合、どんな名工が作った道具でも、研

くや大工の腕州憂れていても、 トイシの質が合わなければ決してうま

く研げない。 トイシは普通、期1丘、中砥、イ土ui 丘に分類され、 この

順に粒子が小さくなっていて、刃物の研ぎの進行に応じている 。 日

本山海名産図絵 (1799年) には、この時代のトイシの種類、産地、

品質が詳しく説明されていて、当時の様子を知ることがでいきる 。

江戸|時代米期になっても大工道具の遺品は意外に少ない。この時

代の貴重なイ到: ! t 品に「阪田岩J欠郎奉納大工道具」がある 。桃山天満

宮 (1841年) が完工したさい、自分て、使用していた道具一式 (60点)

を道具箱に納めて奉納したもので、ノコギリ、ノミ、カンナの種類

も塙' え、今日の71ヲに近いものが出揃っている。

江戸H寺代も末期は政情不安で経済も停滞し、建築では木剖法、作

庭てやは「築山築庭造伝J などに縛られ、創造にやや騎りが見えた時

期て。あった。

大工のつくる世界は崩壊し始める

江戸時代末期から明治にかけて、建築界にもヨ ーロ ツノ f の技術が

流れ込んで引きた。機械製材が始まり、ハンドノレキリなど、これまで

になかった大工道具も移入された。縦挽き、横挽きが兼用できる両

刃ノコなど、より便利な道具が考案され、明治後半から普及し始め

た。木制法など. 建築規制のなかてや自己のエオ、ノレギーを勝賞させてい

た大工たちは、異国の建築に触れて、 一挙 にそのエオ、ノレギＭｾ解き

放った。個性的なア ーキテクトの作品と異なり、ここは大工たちの

つくる一つのtlt界であった。

明治10年、コンドノレカf来日し、ヨーロヅペ細; 建築の体系カ潮崎

に乗り始めると、木造は他の動防 lこ置き換えられる歴史を歩むこと

になる 。大;l;Jl 撲な建築は R C造や S造に、住宅など小分¥! i I 英なものは

木造にと住み分けられるようになり、木造住宅など は依然として、

大工たちが伝統の世界営守っていた。

大正から昭和初期、手づくりの道具は巴最盛期ぞ迎える 。昭和18

年、労似斥4明i J F 究所の調査した報告書によれば、当時の大工道具の

標準編成に 179点の道具を挙げている 。ノ ミ49点、カンナ 40点、キリ

あ

26点の順に多〈、大工は毎日の仕事に適わせて、道具を整備、選ん
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で道具箱に納め、仕事場に向かった。

太平静i伐争敗戦後10年も経った頃、電動工具が使われだし、従来

の大工道具の出番が減り始めた。H百和50年を過ぎ、外材を使用した

プラハヴ住宅が普及するに及んで、大工の多くは職を変え、あるい

は廃業するものも多〈、大工道具は粧大ゴミのように扱われる状態

て、あった。 そして毛彫在は衰退の極みにあるといわざ、るを得ない。

木の文化に想いを馳せて

いつの時代でも社会の要請によって、新い、建築文化が生まれ、

これに対応して新しい道具が出現した。また新しい道具の出現が建

築の新たな展開を促したことも見逃しではならない。木工、彫刻、

漆工などにも同じことがいえ、わが国の木の文化がいかに間口が広

〈、底の深いものであったか、改めて感じざるを得ない。 わが国の

文化を語ることは木の文化を語ることであり、木の文化は、わが国

文イヒの揺るぎないアイデンティティてやあった。

しかし、建築を中心とするこの木の文化が、なぜこうも細切聞に

崩壊に向かったのか、その要因の一つ は明治主儲庁にあるという見方

がある 。l明治斜協庁は革命てあり、革命であるがゆえ に、その前の時

代 ・江戸H寺代を否定しでかからなければならなかった。否定したう

えで、ヨ ーロ ツノ f の文イヒを移入 した。 アイデンティティのvTt立を見

ぬまま、近イ切りこ走った。 これが今も尾をヲ |いていると思われる 。

かつて大工道具が勇ましく活躍していた普請場を想うとき、今昔

の感に堪えない。大工道具には大工の身体の延長 t して彼らの命が

込められている 。「空即是色J この込められた手づくりの心は決して

消えることはない。

20世紀は科学の時代、効率の時代て、あったといわれる 。確かに豊

かになったが、失ったものも多い。てやは 21世紀はどのようなH寺代

か。奥口同音に，心L心、のH

めてそういわれているのてあろう九。人間回復の時代なれiば£、今まで

の価値観が見直されなければならない。精判牲が尊重されなければ

ならない。 こういう時代にこそ、 建築にも 「手づくりの心J ヵマ来っ

てくるはずである 。人間の手の入る余裕が生まれてくるはずである。

また大工道具が、その鉄の刃が華々しく木屑を散らして活躍する日

の到来を願って筆を置く 。
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たたら吹き- 玉鋼と日本刀-

鈴 木 卓 夫

たたらとは、粘土で築いた炉に、原料を? 砂下鉄とし、側ヰに木炭を

ふいご ず〈

用い、送風動力に繍を使用して極めて純度の高い、鉄 ・鋼 ・銑など

を生産する日本古来の製鉄技術をいう 。 鋼の ｾｉ Ｚ ｉ でとくに優れた部分
たまはがね

を玉鋼い、い、これは主に日本万の材料に、鉄は農工具などに、ま

た炭素料の多い銑は室浮防の材料に供され、たたらはわが国における

製鉄史上極めて重要な存在として伝承されてきた。

しかし、この日本刀製作にとって欠くことので3 ない玉鋼は、昭

やす〈に

和 8年から 20年にかけて操業された「婿固たたら J (島根j寝仁多郡横

田町) を最後に、以後ほとんど生産されず、日 :本万製作に大きな支

障が生じ、伝統文化財としての技術保存面において、危機に瀕する

こととな った。

そこで、例日本美術万剣保存協会( 東京) では昭和52年、国庫補

助事業と して上記の靖国たた らの追杭を利用して、「日万保たたら J

として復活させ、資材の面か らも国の重要 者切ｾ文化財である作刀技

術の保存に努めること t なった。 そして、このたたら製鉄は国の選

定保存技術に指定されている。

それでは玉鋼とはいったいどのような鋼なのであるか、以下これ

について述べてみたい。

リンとイオウ

玉鋼はその化学組成面についてのみ見た場合、極めて車t披 の 高 い

鋼であるということができる 。炭素以外の成分の合有量は大変少な

く、 とくに章夫類にと って最も有害な元素である リンとイオウ の含有

量が極少であるのカ対寺徴といえる 。玉鋼にリン、イオワが少ない理

由は、元来それらの含有 量の少ない良質な砂をｾが、わが国、 とくに

中園地方において豊富に採取される こと、製錬の燃焼斗に木炭を用い

ること、築炉にもリンやイオウが少なく、酸イロ圭素分の多い粘土が

用いられること、などがあげられよう 。

たたら操業風景- 3 昼夜、砂鉄と木炭を3自分ごとに装入するー

リンとイオウは室賭買に脆性をもたらす性質があることから非常に

敬遠され、古今鉄鋼界にあ っては、いかにこの両元素を取り除くか

としづことが大きな研ヨ古泉題とされてきて いる 。両者の; 場合、 リン

は熱聞に脆〈、イオウは冷間に) 陀〈、前者ぞ熱問! 日立性、後者を冷問

脆性とし、うが、この E ちらかが多くなってもよい結果をもたらさな

い。 そのため、今日j ) 1 J 岡界においては、構造用鋼のリンとイオウの

含有基準をともに 0. 03%以下と定め、その掛主にあったものをつく

ることはもちろんのこと、さらに極限まで下げるため研鎖努力が重

ねられている 。 その点、たたらによって生産される 玉鋼は、 リンに

あっては平均0.03%、イオウにあっては 0. 003%とい ったように極

めて優秀てあることがわかる 。

鉄に含まれる非金属介在物

玉鋼をリンとイオワの含有立から見 Ｑｾ 場合、いかに優秀であるか

は今述べた通りであるが、反面、非金属介在物の註の多いのも 、相|

鉄の大きな特徴といえる 。介在物にはその樹耳として、 A 系介在物

( 加重されることによ って、線状に粘性変形されるもの一硫化物、

ケイ酸塩な e') 、B 系 介 在 物 ( 一見粘性変形しているように見える

が、よく見ると粒の連鎖状態のものーアルミナな u、C系介在物( 加

重を加えても粘性変形しないで、 粒状に不規則に分散するもの一粒

槻刻七物など) の樹氏があるが、これらのうち、 A 系はあ っても 害

にならない介在物、 B 系 ・C 系はあ ってはならない介在物とされて

いる 。 そこで三日間の介在物の清浄度をi RlJ定 してみた t ころ、ある洋

鋼に比べて 2. 5倍ほどの数量に達していたが、その L HんどがA 系

介在物であることがわかった。

A 系介在物はあ っても許される介在物と前述した。 しかし日本万

製作にあっては、むしろなくてはならない介在物であると考えたい。

臼木刀はその製作面において約15回ほどの折り返しS髄東がなされ、

銀出しー操業4 日自の早朝、炉を崩して巨大な鉄の塊り Y母砂を取り出すー
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玉鋼刀の介在物 ( A系)

上は、左の 4倍拡大写真

i羊鉄万の介在物

( 8 系・ C 系)

玉鋼

一鈎を破砕 して 、玉鋼

を選び出すー

約33 ，000枚ほどの層状を有することになり、これが日本刀が強靭で

ある 一つの理由となる 。 そして粘性変形する A 系介在物が、あたか

も接着材のようにして折り返し鍛錬によって生ずる層と層との聞に

介在することによ って、日本刀特有の層状効果カ対呆たれると考えら

れるからである 。 そして A 系介在物がもたらされる要因は、炉壁に

含まれる酸イロ圭素が大きな要因と考えられる 。

苦からたたら製鉄において、ーに土、二に風三に符予( 技師長)

といわれてきたが、いかに土の選定が重要であったかがわかる 。
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ドジョウすくいは土壌すくい

出雲詰也方の民謡に安来節 ( 烏根県安来市) があり ます。この安来節の競

りで有名なのがドジョウすくいですが、これはもとは土壌をふるいです

くって砂鉄を選別する姿を、ちょうどドジョウをザルですくう姿になぞ

らえたものです。

島榔黒の簸( ひ) ノ )11は、今でも砂鉄御化鉄) て味チャケています。

この地の石多数を利用した製鉄が出器也方のタタラ製鉄となり、目立金属

安来製鉄の発ネ孝となっています。ところで、ここはまたヤマタのオロチ

の神話の舞台として知られています。素変鳴尊( すさのおのみこと) が

ヤマタのオロチを退治して草薙の剣を手にいれる話は、砂唾失を原料とし

て剣を艶宣していた部族がいたことを意味しているのかも知れません。

河豚= 鉄砲

鉄で{ 乍られた武器としての鋪包は、河豚の異名として知られています。

fはらぐすり に鉄がたべたいナア。さやうじゃ。てつにしなされu ・

鉄とはふぐの事なり。さる御国にては、ふぐをあきなふ事を禁制ゆへ、

てっぽうと異名して売賀するなり。これはあたると いふ心にて、て っぽ

うといふ。それをまた鉄とばかりいふなり j ( 箱枕・下)

日本刀はコンポジットた、

たたらの製品を見るとき、サンプリングする場所によってかなり

炭素量にバラツキのあることがわかる 。 刀匠はこうした材料に折り

返し苦闘衆を加え、最も焼き入れ効果が発揮されるであろうい、うと

ころまで炭素量を調整していく。そ してこの作業により 玉鋼の炭素

量のバラツ キは少なくなり、かなり密となるが、それでも最終的に

バラツキが残るのが、たたらの製品の大きな特徴である 。 そしてこ

の炭素量にバラツキのある玉鋼は、日本万特有の焼き入れ、すなわ

ち熱処理を受けることによって、日本万の地鉄に多種多様な品蹴k変

はもん U はだ

化 を容易におこし、日本万のみがもっ刃文や地肌 の美しさを表現す

ることとなる 。

以前、耐震建築の研究家と意見を交わす機会を得たことがある 。

その中て私は、「日本万は何層にも何層にもなっていて、しかも介在

物がやたらと多く、グズグズなんてやす。 しかしそれであればこそ衝

撃に対して緩衝される、つまり日本万には静i震装置がしっかりと備

えつけられているんです」と説明したことがある 。つ まり日本万は

単材でなく、いろいろの要素から成立する、つまり コンポ ジ、ツ 卜と

表現する ことができる のである。

( すずき たくお 財団法人日本美術万剣保存協会たたら謀長)

大砲親方の特権

鉄器の代表的な鵡告の一つである大砲は、城壁に図まれた都市の攻賂兵

器として非常に重要なf賭 lを果たしたのは想像に重量くないところです力士

事実、 中世ヨーロ ッパの皇帝や王侯は、大砲を作る殺人集団の車見方、い

わゆる状砲親方。割問に大切にしたようですu

1446年に彼らが皇帝フリードリッヒ 3世から得た特権のうち、おもしろ

いものを紹介しましょう 。「歩兵であ札騎兵であれ、誰かが喧嘩のため

に憲兵により補らえられそうになったとき、手を大砲に置いて大E敏見方

に自由を乞えば、そのものは 3 臼問の自由を与えられなければならな

いJ、「続方が今まで一度も発砲した経験のない大砲については、 3発だけ

失敗しても免責8 れ、 4発目からは領主のものである。彼が4発自を打

たないかぎり 、憲兵は失敗を理由に彼に手をかけてはならないj 。…「以

上の項目が守られなかったとき は、 すべての大飽関係者は、彼らの名誉

を損なうことなく彼らの義務を免除され、戦場を醐見でき、味方にとど

まるか、敵に身を投ずるか、思う通りにしてよいjo

銭は「金+ ( 切る) + 呈( まっすぐ)j の会意文字で、まっすぐに 埋

ものを切り落とす鋭利な金属を表します。鉄は「金+ 失( シツ、 254 

テツ)j 形声文字。古郡! と してはク白カネ、ネリ、アラカネ。 字



コラム

からだの中の鉄

鉄の含有畳は、地殻中4. 70o/ c 人土壌中 3.8ω 仏海水中0. 00おIg/i 、河川水中0. 67

mg/i といわれています。人体では85. 7mg/kg体蜜と、微賃金属元紫の中では最も多

〈含まれており、体重70kgの人では約 6 g の鉄を体に持っています。

鉄の欠乏障害としては、貧血守症、脱毛指定、 4畏気J威墨などがあります。逆に過剰障

害としては、出血、犠性、循環器降客があげられます。鉄の欠乏症と貧血の関係

は紀元前の普から知られており、貧血の治療に鉄が用いられていました。鉄が血

液の構成成分であり、さらに血色繁ヘモグロビンに含まれていることは、 17世紀

にはすでに知られていました。

鉄は成人一人一日あたり 11  .2mgt J 泊嬰とされています。鉄を多く含む食品として

は、食品 100g あたり水前寺のり 300. 伽19.、ひじき 55. 伽19.、きくらげ44 伽19、はま

ぐり佃煮38. 3mg.、煮干し 18 伽gなと・があります。

( { 岩井弘「金銭は人体になぜ必要かJ講談社ブルーパックス)

二つの刀

万の縫史では、優れたものとしてこつの刀がよく引き合いに出されます。

一つは、日本刀。「良質の玉鋼の趨尺、硬軟の錫を巧みにあわせて仕上げる fあ

わせ鍛えよ 焼き入れの際、刃部を薄くして筋令させてマルテンサイト( 硬い)

奇勝訟を、地部を康くし徐冷させてソルバイト( 粘りのある) 車滋畿を形成させる

独特の手法 ..J 等々、技術的に非常に優れたものとされています。

もう一つは、インドのダマスカス刀。「それは、波がキラキラと臼に輝く水を持

っている。ぞれは、表面を風が小波をたてる池のようである。鍛冶は、まるで

錫がまだ柔らかいうちに小さい巣織がその上を歩き回ってつけた足跡のような

模様を、その表面に作 り出した」と詩にうたわれ、鞭のようにしなる万身と、

重層の渦状の文様を持ち、上ヒ類無き名剣として童書叢されました。電磁気学で有

名なファラデーは、この文機についての研究を行っており、ここから合金鏑の

歴史が始まったとされています。

鋼と人間は似た者同士

人間は鍛えれば大きくなります。吉岡は

S節録すると強くなります。

人間はタコができます。鋼は日日けば硬

くなります。

人間はストレスがたまると病気になり

ます。鏑も繰り返して曲げたりすると

疲労破尊重をおこします。

人間はストレス解消にお風呂が一番で

す。錦も 45σC以上に熱すると粘りが

戻ります。

人間は円みのある人が好まれます。鋼

もシャープ。なコーナーは丸味をつける

ことが大切です。

人間は化粧をすると美しくなります。

鋼はメ ッキやペンキて鋳びゃ繕耗に強

くなります。

( 大和久嚢縫f鎮のおはなしj 日本規格協会)

建築以外ではどんな材料が使われているか

大裂旅客機では、軽量化の要求がシヒ.アなため、アルミニウム合金が主に使われており、その愛震は機体重量の7 0 %

"- ' 80%に達します。しかし、アルミニウム合会の使用比率は近年下がりつつあり、 1980年前半に淑滅したボーイング

767ではアルミ合会とフ。ラスチックを強化した複合材料の比率が8 ω4 ・3 %でしたが、 1995年に就航した 777では70

% :  11%に変化しています。

飛行機i入とlこ強度と軽置化を要求されるロケットでは、チタン合金ゃべりリウムを表商にしみこませた鏑等カ可愛われ

ています。

また、自動車は、以前ほどではないにしろ、現在でも車体やエンジンなと' の主要部時にはほとんど錦カ精われていま

すが、 FI レーシングカーでは軽量量化のため車体には CFRP (Carbon Fiber Reinforced Plastic) 、エンジンにはアル

ミニウム合会が使われています。

鉄と色

鉄の語道η持つ意味には、くろが払くろい、かたい、ただしい、つよくす

るどい、よろい、はものなどがあります。{ 大漢和辞典より) その中で、 くろ

いは、鉄色としてくろに緑のかかった落ち緩いた色とされています。

「あや丸、年はこ+ 豆、六。なりはてついろ御納戸のつむぎJ (子L雀染勃詑}

鉄

(

金

属

)

を

詠

ん

だ

和

敏

御納戸、銀色がかったl ! l 1色

鉄缶とアルミ缶

日本の飲料缶は 1990年に約300億缶使用され、そのうちアルミ缶はおよそ 100億

缶で、残りはスチール缶です。 ビール缶では9 6 %がアルミ缶で、その他の飲料

缶では 17<'10がアルミ缶です。米臨では、全飲料缶の9 5 %がアルミ缶で8801意缶に

達しています。清潔で、錆びず、缶臭§ がなく、さらにファ ッション性に優れ

たアルミ缶の使用が全勘日しています。

アルミ缶は鉄缶と比べて錆びないため、リサイクルにも適しています。アルミ

缶の問題は価格です。そのため簿肉化がすすめられており、 350mi のビール缶で

は、ボディ部介0. 103 m瓜全体で 15. 35g までになりました。アルミ缶は薄肉で

ペコペコするため、これまでは、缶内の圧力が大気圧に対してプラス圧になっ

ているビールなどの炭酸飲料に限られていましたカミ液体窒紫知築技術的〈実用

化されて内圧を高くすることができるようになり、非炭酸飲料ても使用か可能

になっています。 ( 神 尾 彰 彦fアルミニウム新時代J 工業調査会)

鉄と黒豆

黒豆は色が黒いので、聖子良にでて働く

農民の健康と勤労を意味し、正月のお

節料主里では、三つ肴のひとつとして意

義ある祝い肴とされています。

煮豆はふっくらとやわらかく、美しい

色に煮上げることが大切です。表皮の

黒色はアントシアン系色素で、鉄イオ

ンを結合して美しい黒色を得るために、

鉄鍋て常たりさびた釘を入れたりとい

うように、鉄介を織って煮る方法があ

ります。
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( 日本料理由来事典より)



鉄の技術開発

作 本 好 文

欽は今日、建築材料と して欠かせないも のとなっている 。 しかし

ながら、昭和28年当時は、鉄の生産量はようやく戦前の水準を回復

したものの、建設用鋼材は鉄の内需の 10%程度( 大部分は鉄筋)

と、現在の約50%と上凶交すると微々たるものであった( 図 1 ) 。現在

の隆盛は、昭和30年代、鎚岡メ ーカーの先達が、 H形鋼 ・軽量形鋼

などをわが国に導入、学会 ・建設省 ・関連団体などの協力を得て、

技術開発 ・市場開発に多大な努力を払ったからで、これらの技術は、

超高層ビノレ、工業化住宅に生かされ、現在に至っている 。

近年にな

って、建築

用鋼材に要

求される性

能の多緑化

に応じて、

これを満足 図 1 鋼材内需の 内訳

する鋼材( 機能鋼) が次々と開発されており、昭和30年代当時と同

じような状況が生まれている 。

本章では、わが国における建築用鋼材の技術開発 ・市場開発の歴

史を、昭和30年代を中心に振り返るとともに、事丘の技術開発の舞

台哀を紹介する 。

昭和30年代の建築用鋼材の技術開発

H百平[130年代の建築界の大きなー謝遁は、建物の不燃化と 高層化てあ

った。当時、 着工建物の90%は木造であり、戦災の経験から、特に

大量に不足していた住宅の不燃化が緊急、の謝垣であった。鉄鋼メ ー

カーは、主として住宅のスチ ー ノレ化を目標に、昭和 Ｑ ＲＹ 年、軽釦 ｲｾ 鋼

( LGS) をアメリカと同じくわが国でも生産することとした。写真

1 に、 当H寺の軽記診鋼を用いた住宅の例を示す。

写真 1 軽量形鋼を用いた昭和30年代の住宅
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室 ｾｊ､ メ ーカーは 、この軽量ｊｦｾ鋼を、わが国の建築基準 ・ 用途に適

合するよう規A各化するとともに、木造に慣れ親しんだ設計者がほ抗

なく利用できるよう、設計マ ニュ アノレの作成、1i J 何度会 ・講演会の実

施な ｅ を大ｾＩ｜訪英に行い、市場定着を図った 。 現在の工業 化 住宅の躍

進は、 l陸釦協同に関する当時の活動が基礎となったと 言 える。

高層イlニは、アメリカでは20t !t品己中刀E頁( エンノ f イアステー卜ヒツレ:

1931年) から超高層の| 時代に入っているが、わが国でも昭和38年、

建築基準法の高さ制限が撤廃され、

昭和39年のホテルニューオータ

ニの建設をもって超高層の幕開げ

とな った。 このような建物の高層

化 を支えた鉄が、 H形鋼、極厚H

形鋼てある 。

H形鋼がわが匡|てや最初に圧延さ

れたのは昭和34年、極厚 H 形鋼

は、霞ヶ関ビノレ( 写真 2) の計画

に合わせて、昭和39年から生産さ

れている 。

写真 2 霞ヶ関ピルの建設状況

当時、建築鉄骨は、 山形鋼の組立断面を用いて鉄骨f野円量を節約

することが一散的で、 H形鋼が受け入れられる環境て、はなかった。

室矧司メーカ ーは、軽量形鋼における経験を生かして、市場開発を積

極的に折縫 し、数年後にアメリカを凌駕するに至っている 。

このように、昭和30年代は海外て実用化されていた品種を導入す

ることで、ヒツレ、住宅などのスチール化を推進した時代である 。 こ

こで、 j ; k i l 司メーカーは、新い、夫尉各の設定と設計マニュアノレの整備

などの市場開発に力を注ぎ、大きな成果をあげている 。

最近の建築用鋼材の技術開発

昭和30年代以降、これらの形鋼を利用した部品、システム製品の

開発カ対青力的に行われたものの、建築用の新しいを附オの開発では特

筆すべきものはなかった。

近年、絶築の設計技術が高度化し、建築用鋼材に多様な性能力ヨ要

求されること t なり、これらを直接満足する新しい鋼材( 機能鋼)

が次々と開発されている 。以下に、その例を紹介する 。

. T MC P鋼

建物J の高層化か ら、高強度の極厚鋼板( 例えば100mm) が要求さ

れ、 i割安性の改善が重要な課題となった。

T MC P とは、熱情IJ '!if p( Ther mo Mechani cal  Cont rol  Process)  

の略で、鉄を圧延する過程で制11工程合雌止を作 り込む技祁Tである 。

この技術は、中即享が50mmを超えるような厚板てやは、 どうしても表面



と内部で冷却スピードが異

なることから困難と考えら

れていたが、 1978年、圧延

直後に急速冷却した板の硬

度分布を調ぺている と表面

も内部と同じであることを

発見、 1980年にパイ ロット

プラン 卜が建設され、 1983

年には造船用鋼材から圧延

が開始された。

その後、 T MC P j，1日lは、東

京都庁 (写真 3 ) などの超

写真 3 T MC P 鍋の B O X 柱 ( 東京都庁)

高層ビノレの厚板に適用され、

建築用鋼材と して脚光を浴びる ことと なった0

. 極{ 邸制え宗鋼

極低降イ大，#，鋼は、 lr，lj 震; ・免震芹j の鋼材で、低強度て神びが大きい

ことか ら、骨組の一部( 筋違、間柱なのに組み込むし周辺の鉄

骨より早〈塑性化し、地震エネノレギーを吸収す ること ができる 。

この鋼材は、自動車用な ~ー金主{ 3< v

どの深絞り鋼板( プレス成

形が容易な鋼板) の技術、

すなわち、添加元素の量を

極力イ邸成す る こ し 結 品 粒

をキ匙刷ヒする製造法を建築

用に展開したものである 。

写真 4 に、この鋼材が制

写真 4 告IJ 震 ダンパー 写真提供/ 鹿島建設

震ダンパーに使用された例を示す。

. 耐火鋼

鉄は火災時に高温てや強度が低下する ことか ら耐火被覆が必要とな

るが、施工性、 美観などから耐火被覆の省略は長年の課題であ った。

従来は、鉄の温度を上げないよう、コンクリ ート を知度ーする、水

を循環させる、発i位性塗料を塗布するなどの工法が実用化 されてい

るが 、耐火 鋼は、鉄そのものの高温強度を改善することで Ｇｾ ｬ 日被覆を

実現した世界に類を見ない鋼材て唄ある 。

市、防!!-i岡 iまボ、イラー用などに広〈用いられているが、建築用の耐熱

鋼の開発は初めてで、 1988年に実出鋼した際には、性能が出るかど

うか冶金の技術者 M儲正がなかったほどである 。

このように して開発された耐火鋼は、 その後、駐車場、 美祁首唱し

ア トリワ ムなどに広〈用いられ、ヒッ ト商品のひとつとな った。

写真 5 に、耐火鋼ぞ用いた展望台の外観を示す。

写真 5 耐火鍋( 葛西臨海公園展望台)

. 表面処理軽量形鋼

近年、住宅分野てやはスチーノレハワスが大きな話題となっている 。

スチーノレハウスは、木造ツーパイフ オーの骨( 枠材) を、オ寸' i j から

板厚1. Omm前後のめっき鋼板を用いた軽量形鋼に置き換えたもので、

アメ リカてやは 10万戸近い建設実績がある。

昭和30年代に技術開発した軽量形鋼は、葬! 嵯鋼板を冷間成形した

もので、板厚も 1.  6mmJ;J..1. !: 厚 〈、 一般に塗装 して用いられる 。スチ

ーノレノサスに用いられる軽宙開司は、自動車、電機製品 に用いられ

る冷延鋼板( めっき ) を成形したもので、 *IXJ 享が薄い こと から、 lι

事活居て、切断しタッピンねじて接合され、「材木j に代わる 「材欽J と

も言 うべき新しい発想、の形鋼である 。

写真 6 に、スチールハウスの建方状況を示す。

写真 6 スチールハウスの実験住宅( 新 日銭)

21世紀の鉄の技術開発

2 l I 止紀に向けて開発が進んでいる 高機能鋼材てやは、 地震|時にj脆性

破壊を停止させるクラックアレス卜鋼、サンドイツチ状の樹脂では

なくを司板そのもので振動を低i成する 制振合金などがある 。

今後も 、無尽蔵の資源である鉄を、社会に、そして建築に役立て

るよう、私たちの後輩の活躍カ湖待される 。

*  

昭和30年代の技術開発に関しては、 当社O Bの高オ司念氏の資料を

参照 しました。謝意を表します。

(きくもt よしふみ 新日本製鍛株式合社主l ! : 材開発技*j 部部長代理I l ・工学t1j. 士)
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ｾＺｴ Ｒ 一
鉄のリサイクル

尾 野 均

鉄スクラップの発生

世界の粗鋼生産量は年聞はぼ7. 5億 トン、そのうち囲内生産量は

約 1億トンである 。言 い換えれば、このi誌は鉄スクラップ。が大量; に

発生する可能性を示す指標でもある。

鉄鋼の需要は、建設( 建屋、橋染、プラント) 、樹〈成電J肱 船

舶、自由J車、家電製品など多岐にわたっている 。 そしてそれぞれが

寿命を終えた後には必ずスクラップが発生する 。たとえば1990年度

における圏内の鉄鋼需要は約9，900万トンてあ ったが、輸出分ぞ差

しヲ |いた 6，600万トンカ宅地問蓄根遺に追加されたことになる 。 しか

し、この年度の鋼材廃 棄量 も2，600万トンてあったので、 差 し引 き

4，00075 トンが国内室対岡蓄積量の純粋な増加分である 。

これまでに圏内に蓄積された鉄鋼の量は約10億トンと 言 われて

おり、老腕スクラッフ。の手組三量は、過去の菩私忠ヰに比例して約2. 5%

発生するので、年間約2，50075 トンと計算される 。さら に、高炉メ ー

カーおよび屯炉メ ーカーにおける鋼材の生産過程て" 発生する自家発

比スクラップが約1，200万トン、鋼材加工メーカーにおける部材や

部品の加工過程で発生する加工スクラップの約8007 J トンを加えて、

合計年間約4，500万 トンのスクラップが発生する 。そ して今後も増

加する傾向にあり、たとえば2005年における年間発生盆は、 4，715

- 4 ，970万トンとの試算もてている 。

このようにみると、鉄スクラップは、資源のないわが匡li; t i 開業に

とって、大部分が国内で調達可能な数少ない資源であり、資源リサ

イクノレのおt r 2 . から有効に活用しなければならない。

鉄スクラップの回収

鉄スクラップは、すでに述ぺたように自家発生、加工、老廃の 3

種類に分類される 。 それぞれのリサイクノレ経路を図 1 に示す。

自家発生スクラップは、製鉄所、電炉工場、拡散l工場等の鋼材生

産過程て、発生するもので、そのほとんどが発生元でリサイクノレ使用

されるか、系列の電炉メ ーカーへ分譲される 。

加工スクラップは、建設ファブや造船所ーな どで発生する j割反や大

71ヲ形鋼のj育、自動車や家電製品の部品製作のため.に切断されたり、

ポンチて、打ち抜かれたりした残りの ｜ｾｦｲ 断屑。や、ポンチメカス屑。

と呼ばれる￬ｴＡ ｈ 即育、および旋撚による ｬ ｾ ｦ I  J り用、の Y ヲイ粉。などで

ある 。 これらはし、ずれも市中に流通するが、スクラップの素性が明

確で、発生後短時間てやスクラッフ。加工業者あるいは電炉メ ーカーに

引き取られるため、 リサイクノレ上の問題は少ない。

老Ｉｾｾスクラップ ｬｩ 、量的に最も多く、全スクラップ発生量の約 ＵＵ

Ｅを占める 。 老廃スクラップは、建築 物 、機 ｾ ｉ 蹴耳、自動車、家電製
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自家発生スクラップ

高炉メーカ一、電炉メーカー、

鋳物工場

老廃ス クラップ

工場解体物. 建物解体物、樋梁解体物.

廃自動車、廃家電品司 廃船舶

[半]
鉄ス クラ y プ加工処理業者

. ガス 溶断

恒三コ I ，'¥" ロチ

| 高炉メーカー‘ 電炉メーカー. 鋳物工場|

図 1 鉄スクラ ップのリサイクル経路

品、缶容目指などの屑て、製品の種類と 利用者が多岐にわたること、

耐用寿命も短いものから 30年以上の長期にわたるものまでし、ろい

ろである 。 このため、性状力守二明石複なものとなりがちである 。

老廃スクラップは、スクラップ回収業者によ って集荷された後、

建設物解体屑等は ｰ ゲス ￬ｾ 断やギ ロ チン加工等によ っ て電 気炉 に装入

可能な長さ以下に切り揃えられ、おおむね厚き別に 、H
J
、 H

2
、 H3、

L /' に分類され、取り引きされる。廃自動車、腕家電製品等はシュ

レツダーにより大量破砕され、不純物は分月 IJ 除去される 。 さらに飲

料缶は、自治体によるゴミの分別回収によ って発生立の約60%が回

収され、プレスにより 圧縮加工されてリサイクノレされる 。

電炉鋼の生産

. 電炉鋼生産比率の向上

鉄スクラップ、 とりわけ老廃スクラップのリサイクノレは、ほとん

ど電炉製鋼法によって行われる 。すていに述べたように、わが国の粗

鋼生産立は年間約 1億トン前後を推移しているが、そのうち電炉鋼

の生産量は年々増加し、たとえば1993年度の電炉鋼のシェアは、

31 .2 %に達している 。

このように屯炉鋼の生産比率が向上している背景には、 f後表に述べ

る生l産童割，性|

目的 とした臥汎沫走先進技術の積極的な導入とわ力が守国独 自技術開発への

努力カがf あり札、 その成果が大きし、、。

また、電炉製鋼法は高炉/ 転炉製鋼法に上倣して、 ①年間約4，500

万トン発生する豊富な鉄スクラップを主原料として利用できる低コ

ス ト製錆怯である、②間欠操業が可能で、設備稼動に柔側 主があり、



多品種少盆生産に適している、 ③i 凶劉l句小さな設備で、 しかもある

不自立の大品生産が可能である、等の併殺があり、電炉製鋼法が1rllぴ

ｴＮＺＮｾ 旦 由 になっている 。

・電炉製鋼技術の進歩発展

わが国の電炉製鋼法は 1960年'代の炉壁水冷ボ、ツクスの導入、超高

電力操業 ( UH P) の採用、炉の大型化などにより、生産能力 は飛躍

的に向上した。さらに省電力操業の開発に努力が傾注され、その結

果、炉の排ガスが持ち去る エえ、ノレギーを回収するスクラップ予熱

( SP H) の急速な普及と電力代替エオ、ノレギー として反応執を利用し

た酸素富化、炭粉を含めた各種高IJ 資料の炉内吹 き込み操業が活発と

なった。特に炭素吹き込み技術の発展1;): 、泡立ちスラグの形成によ

ってアークのサブマ ージド化、炉壁への熱負荷軽減によるロングア

ーク高力率操業を可能にし、時間当たりの投入電力量と着者完成b率の

向上に大いに寄与した。

方、造塊工程の連続鋳造 ( CC) 化が進むにつれて、 C Cの安

定操業や低硫化、成分 ・iE度の狭幅 コントロ ーノレなど品質向上の要

求、さらにはコスト低減のためのジャストタイム 出鋼の要求も高ま

り、特殊鋼精錬の分野で開発された二次精鋭技手f>πある 耳賎耐' 青錬法

( L  F) が普通鋼の分野にも順次普及した。

さらにここ数年来、直流炉、コンスチール炉、ッワインシェノレ炉、

シャフト炉等の新しし、炉体構造の開発や、不活性カ、、スによる炉底撹

件、偏芯炉底出鋼 ( EB T) など、新しい投手倣善が被々と登場し、

急速に発展しつつある 。

. 鉄スクラップリサイクルにおける問題点と対応策

電炉材はよく高炉材と 上じ校される 。 その本質的な差異は、主原料

を欽スクラップに依存するため、 Cu、Cr、Sn などのトランプエレ

メン 卜の混入比率が高いことである 。

近年、古対岡製品のほとんどが、 |坊翁lj や多機能化の要請から、非鉄

材料の占める割合が年々増加しており、それが老廃スクラップ。の品

質を劣イじさせる原因になっているためである。 したがって、 これら

トランプエレメン トの含有率をいかにして希釈低j成するか、鋼材の

性質に及ぼす詳細l をいかにして軽減するか、あるいは逆に効用とし

て利用するかが電炉製鋼法の最も大きな課題である。

鋼材の性質に及ぼす トランプエ レメン 卜の域処は、 引張り強さを

増大させたり、鋼の熱削除化を招くことであるが、普通鋼電炉材 に

含まれている程度の範囲内では特に大きな問題とはならない。しか

しながら、たとえば広幅平鋼業界では、 「建築用広幅平銅仕綴J とし

て、 CuO.25%以下、 CrO.20%以下、 SnO. 040%以下を規定し、厳密

に管理している 。

トランプエ レメン 卜を規制値以内に管理する方法は、 q湾問線が多

量に使月1されているモーター類を分別除去する、告】鉄スクラップの

受け入れ時に銘柄別に分類して別置きし、製品が要求する規制値を

満足するように配合する、③その際、高炉材荷収製品の加工j青や銑

鉄は不純物が極めて少ないので希釈材とする、などである 。 これら

トランプエ レメン卜は製鋼工程では除去できないので、電気炉内てや

完全に溶解した11寺点て。成分分析 を行い、規制値内にあること制儒忍

した上て二以後の製鋼工程を進めるよう品質管理がなされて し，O
o  

・電炉鋼製品の用途

前項て述べた電炉製鋪怯の技術革新によって、 li ば高炉/ i伝炉法

に匹敵する品質レベノレが達成されており、 Hi f : タ司、各平副長鋼、 小713

ｴｴ ｮ， 問、再阪、平鋼、広 ｉ ｾ ￯ｦｲ 帯鋼、線材および鋼矢板などが広範 ｩ な市場

分野て、利用されている。

しカ、 しながら製品の主たる用途は、 H形鋼、奥庁列事'*1司、厚板、広

幅平鋼、鋼矢板などの土木、建築用であり、電炉材製品の 79%を占

めている。そのため普通鋼電炉業は、市中で発生する建設材や消費

財のスクラップあるいは各担rr場からのリタ ーンスクラップを原料

とし、主に建設用資料を再生産する リサイクノレ産業の性格カ匂虫い。

今後の課題

・次世代製鋼プロセス技術の開発

今後予想される老廃スクラップの更なる劣化に対処するため、通

産省リ対岡業界とてが、査対問中の不純物を除去する世界でも初めての

技術制的; するための 「次世代製鋼プロ セス技術」の開発に取り組

んでし、る。 これは省資源、省エオ、ノレギーに寄与する ことはもちろん、

CO
2
の発生量を抑制l して、 地現況策境問題を解決する手段としても注

目を集めている革新的な技術である 。ちなみに、電炉製鋼法の CO
2

発生量 Ｑ［ＩＺ 購入電力の発生分ｾ除けば高炉法のわずかＱＯ Ｑ Ｐ 、購入電

力の発生分を含めても 1/ 3程度と言われている。

. 建築用圧延鋼材規格の普及拡大

電炉材は、ほとん E すべ、ての製品が ] IS 規格の S S材または S M

材として製造されてきた。しかしながら、使用比率の高い需要分野

てある建築用 については、建設省建築技術審査委員会の要請により、

「建築構造用圧延鋼材規絡 ( SN) J が制定され、平成 6 年 6 月に公

示された。規格の内容は使用用途により鋼膨ν ー ドを定め、成分

や トランプエ レメントを規定した こと、寸法精度を見直したことな

どが主要点て、高炉料、 i屯炉材の区別 なく適用される 。

各電炉メ ーカーは需要家のニーズを第一に考え、需要分野におけ

る品質事制呆に貢献すぺ〈、すで、に製造体制を完全に整え、事Vr;J;)i絡の

普及拡大を待っていると ころである。

(おの ひとし関西製鋼株式会社常務取締役 ・工学問士)
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各 論2 鉄

鉄の素性

新 倉 正 和

鉄、アノレミ、チタン、銅など多くの構造用金属材料の中で、鉄お

よび鉄鋼は最も大量にかつ高い信頼性をもって使われている。建

築 ・土木、自動車 ・鉄道 ・造船、発電 ・化学 プラン卜 ・j白井などで

は、他の金属を圧倒した材Wi I 梢成比を誇っており、近年アノレミ化率

が高まっている自動車においても鉄鋼の材料比率は70%強であり、

アルミのそれは 10%弱にとどま って いる 。 この主な理由は、室対岡が

強靭で安側であり、かつ様々な用途や要求に柔軟に対応できる、材

料ーとしての“幅広ｾＢを持っているためにはかならない。

本析では、鉄の素性、基本的性質に由来する、これらの特徴につ

いて解説するとともに、“ 幅広き" を造り込む兵f木例を紹介する。

鉄の素性

鉄の金属材料 としての第ーの特徴は、資源が豊富であり、安仰li に

控造て3 ることにある 。鉄は、地表付近での存在上じが酸素 ・シリコ

ン ・アルミに次いで 4 番目に高〈、地J . : IU. の資源として豊富に存在

する 。 また、金属資源は通常酸化物として存在するが、鉄の酸化傾

向はアノレミやシリコンより低〈、炭素やアノレミ ・シリコンを用いて

より| 変的容易に還元することがで3 る。 したがって、アルミやチタン

の杭銚の; 場合のように、大盆の電力を必要としなし、。さらに、 副し点

が述肢に高〈、低負荷て。熱問加工できるも，WJ 変領域が広いので、様々

な形状の製品をアノレミやチタンより高い歩留まりで製造できる 。 こ

のようなことから、制調製品はー刻聞に製造でき、おおよそアルミの

1/ 3以下、またチタンの 1/10以下の側絡で入手できる 。

宮淵司材料は、広範な強度水準を得ることができる特徴も有してい

| チタンの強化範囲|

冷間加工

変態強化

4 咽ーー一一一一ーー

合金化による固洛強化

( 純チタン)

| アルミの強化範囲|

析出強化

. .  ・ ・ー

合金化による固溶強化

. . .. ...・ ・・ー

( 純アルミ)

析出強化

冷間加工( 引き抜き等)

噌咽ルーー一- -

急冷による変態強化 ( 7ルテンサイト)

4 骨一一一一一- - -

給品粒微細化

合金化による白浴強化 I鉄 鋼材 料 の 強 化 範 囲 |

2  5  10  20 50 100  2∞ 日xl 1α m 

金属材料の降伏強度 (kgj mm
2

)

図 1 金 属材 料 の 強 度範 囲
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る。図 1 は、鉄鋼とアノレミ、チタンにおいて達成し得る強度範囲を

示しているが、査対岡 lif也材料に比ぺ極めて広範囲に強度を制御でき

ることが分かり、降伏強度として 100MPa (約10kg/mげ) 以下から

5000MPa (約500kg/1耐) 山よ灯台得ることがで、きる 。事丘、建築・

土木分野てや免震用鋼材として注目されている極低Y P鋼や、長大橋

や高層建築てや使用される 800MPa 級高張力鋼板および1200MPa

級高力ボルト、 1800MPa 級五U二の超高強度線材などが実用化され

ている 。

このような“ l幅広き" は、他の金属材料ではみられない。 これは、

(1) アルミと異なり相変態す場lがあり、高温のオーステナイ ト相から

急速冷却すると、マノレテンサイトという強靭な相などカ汚寄られる、

(2) チタン材料 と異なり、高強度を得やすい各種の炭室化物などの析

出物が存在する、など鉄の金属としての本性に起因している 。 さら

に、建築 ・土木分野で特に重要な特徴として、砕|生定数が高いこと

が挙げられる 。ヤング率は約210GPa (約21000kg/mげ) であり、ア

ルミの約70GPa やチタンの約100GPa をはるかに凌総している。

イ也の金属材料 t 比校したとき、活性すなわち引張部検における伸

び値やシヤノレピー衝撃訓殺における l吸収エオ、ノレギーが高いことも特

筆 される 。 引張強きで ＢＵＰＰｍｐ｡ 平到支の材料で比 ｾｬ 交したとき、 ｩ ＡＩｪ ｬ 河材

料て1ま付1び35%1吸収エオ、ノレギー200J /cm' 以上が得られるが、アルミ

では 15%およびι OJ /cm呼呈度、チタンで1ま伸びは35%不思支得られるも

ののl吸収エオ、ノレギーは70J /cm呼呈度しか得られな い。ただし、室対岡材

料の品切欠点は、低細胞'1生が生じることである。特定の選移出直

より低温では、伸び租や吸収エオ、ノレギーが急激に減少する。このよ

うな高矧I生と低出IJI危性は、鉄が常温および低温て、体心立方型の結品

構造を持つことに起因している。 しかし、低温脆性については、組

制 馴化等、 これを抑制する手法カ市はしており、建築 ・土木分野

て特- に問題になることはほとんどない。

鉄のミクロの世界

このような数々の特徴を持つ鉄を、ミク ロの視点て羽深 しよう 。

写真 1 に、炭素銅の代表的なミクロ組撒であるフェライト相とパ

ーライト相の電子顕微鏡観察写真を示す。電子顕微鏡の中てやは、フ

ェライ ト相は直線

的な結晶粒界に区

切られた“ 透き通

った、美 しい" 結

品品E織を呈し、ま

たパーライ ト相は

フェライト

骨一一一ー Iμ

パーライト

セメンタイトのフ 写真 1 フェライト相とパーライト相の電子顕微鏡観察



ァイパーて可制ヒされた天然の複合材料に見える 。マクロには、“ いか

っく、知床 ｪｬｾｾ 燥なＢ室対岡も、 ミクロな世界てやは幻想的な美しい( 少

なくとも金属材料研究者には) 情景を呈している 。

様々 な鉄の造り込み

図 l に示したように、 1M. 間材料は広範な強度レベノレを達成て3 る

とともに、高延1@J 性や高j割剖生、 i附良性など、様々な優れた特| 企を

待つことができる 。 このような特徴や特性は、村練および化学成分

の調整、圧延条件 ・熱処理条件の制御により造り込んで、いる 。

ＱＹＹＴ 年に ｬｬｩ ｬｊ 定された建築構造用圧延鋼材 ｓｎｾ 舟陥は、その大きな

4柄数として、シヤノレピー街制御鳴く耐震安全性が高められている 。

鋼材の街鯛剤企は、鋼中の不純物 S に起因する非金属介在物 Mn S

の存在により低下する 。 Mn S は材料全体に変形応力が作用すると

き、鉄の結品と異なり塑性変71芸能がないため、ボ、イドを形成し、材

料金体の破嬢を起こしやす〈するからである 。 したがって、溶鋼の

段階でスラグとの反応を利用した脱硫処理を行い、鋼中の S 量を

0. 015%以 下 ( S N規絡の C 種の; 場合) または 0. 008%以下 ( B種の

場合) に減少させている 。

建築 ・土木構造の高層化 ・長大化に伴って 600MPa (約60kg/mm')

五L 七の高張力鋼板が用いられるようになり、さらに溶接施工コスト

の合理化 から、予葬M邸成が図られている 。 このような高i割安性高張

力鋼は、 C 量を低減し Mo やV 、N b等の合金元素を添加した鋼を

熱処理によって造る 。600MPa ι Uニの加支に対しては、急速焼き入

れ葬Ａｾ処理によって約 Ｕ ＰＰＢ ｃ 以下の低 ｩ 昆てや変態生成するマノレテンサイ

トもしくはベイナイト t雌裁が必要になる 。 その場合、 C や合金元素

は約600"C以上の高温て変態する ]1次質相( フェライト相) の生成を抑

えるのに有効で、あるが、 一方、 C はj割安索d縄問日の聞きを増して j容

被害IJ れを起こしやすくする 。 したがって、成分コストは高くなるが、

C を低減して合金元素を使うのである 。

建築や土木分野で主対岡を用いる場合の問題点の一つ t して、鉄が

錆びやすいことが挙げられる 。構造物カ港南びないように数年おきに

塗装を繰り返すことになり、メンテナンス費用がかさむことになる 。

そこで開発されたのカ浦折l主性鋼であるが、このアイテ、アは逆転の発

想、に基づいており、錆びの発生を止めるのではなく、積極的に錆び

させることにある 。ただし、普通の錆びのようにボロボロに錆び落

ちて、また地) J )Lがむき 出しに なるのではなく、極めて轍密で堅固な

錆びを平島極的に形成させるのである 。 このような錆びは半永久的に

安定で、ボ、ロボ、ロに錆び落ちるこ t はない。 このような錆びの形成

のために、錆び層の物理的な角平析に基づき、鋼中に合金元素として

少量の銅やクロム、リンを添加するなどの工夫がされている。

図 2

低降伏比高張力鋼の

- 組織帝IJ御 技 術

スラブ加熱

「

圧延

戦 .

ミク口組織のファインアート

T  

近年、地震エオ、ノレギーを効果的に吸収し構造物の崩壊を防( " ，塑

性変形能力の高い低降伏比高張力鋼が注目され、建築杭造に積極的

にイ史われるようになってきた。

強度を高める目的てや通常実施される急速焼き入れ現L処 理 ( 図 2 の

Q) のみによってマノレテンサイト ( M) やベイナイト ( B) を形成

させると、降伏強度も引張強さも両方高くなり、したがって| 降伏比

も85- 95%と高くな ってしまう 。そこで最初の急速焼き入れ熱処理

に引き続いて、 二度目の加熱て部分的にオーステナイトに逆変態さ

せた後、その部分だけ急速焼き入れ処理 (Q' ) によ ってマノレテンサ

イトやベイナイトの硬路陥にする 。逆変態しなヵ、った部分は、 実質

的に高温てゆ焼き 戻 しを受けるので.il次質相 ( α) となる 。 その結果、

硬質相と ]1次開; 目の複合的なミク口組識が得られる。 このような出裁

を持つ材判の引張問! 験を行うと、 |降伏は]liX'l :針目で泡こるので砥降伏

強度となり、また最大荷重は硬路佃が頑張ってくれるので高引張強

きとな って、その結果、望まい、低降イ犬比の高張力鋼が待られる 。

このようなファインアートとも 言 える、高度 なミクロ組鮮批の制御

は、近年非常に著しい進歩を遂げているが、特に日本はこの分野てや

t ! ! 界を圧倒的にリードしており、自動車やエえ、ノレギー用途において

も様々な高機能性の材料を生みだしている 。

さらに鉄は力強く優美に

鉄の本来持っている特徴を生かし、様々な機能性を付加l して、お

のおのの需要分野にイ共給するために、上記のような様々な造り込み

がなされている 。宇部長 ・圧 延 ・熱処理! な E は鉄i印刷てより行われて

いる古い技祁πρ あるが、その中身は守服対闘J f 奇代" にふさわしいフ

アインアート と自負するものに進化しているのである 。優美 なデザ

インを誇る建築物の、見えない構造材料中に密かにf却岡材料のミク

ロなファインアートの世界が広がっているといえる 。

また現在、金属材料研究の世界てやはf矧司材料への回帰が11斗ばれ、

「スーパーメタノレJ や「フロンティア構造材料J 等の国家フ。ロジ、エ

ク 卜も計画されている 。 そこでは、さらに微*l f I なサブミクロンの世

界の組織制御や複桝 ＱＦ 雌ｾＦ化が指向され、芳組程的な性能向上への ｪｪ 凶ｾ

カ苛子われる。21世紀に向けて、ますます力強さと俊英 さを増す鉄に

期待していただきたい。

( 川 ら ま;;.tJ，i' NI叫 式会初総合 材 料 技 術 附 所 )

京浜材料研究センター鋼材研究室室長
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各山:j. 一

隠された鉄- 歴史的建造物に見る鉄材補強-

西 津 英 和

本節て" は、木造や:煉瓦造など歴史的建造物にみる伝統の鉄材補強

技法について考える 。

今てーこそ鋼材は身近な建築材料になったが、ひと昔前まで、は庶民

が使える京材ではなヵ、った 。 飯田賢 一『 日 本音対闘技 ｾｩ 府史 ｊ (東洋主主清

新聞社) による と、今から百年前、明治20王|乙代半ばの輸入鋼材の1
1
頓

単filli は、おおむね鋼線252P: J ・鋼 鉄88円 ・釘 鉄68円であった。当H寺、

大阪の大工の 円当Li 約 35銭と言われているので、鋼線のl頓単イ日li は 2

if竺分、鋼鉄は約 8 ヵ月の賃金に相 当した。下干代の創立金に匹敵する

ほど1't重だったとの説も領ける所以てゃある 。

洋の東西を問わず、建築術とはもともと最小限の鉄でいかに堅固

な架梢を構築するかを目標に発展したとの凡方も可能てある 。 この

意味で、廃史的建造物に残る鉄材布I i 強には、 ft 重な鉄を効果的に利

mするための優れた知恵が隠されているようである 。 そのような了

場から、 」て代の “大釘" と近世の “企lli命継ぎ" 及び煉瓦造の“ 碇聯

鉄:;twr について考えてみよう 。

伝統木構造の鉄材補強

. 上代の大釘 ゆ|

' kRJ 'iT;. 三郎著 作TJ ( 大J f 5年 . ｴ ｾｬｲ 文飴Ｉには、明治期に幾」ー」

多の言13取を克服して洋釘の国産化石? 果たした安田翁の足跡、が

記されているが、 この木の冒頭には平11釘の技術の変選に|長lす

る記述がある 。通常、手nf fの顕は、 図 1 に示すように “平折"

や Uir巻" と称して、頭をll illl から鍛き LI '，し矩手に 曲げるが、

奈j込|時代には図 2 のような平liI{ に座金を巻き付けた大釘が使

釘折皆 釘折平

われたらしい。技法的には明治初WI の ζ 二 =----- / " 一一「

ｉ ｉ ｌｪ ｦＡ ｪ ｬｩ Ｎ ｮ の巻きボ ー ノレ卜と類似している。 ｾ ｉｉ 一寸 I I  

これに|共l し興味i楽い指摘があるので引 いι ハ 図 2

図 1 和釘 の頭 三月 堂の

( 安田善三郎釘) 大釘 ( 同)

JTJ しよう 。

「一 ・・・・奈良II #{-t の鍛釘の棋本ととも凡るべきものは、夫の三月'!if"

の後者11の長押 に打ちもの、今 11 尚之を凡ることができます。 一・・田・か

つて修織の ｴｾ に 此 の長 仰 の釘を 一 木抜きよるべき 必 要を生じた こ と

がイT りました。種々に力を殺しましたが、千斤( くぎぬき) の力に

ては終に抜き取る こと能はず、長Uミ程の3畔 |ニの一端を打ち平めて、

イ谷 lこし、ふカ ジ‘ ャ なるものを作り、これを食ませて力を極め、漸〈抜

き去ったといひます、その釘の製作が今 11普通に見る所の和釘とは

利その}自白を呉にしております。釘の全長 l 尺五寸ーばかり 、其の蓋は

他の餓を巻き付けて方形と為に、其の茎の上而に 出でし端を打ち出

してとをもたせたもので、之を言ひ換ふれば、茎に固着させし座金

を茎の顕をリベッ 卜し ておきへたる ｾｉｊ きものであります。長 押 に 打

つにwi る雄大の釘をもってすること、今 日より見ます時は梢動|禁に
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思われますが、首 ｼ 時の主ｾ築法にはＧｅ ｲ にこの必要有 っ たのであります 。

嘗11寺の長押なるものは今 11 の如 1< 唯装飾のみの目的に 出て¥そっと

付けておくものには非ず、 tr はt主u主とを長ポ1
1
にて固める こと、

1

日の貫の女1] き働きを求めたものでありますきれば、之を取付けるに

も亦安回を期し、I l l I柱の弧に準し、長がrの側面をくり去り 而 して長

押商より釘着せしもので、 このI伎十l法も亦、之ぞ三月堂内に見る こ

とをえます。同|時代の章一[ は長さ五寸位の小釘に至るまで、皆この巻

頭式で"住其の製作に中前且の差有るに過ぎません・ ー... J ( 十八頁)

「一 一又、特に記さなければなりませんのは、市|時の幸Iのm鍬が

頗る精錬したる良鍛なる ことであります、之を打てば、餅然として妙

音 を唆する こ と鋼錯の ｾ ｉ ｝ < 、そして之を El I] げるも容易に折るること

なく、之を披じれども折れぎること亦飴の如 l き良質を共有して腐り

ます .. ..・.J (二二頁)

上 代 の木造建築てやは、 通 Ｇ ｉｾ ［ Ｚ ［ の 和 ｉ ｾｔ 1 : 呉なる大ff を11011 したものが

あったが、⑤ 閣 を 大胆 に 側 l して、長判! など市鴎附泣ヒ重要な昔I1

材てやの保釘力の雌保を図るとともに、 ②良質なー苦闘を使mすること

により、 地 震 ｼ 昨な ｅ では章 一 ｛を塑 Ｇｾ ｉ Ｚ 変形させて木材を傷めることなく、

外力 エ オ、ノレギを ｬ 吸収させることなど、「問 ｉ ｊ にして 柔 ｊ な両世主が ｦｬｙ ｾ 造を

実現する上で誠に理にかなった技といえる 。木工具が未発達の|時代、

耐力の大なる精巧なイ Ｍ ＱＺＺ ＱＱ 加 ｌ｛ は ｾｦｦ ｾ しか っ たが、恐らく要所を鉄て 抑 制

強する ことでこれを相I i うというよ|正の優れた技術に兵十「けられて、

一 千年の 風 雪 に 耐 える 伽 臨Ｐｴ築が Ｉ ｻ ｅ ｊｾ したのであろう 。

. 金輪継ぎ

“金輪継ぎ Ｂ とは、 図 Ｓ に示す形式の継手である 。 ｦｾ 紗 ｼ 棉造で

柱

図 3 金輪継ぎの例

( 内田祥哉:在来構i去の研

究ー木造の継手仕ロにつ

いτ )

は、柱の附ワ箇月r

を新材て不IUとする

いわゆる “t胤車ぎ"

の技法のーっとし

ても使われたが、

なぜこれぞ“ 金|

制: き川というのか、

前からの疑問てや

った。

大熊点 ＺＡｾｈＡ ｉ ｈ で は

大 IE 4  11三の建築雑

誌第三有 jiL卜|一五A 号

に 11也艮の間 と耐

謝 j造に|民!する 概

念J い、う論説を

掲載し、 11本調E築



敷き込み、端部約15ミリを直角に折り上げて腕王の縦目地に挟み込ん

でいた。 また併鉄は互いが百しになるように配置していた。 これより、

'市幸夫は閉口やjl汗蛇)/互の有IF;虫を目 的 とした ことは明 らかで、あるが、 耐

震補強を意図していたかどうかはよく分からない。ただ、プラン ト

ン著 ・特力真太郎訳 『お雇い外国人の見た近代 日本J ( 講談社) に

スチプンソン設計の燈絡の市‘ 股結合装置 t 称する免長機構をは

じめ 、 種々の 市 ［Ｉｩｬｾ ，Ｇ ｨ ｊ 策を紹介 し ている こ とや、安政大 地 震 ＨＱ ＸＵＴＩ

なE幕末に大地震が頻発していたことを踏まえて日本では静|震設計

が重要であるけ旨摘している ことから判断して、プラントンは、耐

はいかなる除践的配慮がなされていたかについて、 Ｑ 也 誌の ｉＺｾＢ や

“火の見格" を例に検前された。図 4 (a)は江戸の火の見楠の断而図

である 。 根入れの深い 地 ｾ ｉ Ｍ ｉ 土台とともに、“継目鉄巻Ｂと記された金

輪継ぎの挿絵がある 。 また図 4(b)には継手の中央と端措11に欽巻と明

記しており、継手を幣鉄補強した ことが分かる 。 この図をみると、

本来の金愉継ぎは衛官失補強を施 したが、いつしか省略されて名前だ は、

けカラ支った ことが考えられる。

一般に、オqオてーは動維方向の剖裂が制支上の弱点となる 。 このた

め、柱や梁の小口付近ににタカ、、を i荻める例は多いが、附谷学校の枯

木の杓子ホソ.，(こは枇維を巻いで漆で補強する技法がイ史われていると E訪I l 強の意図そもって帯鉄補強を行ったと思われる 。

また、目地 を金網て補強するが出ミも 明治期の仕殺害等に見られる

が、最丘、国指定重要文イJ j l;1旧山口県庁 ・11 : 脱会議事堂( 写真 3)  

聞い たことがある 。 これもオqオの耐久性の向上と害IJ 裂|坊_L1このための

に実例 のある こt を知った。 この建物( 大正 2年着工・同 5年竣工)

は大蔵省臨H奇漣築昔11・妻木蝋武t!ll士の指導のもと武田五一 ・大熊設

優れた技法と思われる 。

いずれにしても、事丘の木造建築て" は宝物をいたずらに多刑する

日本のような日i晶多湿の風土では創勿は木材のj附ワ

劣化 を早めることがあるので、 邦両博士の設計になる名建築であるが、 ;腕主主主体には写真 4 、図 6

に示すように十数段ごとに鉄網が敷き込んである ことが判明した。

高 イ 間ていも王室闘を ｩ 変ぐような ￯Ｊｊ Ｂ ｾ ＮＱＺ立の

風潮があるが、

これも碇聯音大中山こ{以た市;1震技法のーって、ある 。

なお、碇防護失 押 ＧｊＺｉ正月 ｉｊ 名 「 妻木王ＧＮＺＺＺｦ｜ ｙｦ ｾ去 ｊ とも呼ばれたが、震災 ｔ 象防

調査会報告第百鋭丙上「株主造被害制査報告J 57頁( 大正15年) の

約 舌 ( 図7 ) に記されているように、 この彬訟を朋 L、た煉瓦造建築

は関東大震災でもほとんど被 害 を受けなヵ、った。今てやは湖況造は ｾ ｉ 三

百世主的建築の代名詞のように言われているが、笑際には明治後半、

鉄を用いるなど、木を生かす工夫をしたいものである。

煉 瓦 造 の 帯 鉄 補 強 - 碇 聯 鉄 ( て い れ ん て つ ) ー

碇聯鉄とは煉瓦壁f本の補強を目的として、 図 5 のように止闘賞、! 末、

壁項部などの水平方向に帯鉄を敷き連ね、壁の交差部や開 1-1の両側

において帯鉄を垂直方向の鉄林てや定着する柑絃である 。 この技法は

l明治の官庁建築を手掛 けた、妻木正配i 1 ttW士訪れ、る大蔵省|臨時挫築音11

碇聯 ｩｾ 構やセメントを ｭ いることにより、大 地 長に耐えうる耐震煉

瓦i構造がすでに完成していたのである 。適切に鉄を配して煉瓦造守

恥l震化する技法として、妻木5 : ' V ! 1同法もまた学ぶべき J知事い。

Ｉ［ￎｾ 打 ＱＱ 大 学 ・ 工 学 ｴｾ ＱｪＺ士Ｉ
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の建物には大抵採用されていた。

煉瓦を帯鉄て補強する手法の干r ，- い事例として、 写真 1 に示す山口

県の角島の吏員退息所 (明治 6 年竣工) がある 。 この建物は、鹿:};ij

元 (186日年に幕府がお剛、闘 と締結した改脳匂書に基づき、沿j手

航行の安全確保のために設置された Brunton灯台のーって、戦後、

灯台の無人化て機能営失ぃ放置されてきたが、五訟Z、豊北11Ij' の努力

て当初の美しい姿に復元された。 この際、 jln: 蛇J/.主から 写真 2 のよう

な帯鉄補強が見つかった。伶鉄は|隔40ミリ、 J早さ l ミバ呈度で、窓のま

くやさ石の上 2 段目の煉瓦目地内に、表面より煉瓦 1枚目付近に 3手IJ

ポールト a 帯鉄

図 5

碇 聯 鉄 柵( 大倉三郎・建築構造概蛤

共立全書、 1966)

帯鉄補強(同)写真 2写真 1



各 論2 鉄

未来の鉄ものがたり

大 谷 泰 夫

鉄はいろいろな姿や形、性質や機能を変えて人に役立っている 。

鉄と し、うと、 多くの人は硬い、 重い、強い、冷た い、さびる 等々の

イメージを持つ。 しかし、鉄には素晴らしい秘密カ号秘められている。

粘土のように伸びる鉄、たたいても音のしない鉄、色のついた鉄、

さびない鉄、鉄はもっともっと進化している 。

今、日本では毎年新 しい鉄が約 1億ト ン生産され、 このうち約 7

千万トンが国内で消費される 。 その 一 方、私たちの身の回りから Ｉｦｾ

物として出される欽くずなどが年r : n約 4千万トン、囲内のあちこち

に蓄積されている 。 このようにして耕平氏された鉄は、約 9億 トンに

ものぼり、原料となる2対広石のほとんどない n本に、新たな「鉄の

LLJJ を築いていることになる 。 ここ で問題とな るのは、高度に精製、

加工された鉄くずを再生する作業である 。ーサ向生(1".) には回収された鉄

くずは解体、選別され、再溶解されて、 全 く新たな製品に変身して

いく 。 しかし、鉄そのもは人ｲＺ ｜ ｊ の趣 ｼ 旬、 ｬｉ ｾ ｩ ＭＱＭ ｴ の要求とともに形や品

質が変 化し 、鉄くずの選 別 や成 うｦ 用地 ｦｅ カｾＧｙｩ ｦ ｦｩ しくなってきている 。 私

たちの身近にあって親しみ深い鉄ぞ新しく I開 三させ、鉄を犬切に守

ってし、〈方向に進んて。いる今、“ 解体しやすい " ことがキーワードと

なって、鉄〈ずから不純物を除去 していくことで、円本列島の「鉄

のLLi J は「宝の 111J に生まれ変わ っていくに違いない。

さて、未来の鉄はどうなるであろうか。込I ! 築材料を 中心として、

鉄の可能性に思いを巡らせてみる 。

象をも吊り上げる鋼線

人IInの髪よりも細い銅線は、 1  mm'当たり 500kgの重さを吊り上げ

る強さを持ってし、る 。 象の重ｾは Ｑ Ｑ 主も大型のアフリカ象て最大 ＱＲ ト

ンい、われているが、この象を主阿3tわずか 3mmの線て‘吊り上げるこ

とができるわけである。橋は盟かな人 I/ ¥j 生前を支える社会基撚の一

つであるが、 !?百り 1需を支えるメイン ・ケーフツレワイヤーには日強度

鋼線が活躍している 。

出III い鋼の糸は、数ミリ平副主の太さの線状の鋼を、ダイス1 :
11
乎ばれ

るダイヤモンドて"{i 三られた穴に何同も jill しながらヲ |制111
ばして作 る。

強さはある範囲までは硬さに比例するが、それを超えると脆くな っ

てしまう 。 シリ コン、ボロンなど特殊な元素を加えたり、熱処理を

施したりして、強さとしなやかさそ兼ね備えた鋼の糸は、まだまだ

潜在力を日めていくはずである 。

このような鋼線の面白い用途に魚釣りの糸がある 。ナイロン糸の

ようにや
1
1
びないので、魚がくわえた時のあたりをf放妙に伝えると 言

われている 。釣り糸が鳥にからまった被害が話題にのぼるが、たと

え切れて放置されても、鉄は自然にきびでなくなる利点がある。

鉄はさびて朽ち果てることによって、再び自然の中に帰っていく 。

6び 趨祭 と社会 ・1997.2

鉄さびは土壌の一部となり、同水に溶けて川や海に流れ込み、ある

いは生命体に l吸収されていく 。鉄は自然の自己浄化能力を備えてい

る。地羽環境の佑機がl叫ばれているが、自然保護やエコロ ジーの点

から、建築用途でも鉄には多くの夢や可能性が秘められている。

目を楽しませる鉄

国内では年に何千万トンもの鉄板が生産されているのに、鉄板そ

のものをあまり見かけない。 それは、鉄板が塗装されているからで

ある 。ファッション性を高めるためで、表面の凹凸を極限まて刀、き

くした塗装錦版は鮒|央' 性に優れて いる 。可視光線の反射は塗j限表面

付近で起きるので、塗装鋼板の鮪l央性は塑慌の表面形状でほぼ千夫ま

り、平治性が高いｉｬｴＢ鮪ｾ性が優れる 。 塗装鋼板はすっかりカラフ

ノレになり、鏡のような光沢や、逆に蒔絵の梨子地調のような落ちつ

いたものまでが出回り、勝|主に訴える個性的な表情を持つまでやにな

った。 そのうち、輪島塗} . WJ . がお目見えすることであろう。

さびない錨! と名付けられたステンレス鋼のきびない理由は、その

表面に生成される数ナノメ ート ノ叫到支のご〈薄いクロム系水酸化物

を主体とする「不動態皮)1英J にある 。 この! 院が内部の鋼を腐食から

守っている点は他のメッキ鋼板や塗装鋼板と同じであるが、「不動態

別院J は自然に生成する制限で、しかも環境に応じて変化し、 きず

がついても自ら補修するという点が異なっている 。

これまでのステンレスは、“ 冷たい金属光沢" のイメージを強制し

たイ史い方が多カ3 った。tお丘では、鏡面ステンレス針桝反、カラ ーステ

ンレス鋼板、塗装ステンレス鋼板が登場 して、きれいな彩りと盟か

な質感を持ち始めている 。 これらの材料は従ヨ長のステンレス鋼のイ

メージを払拭するもので、都市景観に新しい美しさを与える 。大刑

構造物にとどまらず、佃人のライフスタイノレの変化にともなって住

宅用建材への展開の可能性も秘めている。 これからもステンレスは

大きく飛躍して意匠性を高め、 21"1止紀の豊かな生活空lil11e創造 して

いくであろう 。

¥ 反射光ωI 力喫なっているので、

ノ 、 市 槌 こ し 層 の 恥 に 日

¥ さまざまな色を発する

4  

大気

カラーステ ンレスの発色メカニズム

生活空聞を創造する鉄

ｉ Ｚ ｉ ｾ 束などの砂換では、 ＱＡｴ 重品の 水は ｊ ゲソリンよりも高いと 言 われ

ている 。最近で‘ は、妙。fi↓*を安定的に1m合する ために、海水から其



未

象を 吊る「超高強度鋼J

7] ' <をつくっている 。原理は簡単で¥海水を熱して水蒸気にし、これ

を冷やして真水にする 。やっかいなのは熱したj毎水である 。ーづ般の

ステンレスて1立高温の海水で簡単に腐食し、穴があいてしまう 。ク

ロムやモリブデンの量を多くすると、成形加工や溶接も容易で、、高

温の主船'.1<，こも耐えられるようになる 。ペルシャ湾などで、規摸の大

きい淡水化プラン 卜に採用され、飲料水だけでなく、砂漠の繰化に

大きな期待がかけられている 。

ステン ν ス鋼と違って、普通鋼はきびる。 さびの抑制 ・防止には

鋼材表面への水分、酸素の供拾を遮断するこ t が有効で¥このため

に塗装や化成処理を行う 。無塗装のまま使用することを目的とする

材料が両;MI芙性銅である。市制|実性鋼は、耐食性の高い非品質層によっ

て全面が覆われている。この非品質層が安定錆となって、腐食の進

行を抑制する 。毒をもって読を制す、さびることでさびを止めるわ

けでやある。

耐候性鋼の無塗装使用は、内陸部の建築や橋梁の分野で採用され

つつあ り、無塗装のままチョ コレート色の地肌営現して使われてい

る。安定したさびを早〈作る労法が見いだされて、特性の向上とと

もに適用分野が一層広がることであろう 。

鋼管杭や鋼矢板などが、構造物の基礎や護岸に使用されてから約

30年が過ぎている 。 その使い道からいって土中に強〈打ち込む時の

圧力や腐食に耐えるものでなければならな いが、 事 丘ではウォータ

ーフロン卜の開発な E にともなって、これらの室岡材が人々の目に触

れる機会が多くなってきた。表面がさびていては周囲の景観とマッ

チしない。ポリウレタン被覆を施し、その上に着色アクリノレウレタ

ンをトップコ ートし たカラー鋼矢キ反が注目を集めている。 さらに、

周囲の自然環境に合わせようと、自然の感じを持つ石積み棋|業やレ

ンj /f : 具様も登場し、 一段と見る人たちの目を楽しませてくれること

であろう 。

しなやかに、軽く、強く

ガラス車11 [ [ のガラスは、加熱して軟らかくすると簡単に引きのば

すことができ、後雑な形に加工て》る 。伝統的なガラス細工は、炉

の中で1次らかくしたガラスを、長い吹き棒でふくらませてつくる 。

これと同じように、 とはいかないが、鉄で、も、結品を細かくして変

形中に原子が動けるように加熱してやれば、これに似た 「超塑性j

t  呼ばれる性質を与えることがで、きる 。 この性質を使えば、 ゴム風

船を! 膨らませるような要領で加工できるので、建設現場で直接構造

物を造って しまうなどの新しい工法も 可能となり、常識を超えた夢

の技術を与えてくれるだろう 。

地震や火災などの災害に強い住構造 ・住空聞が求められているが、

これらの要請に応えるためにを対附4料は不可欠である 。 ピノレディン

グ、橋などの構造物が巨大になるほど、それぞ構成する部材重量が

増加する 。一定の荷重を支えるのに必要な部材の凶「面積は、使用さ

れる材料の強度が高いほど小さくてよいので、高強度材料は構造物

の重量il珪減にとって極めて有効である。

身の回りにあるほとんどの桃:造物は、 j割安によって組み立てられ

ている 。j容接とは文字通り「溶かして接くつことをいう 。加熱 しす

ぎると材料が木来持っていた性能を悪化させるし、溶けない部冴が

あっても困る 。高強度になるほどi割安はむつかし く、 溶按性の優れ

た80キロ、 100キロ鋼の登場により、夢のお超高層ビノレの実現に一歩

近づ〈こ七であろう 。

動丘では、宇宙空聞を利用して、通信、放送、気象観測用の人工

術星が活躍している 。 この人工術星打ち上げに使われるロケッ トは

総重量る約60 トンて二機体には超高張力鋼板が使われている。機体材

料の高強度化によるロケット軽量化は経済性を一層向上させ、多数

の衛星打ち上げに拍車をかけるであろう 。

21世紀もアイアン・工イジ

超伝導を利用した夢がいろいろ諮られているが、夢のス ーパーエ

クスプレスと してのリニアモーターカーはその一つである 。

列車に搭載した超電鞠i桁と、レーノレに相当する地上の方、イドウ

ェイに並べた浮上推進斥lのコイ ノレとの聞で倒IJ < 力によって浮き上が

り、時速500kmのスピードで東京と大阪の聞をわずか 1時間で走ら

せようとするものである 。超電基調i: f i 石はリニアモーターカ ーの心臓

て二磁界を発生させ、 ｾ､ｇ 萱 に相 当 するカ Ｑ ドウェイに取り付けられ

た推進コイノレからf他 力 を 、 浮 上 ・案内コイノレか ら浮上力と 案内力

を受けて、車両を浮上走行させるf娘 Ij を担っている 。

一方、車体を浮き上がらせるほどの強い磁石の近くに、鉄のよう

な強磁性休があると、いろいろな障害が起こる。 したがって、非磁

性材料が必要になる o ｾ阿控性銅としてｻ変れた特性を示す材料として、

マンガンを多量に含む鋼が有望で、新たな用途に未来を支える材料

として期待されている 。

山聞のガイドウェイを超高速で、疾走するリ ニアモーターカーの勇

姿が、もうすぐ見られる ことであろう 。

主矧ｾ材料の持つ ｴ 劫ヰ の紛斉性と多様な材料特性を考えれば、 Ｒ Ｑ 世

紀もアイアン ・エイジが続くことは異吉命のないところであろう 。室:9c

lま他の元素を溶か し込みあるいは他の元素に溶け込んで、合金をつく

り、人の文明石? 、そ して人の命を支えている 。身の回りの気づかね

ところで、これからも人の幸せを支えていくことだろう 。

( おおたに ひろお 住友金属工業株式会社総合技術研究所所長)
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コラム

鋼材の J I S 記号

錦の J IS 詑号は、次のルールによって付けられています。

・第 l 位にくる記号は必ず S ( Steel) です。

- 第 2イ立にくる記号は規格名、製品名、用途などを表す記号が付きます。傍1除

として、添加合金元素の才寺号を付けるときもあります。

- 第 3イ立にくる数字は草薮買、番号、最低の引張強さ 、平均 C ( 炭素) パーセン

トなどです。

SS400 ( 鋼+ ス 卜ラク チユラル+ 偽 400N/mm') = 一般キめ隼用圧延鋼材て音量低の引

張強e ' 400N/1耐

S45C (鏑+0. 45%C) = 機械構造用炭繁鋼で炭素の含有率が0. 45 %

SCM435 (錫+ ク ロム・モリブデン+ コードNO.4 + O. 35%C)  = クロムモリブデン

錫炭素の含有率が0. 35%

SUS304 (銀十ユース+ ステンレス +304掛= ステンレス鋪304種

鋳鋼と鋳鉄

- 鋳造 (casti ng ) 品は、復維な柱 ・梁イ士口部や、外装下地鉄骨の見えがかり部

に最近よく利用されるようになっています。

. 鋳鋼品 (steel cast ings) は、構造用鋼材の機械的特性によく似ており、動宣

サイズも大型のものに対応できるため、主要概割引こ利用されます。童書鉄より

伸び、強さが大きく、鋪板との溶接も可能です。J IS G5 105の炭繁鋼鋳錦品 ( S

C) と J IS G  5102の溶接橋室用鋳鋼品 (Scw) カ判表的なものです。

. 鋳鉄品 (cast i ron) は、製造サイズは鋳鏑品に比して小さく、細かな造形が

可能です。ただし、 j容綾性はー骨量によくないため、ボルトを用いた接合部に向

いており、外装材の下地鉄骨などに利用されます。J ISG5501のねずみ鋳鉄品

( F  C) は伸びがなくて、もろく、いわゆる従来の鋳物品であるが、 J IS G  5502  

の玲伏黒鉛鋳鉄品 ( FCD) は強度とじん性が期待でき、建築用材料として利用し

やすいものとなっています。

爆発圧接

億食牲の強い媒体を取り扱う化学反応辛苦などは、

普通の炭繁吉岡であると、数日をたたずに億食しま

す。 また、億食されないステンレスを用いて容総

会体を作ると膨大な熊用となり、ニッケルメッキ

を行うと、十介なメッキ層を得るには長時間を要

します。そこで 2枚の金属板を重ね合わせ、その

上に火薬を鐙いて点火し、爆発による衝津波を利

用する' 爆発広告書" カ噺究されています。この衝

聖書波により 2枚の金属簡には数十万気圧もの圧力

が作用し、筒金属板の間に原子間カカ句乍用し始め

るほどに圧滞されます。

この方法では、復雑な幽面の金廃に対し内外から

の被覆も可能で、水力発電所のタービン羽綴がス

テンレス富岡で被覆さ れ ました。

苦肉ー鉄、鉄ーチタンのような普通のj容接法がなじ

まなかった組み合わせでも、強大な圧力で結婚さ

せるニとで、「我慢すれば好きになるJ のです。
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鉄属最大最小比べ一重さ、強さ、硬さ- ・

金属の性質は、金駒奈子の中の原子の数でだいたい決まり、周期表に従って似

たような性質を繰り返すそうです。こう言ってしまうと全くおもしろ味がない

のですが、金属をどのようなところに、いかに利用するかと深〈関係する問題

です。そこで、以下に代表的な金属の性質について、最大最小の値を示します。

なじみの少ない金属や、期朱な金属は除きます。

最 大 最 小 鉄のイ車

箆さ (g/art ) 白金 21. 5 アルミニウム 2.7 7. 85 

線膨張係数(μm/' C) E主鉛 39. 7 タングステン 4. 3 11.7 

融点 {・C) タングステン 3410 水銀 - 38. 8 1539 

需品伝導率制/闘拡' C) 銀 1.0 主主 0. 08 0. 18 

515長強さ (t! art) コバルト 10.1 すず 0. 17 2.1 

弾性係数 (t/art) タングステン 4200 亙鉛
"  00 

2100 

ビッカース硬さ ヲングステン 400 すず 5  45 

鉄は、他の金属に上ヒベ機棚惟策等優れた点が多いことと、大量に存夜するこ

とから、最も多く利用されている金属ですが、イ図4 の性質を調べると、他の金

属の利用範1 mも広がるのではないかと考えられます。

鉄に代わるもの・

鉄筋コンクリー ト概盆というと主筋は当然鉄筋ですが、戦島幸下には竹筋コンク

リー 卜干街宣なる技術( ? ) が生まれ、この時はまさに竹が鉄筋の代わりに主筋

を務めていました。

時代は移って、現代の最新技術によってカーボンファイパーという新素材が出

現し、既設の鉄筋コ ンクリート柱の糊輔強材料として郷光を浴びています。

これは主にせん断力の補強効果を期待して使用§ れています。

それぞれの引張強度を比べてみると 、 竹が ＱＵＰＰｾＲＵＰ Ｐ ｫｧ Ｏ ｣ｭＢこ対して鉄は Ｔ ＰＰＰ

ｾＵ ＰＰＰ ｫｧ 刈『と約 ＲｾＲＮＶＧ 倍の強度があるのに対し、カーボンファイパーは

35000kg/'ばと、鉄の実に 7 ｾＸＮ＠ 75倍の強度を誇っています。

現即答の新紫材の適用例が臨支部材の織強に限定されている違いはありますが、

さらなる技術の開発により新築物件での使用例が開発されて、新たなる鉄筋コ

ンクリート構造の姿を見せて欲しいものです。

高純度金属・

私たちカ守安っている金獲には、なにがしかの

不純物が混入しています。その極〈微貨の不

純物航金属の性質に大きく影響しているこ

とがわかってきています。

鉄でも 5 N  (99 .999%) の純度になると全く

錆びませんし、超高純度鉄では 4. 2 Kの温度

でも塑性変形を塁します。半導体のシリコン

では 11 N という純度が要求されているほど

に、趨高純度での性質が必要とな っています。

金属の本来の性質は超高純度にして初めて現

れるものであ り、また、高純度の金属を組み

合わせることで、会〈別の性質をもっ た合金

が生み出さ れることにな ります。

(f新索材新材料のすべてj より)
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加熱発泡型耐火塗料

ナリファイア・システムS

中塗り; ベースコート( 発泡塗膜) 及び上塗り; トップシーノレから

成る塗装システムて約成される 。

i耐火を目的とした塗装、ンステムなので、長期にわたる 耐久性 ・問、町民

性カf要求される。屋内f士糠及び屋タトイ卦策がある 。

耐火塗料 lJ . 、火炎にさらされ、表而温度が約250' Cに迷すると発泡

が始まる。そして図 1 に示すような過程を経て、当初の) J 如写の数10

倍の発泡層を形成し、 ｬ ＮＰＰＰＧｃ 五 ｵ のお温下でも鉄，ｾ .• 桃造物の鋼材

混皮を低〈事11え、火災の高温から精進部材を守る。

耐火塗料は、ベースコートの塗J!英のj写さによって、所定の耐火性

能力苛筒某される。この厚みの決定にあたって、ｾ択で Ｑ 立、柱 ・ 梁の

，1附Iによる i耐火加熱剖蜘吉泉をもとに、制英! 写を定めている 。

ナリファイア社耐火塗料は、英国の認定機関“ CE RT IFI RE" によ

り、 2 1時閉までの耐火認定を取得している。

我が国ては、耐火鋼 ( F R鋼) の耐火加熱註t昼食に、械不可による加

熱拘主力主採用されている 。 ナリファイア羽却す火塗料は、来Ir H本書勘九

製耐火鋼 t の組み合わせにより、この言¥! 験を行い、十分な耐火性能

力別院忽されている 。

l発泡のメカニズム

l耐火性能

加熱発泡型耐火塗料 uま、火災時に火炎の熱により到換が発泡 ・

膨娠して数 ＱＰｭｭ の綴密な空気の凶限帽を形成することにより、鉄 ＧｉｾｊＧ

を日机から守る i耐火被援材料である 。発泡する前の塗J!刻字は 1mm税

度で、 f Uの耐火被夜材に比べて厚みが初代、 一舟生塗料と同様に仕

上げることがIf ' ，来るので、鉄'11のタは見をデザ、インに生かすような建

築物の耐火被覆材としてt出盛なものである 。

酌) . ト| ではこの種の材料が30年ι Uニ前から 1aJ l!されており、特にア

トリウムやショ ーノレー ムなどの屋内空t:JI や属外に露出する鉄什に純

工されて L、る 。 その使用量は年々増加し、英国では、全耐火被援材

の1(. ; 15%に耐火在住料が使用されている。

我が同でも、鉄'Hーを認出させ、耐火塗が|を' 喰布して、; 広|正性を I'，: ，'j

めたムｉＡＺ築協が着実に増加してし、る 。 羽乱たでは、多くの坊令、ｾ設大

臣のt'J)jl 問、定( 法38:染tnr.) を取得し、? 与通鋼」えぴ耐火鋼 ( F R鋼)

にB包L されている 。

以下に、英国ナリファイア社製耐火断、|システム S の事肢を述べる。

l耐火塗装システム

ド塗り; j?-iJJ ニめ塗料、耐火常利は、 一舟生塗装と同級に、 3知也市耳主主、

'-... トッフシール

ベースコート

長五L

l耐久性能

耐火塗料の認定書判而方法 t して、酌) . 1'1では、カ日熱f.i¥.!l!主にJJIIλ 、 耐

久性試験が屋内 ・屋外両化僚に対し行われている 。

ナリファイア羽j 耐火塗料は、英国規J格 BS5950パー 卜2 に規定され

た耐久性部検及び日本建築センターの耐久性f . i ¥! 験( 築) に令絡して

.......-- ベースコート

発泡開始

L、る 。

ナリファイア社耐火塗料システム S が、我が国に紹介されてから、

既にが ｰｾ 斗 ｉ ニ 経過した 。 この聞に、各地の長ｉＡＺ築設計 ・ 施工 ｉ 刻係の方々

から、数多くの紹介が寄せられている 。

施工鎖的漸次増えているが、耐火主主料の特長が生かされ、今後

更に広〈採用される こ とを切に期待して L、る。

i_"""'- 不燃性ガスを放出し

さらに発泡を 続ける

発泡が終わり断熱性の

優れた炭化層となる

。

@  
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関西国際空港旅客ターミナルピル実施例

発泡のメカニ ズム

実施例 東京国際フ ォー ラム

図 1



川鉄空間構造デバイス

耐震制振部材 ( KT- FLO)

自動張力導入テンション材 ( KT- T)

大阪ドームスーパーリング

標準テンション材 TYPE司 l

ｊｆ ニキ可戸一一司 ｾτ 二ＳＺｮ
ｾ一一Ｍ戸 、、、一一一一...r-

L  ( : ! : 0. 2mm)  
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テンション材システム範囲

PC 物 核令ネジ

呼び
MI O M12 M1 6  M2 0  M24 M30 M36 M42  M48  M56 M65  

"' 7.1 • 。

"，9. 2 • 。

"' 11 • 。

"' 13 • 。

"'15  • 。

"' 17 • 。

"' 19  • 。

"， 21  • 。

"， 23 • 。

"' 26  • 。

"' 29 • 。

"' 32 • 。

"' 40 • 。

• T Y P E- 2  

. P C鋼 棒テ ン シ ョ ン 部 材

自動張力 ・形状コントロール

形、シンプノレで軽快な納まり。

. 二重管 F L D部 材

座屈することなく塑性変形、地震l時のエネ J レ

ギー吸収 の大きな画期的耐俊補強材 。既存不

適格構造物、新築物件の補強材に最適。

軸力管の座屈を繍剛管が拘束

ー唱管 F L D部材の原理

耐震補強例( 横浜某事務所)

耐震、制振部材例( J l I鉄木社ピル)
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σ/ σy 

部材の履歴特性 (λ =80、 塑 性 率20)

｀子 二 ［二二二二二二二二 ｾＺＺＮ｟ -.  if毘

極低降伏点鋼軸力管システム範囲

F L D部材姿図 FLD :  Force Li miting Device ( 応力制限俄情)

軟鋼軸力管システム範囲
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空間構造をサポートする

構造用ケーブル

当社は昭和29年、神戸製鋼所より分間協虫立して以来「より高度な

技術を駆使して、ひとつひとつの夢を結実させる 。」をテーマに、 111.

なるケーフツレメーカーから脱却し、設計者ス施工者の良きパー トナ

ーを目指しています。

lケーブルの種類と特性

ケーフツレの特徴は、その高強度性、柔軟性、長尺性に見いだすこ

とが出来る 。村地用ケーブルにはいくつかの樹買があり、種類によ

りその特性は呉な っており、用途に応じた品盛なケーフツレ材料を選

択する必要がある。代表的な構造用ケーフツレの特性値の比校を表 1

に示す。

建築においてはワイヤロープが一般的に使われるが、近年の大ス

パン化に伴い、大容註ケーフツレとしての被覆平行線が注目されてお

り、幕張メ ッセ二期工事、熊本スタジアムでの採用が決定している 。

lケーブル構造の実例( 大阪)

大阪プール( 2重ケーブルネット構糧) 一写真 1

昨年夏オ ープンした大阪プーノレは、直径65mのJJ失屋根に、 2重に

ケ ー フツレオ、ットがかけられている 。 ケ ー ブルはプ ー ノレによる域 ｪｾ［ ゲ

ス雰囲気 を考慮して、ナイロン被裂を したスノ叫ラノレロープが採用

された。l民屋般の架設は観客席レベノレに設置されたコンプレツショ

ンリングを境界として、ケーフ、ノレオ、ッ卜の架設、張力導入を行ない、

屋狼を完成させた後吊り上げるというリフ トアッフ。工法が採用され

た。 このためコンプレツションリングに対する変形の許容公差が極

めて厳しい、難しい工事となった。当社 は過去の、ハノレミ ドーム 21、

吊りケーブル 1  x  127 50mm 6本 7  x  19 32mm 14ライン

押さえケーブル 1  x  127 50mm 13本 7  x  19 26mm 8 ライン

膜補強吊りケ ーブル 1  x37 26mm 1:本

24mm 6本

膜補強吊りケーブル 1  x37 28mm 13本

神 鋼 銅 線 工 業 株 式 会 社 エンジニアリンク事業部

本 社兵庫県尼崎市中浜町10- 1

TEL06-411- 1081 F AX06-411- 1075 

大阪支底大阪市中央区北浜2- 6- 17 大阪神鋼ピl レ

TEL06-223-0674 F AX06-201-3476 

東京支底 東京都中央区八重洲1-5-20 石塚八重洲ピノレ

T E L 03-3272- 4675 F AX 03-3272- 4680 

白竜ドームてゆf ι E経験を駆使し、変位、荷重自蹴 111)御をHf' 斤l し、

事11さえケーフツレイ')[1)を両端同|崎緊張することにより、張力、屋*ID形状、

リングトラスｾＩｦｾのいずれも所定の公 差 内に納まり、告伺手工事を終

えることが出来た。

市立豊中病院中央待合いホール( 張弦梁) 一写真 2

当初; はこれまで、鷲宿ケンジ、ワーノレド、 11IT安市体育館、さらには

日本大学の斎藤教授 により S KE L SI ON と命名された、張弦梨、に

水平荷重にほ抗するプレーシンク守ストリングを付加した梨緋の船m

日大前駅舎、 岩出山中学体育館[ の 2件を始め、多くの張弘梁の施工

を行ってきた 。す 品ヲ泡工 ｉ ｾ Ｚ ｉ の当建物は、当社にとって ＲＰ 件目の張弦

張構造の施工になり、設計者の良きパー トナーを目指し、初めて施

工JI制科斤に加減した制牛である 。解析の妥 当性を検証するための現

場での笑大械荷笑験を終え、 t融冬の紫日長工事を待つばかりとな って

し、る 。

lこんな所にもケーブルが

なみはやドーム( ケーブルフ ァスナ一、パンタ構法ドーム) 一写真 3

法政大学) 11 日教筏ラ考案のパンタ ドームにも当社のスパ イラノレロ ー

プが使用されている 。J I! 口教授の発案で、屋根の C FRC 板を、 1湖サ

状に配置したケーフツレを緊張することにより 一気に固定してしまお

うという、ケーブルファスナー ( 揃のたが方式) が採用された。カ

の伝達効尋ミ ク リープによる張力の減少等を有償1f、するための実大実

験を始め、幾多の実験、』錦，) を重ね何とか実現にこさf つけた、印象

深い物f牛てあ った。

大阪ドーム( スーパーリング昇降装置)

1997年春にお目見えする大阪 ドー ムは、世界でも 例のないマルチ

ドームとして注目を浴びている 。スーパー リングが昇降し、上げて

自然光を採り入れてスポーツを、下げて コンサー 卜をと様々なイベ

ン 卜に合わせて孫鼎ょを変える 。 この昇降装置に当社の疲労に強いデ

ノレタフィラ ーロープが、またグリッドトラスの昇降ロ ープには非自

車云企のユニ ロープが使用されている 。

1  X  91 20mm 91本

写真 3 なみはやドーム

写真 1 大阪プール 写真 2 市立豊中病院中央待合いホール

デルタフィラーロープ ユニロープ
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アンンヨン

プレーシングシステム

品丘、建築のいろいろな音胞においてテンションロッド ・ワイヤ

ーを使用して、新しい空間の創造や演出を試みた建築物が増えてき

ている。特にガラス ・材樽の組合せによる透明感、自然J惑を打ち

出した建築物において各部材を桃造材として成立させるために、補

強部材として意匠性をふまえたテンションシステムが要求される。

そこで的当初:はト ータノレ的にこれらのテンションシステムをエンジ、ニ

アリング ・製造する会社である 。

l基本形状

主 にガラス ・集応材 ・アルミハニカム等の構造 部 林補強を目的と

し、基本的形状は、中央にターンパックノレを配置しない( 意匠性)

フォ ークエ ンド ・アイエン ドタイ プのプレース を基本形状とする。

写真 1参照、基本部材構成は、両端に右 ・左のめねじを有した端部

金物( フォ ークエンド ・アイエンド) と中央の: t l維の両端に右 ・@

のおねじをもったロッドにて根両哉されている。

l製造法

端部合物は、製造法はロットの大きさ、形状 ・コストによ ってよ

り適切な方法を甜尺する 。主な製造法は

①NC樹成による削り出し ⑫段造法 @湾総 ( 車首都1描 ) 法

⑩ 欄 枇 ⑤プレ ート ｩｾ 断 Ｑ ｭ 工法、が考トえられる。

ロッドは、 各種索材に転造ねじを加l工し、スリムかつ高耐力を有

する様に設言|製造する 。

王云コ
j 当

己コ 山田

合テンションロットーのネジ，，. 全て、転適法とし J ISA5542 

「寸 ，ＭＭ，，ｾ 慨 用 タ-' .". ;1匂クルボルト)σ 灘 勧 副 議 織 作 すA

¥. . ____!  I _，___ j ' ー」 したがって 55400四晶含は JI5 に基蝿説屠竿書記功度F 値を

スパナ力、けタイプ一一一 一 酬で品

{ 一一士プ 仰 のF 個l描 怖 と0.7( 1 8 のいずれかl判 断 採 用 す 号、

鋼種 J IS 呼ぴ JI5No. 降伏点 引張強さ F 値

SS400 一般構造用圧延鋼材 JIS G  3101 2. 2t/ crn' ＴＮｉ ｾＵ Ｎ Ｒｴ Ｏ ｡ｮＧ＠ 2. 4t/ crn' 

55490 11 11 2. 6 11 ＵＮＰｾＶＮＲ＠ 11 2. 8 11 

SM490A 溶接構造用圧延鋼材 JIS G  31郎 3 . 2  11 ＵＮＰｾＶＮＲ＠ 11 3. 3 11 

545C⑪ 機械構造用炭素鍋鋼材 JIS G  4051  5. 0  11 Ｗ Ｎ ＰｾＶＮＲ＠ 11 4. 9 11 

マツコール相当 ノ、イァンロッド 4. 5 11 Ｗ Ｎ ＰｾＶ Ｎ Ｒ＠ 11 4. 5 11 

SUS304  スァンレス棒鋼 JIS G  4303 2. 1 11 ＵＮＳｾＶＮＲ＠ 11 主 1 11 

SBPR P C俸鍋 JIS G  3109 8. 0 11 ＹＮＵｾＶＮＲ＠ 1/ 6. 6 11 

表 1 T ensi on Rods のバリエーション

ナット ・カ ラータイプ

恒量 ③ E幸 ⑥

t同・

⑨ｾ｀圃
9・

跡副・ l hol Cor S. .. . .

ピン ・ナットタイプ

ツーピン マイナス ? ロス

ｾ唱 ＸＸＸＹＰ
図 2 Pi n  S et s のバリエーション
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株式会社 ダイ ロック

〒550 大阪市西区九条南2- 5- 24

T E L 0 6- 582司 1524 F A X 0 6- 582- 3078 

l材質及び設計基準

端部金物は、 SS400、490、SUS304、S45C二SCM435等各強度

に応じて前述の製造法で製作可能で、ある 。

クレピスピンについては、取イサプレート に応じてピンの日ifu't力化

を S45広 SCM435等特殊合金銅+ 熱処理を施すことて' 7 . ' :jil 耐力化し、

1 - 2 面せん断 ・雌lげに対し強度を上げ、コンパクト化を考えた基

本設計にて製造する。

ロッドは、ねじ径を基本とし短 ( 長) 期許容応力に合った車，1峰 を

決定する。参考として表 1 にテンションロッドのバリエー ションを

示す。

表 1 のifi包囲であれば少ロットより製造可能て。ある。

ピンについては意匠性を表現できる部材であり 図 2 に各ピンのバ

リエーションを示す。

l使用例

ｬｾ が丘、テンション材を多 Ｉ ￵ ｬ Ｇ ｊ した精進とＥＡｾ匠ぞかね Ｐ Ｑｬｩ えた椛造の建

築物がI曽λ てきてし、る。例 U 幻邸主娘、 BSS、ハイブリッドトラス

等がさかんにイ如fJ されている 。写真 2 に示す事例は、テンショント

ラスの中央に圧創; 砂4を配置するクローズシステムトラスで '.!'.!R: のス

トラッドにおいてトラスにプレテンションを付加できるh時造にな っ

ている 。

写真 1

写真 2



N Cベース

C ベース柱胸|工法( 以下、 N Cベースと略す) は、角形鋼管: 柱

の柱脚苦11を「露出型J とする認定乙E法( 姥設省、干11
11封旨発第80号) で

ある 。鋳銅製のベースプレート ( SN490B相当品) 、高強度アンカ

ーボル卜 (S S  540) および定着板を基オ寸持成とする 。ベースプレー

ト ー 阿商と基礎コンクリー卜上而の間隙に ｉ ＮＺｴ ａｾＮｾ Ｎｪ 附街 モ ノレタノレカ稚詰め

グラウ卜施工される( 図 1 )。

型式には、アンカーボルト 8*タイプと 4*タイプがあり、ベー

スプレート下には下ナッ トが設けられる( 下ナット方式 /:11乎ぶ) 。適

用 角 形 鋼 管 柱 は サ イ ズ : 口 - 150X 4.5一口 - 500X 22、 材 質 :

ｓ ｔ ｋ ｒ ＴＰＰ 、 ＴＹＰ 、 ｂｃｒＲＹＵ 、 ｂｃｐＲＳＵ 、 ＳＲＵ の ｾ￟ 囲で、ある 。

I NCベースの特長

C ベー スの特長は、以下の通りである。

① アンカ ーボルトはアンボ、ンドタイプと 3判断され、力学特約主力 li リ1快

て桃造信頼性カ鳴い。

②木工法の適用範|週内 において、 I" !i，:t; 問It性の寄l"i而式、 耐 j J の手Hl ll ii l:

が認定されている 。

③ 住脚音[1耐力は、引張!日陀広げ圧縮l J l リの 焚 肉 制IJ ぎ、鋼管耐力との

ノf ランスをよくしている 。

任活i欄 製 ベー スフ。レー トの形状は、手半島的で程註化が図られている 。

オリジ. ナノレなアンカーボルト自己i笠と相侠って大幅 なコス トダウン

につながっている 。

開封闘!音[1のモー メン卜一回転ji l関係1;1: 、 8 1/20ι Uニまで安定した

紡錘型のf釘 [: j J 特 性 ( 図 2 ) を示しており、木工法は高い両校主性

fiEを発陣 するものである 。

I NCベースの設計

Cベースの設計は、通常の鉄'Fl.造の設計フロ ーに従う 。

Dti 淵 l昔11の回転問It性を考慮したt純明平J附古来の存在} ; i 5 力が、制服11

鋼管柱

ナット
- ^ v 一一づ/ ベースプレート

i  / 一 一

グラウト材

基礎コン7 リート

150 

100 

丈 合 同 一目 . _.  

日 o卜÷ナ÷千ヌ

>!' -50 ・ dl... ↓f. .;

ー100 r" { '1 斗オ

日本鋳造株式会社

干210 川崎市川崎区内石町 2番 l 号

TEL044-322-3765  FAX044-333-4575 

総代理庖

NKK 卜レー デ イ ン グ

〒103 束京航中央区n本総久絞 町 4番 4号

TEL03-3660-1503  FAX03-3660-0855 

関西地区 TEL06-532-1106 FAX06-533-1870 

の耐力内に収まっていること制的忽する( 存在応力設計) 。せん断

力は、ベースプレー トー斤師の股燦力て基礎に侃童させる 。

② 保有水平耐力の検討11寺、出関! 青11にヒンジヵワi弥氏される場令でも、

スリッフ。型復元カ特性と はならない木工法においては、第一府の

Ds11自主上音l晴雄の部材と同等に設定できる 。

G港地柱型の設計規定が74t けられており、 これに則った側主両日筋図

を用意して、設計者のfY I : 庇を凶って L 、る 。

I NCベースの施工

C ベー スの施工における手)1眠、特長 1;1: 、次の通りである。

e ースプレー トは SN490B相当の針斧同品で、工場加工( 溶接)

は 、 圧 樹4 と同等に行える 。

② アンカ ーボル トのセットには、 ..LWi て五lj童された専用音11材をmい

ている 。姻侍聞で寸法的支J込〈堅固な胞工ができる 。

③ レベソレ出しは、 中心塗りモルタルにより行う 。

④下ナッ ト方式の木工法では、アンカーポノレ卜に車111力を導入しなく

ても 中梓造安定性カ'li 制呆できる。 したがって、シー ス告なしで、 |二

ナットは600kg ' c mf . 出支て締付けている 。

問 ＡｉＮｾｊ 収縮 モ ノレタノレは 一 方向から ｩｦ 却し 注 入し、充 ＡＡＡＱＧ 性肺鰍する 。

⑤工法認定に基づく完全Jj 包日本t l J lJを整えている 。 すなわち、認定技

事 ｦｾ 者カ ｦ チェツクシ ー ト管理 ｉｉ の兄で Ｑ 見 場胞工ぞ行うので、施工信頼

性カ塙い。

lまとめ

本工法は、平成 7年 H Jの常業販売以来、 500昨Eを超える』包じ夫

ｘｾｾ を重ねたＨ 写真 Ｉ 。 Ｑ 既日立、 ｎｃ ベース工法をより良くするために

商品改善と設言十支援ソフトの整備を進めると共に口 700X  40まで

の認定範囲鉱大仁向けて LI 本建築センタ ーの評定を受けて L 、る 。

-0.  06 -0. 04 -0. 02  0  O. 02  O. O'  O. 06 

但ad)

回転角 ( 8)

図 1 N Cベースの基本構成 図 2 モーメント~回転角関係

( アンカーボルト B本タ イプ) ( 下ナット方式)

写真 施工実績

( 首相官邸仮別館)
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フェ口-

N Cデッキ

lコルフのクラブ

昔、イギリスの牧場で牧草Eたちヵ羽tを転がして遊んだのがゴノレフ

の始まりだと言われている。彼等が当! 時使用した道具は、近くの森

の木を削って作った手製のものであった。やがてそれがスポーツと

して確立し、パーシモンやヒツコ リーといった特定の粧胞が速くへ

しかも正確に飛ばすのに適していることに気付いた。さらにスコア

ーの向上をめざすゴルファ ー逮が次に目をつけたのが欽てあった。

木に比べて、強さ ・硬さ ・しなやかさ ・耐久性等に優れている鉄を

使うことによってスコアーカヲE践的に向上したことは想像に事fE くな

し、。

さらにクラブの性能改善に鈎を削るメーカ ーが、高イmiなチタンを

使用したヘッドやファイパーを使用したシャフ卜を売り出すに至っ

?こs

ローノ、ンディの人はいぎ知 l らず、自分のl泌を磨くよりも安易にゴ

ノレフ ｻｪ ｌ に ｊ ｊｙＱつことそ望むアベレ ー ジ、ゴ、ノレファ一途にこれらの新ｾひ Ｔ

を似訴j したクラブが飛ぶように売れているとのことである。

ここでは「投資」とそれから受ける「効果J とのバランスを考え

るい、った絵済原J ! IJ は成立しない。練習に依って技術の向上を図る

よりもはるかに少ない知県に数倍もの代制I i を払うことができるのは

趣味の世界fごからで、あろう 。

l建築構造の材料

現在建築の揃重体に使用している素材としては、鉄( 正確には鋼)

抜きでは考えられない。ゴルフクラブと同じく古典的材料である木

や石では到底敵わない鉄の力学情句持性を利用しているのである。最

近、ステンレスを構造体に利用した小規般の笑託建築や、その他鉄

より優れた種々の新紫材を利用するための研究カ f行われているよう

。
「
」

刊

樋

阿

山

中

側面図

端部材 リブ付鉄板 上端筋 ラチス筋 リプ

f 一一- i 一一一

ｾ三〉んＯで

平面図

76 建築と社会 ・1997. 2

株 式 会 社 富士昭技研

〒540 大阪市中央区良人橋1 - 4-33 アメリカーナピl レ4階

TEL06-910-0055 FAX06-910-0080 

販売会社西日本 . 側富士昭

東日本 : 側サン ・マテック

であるが、コストの面でその実用化はごく限られたものになりそう

である。

建築生産は経済行為てあって、趣味の世界のように「効果j を超

える「投資」力需午きれないことが最大の理由であろう 。

I NCデッキ

建築工事で仰有する資材には、建物本体に使用される 「木謝オ」

と工事竣工までに附轍去される晴樹オJ がある。仮謝オのうち、

コンクリ ー 卜の鋳型である型枠材として南洋産のオ寸オの使用が一般

的てあった。近年制 求環境体護が叫ばれ、南i羊材の使用削減が建設

業に求められるようになり、また、現拶在工不足対応 ・工期短縮 ・労

働安全性向上、 ｬ 習 ｾｴ Ｑ ｲｵ 成工 事 現場環境維持等の ニ ー ズに応えるた

め各種の代誉工法が開発されて来た。 その中て‘ も最も進んでしるの

が床工法であり、そこでも材料の特性と コス トのバランスの優れて

いる鉄が多用されている。鉄資源も有限でありその使用量を極限ま

で1成らすため、仮設に似' ! f f l した部材のすべてを本間l寺にそのまま利

用し、かつ高性能の床を実現したのが、 トラス筋付合成スラブ 「フ

エロ - NCデッキJ で、ある。

図 と写真でお解り項けるように、鉄筋を使用した上弦材と欽板を

イ断l した下弦材と立f本形状をした樹オのラチスからなるトラスて1反

制時の生コン荷量を支え、コンクリ ー卜硬化後は鉄板とラチスの溶

接がシヤ ーコえ、クターとして働き下端号 !? 長応力を鉄板が負mする令

姉 悩 で あ る。この合成効果については建築基準沼鎗38粂に基づく

大臣認定を、露出鉄板の耐火性については 2 11寺間耐火の指定を取得

している。

有用かっ有限の素材である鉄の使用量を最小限に押 さえ、仮設か

ら本設に至るプロセスについて省力化・ 省資源を追求した工法であ

り、「投資」を上まわる 「効果J を生むものであると自負している。
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大断面集成材建築物

接 合 金 物
2 X 4工法用金物・専用釘

木造橋

- 営業品目

各種ボル ト・ナ ッ トワ ッシャー

在来工法用締結部品

合

ヤＧＷｾｉＭ ｉ 業様式会誼
本 社 干577 東大阪市 金 物 町2- 20 ( 大 阪 金 物 団 地)

軽量天井床壁用金物

その他溶接・プレス加工製品等

NO. 4.  I  

TEL 06- 723- 0871 FAX 06- 723- 0875 

東京支庖 〒 130 東 京 都 墨 田 区 業 平 3- 卜6

TEL 03- 3625- 4178 FAX 03- 3625- 0754 

棋倒ぷ? の信頼に応える

ｾｾＧ￰ＢＭ A S A 6 1 1  

優れた加工技術と一貫した製造工程

厳重な検査と徹底した品質管理

ー ＺＩ［ＧＮｊｾｉ ・・

536351 

⑩ "  
の 1-1本工業t財布 1<. 1;，11百I工JJ，) No.574 1  09 .  No.576219  

22 朝 日 押 捻 子 製 住 所

〒577 東大阪市川俣 101 総 務 部06 (782)  1381- 3 

営 業 一 課06 (788)  3607- 8 営 業 二 課06 (782)  1384- 6 

06 (782)  1387 - 9  F A X  06 (788)  0951 

高生産性時代の担い手として

付加価値の高い製品づくりを

進めています。

- 主な製品

・卜ルシア型高力ボル HAT S S I OT)

法政省告示第 1795号鵠定品

・摩J察後合周高カボルト

アサヒアイテン (F 1 0 T)

J1SB1186. 574109 

. 10.9強力ボルト

・A 4 T強力ボルト

・六角小ネ ジ

・六角四角コーチネ ジ

・I SO中並六角ボルト

JISB1180.576219  

. zマーク六角ボルト

，1¥!l! 番号 29-1

・公庫周ボルト

・各種丸皿小ネジ ・リベ ット

・角線ボルト

・特殊ボルト全般

建築と社会 ・1997.2 77 
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コレクティブ八ウジング

事業推進応援団長

神 戸 ・ 長 田 区 再 開 発 地 区 の ま ち づ 〈 リ 協 機 会 で の

コ レ フ テ ィ プ ハ ウ ジ ン グ の 勉 強 会

78 建築と社会 ・1997. 2

者|町古 l-jj! I i 家や建築家には、] ¥I ，' I i 辛い思いをしがちな被災地長災復興

計画の中、公営コレクティブノ、ワジングの着工は i明るいニュースて。

ある 。 その笑与呪Z訂tこ|向f旬司けてiEii民援以1竿響4智咋lff 力3を「予発E長師巨し た 「コレクテイフ

クグ列列、主可Z弓I' C謝1凶幻釘i回破愛|団3宣到目別J なる官民→本のボランテイア組織をささえる石

JRさんにZ話百青白を|附間封剖lいTたよ。

防災の原点は仲良しゃ

Lむ災後の仮設住宅をボランティアとして廻って、色々お世話した

り、話を|背1＼内に、 ｾ ￨ 慌［の Ｂ ＱＢ にあったコレクティブハウジングが浮

かんてきた。居1mや食堂等の共用空間はみんなで、使い、寝室や小さ

な居1mそしてトイレや風呂はWJ =FJ とする、昔間いた北臥て、笑例があ

るという協同居住型集合住宅である 。

民災でみんなヵで恐い目にあった。あらためて、近所づきあいの大

切さをf斜験した人も多い。今でも又、あの揺れが来たらどうしよう

との恐怖感に背まれる人が沢111いる 。 そんな悩みを共有する人たち

が集まって安心して暮らせる家主? 作りたい。何とゅうても防災の原

点は11
1
1
良しが集まって住むことや。

社会的弱者が日を苓せ令って住んでいた地域に反災被害が集中した。

今同の24災被害の特徴の一つに、市齢者の被災が多い ことがあげ

られる。特に者Jy心者1Iの老朽化が進んだ木造賃貸住宅の崩壊が、そこ

に長年住み続けてきた日齢者の生活を奪った 。 そ こ では、下 ｬｬｬｈ 計 ｊ ｾ ｴ

R環境力守主らしをささえていた。かかりつけの医院、気j隆に外食で

きる食堂や吹喋J苫、銭湯、そして比較的簡単に内職程度の働き口も

則、
l けることができた。地域コ ミュニティで、お互いの安部住穏 や

さI:ifj 支援がなされ、 J也械全体がCI分の住まいの続きのような機能を

￬ ｬ Ｚｬｾ たしていた 。 まさにコレクティブタウン ｴ でも ｬ 呼ペる ＱＱＱ｝Ｇ が、 ー ｼ 孫

にしてｾｾ災て消滅した 。

27m'の応急仮設住宅の孤老死からコレクティフツ、ワジングを

仮設住宅ての17i 曲桝守の犯帰死や、 1.11高年の心労による白殺者はH乍

イ!三の夏までに 100人を越えた。一 日中、誰 t も触れ合わず昔11/昼の
"1

1

で孤立して過ごしていては、 lリ1日への気力が湧いてこない。安心し

て住み、生きる 気力の取り戻せるような住宅。備が望まれる 。今後、

多くの人が仮設住宅から災害公常住宅に移り住む こt になる 。 その

後に又同じ司掛IJが繰り返されないように、復興住宅にコレクティプ

ハウジングの採月! を推進したい。

いつでも誰力士会えるし、いつでも独りになれる 。一人で食事をす

るよりも、たまには大家族のように集まって食ぺょう

コレクティフツ、ワジングは、少しコンパク卜な独立した複数の住

戸しその延長としての共布スペース( 共同室) が組み込まれた集

令住
2
とです。 そして、その共布スペースを核に協同生活が展開され

ます。coll ect i ve 1: は、i I 主|体の、集団の、協同のJ という意味で、

コレクティブハワジングとは、通常は、食事、保育、団らんなどの

円前生活の一部分を 協同化するライフスタイルのことです。 日本で

はあまり知られていませんでしたが、高齢者 lこ限らず、1I 1. 親也市? 、

93女協働l止，li?、単身 |止併な Eの中には、安全性、安心感、合迎性を

i:':i <前司ill i し、さらに共に住まう楽しさを持つライフスタイノレとして

追討尺する人々 がI } 'IL きています。被災地においては、そのような住



西 宮 ・安 井 地 区 ま ち づ く り 協 機 会 で の 住 民説 明 会

まい方のニーズがとくに高まって います。

芦屋 k 尼崎にできたケア付き仮設住宅は、コレクティブハワジング

の原点や

「戸を開けたら誰かがいてる。 こんな住まい方はほんまにええ。

今まではさみしかった。友達は自分で作れるけど、 こんな住まいは

自分では作られへん。死ぬ前に幸せ掴みたい。 こんな住宅を建てて

欲しい。」尼崎市小田南ケア付き仮設住宅に住むM さんのつぶやき

です 。 そ こ は、 Ｖｉ� ＮＡｦｦ ｾの洋室に ト イレと ｩ 先 而 スペ ー ス、 押 し入れ、

踏み込みを入れて約17m'，。 この個室が中廊下をはさんで14室有り、

中央に共用スペースをもっ。約70m'の共用スペースには、台所、食

堂兼談話室、風呂と洗濯スペース、援助員室がある。 F1"J の長屋住

まいのような親しみがあり、正に コレクティプハワジングの原点や。

山積みの詩隊基

これからできる公営コレクティブハウジンク。に向けては、初めて

の試みだけに、たくさん話相題があります。|お同居住をうまく稼動さ

せるための仕組みづくり、たとえば入居前の協同居住の学習と IhMill}}

のトレーニング、そのための コーディえ、ータの人材石制呆、家賃や光

熱費の設定、生活相や気の合う 人たちをどう逃ぶか。協同生活のノレ

ーノレを自主的に作る手助け等。 今、第 IIJ tHコレクティフ、、ハウジ、ング

E日愛固と して、入居 トレーニ ングセンターの計画について、会合を

重ねています 。 ｾ災 ｴ いう天与がみんなの意識を変革している 。 ＲＱ

|止紀に向けての新い、住まい方のモデノレを発信していきたい。

インタ ビュー : 北村撚ー

いしとう ・なおこ

大阪市立大学生活科学部住居学科卒業、神戸大学大学院修士課程

修了。建設コンサルタン卜会社などをへて、 1986年、石東 ・都市環

境研究室を設立。震災後、西宮復興まちつ・くり支援ネットワークや

コレクティプハウジンク事業推進応援団を発足。被災地サポートに

取り組む。吹田市在住。
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コレクテ ィブ、ノ¥ウ ジ ンクc 力タロク*

. フェルドクネッベン( スウェ ー デン)

基準階平面図( 住戸標準プラン)

l' 皆平函図・配置図 図 面 資 料 は f T OT O通 信J I 995. 9- I O月号より

コンセプトを要約すると、「子イ共たちが成長して独立をした後は、そ

れまで住んでいた大きな家を子イ共たちの世代に譲る 。 親 Ｎ ｩ ｩｴＱｾ は、コ

ンパク卜てれ便利で社会的 コンタクトと相互扶助のあるもう一つの家

を、ま fご|ー分エオ、ノレギーのあるうち仁、自分たちが主体 t なってつ

くろう J というもの。50歳代を中心とする数人が、賛同する仲間を

集めた。その際、 40院長凶こで同居する学 却切の子供カf いないことを

入居資格とした。

. 神 戸 市 営 災 害 復興 住 宅 ・真 野 コレ クティブハ ウ ジ ン グ

(97年秋接工予定)

l' 皆平面図

- 芦 屋 市 呉 川 町 ケ ア 付 仮 設 住 宅

平 面 図

呉川町には 8棟 (95戸) の仮設住宅が粁を接して建てられている。

その一角の 3棟がケア付き仮設住宅で、平屋建ての l 棟に 14人が共

に住まう。

少し離れた場所にもう l 棟のケア十l き仮設住宅がある。 1居室は 16

m'の広さで、 Ｖｉ￞ｾￎ＠ ( 平日室と洋室があり選ぺる) にトイレと 洗面スペ

ース、押し入れ、ゆったりした入口スペースである。それに 14人の

共同生活のためのタ刈ニングキッチン、 Ｒ つの浴室と ｾ ｾ必読古所Ｈ合

せて約70m') がある。一人に一室なので二人| 止侍の; 場合は二室が使

える。

スタッフ 13名が、畳間は各棟に 1 - 2 人、夜間は 4棟で 2人になっ

て、 241時間勤務している。

食事は原則として自炊ということだが、希望者には月、7 K . 金の畳

食づ〈りはボ、ランティアの支援があり、居住者やスタッフも 一緒に

なって食事刻字る。夕食は 2/ 3程の人が背屋市街泡1:公社の配食サー

ビスを利用している 。

集まって住む楽しさと居住者の相互扶助の幅を広げるために、多様

な世帯が住み合う集合住宅とする 。建設戸数29戸のうち、 21戸を高

齢者世帯に、 8戸 を →l支|止格 t する。なお、高齢者住宅は生活援助

員の派遣があるシノレバーノ、ウジ‘ ングプロジ、エクトである。

下111J の長屋的な雰囲気を創出する( 震災で消失してしまった下111J の

再生、平成の下111J 住宅の再生) 。南側廊下 t 住戸近く のたま り場づく

り( 路地の再現) 。戸外への広がり、連結l生をもっ住戸プラン行列え

ば、住戸内の台所と戸外のたまり場への述絞性をもっ型) 。

男知也面積1，200m' 。住戸と住戸専用而秘( l D K・35m'・15戸 2 D  

K .  45m"  12戸 3 DK ・55m' ・2戸) 。

コレクティブ協同部分の内容屋内( 食堂、厨房、食品庫、談話室、

多目的室、使所、倉庫。合計面積206m') 。屋外( 青空テラス= 立体

路地、たまり場、屋ヒ菜園、屋上広場)



共同住宅等の特例基準の改正

編集委員会法令分科会

314 コーナー

法

令

コ

ー

ナ

ー

れに伴い、従前の ＴＹ 号、 Ｑ ＷＰ 号ＰＩ Ｑ ｾ ｍＹｉ ｊ Ｚ￬ｩｬｬ ｾｮ は適用できなくな った。

(2) 姥 築 制 措 に 方|制限服部各の雌闘犬j兄、共用廊下等の11f. J放性の

利 !IJ噂) に応じた消防庁l設備等の設置に係る特例が認められること

になった。特に開放性の有無の判断については、従前の判闘砧凶主力、

ら若干変更されている。

(3) 消火線、スプリンクラ - r.x'i iN j 及び自動火災報知設備につい ては、

原J ! i J として、設置に係る4平行列カf認、められなくなった。それに伴い、

写書|犬の共同住宅等の椛造、イa用実態等に応 じた、新しいタイプのス

プリンクラ ー 謝 ￬ｬｬ ｩ や自動火災報知設 ｦ ｦｬｊ ｩ が ｆｊ ｦｊ Ｙｾ されている。

(4) 規則第13粂第 l 項の即日こより、共同住宅等については防火区

ii!f l等 (100m'区画を実胞し、内装t l J lJ 限を行う 等) によるスプリンクラ

ー設備の設置を免除することができなくなったため、上記(3) にもあ

るように、高層 11階五L ヒの階にはUl1HIJ としてスプリンクラ ー設備の

設訟を要する こU :. なった。

→l生に、共同住毛・( 寄宿舎、下宿等を含む) については、消防法

施行令( 以下 「令j という) 別表第 l 内てゆ頃ロという項に分類さ

れ、その分類に従って必要な消防用制711痔の設置が挙E制寸け られて

L、る 。

しかし、これら共同住宅等の うち、 R C造や S R C造い、 った耐火

構造て、造られ、 その中の各住戸等も 耐火椛迭で区画されているよう

な建物については、火災時に他へ影響を及ぼすことが少ないので、

この安全性に一定の詞刊聞をし、消防法施行司令第32粂により基準の特

例を設け、設備を減免することができる 。

この消防用設備等の特例を認めるかどうかに ついては、地元の消

防長または消防署長にその権限があるが、共同住宅等 については、

特に地域的に大きな差異を設ける理由がなく、日本全国て類似の形

態で建設されるため、できるだけ統一的な特f 9 雌準が必要とされる 。

そこで、自治省消防庁( 以、下「国J という) は共同住宅等に係る

特修弘同監を定め、各都市に通達しており、各都市消防本部では、そ

れを基に地JE，矧寺I生を一部考慮した4平行列基準を定め、運用している。

(1) 共同住宅用スプリンクラー設備

共同住宅の住戸い、う特性から、水1J1防止を考慮に入れた、小水

虫の小区画型ヘッドい、う特殊なスプリンクラ ーヘッドが|慨をされ、

同H寺に 4佃のスプリンクラ ーヘッドがIA放した状態で、 1 のヘッド

から 1kgf/cm'J;J J 二の圧力て. 毎分50Q以上の放水が20分以上で. きる

性能力f必要とされ、同じく水損防止の観点から、時IJ 街} 弁は各戸ごと

に外部から操作できるものが必要とされている 。

また、スプ リンクラ 一作 訓|寺には、火災が発生している旨の音戸

静ｾが必要とされたので、当該設備の設置部分については、自動火

災報知 l諮t1J lil の設置を要しなくなった。

(2) 共同住宅用自動火災報知設備

位当来受 信臨 中継総、各戸ごとの P 型 3級受信機、 戸外表示総、

感知器等から構成され、感知器作並Iftl 寺には感知総発キ励文送が当イヤ到j

住戸等に流れ、以降、 l時'1Il J *Mとともに、当作IDJ. 准戸等の存する階

及びその正と階に、出火室を明確にした火知J文送がU，鳥羽Jすること t

された。つ まり、非常放送設備は要しないが、それと同等j.:J J 二の性

fiEを有する白 IDJ J火災報知設備であるということである 。

さらに、住宅内に入って点検すること の困難きや留守時の対応を

考慮して、点検については住戸外から述隔で自IDJ.胤験機能等対Jj iS !: 

された。

(3) 住戸用自動火災報知設備

従前の特例下て. 示された住戸等ごとの自動火災報知 l設OIii であるが、

新たに白羽品t験機能等対応型感知総とする必要が生じている。

(4) 共同住宅用非常警報設備

共同住宅用の非常ベノレまたは臼勤武サイレンの こt である 。

l新しい消防用設備

l特例基準の改正経過

国で定めている共同住宅等 に係る特i地 E準は、消防府間t縛 の 設

置 制i噂 を定めた消防法施行令が公布、施行された昭和3伴 か ら 定

められ、社会情勢の変化や火災 ・事故事例等をふまえ、その者I1度、

必要な改正力苛Tわれている 。

原則として，消火器等すべての

消防用設備等が剣徐

昭和47年，11階以上の階にスプ

リンクラ設備義務設置( ただ

し 規 則 13条区画にて免除)

. 118号通知 ( 昭和36年)

住宅の高層化住居の規

模の鉱大による安全面等

の見直し

ー共用部分に面する各住戸の開口

部の大きさを規制することによ

る特例

ーー 各住戸が安全な開放廊下に面す

る場合の特例

. 49号通知 ( 昭和50年)

さらなる高層化，住居の

大型化住宅への要求の

多様化

. 170号通知 ( 昭和61年)

住宅の超高層化大規模

化住宅防火の必要性
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. この緋円形賠砕を適用できる建物li 、令別表第 1(5閉ロに掲げる

対象物、つまり共同住宅単独用途のものに限る 。

島，;k) 置き住宅のような形態の; 場合、住宅以外の用途部分 t 令 8粂

区|直|を施し、消防用設備等を設置する上て羽IJ 棟扱いが可能な場合は

当該共同住宅部分についてのみ、 この特ゆリが適用て、きる。

ただ、高居『化される現在の対象物においては、非常用エレベータ

l形態別消防用設備等特例基準

ーー上記49号通知及ぴ170号通知を

一本化. 同時に規則 13条区画の

適用除外( 原則 S P設置)

. 22時過去日 ( 平成 8年)

1220号通知の新特例概要

(1) 従前にあ った49号通知及び 170号通知の基準が一本化 され、そ



に遊日1&器具は、訟官しないことができる。

l神戸市の取り扱いの特色

(1) 神戸市では、昭和59年からや11戸市火災予防条例で、共同住宅、

ホテル ・旅館、病院、社会欄' l L 泡訟噂就寝を伴うような施設につい

ては、 一室単位で、主たる出入口のほか、パノレコ ニ一等を経由して

i眼Ifrて3 る組治制'(1M呆する こととされている 。

このため、特例を適用できるのは、匡|が示した 4 つの形態のうち、

開放廊下等 を有する二方 向 凱It 開放型と、非開1雌目下等の存するこ

方向i蝦 阻 の 2穏瀕しか存在しない。

(2) 屋内消火栓設備を設置する場合は、住民が使用しやすい 2 号消

火栓に限定している 。

(3) 共同住宅用スプリンクラ - rt剖痛を設置する場合の、当該住戸等

の厨房には、必ず、住宅用長j illJ ri 肖火装置を設置することとしている 。

(4) 高齢者住宅や身障者住宅等については、災害弱者対策として共

同住宅用スプリンクラ 一弘哨の設置を要しない部分てあっても、共

同住宅用スプリンクラ ー設備または水道絵直結の住戸用スプリンク

ラーを設置するよう、強力に栴噂している。

(5) 共同住宅J'I' J非常瞥寺院設fi 1 l i を設置する場合は、樹立の1i F 等の遮

音性の高さを考l也に入れ、 音響装置を共用部分の lよか、ノカレコニ-

1J! IJにも 設置する こととしている 。

(6)  固定タラップが必要な秒刑ーで、パノレ コニ一等 に設ける当該タラ

ツフ。用の避!!¥It器具mノ、ッチについても、平成 4年 4 月消防予第85号

「込蹴1依存具用ハッチの基準についてJ に迎合しなければならないた

め、ハッチの下ぶたがタラッフ。に干渉しないよう、その機略墾定等

には注意が必要である 。

ーの 設置が 必要となり、この ｾ ｉ Ｂ Ｇ， Ｉ ［ ｩ［ 用エレベ ー ターの各階 ｻ 如上と釆 ｼ 咋

ロビーの設置は、令 8 粂区i ! ! f l とはキfol いれない問題であり、今後問題

イヒするも の t 思われる 。

また、主要挑造昔日、各区画の椛造、 1m日部の規j l J lJ、特定光庭に対

する 一定の防火措置等、建築椛逆Uニの必要な要件を具備しなければ

ならないとされている 。

・1- 1
1
1戸市の特秒IJ 基準で定める 、建物の形態別に必要とされる消防用

設備等の内容は、次の とおりである 。

(1) 二方向避難 ・開放型共同住宅等

すべての住戸、共用室及び管理人室等 について、 二方向i邸! 低温浴

カ可制呆され、かつ、その主たる出入口が開放型の廊下または階段室

等 に面しているも のを いう 。

① 消火探はｦＮｬ ｾ 令基準 ｪ 盈り設置が必要 。 ただし、メンテナンスフリ

ーの住宅用消火線をすべての住戸等に設ける場合 I. : t . 、通常の消火格

の設置は免除される。

この住宅用消火器は点検等が不要で、あるが、有効期限を過ぎると

詰め替え等はできず、新品と取り潜えなければならない。

② スプリンクラー設備については、 11階以上の階に存する住戸、

管迎人室及び共用室に共同住宅用スプリンクラー設備が必要となる

が、要設置室に対して内装等 をI"IJ 限することにより、訟官を要しな

いものとなる。

③ 自動火災幸 ｾｾｩ 刷所 ｉ は、共同住宅用自動火災報知敢 ｩｩｬｩｩ を設 ｦ ｬￎ する

ことになる 。たTごし、 10階以下の場合は位:戸用自動火災幸| 制民党備と

共同住宅用手 ｉ ＧＮ Ｇ ｾ ｩ［ ｾ 特 民設備を、 Ｕ Ｑ 倍以下て、、住戸 等 の Ｑ ｾ ｦＮ Ｑ 口古 ＱＱ を規 ｉｬ￬ ｬ ｊ した

場合は共同住宅用非常経十 ｉ ｾ 設備のみを設置することで足りるものと

法

令

コ

ー

ナ

ー

|川文型 t 非開放型の追いにより、そこに住む居住者のi邸 i噂 安 全

には大きな 差があ るため、消防用制的 等 の設置の ｾ 当初日隣の 内 容が

大きく異なっているのは、周知の通りである 。

特に 11階ι Uこの階数になる場合、開放型かどうかがスプリンクラ

一割前の設ftt の要否につながるため、いかにして開放型にするかと

いうことが、設計者の11宛の見せ所となってし、る 。

しかし、現状を見るし開放性の{i' (tf呆にばかり目をとられ、実際

に住む人の居住性、便利性制!! 段見した事前相談が非常に多いという

のが 実 感である 。 ｩ ｾ ｉｊ えば、

(1) 超高層部分の共用廊下を開放性のあるものにしようとして、風

の影響を無ヰ見した設計を行っている 。

(2) 下|椅に共同住宅以外の用途が存するために令 8 区画を施し、な

んとカ，%例を適用しようとするものの、令 8区画が邪魔をしてイ史用

しづらい重j腕計画になってし、る。

これ らは、竣工後、実際に住tr住民にとって後々問題が生じる可

能性が高〈、使い勝手のよいように変更される恐れまであり、最悪

の場合、特例の適用条件が崩れるこ t にもなりかねない。

t説得的に、住民だけに負担がかかるような こと にならないよう、

関情等の配慮を要望する。

び
士

口

主
山
叩

している 。

④ 上記① ー③ により、屋内消火栓設fiNi、屋外消火栓設備、動力消

防ポンフ淵 ｾｉｩ 、消防樹立 ｪ へ通報する火災報知制 ｦｩｬｊ 、手 ｼ ｚ Ｗ 首 都 ｼ椛 具、

ｾｉ ＧＮ Ｇ ，ｾｦ［制後設￺Ｑ ￬ｪｾ Ｎ ￉ びに遊説 ｈ 器 具は、設 置しないことがで、きる 。

(2) ニ方向避難型共同住宅等

すべての俳人共用室及び管迎人室等について、 ニブ7向 雌i段 跳

カ可制某されているものをいい、 二 方向 ｩ 邸 ｭ ・ Ｑ ｾ ｾｗｸ 型の共同住宅 等 に

該当するものを除くものとされて いる。

① 上 出1)一① と問中込

② スプリンクラー設1iNiについては、 11階以上の階に存ωする住戸、

管理人室及び共用筆につ いて、共同住宅用ス プ リンクラー設備を設

置することとされている 。

③ 屋内消火栓設備については設置免除がて、きない。たTごし上記②

の共同住宅用ス プリンクラ ー設備の設置されて いる階に ついては屋

内消火栓 設 備を 設置しな いことがで冶るが、そのｼ婿の ｾＱ Ｂ ｉｊｦ 倣共用部

分には屋内消火栓設備を設置するこ t が望まい、ものとされている 。

④ 自主!J火災報知設備は、共同住宅用自動火災干|蜘 l設備を設置する

ことになる 。ただし、 5 階以下の場合は住戸用自主IJ火災報知 l設ijlii と

共同住宅用非常耕 民設備を、 ＲＱＱ 皆以下の場合 ｉ ＮＺｴＮ共同住宅月 ｊｾｉ Ｂ 治 省報

設備のみを設置する ことで、足りるも の t している 。

⑤ 上記②の共同住宅用スプリンクラ ー設備の設程されていない| 滑

に存する住戸等については、 ｼ 甘 ｩ 口古 ｉｬ を規制する必ｾがある 。

⑥ 上記①ー⑤により、屋外消火栓制服、動力消防ポンプ設備、消

ｉｖｊｉ 幾ｼ剥へ通報する火災 幸断 日設備、非常 幸子械絵具、 ｾ ｉ Ｂ Ｇｩ 首瞥線設備並び 向 井 正 二 むかいしようじ神戸市消防局予防髄牒建築係

82 



設備の頁
260 

霞 近 の 赤 外 セ ン サ と そ の 応 用 メ5 3食知システム

遠 藤 泰 介 芹 沢 一 彦 田 村 智 只

三菱電機側 鎌倉製作所 E O事業開発センター| 円事業i量進部

l大空間建築物の火災検知

スポーツ、各種イベン卜に佼える大型の体育館、 ドーム型球場な

E の建築物が噌 λ ている 。 これらの施設には大勢が入場するため、

{ 泡長以上に防災対策の強化が必要である 。

通常の建築防では、葬品、焼、ガスなどの検出器を建物内に配置し、

火災を ｩ 悌口、検出筒附寸近の ｴｬＧｊ 火制 ｦｦ｛ｩ ｾ Ｑ Ｑ ヨ Ｑｦｉｊ ｊ させている 。 しかし、

広い空間を持つ建物て1ま火点から検出総への距離が速く、検出 ν ベ

ノレに至るまで1時間を要したり、検出不能な場合もある 。遠方から早

J切に確実に火災訓数日し、火点の位flf を特定する ことができ、効率

的にt I 扶設備を駆ffij Jできる火災』鈎I総力溜まれている 。

l火災検知システムへの要求

大空間を持つ建築物の火災』抑制システムへの要求亨頃は、

(  1  ) 早期に火災を砂却すること

( 2 ) 照明、タバコ、カメラのフラッシュなど火災以外の諺繍初f な

いこと

( 3) 火点位置を特定し、消火閥抗を効率的に倫/Jさせること

( 4) 少数の センサで広範囲制政机できる こ と

て、、ある 。

l赤外線カメラによる火災検知

物体はその温度に応じた赤外線を出しており、赤外線カメラで凡

ると、高温の物体ほど l明るく兄

える 。赤外能強度から物体の杭

度を求め、高温部を火災として

抽出する ことヵ可能である 。 し

かし 、主 ｾ物内に は暖房、 照明 な

ど火災以外の高温部がある 。 ま

た、太陽光、照明光には可視の

波長，併以外に赤外の波長符の成

分が合まれ、赤外線カメラをそ

のまま使う t 誤報の原因 t なる。

確実に火災を検知する方法と

して、炎に特有の発光スペクト

ノレを見るブη去がある。ほとんど

の可燃物には炭素が含まれ、燃

焼により、二酸化炭素が発生す

る。高温の二酸化炭素は、 4. 4

μ m付近の強いスペク トノレを Jお

す。検知総 t して Pt Si を使っ

た赤外線カメラは、 3 - 5μ m

の波長; 1 * に感度を持ち、 この二

酸化炭素に特有のスペク トノレを

観測できる 。赤外線カメラに二

酸化炭素のスペク トノレだけを通

すパ「ンドノ f スフィノレタを取 り付

ける ことにより、外乱の続完平守

少なくできる 。

l火災検知システム

具体的なシステム椛成例を図 1 に示す。火災を検出すべき空IIJJ の

周囲の天升哨涯に、視野が制illil f ，. i i 械をカバーするよう複数の赤外線

カメラを配置する 。センター設f J Wとカメラの問て、11，11術可言号 および|映

像信号を送受するため、カメラのそばに樹) ! IHI，I胸曜を設けて L、る 。

センター制紡では、出診| 市if' 象のぷ示とシステム全体の操作ができる 。

画像処理装置は赤タト線カメラの州象信号から、炎を切り IJ '，し、火点

位置を算出し、主将院を 山す。画像処理装置では検出すべき火点の大

きさを設定しており、タバコやライタ ーの火で語樹J作することはな

い。 このシステム例では、スプリンクラ 一対応て警戒区域を設定し

ており、火点がどの符戒区以に合まれるかを IJ:'，力する 。火災が検知l

されると対応する領域のスプリンクラ ーが1i 割Jする。同時に草子部は

上位システムへも伝送される。

図 2 に訟世fJ IJ t して、大| 仮ili 'l' 央体育館内部の状況 t 、設置カメ

ラを示す。体育館の直径はがJ l IOm、'1'心部の天井市さは40mであ

り、全域ぞ見るため赤外線カメラ 7 台を設置している 。

こ のシステムでは、法、タ ト キｾカメラのバンドパスフィノレタは述 Ｑ Ｕ 開法

作で着JJ 見でき、フィノレタなしの赤外線l画像を空調謝;; lの1111胸lや位入

者民税にも活用して いる。人体は!ill 物|々 の村長造物より i吉jil l1であり、

入場者の数、分布など換 気 冷ｉＡ暖房設仙の適切な運転に必要なげ ｈｉｾ

が待られる 。夜間消灯後も佼入者を検知1できるので防犯にも活} l Jで

きる。 (λ んどう たいすけ、せりざわ かずひこ、たむら さとし)
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図 1 火災検知システムの構成

図 2 大阪市中央体育館への火災検知システム設置例

(左) 体育館内部、 (右) 火災検知用赤外線カメラ
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間| 羽式ヘリ ポートをも っハーピ、ス OS A K A (栴 悶 阪tll l第 1
ヒツレデ、

イング) は、大阪の中心地 ・柳田に佼世する商業 Jj包設、事務所、ホ

テノレ、多機能ホーノレなど多i憾な機能を有する複合ヒツレである 。地下

5 階、 Jtl!...上40階、建物市さ 190mであり、ユニー クな円形屋根をもっ

超高層建物である 。

l開閉式ヘリポート

構

造

の

頁

迷去を重視した屋根とフラットなヘリポートの共存を意図し、 111-1

|羽式屋根を言! - Iml した。 ヒツレオ ーナー を含めた関係者のアイテ、アコン

ペの中から、機能性、コスト、 メンテナンスの容易さなどを考J. &し、

水平スライド方式を採用した。届線は、左右に 2分害Ijし た水平スラ

イド ｉｰｾ ｜ ＹＮＳｭ の ｼ 日 ｉ ｉ Ａｉ Ｇ ｉ 部分しそれらをはさむ回定部分から構成され

ている 。16. 2m x  16 .  2 mのヘリポートデッキは昇限付幾構がラックピ

ニオ ン方式であり、 4 .3 mの昇|咋ストロークとしている 。また、デッ

キコ ーナ一部は、 l! l 附上向き折りたたみ式にて収納されている 。

!日11羽基本操作のフロ ーは、緊急時ヘリポート仮加! の指示による屋

根開放、ヘリポートデッキ上昇、コーナー昔日中詩巴の! 倒字であり、 j

尾空港よりのヘリ コプター到着までの|時 1m約 12分に対し、防災セン

ターでの操作により自動的に約 8分てセ ットしている 。

l設計条件および構造概要

設計J'l' 1荷量としては、固定祈重、ヘリコプター自重に 2. 25倍の術

日間系数を考 ｲ ｷ，した お ｾｮ 長荷量、 ｊｬ ｜ 荷重 、地［［｟ｾ宵重および ｂｴ ｬｬ 羽屋根逸走

l時の荷量を考慮、している 。

風荷重については、風i問実験結果に基づき風力係数を設定し、展

根 rU1状態| 時はレベル 111寺脊重 ( 100年再抑制矧' i a ) 、 ν ベノレ 21桝守重

( 500年丙現期待値) を、問状態11寺はヘリコプタ ーの飛行可能風辿 18

m/sec としている 。

地良荷重については、通おのレベル 11時、レベノレ 2 1崎= に加えレベ

ノレ 21時zの1. 5倍をレベノレ 31時とし、上下動も併せて設計荷重として

いる 。各部の設計クライテリア t しては、基本的には ν ベノレ 111寺お

よび逸走11寺1.:t. 1土上げ材の損傷がないように、レベノレ 21時1.:t. 1土t. 1f ' 材

のl脱落がなく大規棋な椛造材の有I i 修の必要がないように、レベル 3

11寺は部材のl脱落を生じさせないことを目棋としている 。

さらに、機械諦十と建築設計との典麗設計システムの組み合わせ

からの考え方の違いを布11足するために、メーカ ーである日立造船( 仰

とともに F ME A手法、 F T A手法などを活用し、不i'tf(，定次数の低い

システム崩壊へのij姥 lt 皮切石い告| 刷についてはクライテリアのレベ

ノレをあげている 。 また、風に対する安定性を石'((f保するために屋根全

f本の岡It 性を高めるよう自己主している 。

IJ f. II !l 1式屋根は、 2 本の走行用レーノレに、 2輪の駆IDJ沖歯1:. 2輸の従

却臓により支持され、駆却防式は屯i l l J 駆動自走式としている 。 H 命

I. : t . 屋根を支える走行 卜ラスに同定されている 。走行|侍の逸走防止機

構として油圧バッファを、停 11二時- のFJ f. 1および| 羽状態| 侍の逸走防止機

構としてはロックダンパーを設置している 。尉 路 端 全 体 は 車 輪 に

対し片持ち梁となっており 、 外IJ!l J にある駆邸序命は常時下向き力、 |式1

ｦ ｊ｛ｬ ｊ にある従重ＩｊｩｉＡ 命は上向き力がそれぞれ ， ｦｾＩｊ いていることから、駆 ｉｄｊ￟ｬｩ 古

はレーノレ上部に、従i l l : J s I i 創立レーノレ下吉I!に取り付けられている 。走行

卜ラスは、走行方向は片持ち梁として剛性を目制呆するため、 H形鋼
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開閉式ヘリポートーハービス O S AK A ー

田中利幸

紛 竹中工務后大阪本后設計部情造課長

‘' 

ハーピス OS AK A模型写真。上図は屋根の開閉状況

I  ｾｾｒｩｪ＠ I  

ヘリポートデッキ( 上昇状態)

- 開閉式屋根の支持条件

1. 鉛直方自J Uニl古i き反)J) . . . . . …倒閣 給

2  鋭li l I 方的J ( 下向き反) J ) ・ じ凶給

3.  * 平方向 Wf.II Uj 方向J)

[ ;: j';II ，y. (件ll : II "i') ・邸主間給l制摂)J ・ダンパー

I1 '，:j'; 1I 寺( 走剤約 期目即席指l制約J

111逸泡砕 い・バッフ ァ (IJ f.If)!!]・ IUj O! I] 1: { ，にお古)

IVJ 也鴎1寺・風1寺ーダンパー [フェーノレセーフ機構ー 溶下 ｾＩｪｊｊ ニ スト ツ ノ ぞ｝

4. 水平方向Ol f . l l Uliu: 1l J 方向)

[ ;:j';Jh'j '  (件11こ11M "，1.泌 Jvk平IID姶 O制 約J +!.組 )rl阿 ZIlll姶) ・水平準給

[1;: j'; 1I キ( 走行11奇) ...1.胤)J lk平111f歯 Qftj 初J +! J 副J水平Illi輪) ・水平Il lJ倫

川逸j J 当時 .....・ e・- …・微妙ド平111輪・水l JZI凶歯

IV叫思l寺・辰UI 奇・ 制 )vk平11l!拾・水平IIl!愉[ フェールセーフ機ftYi.... .. ノ同部倫]

開閉式屋根概要
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開閉式屋根構成図
ヘリ ポートテ'ッキ構成 図

< 走 行 トラスおよび駆動輪部>
< 閉 状 態>

< ヘリポートデッキ>

定刷出に対する作動官側.32械、走行時間および走行直角方向への

レベノレ l 相当水平力戦荷試験により、各部の応力、変位などを有俄悲

し、調整を行った。 また、ヘリポート テV キについても昇ド何磁E試

験を実施した。

実大性能確認試験

の組み合わせによるトラス椛造とし、直角方向は同Ir性過多にともな

う片効きとならないようにラ ーメン緋造 t している 。羽彬の屋根架

構は岡 ｉｲ 目指倒呆や形羽 ｩｪｦ ｾ 成の森易さ、性古 飾的ＡＧＡＮ ｆＮｩ ｗ 計時の組み立て解体

の容易きから、システムトラス梢こ造と している 。

屋中聞と仁上げ材は干し明きのステンレス板ダノレf土仁げとし、 ライトア

ッフ。装置を有している 。

< 開 状態>

85 

lおわりに

お互いに一歩附み込むことにより、建築と機械との矧' ! J t 構造によ

る設計思 ｩ ｴＡ の狭ＱＯ ｜Ｑ て発生しがちな考えｾいを起こさないようにする

こ とが、設計上の前mて、、あったように忠う 。緊急J 羽として設計され

たnf J l 別式屋根であるが、話題性があることから、他のm途での利用

も検討されることになると思われる。

( たなか t しゆき)

l実大性能確認試験

Ｑ ｾ ｦＮｊｬＡＮｬ Ｑ 叩室根の訟唱されるｻ立笹川 ｾ￬Ｇｦ ｲ て溜めて狭いこともあり、制

度や走行に ともなうシステムカサJF、定通り機能するかどうか、事事者反

力の設計イi立と の整合性などを検証するため に、レーノレか ら屋線トラ

スまて Ｑ 尉｜ｉｬみし、性能 的 ｩｦ［ ＡＧＡＮ ｆＮｩｾｊｩを実 施し た 。 通常走行、 トラ フツレ恕



広島の近代文化遺産

瀬戸内に残された砲台跡を訪ねて- 1一

R E P OR T  橋本秀夫

日本建築協会中国支部副支部長 側門出工務后取締役

仏

+z.  

dgl  

1) 明治政府誕 生 か ら ぬ がF、外 侮 に 対 応、できる設がほぼ完成した。

2 ) 各 種制度を定め、学校教育の普及を図り、教援を日掲した。

3 ) 産 業 革命 後の科 竿 技術 の 探 究にはげみ 、 実 践 した。

4) 国民も勤勉で¥国家政策によく協力できた。

レ ン ガ

呉国の若手を運んでくれた動煉イじ石は、外国 文化石? 知る窓てあった。

l 砲台跡から学ぶこと

厄¥J I : : 明加な瀬戸内海の一角に、広島湾を護った要劉包台跡が残っ

ている 。 これらは要塞地帯干の た め →:11t Aの立ち入りもきびしく祭止

さ 札 付 近 の 住 民 は 砲 台 の 話 も で き な か っ た。第一次 大r成後 5()i j位

過した現在でも、特月 ｉ ｊ ｾｦｴ 占以外入山しないので白然がそのまま残り、

明 治の四季 が 息吹いている 。

'-_-轟'.....n."/ 生 九/ . ' - ，，仏 ?、

ｅ 居者ｩｊＩ ， 腕 ｅ 軍ｊＧｬ ｩｪ［ ｾ ・

、ー 、ノ

壱ウウ

ト

E

O
且

凶

江

諏訪坊太郎氏( 万延元年9月九失正7年5月)

(諏訪哲雄氏挺供)
忠海兵営聴きとり復原図

M19.  5.4 天皇御 初 、 初j令39号公布。第 2海軍区弱点守府、郁容を呉に

おし上原則乍工兵大胤仏到 ｩ 包台盤ｾを 学 び、砲台を作る 。

呉軍港防備の陸上砲台 li 陸軍で桃築決定。広仏吉良台砲兵大尉 ・

永嶺源吉、中停止森 12、下士官 l 名で呉地区のillllii l:を|持政台する。

参謀本音11長、陸軍大間tl，w技により、広向湾、芸予討附噂 工事凡

送る。 (築j成予算、兵部 ・人民 ・資料が莫大に必要なため、財政

困難にな っ て ｬ ドｾ ｬｬ 止 ｴり )  

呉慾兵到l隊隊

」上 二 若秦号 Ｇ中ｼドＧの広 ｌ烏 Ｚ ￳ｩ 湾符、芸 Ｗ ・ｾ ｾ主 建前 血 倒城可 。

芸子、広島開? 包台調査完了するも、諸手不可。

広島湾を 中心 とする芸予討勝島砲台建設費1500万円一10年継続

事業主主設!時 制L 定。

芸子砲兵大隊設立のため二窓地区間対日を多〈設波す。

伊 藤 前 腕 9議会で軍拡可決。要釘泡兵制服し海防の充災を

J倒す。

呉、 芸子砲台若手か、工兵会議委11会で検討。

28. 12 

- 忠j毎 芸 予 重砲 兵 大隊 沿 革 史

29. 1  19. 7  

主主予砲台予算 200. 97i P:I  6  ｾｉ ￵＠ 1/ 11継続 29年度 14.9万円1. ."，咋

呉砲向子 ｘｾ ＱＲＳＮＷ 万 ｰｾ 6  !Iol/ II 継続 29年度 8.137i PI J 山 品

忠、海陸明l包兵隊用第 2波止場完成。

工兵方而条令改訂により、第 Ｓ 工兵方而小企 ］ 第 Ｕ 師団官 Ｇｾ［ ｉ ｩｬ こ

入 札 要 饗 建 設 工ZICの州志に向かう 。

工兵方而呉支者ーを設i丘。 5 月陸軍大臣改正。

呉防1!.!1i].li ill}i!: ーにより工事実施を工兵方商本署長に命す。若手順

序及び砲白建築年 ｗ ｉｊ ｩＮＢ示述 。 ＱＹ ｾ Ｑ 司包台築城予 ｕｾＡＺ により、ょう

やく 実胞に L、たる。

ｬ 陸軍参誌木部による祁砲台の ｩｬｬｬｬｩ ，ｬＺｬｊ ｾＱ 始 。 ｩｬｬｬｬ ちｬＺ ｚ ｲｱ 売は広島段 ｪ 京 ｉｉｉｔ

仁設位。

ＳＰＮＹＮＱＵ 築城昔 Ｑ Ｑ 条例発布により工兵方 ｔ 自主 ｾｂ￨ し、陸軍築城部ｾ設出 。 築

城剖l呉支部 t なる。

29 

29. 3  

29. 10 

29. 4  

5  

練兵士湯

射撃場

i寅留砲省設世

司令部、 兵常設置

20 

23 

24 

M26. 5 

26. 9  

芸予重砲兵大隊

敷地

27.  

芸予重砲兵大隊正門。 中央兵舎( アトム倉庫)

建築と社会 ・1997. 286 



芸子ｾｾ ｬ よねがｾｾ ｾ

I  忠海芸子重砲兵大隊 8  ｽよね ｩ 湾ｾ饗砲兵ＮｩＱＡ隊 15 休1i 他f f

2  大久野鳥北部砲台 9  室浜砲台 16 ｾ Ｇ Ｚｪ ｦＮＮ 主砲台

3  J 1 中部砲台 10 騰ノi . i H氏砲台 17 i同日仰向

4  J 1 南部砲台 11 11 ｾ石砲内 18 鶴日l砲Tι;

5  米向小 J匂北部砲台 12  大奈沙美砲台 19 三内 111砲台

6  
J 1 中部砲台 13 大kt 砲台 20 大EE山砲147

7  J 1 南部砲台 14 早瀬 1、 2砲台

広島市宇品IUT旧陸朝捌改廠解体のときに発凡した日本文字刻印は、

瀬 戸 内田HW圏にある煉瓦窯業界が築いた立派な国産品であることが

証明できた。 炉に始まる和銅文化 は、臼株主とともに大型冶金技術

の1
'
1
1展を計った。海{ 戸内要墓地，常の砲台跡に転ぶ一片の煉化石は松

綴に映え、明治工業技術の偉大き制 Ａｾ， ｉ Ｎｦせ、分 δ 任の指針ーとして背Ｑｪ｛い

げ阿lltflj 構築した地元村民の強力な技術協力の跡も学びたい。

要塞の考古 也 ｾ［ｬ￭ｬ Ｎ成、 ｩｗ ｊＺｩ｛ＱＺ t 見聞を報告する 。

ている 。

l 芸予要塞

忠海芸予重砲兵大隊沿革史 (下 表参nm

E

m

刀

0

3

↓

l 調査は大久野島へ、さらに小島砲台へ

ｊ む海芸予重砲兵大隊配置図は、新聞 ｬ 仮ｾｴｊ吉、タクシ一社長、大久

野向元館長や地域の人々の再度の案内により作成した。大隊跡の( 的

アトムエIZ.祉長の事務室は大隊本部、木造合}1]1は兵舎、火薬] ，] ] は倉庫、

炊事場井戸には今でも清水がある 。特に忠海高校千7アノレパムに見た

ｾ釘包と記念おｾ｛て演習砲台の史実力瀧 ｬ リ Ｑ できた 。 ｪ 写〈管 ＱＱ 礼ＱＧ Ｑ Ｑ し上

げます。

第一海 ｼ 坊線Ｈ紀淡海門、 ｉｉＮＨｾ 門海峡、下 ｼ 羽海峡、 ＱＲ 予海門Ｉを突破

した敵海陸軍部隊を磯滅のため、 芸予要塞ラインが置かれた。 主力

艦隊のある呉軍港、江田島海軍兵学校、 i糊監ムI ! : 造の呉海軍工廠は日

本海軍のへy である。日清戦役では、匡l力も財力もなく兵総製造技

術も未熟のため輸入兵器に頼り、要塞椛築に予算が回らなかった

… 。 もしあの t き清国の 30粧巨砲が火を吹いていたら… ー? 広

島大本営側刷会議の軍費支，'1:' ，の決断は日本を救った。

日酔 Ｑ Ａｘｦｾの前夜、露国 皇帝 Ｑ ［ＱＺＮ 日本閣議の不 一致を喜び、戦わずし

てl削勝気分だ った ? その頃、ヤッ卜囲内を守る要塞が完成したが、

大砲も ｾｪｾｪ し も不足し、外注するも入荷せず、ｾＺい肉 ｾｪ ドで ｼ 矧い、匡 ｼ 襲 ｦｦ

をのりこえた。11剣勝の影に、規aしを積み上げ、 2湖町包を Ll ーl'二号 lきあ

l 要塞出現

忠 j毎 芸 予 重 砲 兵 大 隊 沿 革 史

忠海住民 ｾ劉包兵 出征 兵士を兄送る。

特命検悦 ｬ 使乃木将軍呉 ｗＮ 兵隊検日 ｩ 服、 ｊ 芯海芸予ｾｾ司令昔ｼ沖会ＱＩ ｛Ｑ 。

重砲兵大l射見祭後、住民の祝賀会に参加( 第 5阿1)同司令部を検

IJfI) 。

3月の述合大i寅: w: の結果「芸子裂選不要論」ヵヲ臼三。

豊後水道、佐岡山中ラインをfik偲妥|均1"1 と考え新裟本主l ! 設に向か

う。 ( 飛行樵静'k艦 、 融 問l筒 悦J肌 j

芸子守愉 隊 6rl' 隊 神主属。

芸 二 子重砲ょｾＪ附 ｉ＿ ｆＮ｟ ｉ ｉＺ 。

忠海電信組u L 0 2大隊7姐 一

泣信第 Ｒ 述隊にぎ ｉ ｾ 絡し、広 ｉｃｾ 市山 ｩ タ ｉ ｬｉ ｦＨ こ移申 込

広島野臨邸包兵第 4 述隊lま千楽m下志wに移払

芸予ｾｾ司令官 ＱＱ ＱＤ副ニ。広島陰 Ｑ 民主総支蹴也海兵制 ・ Ｑ ＧＭ を設 ｦｬｴ 。大

久野 ｾｾｉ ＮＺｴＮ軍縮のため ｦ ｩＱ ￬￬ ｦ，Ｈｑｉｪ故去 。 ＧｩＺＡ ｾｾ 也， ｩ ｬ＿ か ら除外する。

38. 5  

39.  8  

40. 6  

40 

T 7  

T 8  

T11 

11. 9  

13. 11 

呉安調i也兵述隊 (2大隊、 5  "1' 隊) は則包台桃築の進展につれ、

l 大隊1 : ＱＧｾＢ 隊が広島市宇品開 ｉ 新 設 ｉ 也に 設けられる。大隊長は

絵本 ｦ 佳砲究州立、第 Ｕ ｲ Ｚｾￎ ｾ 同令官 Ｑｉ て Ｇｚ ｮｾ Ｇￍｪￍｦ取り扱う 。 ＱＱＰ 名 の新

兵入営。

忠海 芸子重 砲兵大隊 、 小泉峠をｼ井 ｉｉｾｉｉ し、相己的 ， ｴ 繋場 を重量的。束

ｻＡＡｉｉ 仁 ｾｪｪ￭ 丸除け高山ￍｦ築〈 。

32. 1. 呉要塞砲兵述隊 1大隊、 比治山幸斤皆; 合に移事王。

32 .  9. 芸予要翻包兵大隊、 宇品仮営舎より 制 fj 祈 jZ;舎に移申込

32. 11 忠討陸子副匂兵大隊組μ

53 .12  同上大隊は大隊本音11及び第 2':1' 隊蕊立。

33. 3  忠 海 自断寅習砲台配備。

33. 4  呉要塞司令部、広島市段j京村新庁舎に移申込芸予要塞司令部を

応海に IJft 私

芸子安 調i泡兵大隊観兵式。

R而同T司lυJ:.，ゴ'ど

広L烏る湾要謹怠主 芸子予.要z饗匡のl防坊刷自備桁完了。

芸予要塞大久野島2針留、』仰民攻繋に: ' 2.滋e

30. 11 

31 

34.  1. 

36.  

37. 2 

37. 9 
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* 術成病院. 軍隊の病院

冠崎砲台にて。忠海高女。昭和 B年- 14年こeろのスナップ

大隊本部

兵舎

大隊本部

(ア トム事務室)



建築文章作法固

山 田 修

修 建 築 事 務 所

文章作りの3 ポイント

文章より目次名をさしかえる ことがあった. こ の作業は変幻自在で

ある .

次に 「かん (伺1) ・しん( 新) ・かつ (活) J を念頭において，文立

のtIEi:抜を重ねていく .

章治主任をなぐり書きした下 ＱＡｾ きノ ー ト ＨＲ Bのシャ ープペンシノレ or

宣伝仕を使用・やわらかくすべりがよくて能率的) の上に， 1回目 li

県， 2回目は赤， 3巨l自は背のポーノレペンを使って文章を修正する .

;両l主10回は読み返す.

ノー トの読み直しは，;j' JLの上とは|浪らない. ノート は持ち述びに

便利 なこともあって，病院の作治室，屯車待ちのプラッ トホーム，

人待ちの|昨問などをフノレに活用する . 場所と 11寺聞を変える ことで、読

む気持も変わり，書〈人の立場から読む人の立場に変化する . なか

には変化がよすぎて，また元に返る例もあった.

ｾ ｪｽの勢いは，新鮮 ・ 活力にも通じるが，若者の暴走運転にも似て

いる . 前には確実に進むが，スピード専売次がおそろしい. そこで，

固からいわれている規J l I J ( 信号) は守ってきた.

それは「起( ゆったりと :空きおこす : こ れが一番むずかしい)

承 伎Eを受けて股Bトlする) →転( 話を転換する) →結( そっと苦- き

おえる )J で あ る ( 図 1) .  

技術文章い、えども ， これを守っていくと ，分かりやすい文立が

できる . なれてくれば， 自然に起永転結，または起11 ¥絡になってい

る. い こかく書くことをくり返し，書く ことになれよう . このi主続

の中から，起j j X J 転車古のうま l床ある文章ができる( 図 2，図 3) .  

図 1は，頼山陽が漢詩を作るときの心得 t して残したものだ

ふうきょうやは〈

図 2 は，わたしの好きな「楓橋夜泊: }奮の張先制乍J の詩である .

図 31i ，徳川家康; の昔11下の本多重次が，岡崎城主? 攻める盟臣寧と

l波うさなか，国元の裂に送った手紙だ. お仙 は越前丸岡城主木多成

霊 (幼名・ イIU千代) てや，肥やせは原文てやは iJl 巴せJ となって いる.

この手紙こそ，文訟のlik*引ヨ棋といえよう . 簡潔にして明白払最

小のこ Hrて: 政大の表現をしているからだ( ゃまだおさむ)

わたしは，何でも 3つにまとめるのが好きだ.

て、党λ られる . 人さまにはメモなして1云えられる .

3 つにま t めることは，古くから習慣として行われてきた 3 は

じ陶りよ〈

呪力の強い数でもある . ベストスリー，三大名物，三役，三傑， 三

権， 三景，三原色市 三冠，三惑な どが， それだ.

ｾ［ Ｈ Ｎ分楽の文章作りの Ｓ ポイン卜は

1  ) 読分楽の文を作るのは簡・新・活だ

3つであれば一度

① 簡 ( か ん ) = 簡潔 (かんりつ)

② 新 ( し ん ) = 新鮮( しんせん)

③ 活 ( カ つ ) = 活力( カつりよく)

Tご. 感心かっ( 文章は感心できるのかの立) に通じる .

①は， 同じ こ と ｬば ｴｾ を「反復せず ， t五最詰主小のこ t ばでで‘ 最大の表現力がfててで‘-‘

る同じ語;謀呆を数種さがす. そのなかで一帯やさしい ことばを使う .

長文を止め，短文の述絞とすると，文章はi定みなく進む. これで

接続詞が消えた. その分，文章は簡潔になる . 技術文章の説明は，

箇条書きを大いに使おう . 形容詞 ・別詞は使わないようにする .

以上のようにすると，文章は過剰な装いがないから簡潔になる .

、語 ・述語が明確である ことは当然の ことだ. 問「潔=守 1IJ lll lfr ともいえ

建

築

文

章

作

法

京 都三奈( 大阪本町) 糸庄の娘

仲は f ケ( 1 6)

諸国た ｾｴ 正

糸屋の娘 I:!

妹 f主1S- (f 千)

子矢で殺す

日て殺す

月落gU帝 j吉満夫( っき£主持すをいて Lt てんにみつ〉

江楓漁* 対 Ｎ ｾ時Ｈ ｾ弥 うのま』が

始 蘇 減、ヂト 家ｾＯ寺Ｈごそじ止うｊＮｬ Ｂｾｬ

夜半鐘声 到客船( ぞはんのり河川か( I !μ =t J ltd)

図 2

図 1

る

②は， その人にしか主i けない' ，*f r . 鮮な索材みを扱う ことだ. そう

すれば犯協Ir性にも通じる . そのためには， FI分が体験した分野 ・よ

く知っている こ / : ，を正械に記述する .

魚屋( 本屋) に並んた噺鮮なf ; f ; ¥ ( 木) なればこそ，客( 読者) は

ｸＺｬ ってくれる Ｎ 手 ｾｔ 鮮は ， 作者の ｊ ￍｬ ｌ ￬ 閣が文 中 に流れていることで，文

章の命だ. みずみずしい文章を作り 出 そう .

人の演じた物まねでは新鮮さは /J'，せない. 新制ーさに独語IJ性がプラ

スされると，文章のl床はコクと i楽みのあるものに折イヒしてし、< .

③は，活力だ. まず， 鋭者が元気よく活きていなければならない.

技祢惜ーは，まず g omg my wa y の気持を持とう . 元気のある技術者

が大勢の素人の前でしゃべっている鮮明な姿をまぶたに描いて，活

力のある自分のこ t ばを 11明快につづっていく .

わたしは，技術文のなかでも， lJ.¥tE形の絞< 1mに過去形をまぜ，

文章にリズムと活力をもたすようにしてきた. 活力のある文章は，

読者の ｬ 眠気をきます Ｎ 活力は ｾ ｲ 営者につけつけられた責務と考えたい Ｎ

以上の Ｓ 創立，互いに ｼ 剥速しあい交錯している Ｎ 実際は 月 ｉ ｈｉ ｾ ｉ に分

けがたい. むしろ， 3者の相釆効果がー沈となって働き，文章に2作

者の生命を吹き こんでいる .

{起]

ぺ

q
，

d

M
叩

抗

句

通

持

品

開

Lゅうみん(:夫 11す)

制

川

附

陶

山

側

A‘ んざ〉しじ)

J)'仙泣かすな

一筆普上

火の月" 也、

馬 ｉ 巴崎ｾＭｴｴ

図 3

陶

同

嗣

附

2  ) 文章作りのプロセス

わたしは，文章の柱を決めるとや'I i:rかに分け，立をさらに 3項に

分ける . 項ごとに下容きノ ー ト( 仕Z同長と名づけている) に告: きな

やる . いちばん書きたい項より 一気に哲き始めるから，目次通りに

は進まない Ｎ 筆に勢いがあるから，漢字や送り仮名の 間 違いは ｾＡｉ ，ＨＭｴ 見

する .

項ごとに分けた文章は，長くなったり短くなったりしている . が，

これらは，11ば同分誌に調主主する . 短い項はつぎたし，長い項は縮

さらに，章ごとの組みかえを自由に行う . 内容によっては，

建築と社会 ・' 997. 2

める .
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衛 生 設 備 編

意匠設計者のための設備図の見方自

河津隆之

河津隆之事務所

設計図書の構成とその概要

建物概要

D ピル新築工事

大阪市

1990年 4 月 1 日- 1991年 3 月31 日

事 務 所 ピ ル 敷地面積 Iω 1. 39 rri 

683.36 d  延床面積 3329.31 rri 

R  C 造 地 下 階 地上 5階 繕麗 l 階

一一一一笠 p(  )  

23. 9 m 

工事名称

工事場所

工 期

建物用法

建築面積

構造規模

建築技術者の方々には宮促だとは思いますが、今回は、設計図書

の椛成 t その相艇を述べておきま しょう 。

給排水 . t!1性 設備の設計図書は、 一散に次のような書類と図面に

よって構成されています。

l 建築設備共通仕様書( または建築設備標準仕様書)

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

総 則

本特記仕様書並びに設計図面に記帳なき事項はすべて下記の標準tド

膏による.

(社) 営絡協会 横峨設備工事共通仕機書_lI7

本工事に必要な関係諸官庁への手統きはF

費用は情負者の負担とする.

工事項目

工事概要

建築・空調白街生 。官気E 白
番号 :備考

， - ， = . .  ＮＮＮｾ＠ ， 

l  仮股足場及び婦重リ 7 トの使用料 。: 0 : 0 : 0 :

2  場内立方向の繍送鰻備の使用料 0 : 0 : 0 : 0 :  

3  工事・ 2式着転用電気 ・水・ガス等の使用料 0 : 0 : 0 : 0 :  

4  現場事務所 ・作業所・材料置場 。: 0 : 0 : 円。

5  般信額般置箇所の床面補強工事 。;

6  鉄骨貫通スリ プの取付及び補強工事 「、

[ 1] 給水盤備工事

・給水 方式 | ・水道直結①高置水情 ・圧力タンク ・タンクレス

・本管仕織 | 管種鋼鉄管 管径 125 醐 水圧 2. 0 kg/ar 

・引 込 管 | 管種鋼鉄管 管径 75 醐

・量 水 器| 呼径 50 皿 引込部 (0 貸与・貿F ・

・菅 材 料 | ① VLP (恩}

・弁 額 1 0 ゲート弁 JI S IO kgt /c押 2

特記事項

工事区分

要

[ 1)  給水設備工事

[ 2)  給湯設備工事

[ 3)  排水通気設備工事

[ 4)  衛生器具設備工事

高

法令等の適用

軒

摘

鮒営括協会発行のものは'屯気設備を分Hl tとしているため、機械設

備工Z険 通イ士糠 t なっています。

イ土犠書い、う語句を 「建築大辞典 (第 2版) J (彩国社) て引 いて見

ますと 、、工事に対する 設計者の指示のうち、図面てやは表す ことので

きな い点を文章 ・数値などで表現するものて二品質、成分、性能、

精度、製造や施工のブア法、部品や材料のメ ーカ一、施工業者などを

指定するもの。略 して 「仕綴j とも いう。とあります。

このイ士殺害は、 上記の記述てやは設計図面の補足的なもののように

受け取られかねませんが、 もう 一歩つっ こんだ、すなわち施工に際

して、設計の意図を的確に把握 し、反映しても らうためのものです。

そして、どの建物にも共通するような事頁に対する仕織を示したも

のて。す。

主材料記号表

名 称

グラスウール

ロッ クウール

7. . ームポリステレン

保温被覆・塗装

主材料 露屋 内出
屋内

屋露 外出 埋般
インペイ

給水管 G.F併) F  B  EF D  

給湯管 G.F(外) F  B  EF c  

排水管 G.F(再} F  B  EF 

消火管 F(外) EF D  

特記仕線香ー とは、 「管工事施工管理用語集J ( 管工事施工管理技術研

究会) によれば、 、当該工事に関して共通仕厳書の内容の追加、削除

ま たは変更 す る場合や、 Ｑ ｾ ｦＺ 記 し であ るも のの 中 から Ｑ 項目だけ巡択

指定する こと が必要な場合、ある いはその工事にのみ必要 とする事

項をまとめて示したもので¥共通仕綬警 と内容が異なるときは木仕

様警が震モちする。 t あります。

以前には共通仕犠蓄のごとく 小↑ 冊子タイプのものが多かったよう

ですが、宅脱Eは設計図面と同じゃl型で、図面の一部とし てま とめら

れているケースがほとんどです。

記載されている 主な内容は次の通りです。

(1) 建秒胤服トー 建物の名称及び場所、建物の概要など

(2) 総則トー適用する共通佑除警の名称、工事に伴う諸手続きな E

Ｈ ＳＩ 工 ＺＺｬ ｬｊｊＺ頁 目並びに 工事区分、工 ｾ ＱＺｉｉｬ 胞子 ーイ也 の Ｔ 概重 と の接点 と な

るような工事を、建築、空調、衛生、電気に分けて明確に指示

(4) 特言医院質、保温被援 ・塗装、メ ーカー リスト一 一主 t して、使

用材料の仕筏、工法及び細部に|到する留意点、保温被覆 ・塗装の仕

ｾ 葉、 使 われる機株 ・ 器 具 のメ ー カ ー 名

(5) 凡 例 ( 図示記号) (建築設計では表示記号にあたる) 一一設備設

計てゐ、 設計図を描く際には図示記号を多用します。

l 建築設備特記仕様書

メー カーリスト

所品 名 | 製 作

F  R P製水柵| 積水 工 事:三 菱樹脂:

鉄仮製水梅| サ ン エ ツ: 三 成鉄工:

ポ ン プ| 荏原製作 所; 相互ポ ンプ:

衛生総具顛 I T O T O : I N A X :

記 号 名 称 記 号 名 称

一 一
給 水 管

ロ
給 水 栓

娼 水 管
耳

給 湯 理昆

給 場 管

ム回

混 ムロ 控

一一- uーーー 返 語障 管 シ ャ ワ ー 類

ー--( -ーーーー 膨 張 管 ① 続 浄 弁

排 水 管 ι 。。一一
床 上 戸

一一+ 一一
汚 水 管 @一ー 床

s  

図示記号

l 給排水・衛生設備設計図面( 基本的な図面の一式)

(1) 図面 リス ト

(2) 配置図住主築の配置図に屋外配管図を描 き込んだ‘ もの)

(3) 機線表、器具 リス ト、ますリスト

(4) 系統図

(5) 平而図 (基準階 ・その他の階)

(6) 詳細図 (受水槽 ・高誼y同』f姐 り、便所 ・湯沸場廻 りなど)
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GB R C二 日

GENERAL BUILOING RESEARCH CORPORATI ON OF J AP 

財団法人 日本建築総合言鵡好斤

干 565 吹田市藤白台5- 8- 1

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15 

鉄 筋 腐 食 補 修 工 法 長 期 暴 露 実 験 結 果 ま と ま る

平成 8 年 11月 7 E1閥、間日本コンクリ ー ト工 学協会、 コンクリー

卜椛造物の補修工法研 究委員会の暴露実験部制本の見学会を当試験

ｲ ｾ￭ て開催した 。 研究 委員会では コンクリート桃造物の補修工法を評

価する こと を目的 に平成 2年から 8年 3 月まで活動力主行われて おり、

その成果をまとめて、 10月30、31日には東京て‘ コンクリ ー ト構造物

の補修工法に関するシンポジウムが、 11月 8 日には大阪で誌習会が

聞かれた。見学会は大阪での講習会の前日で暴露実 験 の 樹キ調査を

終えた全1 t t ¥J 樹木を展示したものである。

暴露実験は、 コンクリート中の鉄筋腐食に対して の断面補修とコ

ーテイ ングによる祁百度工法の効果を匁lるために、 1990年 11月から 95

年 6月までの 4年半の問、有附i多を事業とする 26社の協力て行われた。

主愉体は、図 l の t おり、断面倒見用の切り 欠き部を有し、鉄筋防

錆 材、住! 岡修復材、表商被覆材の組み合わせは各社のイ士織によ って

異なって いる 。祁到底材の種類と して、 鉄筋防錆材にはポリマ ーセ メ

ント モノレタノレやエポキシ樹脂を使用したも のが多 〈、 また、出国J修

復材にはポリマーセメントモルタルが多く ｦ 変われていた 。Ｑｴｴ ｾ主体数

量は l つの工法について 3体 で、静岡県伊東市伊豆海洋公園内の海

洋環境て 2体( コンクリ ー ト中の塩化 物量 Cl - =2. 4kg/m
3

、Okg/m
3

各 1体) 、神奈川 県茅ヶ崎市の内陸環境で、 l 体 (CI一= Okg/m
3

) が、

4.5年間暴露されてきた。調査は、到肢の耐候性や損傷劣イr . _ コン ク

リー 卜・補修材 の耐久性、鉄筋の腐食、などに関す る14項目につい

て 1年おきに行った。

。庄由。

| 門

主 主 主 三 割 田

1 」k明 断面修復部 試験而 鉄筋 016

富士士士三二二コ主

際問J ，，; 10mm こちJ 鉄筋端部は

脱型後に切断する 。

図 1 試験体の形状

写真 見学会会場
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見学会では、 屋外のテント会場( 写真) に、 2係重類の各補 修工 法

の1 t t ¥J 樹木と委員会て製作された 9平野買の基縫データ取得用の試l樹木、

合制て‘ 111体 の 削 機 の1ttt験体と取り出された鉄筋、それぞれの試

験体のデータの概要( 解体前の写兵、腐食状態の展開図、制帥J量

のグラフな ど) を並べ、 実島鋲月間中の調査での腐食モニタリングの

ブ7法を展示した。屋内の会場て、は当試島知rrの総合案内、大阪城の補

修 ・補強 ( NH K教育「サイ エ ンス ・アイ J 10/ 12.放送) のビデオを

放映した。

補修工法の言朝日目は、 「コ ンクリ ート 構造物の補修工法研究委員会報

告書 (1lI) J としてまとめられ、その相賠Eは以下のとおりである 。

①塗装を施した試験休では塩化物の浸透力潜ー しく少ない

②塗装は中性化の進行を抑制する

③補修を行った試験体の大部分で鉄筋腐食はごく経微である

(表 1 に主な鉄筋腐食状況の例を展開図で紹介する)

④ 盟肢の光沢度 は相当低下し、また同種類でも各社間て速いがある

⑤劉l具の鎖傷は内陸環境より海洋環境の方が顕著である

@ 折面修復材はほとんどの事情剣本で変状がない

見学会当 日は肌寒い天気だったが、50名花U ニの ご来場を項 いた。

資料を手にＱｴｴｾ主 ｦ 本を注意深〈観察される方もあり、実際に試験体を

見ることで湾問平がi架まったという声も聞かれ、成功1裡に終わ った と

忠、う 。 ( 文責 : 材料事¥!験室 山本 怖子)

表 1 試験体の鉄筋禽食状況例

l ①補修部 ・一般部 t も腐食がない、または腐食I面積が小さい( 全試験体数の65%)

補修部

A鉄筋 [ L L J  Ｍ ｾ＠ 1 1 1 1 1 1 ' 1 1 1 1 1 1 1  1上面

I 1  1 量 酎 1 1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  l 下而

B 鉄筋 同 ↓ + - --- s  11 1  r  1 1 1 1 1 1 1 1 1  | 上而

I ・ ru v  1  J  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1 - 1 1  -F而

②補修部に腐食がみられ、 一般部は健全である ( 27%)

A 鉄筋

B鉄筋

上而

下面

上回

下回

③腐食が補修境界都や補修材のひびわれ部から拡大している (5%)

盤盤型

A 鉄筋 ト斗→沖 田 r 司Ｍ Ｎ Ｂｾ叩 Ｑ 川 |  

t  ，，'I_ . .  ・・・・ .，.lい ，J ぃ1 1，1  

!  '，T '4I・a・I i i &' ・D'IiIIiii 恥畠明、吟 ・' 1 1  

B鉄筋行杭朝田・・ :m: mTf  f"" 1  1  

日 上而

下前

田 上而

下回

仁コ : 錆なし E コ . 断而欠損のない腐食( 布|臨時のケレン状態)

:  1新商欠tJl のない腐食( 暴露|持l始後に進行) - 断面欠損のある腐食

j主) 各試験体は、補修部鉄筋が断面欠損のない腐食( 黄色) の段階で補修が実施された
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l締結

このワンサイドボルトの最大の特長はその用途にある、表1J! IJ に手

が入らず、片側( 表仰1]) からし: か作業が出来ないところに倒羽する

ことである 。

(図 2 ) に締結の手順を示す。

ワンサイドボルトの性能は表 1 に示すように F 8Tのボノレトに近

い性能となってし、る 。 また、オ、ジ‘ 山形状は特殊な形状をしており応

力集中係数を下げるようにしている 。

また、谷底力守支いので有五011歪も稼いで、いる。

機械的性質を表 1 に、製品の性能を表 2 に示す。

lまとめ

ワンサイド、ボノレトは我が国のニースW、ら開発されたものであり、

現時点で性能、寸法、機能等を含め、それなりのレベノレに達してい

るものと考える。

現在、ハックロック高力ワンサイドボルトは建築基噛去で→舶

な使用が認められていないので、イ史用にあたっては個別認定が必要

で あ る 。 ( 井上 享/ 建材委員)

l 性能

l はじめに

近年、角型鋼管をイ史mした建築構造物が地加してし、る。その角形

鋼管に最重なワンサイドボルトが開発された。

このワンサイド、ボ、ノレトの開発経緯は 1987年、橋梁メ ーカ一社からワ

ンサイドボノレトの高強度タイプの製造の可能性の打診にさかのぼる。

橋の修理を行う場合には従来のボルトでは施工が困難な部分が多〈、

また、生きている橋へのj割安は、その信頼性に不安があるとのこと

でワンサイドボ、ノレ卜を使いたいということから開発を進めること t

した。

l仕様

ボルトの性能レベソレ、遅れ破壊の問題等から、ピン強度レベノレは

125kgf/mr n ' 以下を目標として いる 。製品は Jrs 規絡の高カボルト干し

に合うサイズとしている。そのためボルト径についての見掛りの強

度は F 8 T に近い値にな っている。

ワンサイドボル トの最大のキーポイン卜は裏側IJ に頭を作ることに

ある。次に和hカの内部ロスを起こさせないこと、そして* & J 早レンジ、

が適切に取つであること等である。

ボルトの構成部品は、 6個のパーツからなり、各々が重要な働きを

している( 図 1 )。

締結手順

ナ y ト

ワ，/ / " ヤ ー一一一ー

シ ャ ー ワ ツ ン ヤ ー

第 2 スリ ーブ

第 l スリーブ 一一一

図 1

4  

所定の軸力が出たところで

ピンテールが破断され締結

は完了します。

HL UT60シャ レンチを

使った場合20mmのボルトの

締結時聞は約30秒です。

3  

締め付けが進むとパルプ頭

が部材に当たり締め付け力

がt曽すとシャーワッシャー

が害者断されて軸力導入力、始

まります。

2  

ピンが引き上げられ部材裏

面でパルプ頭が形成されま

す。

工具は、トルシャーボルト

に使われている通常のシャ

ーレンチです。上手ではピ

ンが挿入され、ツールが締

結を開始します。

図 2

91  

ボルトの性能

一一一一一一一

M20 M24 M27 

軸カ

F 8 T  ( 参考) 13. 3 19. 2 25. 0 

( tonf )  

ワンサイドボルト 13. 6 18. 1 25. 9 

引張 F 8 T  ( 参考) 19. 6 28. 2 36 .7  

強さ

( t onf)  
ワンサイドボルト 20.1 26. 8 38 .4 

穴径 (mm) 21. 5  26. 0 30. 0 

ワンサイドボルト径 ( mm) 20. 5 24. 5 28 .5  

建築と社会 ・1997.2

表 2ワンサイドボルト素材の機械的性質

ｾ＠
耐力 引張強さ 伸 び 絞り

( kgf / mm') ( kgf! mm') ( %)  ( %)  

ワンサイドボルト規格値 103以上 ＱＱＴ ｾＱＲＴ＠ 14以上 40以上

F 10T  H T B 規格値 90以上 ＱＰＰｾＱＲＰ＠ 14以上 40以上

ワンサイドボルト 24 ( 代表例) 113. 7 122. 6 18 .4  58 .4 

表 1



ジョン ・ラスキンの大著、「ヴェオ、ツィア

の石J Ｓ 巻が、ついに祖国ｬｉ ｩｾ｜ 皮によ っ て、完

ｩ 訳された 。 翻ｦｆｾの出版までに費やされた期間

は十数年にわたるという 。

この害は 191並走己後半、「建築の七灯J ととも

にワィリアム ・モリス等に大きなh間半ぞ与え、

アーツ ・アンド ・クラフツ迎却jへつながる先

導的な苦: として伝え られてきた。 しかし我が

国においてその全容を邦訳によって読むこと

はできず、事実上幻の名著とされていた。 こ

の原典が、その量と内容の大きさにおいて、

多数の翻訳への試みを打ち砕いて米た。 日の

前に置かれた 3 1111-の本の存在感が、そこに投

入された著者と訳者による 2人の、車j'f干111)) の

折り重なりを伝えている 。

かつてイギリスでこの舎が出版されたH寺、

同時代の人々にどれほどの1制 問J をもって迎

えられたのだろうか。述〈英国のI也ヴェオ、ツ

ィアで、ラスキンによる克明な調査を元にし

た著述が、情幸挺誌の少ない1時代において、 i1t

重な: i l l 築舎であったことは疑いのないところ

だ。 そこには、サン ・マノレコ聖堂や、パラッ

ツォ ・ ドヮカ ー レに述 ｾＺｦｩ ｾ と 繋がる、 Ｔ 栄王ｴ やキ ｩｬｪ

や ｉｾ ｾ ｉＺの変ｾを、 トノレチエツロやムラノの大聖

堂をはじめ各地の膨大な実測を背景に、展開

されており、もう一つの著 『建築の七r日 と

ともに、実証的な建築論計'N減している 。

書

評

第一巻は、組積造の基礎的な考察として、

その盟富な実測を背景とした→i輸 と し て の

分析が進め られて いる 。 ラスキンはかなり荒

廃した当l時のヴ、ェオ、ツィアにへばり付いて、

資料採取を行っていたようだ。 その、台礎、

壁、柱、アーチなどの分析から装fif ! i f . 命へ至る

克明な論の運びには、建築の 『原理j に対す

る思考を、完成させてしまおうと考えていた

のではないか、と思わせる まrt配さえ漂わせて

いる 。 しかしこれが単なる技術3・であったと

したら、 - 11射てを越えて人々の柏村1を揺り! I ! 1J

かす書になりえたはずもない。

石は、 人がも のを支える実J訟をはるかに] 也

えた重さと、自然材としての不均質性をもっ

てね議のf J i iに在る。したがってその椛築物は、

技術と想像力の格闘の結来として姿を現して

くる 。 いわば生き物のように、| 昨代澱境の述

92 建祭と社会 ・1997_2 
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口三コ

いによって、変幻自在に姿を変える 。 そのた

め「支持J のメカ ニズムは、桃造f本としての

整令性が問題であると同時に、そ のu寺の柿や1
1

を色濃く即決したものとなる。しかもそれは

作り手だけではなく、 I刷'¥:a- 越えてそれを卒

受する人々の心にも静かにi受透 して文化的 |ヲ

づくる 。

その石に向かつてラスキンは、実illi Jとい う

手段を介して調査声1協 を I矧材J{J( こt らえてい

った。 それは来; r ul による建築論い、う、意志

に満ちた解釈を刻み込むことでもあった。あ

るいは美学の論理性を、人の手の痕跡として

書物に展開し たと 言 うぺきかもしれない。

いわば桃築物の忠、考を通して、それを学と

してi制介するだけでなく、生理的な感情も隠

すことなく表現する ことによ って、ゆらまを

合んたτ命を展1')f. J したのだ。そのため、常々と

綴られた梢写は、見方によっては美学告であ

り、歴史舎であり、建築号、| 守命であり、文学て、

あり、資料モFであり、推理警ですらあるとい

うように、司会体が、全人格的な多重性を兄

せて展開する 。

このように冷徹な観察|恨を底流において、

喜びゃ怒り、必崇の念や! 惑1l J A . ，あるいは肉感

的な般的を激しく込めた建築舎てあるからこ

そ、 このミキ作訓l寺代を越えて封建f力引呆ちあt

りてきたと 言 えよう 。

これを純技4締命として t らえるとき、) ) の

流れと形態の分析が構造力学的にすべて蜂令

しているとはいえない。力の流れの解釈には

多少の官約長もありそうだ。 しかし重要なのは、

エンジ‘ ニアとしての技手府そのものがtiJ Jjill なの

ではない。核心は、技術の背後に在る柏村牲

のf白星であり、 H寺代背景をも踏まえた技術へ

の認識をg長めることによって、ラスキンが生

きた11寺代にたいする 批評を込めていたところ

にある。

そのため1IJi 1ま、建築の構成要素から読み取

れるなl床をひとつひとつ丁寧に解きほぐしな

がら、美学に論理! 性を付与する 一方、特にそ

の判断について、ノレオ、ッサンス以降の、綴ず

に対する '1'; 科医J惑をむき 出しにして、日l件t!J した。

今からSoれIt、彼の抱〈階級意識や、芸術

というものの純暗についての考え方、あるい

は宗教組における排除の論理や、工tJ ! 支のtI : 識



等々、反論ぞ呼び起こすに違いない記述も少

なくはない。 しかしそれは後世からの視点で

あり、むしろ頑強な信念日定信に触れる新鮮

さは、現代人の思考の深さにおいて、全面的

な反省を迫るものとなっている 。通常ノレオ、 ッ

サンスを大きく評価する立場の建築史観に↑.l't

れた私達にとって、このような信念に貫かれ

たl 針跡己後半の語り手の主張は、歴史に立体

感を与えてくれる 言説として、 もう 一つの視

点を築いていると 言えよう 。

ラスキンは、 心の底流に合理主義者逮が美

学を温存しつつ、信仰を捨てたことへの批判

を抱き続けていた。 言いかえれは建築の原理

を、あるいは根源的な美の中核を、倫理観と

重ね合せて捉え続けた。 そして美の理解は、

自然と神に通ずる善良なる人権と無り后なる知

覚に宿るとして、工匠によって込められた創

意と愛情の深さによって、これを許イ面した。

し、る。

特に「自由」の追及を上位1枕念とする近代

主義が、無軌道な徽謹の追及という現象を引

き起こし、その行き着〈先に、均衡のメカニ

ズ、ムカ可動〈保証が無いことを知ってしまった

時代である。 そこでラスキンの強い倫砥感が、

強固な芸術論を支えている様を知ることは、

草/ . J 童自信の思想、形成にとって必要不可欠な所

作い、つでも 言い過ぎて、は無いだろう 。

全 3巻について、紹介をすることは、あま

りにもその木体が大きすぎて、群盲象を評す

の感は免れ得ない。一怖の本を理解するため

には、百冊の本を読まなければならないとし

たら、本文に付けられた豊富な図表やｾ吠な

補泣は、それだけで多岐にわたる研究の発端

を提供 してくれている。 そして記述という創

造の形式そのものが、 l 制服己という時代の匂

いを運び、現代との対比的な関係として浮か

形態の分析においては、装飾を軸にした美学 ぴ上がってくる。

を展開しつつ、例えば、 「世界中で最も美しい また福岡H育長による完成度の高い翻訳し

柱頭は、サン ・マルコ聖堂の出頁を祖型とす 随所に付された1院は訳注による記述は、更

る」 い、うように、かなり 主観を先行させっ

つ白黒をはっきりさせていった。 その勇気と、

歯切れ良さの反面、今の時代から見れば、い

くばくかの疑問が起こらないではない力士ラ

スキンの職人に向けられたまなざしは、魂を

ぶつけていく姿勢として、筆を進める息遣に

溢れたものとなっている。

論の進め方に感情を介入させていくように、

彼は技術を支える直感や霊感の存在を直視し

ていた。その技術とは樹液による量産の技術

ではなく、ものを創る側 に立って、創意に満

ちた精村を表現する技であった事は言 うまで

もない。いわば職人達の生命感に溢れた「自

由な」発想の証として刻まれた数々の石に価

値を見いだし、逆に完成度の高いものごとの

裳に隠された、希薄な精神性を感じ取ってい

た。樹滅的な精度の追及が、精神にとっての

危険な畏である事を示しつつ、ゴシックの粗

野な生命力に、内面の密度を求めた探求の旅

は、結果として現代に通底する文明投目下とな

っている。それはラスキンの生きた時代、19

世上紀における問題が、現代のそれに一致した

タやフツレイメ ージとなっていることを物語って

書

評

に層を重ねた研究と創造の形式を加えて、時

代を越えた知の対話を作り出した。 その意味

では新たな賞重な文献が産み出されたのだ。

読者のこの警への接しかたは千差万別だろう 。

いろいろな読み取りが出来るに途いない。た

だ言 える ことは、 書棚の一角を占める この仕

事が、再び新たな 「知の交差」に備える風情

を帯びた、近年まれに見る書であるというこ

とだ。フ ロッピーの時代を越えたと ころには、

やはり 警の世界力対闘えることなく存在し続け

るに違いないことを、確信させる作品と 言 え

よう 。 ( はんだとも つね/ 竹中工務底)

門1

' 句"

ウ. エネツ ィア の 石 1 165頁より
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n f o r ma t i o n  

箕面まちなみパネル展一大正住宅博覧会・桜ヶE 洋館通り一

大正 11年( 1922) 、日本建築協会は大阪府箕面市桜ケ丘

を会場に「住宅説室博覧会J を開催し、約60日間の会

期中に 7万人を集めたという 。

この博覧会に出品さ れた住宅は、 日本建築協会が大正

| ト 11年に 3 回にわたって行った住宅改良設計コン

ペ当選案から上位各 4 点計 8 戸、一般の設計事務所や

建設業者の提案 ・建設した住宅 19戸( うち 2戸は実現

に至らず) で、力 - 7する道路に沿って敷地 100坪前後

の司流住宅' 力、官E置さ れた。

博覧会から 75年、今も桜ケ丘には出展住宅が残り、人唱

力守主み続けているが、老朽化などにより取り獲され、

その姿を消してゆく 。

箕面に住む人々が中心となって結成された「みのお市

民まちなみ会議J は、大正時代に提案された桜ケ丘の

ハイカラなまちなみから、今後のまちなみづくりを考

えようと、当時の博覧会場の模型を中心にパネル展を

開唯しており、そのノ Tー卜 2か下記日時に予定されて

いる。

会期 ＱＹＹＷ 年 Ｒ 月 ＱＱ 日 Ｈ 祝 ＧＩｾ ＱＶ 日 Ｈ 日 Ｉ 10: 0ト 17: 00

会 場 箕 面 市 立 メ イ プ ル ホ ル ロビー

展示 出展イ主宅の写真 ・間取図、博覧会会場の模型 ・

至梅田 ロ メイプ Jレホール:箕面駅下車徒歩 10分

ロ 般ケ丘洋館通リ :{ 岩井駅下車徒歩 10分

ポスタ ー、当時の箕面の様子

※ 2 月16日14時か らは、自由参加の意見交換会

「お話広場j が同所で行われる。

共催箕面市、箕面市教育委員会

後援 (tD日本建築協会、桜ケ丘会、阪急電鉄ほか

問い合わせは、箕面市都市計画剖3都市景観担当

TEL0727- 24-6742へ。

日本の美「桃山J 展~生活の美と歓び~巡回展

桃山時代の「生活の美と歓ぴJ を、 20世車と末の視点で

見直すことにより、 白羽虫特の文化形成のエネルギー

をさぐろうと、 Ｒ 月 ｾＳ 月に京者￟｟東京 、大阪と会場を

移して、桃山美術の展覧会が NHKの主催で聞かれる。

展覧会では、 16世紀後半以後の豪壮華麗な城那文化か

ら17世紀前半に至る城下町町人が支えた生活文化ま

で、140点余が展示される。とくに細見コレクションか

らの未公開作品を中心に、当時の実生活に根ぎした美

術工芸品を中心に構成されている点に特色がある。

. 京都展 ＱＹＹＷ 年 Ｒ 月 Ｖ 日 附 ｾ Ｑ B日ω

会場/ 大丸ミュージアム KYOTO

・東京展 1997年 2 月25日伏ト 3 月 9 日(日)

会 場 / 日本橋三越本底 ・7 階ギャラリー

・大阪展 Ｑ ＹＹＷ 年 Ｓ 月 ＱＴ 日 働 ｾ ＲＶ 日 制

北野キ組員図屍風徳政印 ( 部分)

細見美術財団所蔵
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会場/ 近鉄アー卜館 (iti 鉄百貨盾阿倍野庖 9階)

チベットの風土とラグ展

撮影はタイシ・土崎氏。土崎氏は1993年パリ ーグランドアルシ

エ‘ ギャラリーエドガーフ才ワーでの「チベット・もう一つの世界写真展J

の写真家の一人として選議されている.

チベットのラグ‘ チベタンラグは、チャンタン高原て飼

われた羊の毛 、チャンベル' をふんだんに用いて手て枠方

都張り上げたラ久

このラグと、写真家・タイシ土崎氏が表現するチベッ ト人

の日常生活 ・風景 ・風物の写真展が開かれる。

会期 1997年 2 月22日仕ト 3 月 9 日(日)

11  :  0ト 19: 00 会期中無休

会場 口コ. パ( ガレリア ・アッカ最上踏)

大阪市中央区東心斎橋卜 16- 20

問い合わせは、キリムの専門庖「ロゴパJ (TEL &  FAX06 

- 282- 2888) へ。

福祉建築基礎講座を大阪で

(初日本医療福祉建築協会が 1993年か ら東京で開講し

てきた「福祉E話量基礎講座j は、高齢者施設2義幸の初

心者を主対象に、基礎知識を平易に解説するもので、

2 月には大阪で開催される。

日時 ＱＹＹＷ 年 Ｒ 月 ＲＱ 日 幽 Ｙ ・ ＱＵｾＱ Ｗ ・ ＰＰ

会 場 大 阪 科 学 技 術センタ一大ホール

大阪市西区靭本町 1-8-4

定 員 250人( 定員になり次第締め切り)

受 講 費 一 般25000円

申込先 (他日本医療福祉建築協会

TEL03- 3453- 9904 FAX03- 3453- 7573 

・プログラム

( 1精祉が医療に与えるインパクト / 伊 藤 誠氏

(2惜別講義 : 福祉社会の創造A 厨 波 匡 氏

(3精ネ止方領支とは/ 野村 歓氏

(4)高齢者のための掘宣言冊 / 大原一興氏

(5)高齢者の生活特性と建築/ 高阪謙次氏

(6湾例にみる高齢者施設/ 蔵川蒋男氏

寺子屋( 一心寺) で学ぶ

(他日本建築家協会 (J IA) の環境委員会は、「住まい= 住

宅J に関する環境問題を取り上(f、謝市と参加者約見

方向発信する溜売セミナーを企画 した。

第 l 回は、「活かしたい住まい方の知恵、J。以後、環境調

整、建築索材、環境要素技術等のテーマて寺子屋が関

かれる。

・ 「活か したい住まい方の知恵」

日 時 1997年 2 月20日同 18 ・3ト 20 : 30 

会 場 一 心 寺 「 日 想 殿J TEL06- 77 卜0444

大阪市天王寺区逢坂2- 8- 69

寺子費 J IA 会員 1500円、一般2∞0円

申込先 JIA 近畿支部甥靖委員会

TEL06- 229-3371 FAX06- 229- 3374 

プログラム 講 話 高口恭 行 氏 (一心寺住職 ・建築家)

ガイダンス : エコロジカルデザイン入r'KD

「デザインは場所か育むj

林昭男氏( 滋賀県立大事業朝時部教授)

川本三郎特別講演「水の東京j

2 月の省エネルギー月間にあわせて、腕住宅 ・建築省

エネルギー機構は、第 17回フォ ーラムを開催する。テ

ーマは、 ‘ 環境共生を考える。で、和泉洋人 ・建設省

建築生産技術f企画官、東郷武 ・大和ハウス工業嘉l片土長

の諦，寅のほか、「水の東京j と題した特別講寅に評論家

の川本三郎氏を迎える。参加費 15000円、定員300名。

会場住宅金融公庫「すまい・るホール」

日時 1997年 2 月1B日ω 9  :  ＴＵ ｾＱＶＺ＠ 00 

問い合わせは例住宅 ・建築省エネルギー機構

TEL03- 3222- 6681へ。



理 事 会

第 3 回常任理事会

20日 . Ｔ 時 ｾＵ 時・於本会会議室

出 席 者 市川会 長 ほ か 19名

議 事 ( 1)第 2 回評議員会の讐面表決に関する件

(2)入退会者承認の件

(3)1，圭援名義使用承認のイ牛

(4)事 業 報 告

(5)その他

第 3 回会努狸事会

ＲＷ 日 ・ Ｓ 時 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議案

出 席 者 岡 本 銭 高 (イt 塩 脇) 両副会長ほか 5 名

オブザーノて一市) 11会 長 三 品 副 会 長

議 事 ( 1)会員増強状況について( 報告)

(2陰員増強( 今後の支持貨について)

企 画 委 員 会

第 2 因企商委員会

Ｒ Ｐ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 5 名

オ ブ ザ ー バ ー 市 川 会 長 、 三 品 副 会 長

誠 事 80年史の編纂について

編 集 委 員 会

第 8 回会員企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1)シ リーズものの報告と掲載予定

(2鴻庁しい企画案について

第 8 回情造分科会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 定 頼 幹 事 ほ か 4 名

議 事 2 月号「鉄ものがたり J 特 集 の 検 討

第 5 回 計 画 系ー イ ンテリア ・住宅一介科会

Ｖ 日・ Ｗ 時 ｾ ｉ 日時 ・ 於本会会議室

出 席 者 角 方 幹 事 ほ か 5 名

E殺 事 9 年 7 月号「インテ リア・住宅」特集企画

第 8 回編集委員会

Ｑ Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾ ｉ ｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 輿 謝 野 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1) 9 年 2 月号「鉄ものがたり J 特 集・「小西設

言十j 特 集 組 盈 報 告

(2) 9 年 3 月号「東海一風土・文イヒとまちなみ ・

建 築ー金 沢 ・能 登J 特集伍畠報告

(3) 9 年 4 月号窟I j 立8 0周 年 記念 i 80人 の 眼 ー 建

築 と 私 と 社 会一J 特 集 案 検 討

月 間 の 動 き

Ｑ Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 西 岡 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)新設備シリーズの検討

(2)  i設 備 の 頁J の 企 画

(3凍年度の特集のテーマ

第 8 周作品作風小委員会

Ｒ Ｑ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 朝 倉 委 員 ほ か 6 名

議 事 ( 1)1乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2)1乍品の選定

(3)  i Gall eryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(4冶員作品特集号について

(5)  i S KET CH  B OOK 側 J の 掲 載 予 定

第 6 固法令介科会

ＲＲ 日・ Ｒ 時 ｾ Ｔ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1) i法 令コーナーJ の 企 画

(2) 6 月号「住仁空間の復興J 特 集 の 企 画

第 8 団施工材料分未桧

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 篠 田 幹 事 ほ か 5 名

議 事 施 工 材 キ 件 寺 集 の 企 画

第 4 回 80周年記念特集編集幹事会

ＲＸ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時的介 ・ 於本会会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 4 名

議 事 i 80人 の 眼ー建 築 と 私 と 社 会一」 の 企 画

事 業 委 員 会

第 7 回若い会員の集L 、小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出 席 者 増 団 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1)実施報告

(2)今後の予定について

(3凄 員 の 時 間

第 5 回広報小委員会

Ｑ Ｓ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 分 ・ 於本全会議室

出 席 者 原 見 川村、南各副委員長ほか 6 名

議 事 ( 1駒 田 事 業 委 員 会 の 報 告

(2):実 施 報 告

(3)今後の予定

第 5 回見学会小委員会

ＱＴ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 Ｔ Ｕ 分 ・ 於本会会譜主主

出 席 者 福 島 、 南 両 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1駒 田 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)実 施 報 告

(3)今後の予定について

(4)今後の見学会の候補について

(4) 9 年 5 月号「木造建築物の伝統技術とその 第 5 回事業委員会

将来」特集案検討 Ｒ Ｗ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 日 介 ・ 於本会会議室

(5)平 成 9 年 |月 号からの会誌体裁の検討 出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 6名

第 8 回広告企画小委員会 議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

Ｑ Ｔ 日 ・ Ｔ 時半 ｾ Ｕ 時 Ｔ Ｐ 介 ・ 於本会会議室 第| 回中国支部交流見学分科会

出 席 者 輿 謝 野 委 員 長 ほ か 3 名 Ｒ Ｙ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時 Ｔ Ｕ 分 ・ 於本会会議室

殺 事 ( 1) 2 月号「鉄ものがたり」特集・「小西言宣言十」 出 席 者 福 島 ・南両副委員長ほか 4 名

特 集 広 告 途中経 過 報 告 議 題 中国支部との交流見学の企画について

(2) 3 月号「東海支部一風 土・文化とまちなみ ・

建 築ー金 沢 ・育 撞 」 糟 広 鵠中倒 報 告 |  建 材 委 員 会

(3)>収支状況報告 第 6 回建材委員会

第 8 固設備分科会 Ｑ Ｓ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

【平成8 年 11 月分】

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 9 名

材卒者見明: ワンサイドボルト( 担当. 井上 委 員)

議 事 会 誌 発 行 日 の 変 更 と 体 裁 改 訂 に つ い て

出 版委 員 会

第 7 回出版委員会

Ｒ Ｑ 日・ Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山田委員長ほか 5 名

議 事 ( IK プ 口のノ ウハウ> と特装本の結晶報告

(2)今後のテーマ と執筆者の選定

(3)第 16回< プ ロのノウハウ> 講 座 実 施 報 告

(4創 立8 0周年記念出版企画の伍畠報告

見 学 会 ・講 演 会

プランナーのための “免震構法の基本"

講 師 ー井上 豊( 大阪大学事対受)

ｼ 日・ Ｓ 時 ｾ Ｕ 時 ・ 参加者 ＶＳ 名

大阪市中央体育館見学会

5 日 ・ l 時半 ｾ Ｔ 時 ・ 参加者 ＸＸ 名

泉佐野市総合文化センタ 一見 学 会

Ｒ Ｘ 日・ Ｒ 時 ｾ Ｕ 時 ・ 参加者 ＳＸ 名

< プ ロ の ノ ウ ハ ウ > 講 座

鉄 筋 工 事 ・本 音 の 現 場 学

講 師 : 荒川; 台徳氏( 側シミズ ・ピルライフケア)

Ｖ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 参加者 ＳＳ 名

3 0's  E Y E  - 2 1 世紀 へのエ ス キス

松 本 正 ・将 跡 ヰ 克/ F . O . B . アリミテ共同主宰

i S UP E R  A RCHI TECT URE- せ丘代芳哉耳の建築夜話1

ＲＲ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 参加者 Ｒ Ｔ 名

建築ク ラ ブ

第 295回朝 食 会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｘ 時半 ｾｉｏ 時 ・ 於大阪グランド ホ テル

演題「シヤル ・ウィ ・ダンス ・苦 ・楽J

講 師 大 墨 正 氏 ( SMI DES IGN 代 表) 参 加 者 3 6名

第 3 回建築クラブ役員会

ＱＹ 日・ Ｑ Ｒ 時半 ｾＲ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 佐 野 代 表 ほ か 6 名

議 事 ( 1)記念速記録発行について

(2涼庁年宴会について

(3)第 300回記念講演の講師について

(4)平 成 8 年 度収支 予 算 執 行状 況 に ついて

入 会者 (敬称略)

〔団体会員 2 ヰ心

ケイ ロン産業側 ダイハツ建謝悌

〔個人会員 ゆ名〕

荒(箇木高 正 晴 井上{ 姐高祖克) 三
片 山

{田高祖勉}  
1lI) 

北(誼野高組〉明 男 佐 4{蝿木高組1g)爾 富巧儒j十

橋{担本高値) 信 行 日置( 誼高祖}

隻
渡 部(担英高祖己}  

岩{竹戸中工輯利広男}  新(竹賓中工輯底伸)  能(竹勢中工璃j告E三}  

倉(倉柳柵融商陽} 弘 黒{ゆ田い股計宜殿)  

常見伊者日子

福(ン本ード}手口弘 議 ( 大林組勝}彦 吉 田 f賢也，且-}  
( 靖

〔準会員 l 名〕

灘(修本成置E邦史専↑門専学枝)

建築 と社会 ・1997.2 95 
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テトカッパー防水
カッパー防水帯 コーパーヲイトオクロン防水都目

資料をご- * 下さい。

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱｾ 社

本 社

支 庖

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸7 7 ト7 ピル5階)

電 話 神戸 (331) 0881- 3  

大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目 6番8号( 堂ピ ル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

負 Lム莱 Z 吉
山化工…

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571 ) 2703f倒 F AX 03(3571 ) 0264  

大阪事務所 TEL06(391 ) 1081 - 1同X 06(395)1109  名古屋出強所 TEL051(81 1  )  3660 

情活宮里所 TEL045(310)4831 FAX045(310)4765 I草木 出 張 所 TELO叫 1(11 )1761 日間461(13).1341

埼玉宮里所 TEL048(774)  1845  王 埴 出 張 所 TELOI91(18)0878FAXOI91(18)161 4

τ ｾｾ ｙ ｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 5 4 0 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1 0 ( T Sビル)

T E し (0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 げて)

・東京/横浜/盛岡/ 仙台/水戸/ 鯛/岡崎/名古屋/ 富山/ 大津/京都/ 神戸/広島/ 高松/福岡/他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4  -- 5  

T EL 06(792)  5858 F A X  06 (792)  2810  

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

大阪市内区西本町 l の13の33

T E L. 06- 532- 0 4 6  1  ( {t 必)

FAX. 06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ 干 :

勺 - ，- - 叩

ゆ こー大

る 一ー 阪 7  

/;; 門 主 ア

主2 ・J ilil f t ッ

恨 4 -i 量 ヮ

工 .JjL 区 ス

古株雪京

!l 式E77

;; 云詰高

社 三一五
百 号 六 四



商昂は宇気です。 、，ｾ
掴 圃 熱と空気の工ンジニ? 一 一

〉ー〈J 5託
・宮

空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

東 京 都 港区 浜 松田Tト25- 7 11I話03 (3432)  5711 

大 阪 市 淀川 区加lね ト58- 59 電 話 06 ( 302)  2270 

北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名 古 屋 / 中国/ 九州

本 社 ・本 庖

大 阪 支 社

支 1;5

空 気 調 和 4 三さL 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てでア 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り

第一工策横式怠祉

電 気 ・空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲシ株式会社

本車・大臣本祉 干550 大阪市西区江戸堀 l 丁目 9番25号 電話 (06)441-8231

東 京 本 社 〒 102 東京都千代田区寓士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)326ト8231

宜 社 名古昼 ・福岡

主 底 札幌・仙台・新潟 ・大宮 ・千築 ・繍浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 禦 所 帯広 ・函館 ' l'I森 ・秋田 ・磁岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・盤国 . (-ド富山 ・

禰井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 ・那制

組川 ・福島 ・川崎 ・紛江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

シンガポール ・ホンコ ン

干354 崎玉県入r . UItl I三芳町大字北永井390帯 地 電 話 (0492)58ー1511

干 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 14号

ffi: ft '舌 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

干 100 東京者F 何て田区丸の内 3 丁 目 3 番 l 号

ffi: H'舌 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

大 阪 支 庖

キ土本
出 演 所

海 外 支 底

技術研究所

ガス設備の種計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 底

大晃設備株式会社
。
本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 0 6 - 466- 2268

大 阪営 業所

枚 方 営業所 枚 方 市 甲 斐 国 東 町 9 - 3  .l!t 0720- 49- 2128 

⑧ 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 底 長 琴 浦 健

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  111話 06(202) 3071  ( 代表)

東京都千代田区有楽町 1- 4 - 1 包括 03( 3502) 6111 ( 大代)

名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜，m関東・北関東・神戸・四国

産 業 設 備

水 処 f里縄訪

環 境 施 設

空気調初設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

大 阪 支 底

本社・東京本庖

支 庖

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工
給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

三建設備工業株式奮社
φ  

認西原衛生工業所大阪庖お

大 阪 市 北 区 紅 機凹T Ｓ 需 Ｕ 号 ｮｴ ｾ 舌 ＨＳ ＵＲＩ 1  1  3  1附

東京者阿3央区日本特殊防艇I T2 - 2 2  電話 (3667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・1111古 ・ 札 帆 ・広 ね ・稲 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

大 阪 支 庖

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁 目 8 苦手 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・-g"1荊1斤 福 岡 ・京者11 ・天 理 ・}I I凶 ・神戸

O K U J U  

邑 器E g a容も危島tク妥ヨ諒鏑拶窃忍

「大規模天井無足場工法J

本 社

大阪市北区西天満5丁目 3番7号 干530

T E L ( 06)312-4131 F AX (06)312-7998 

東京九州・備浜ー名古屋仙台宮崎・京都

内外袈創作パネル・システム天井・間仕切

開会社オクシ: コー

。 株 式 会 社 三 晃 空 調

本 社大阪市中央区峨見 2T l11 番6I';;-'l イン2IMIO? ワー ＺＱｬ ｾＱｩ＠ 06- 949- 1371 

* 京本1，!i 東 京 都 新 市 区 西 新 術 新 宿 住 友 ピ ノ レ 屯話03- 3344- 7911

大阪本 ｊ ， ｾｩ 大阪市北区西天満 Ｓ 丁目 Ｑ Ｓ 需 ＲＰ >i 屯話 06-363- 1371

支 l占 仙台 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・Jよね ・稲岡

営 業 所 ヰ凶晃・茨減・大宮 ・千葉山梨静岡 ・福井 ・滋賀 ・和歌山 ・松江 ・長崎 ・i' l' 純

. ' J ! . 張所 ff 森 ・秩印 ・盛岡 ・川崎・ 1;!; 山・ 岐阜 ・三重 . ，tP(R ・岡山 ・

高松 ・ 下 ｬ 剥 ・ 大分 ・ 熊本 ・ ＺｾＮ［崎 ・ 鹿児向

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・設 計 施 工

97 

メンテナンス部

東 京 支 底

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番目号( オートセンターピル 1 '  2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ヒ・Jレ7階)

郵便番号112 電 話 ( 03) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代 表

- 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的よき環境へ技術で挑む 一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

ム

L

A

d

-
動



Ｒ 名 ｾｑ 震 ｓ 嗣 ｓ処置tlx主主T 6 0

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの技術

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ｾＮ可 ＺｾＺｕ 唱 ＺＱ

ー・F電・ー....

③時掛王監芸員ー

一常

』

{

爽

1

、ず

-4: 

良轟轟圭義雲表

人と都市の快適な環境をつくります

- 空調・給排水 ・衛生政備

空気圃和

I l ・配管

水晶理

コージェネレ ーション

クリーンルーム

・プラント

プラント肘遣を

ンステム ヱノジニアリ ング

ー “ 一 勧 ，［瓜 ｾ ＿ＧＩ ｲ イ多 ｏ ｉｊ ［Ｇ Ｏｦ Ｍ ー

メｾ一一一ＭＭＮＺＺＺＮＺＮｴ処｜

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2222Z72211器 禁51 jおお;!?

- 情報通信段備

情蝿通情ネ γ トワーク

情岨盤理

通情システム

融送システム

・電力，裕通段備

費宜電

畢空送配電

地闘争過配電

官 . 祖 目 肱 酎 ・ 施 工 ・監 理

・電気役備

畳宜電 ・幹 踊

動 力 削 田 甚 置

電眠、抽送、インターホン

間見、防虫

中失監視削'

y ステム計轟

電 気 工 事 設 計 施 工

締 式 金 員 三 輿 討

上 田 正 雄

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁 目 6 - 8  (堂ビノレ 5 階 )

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 開J 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取締役社長

。

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 
電気設備

電気段備. ，十装制御段備・空間段備・クリー ンルーム段備・プラ ン ト設備

給排水衛生設備・エネルギー集中監視システム 政計施工

三宝電機柿式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

膚

眠

，
夕

刊

d

m

-m

m

 
士

本 社 〒530 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4  ( 朝日ビル) 電話06 (385)  136H/1j 

大阪営業所 干564 吹 日 I r I i 垂水町 3 丁 目 34 - 6  Ｇｾｾ ［ＵＰ Ｖ＠ (385)  136l(内

京都営業所 干615 京 都 市 右 京 区 凶 京 鋭 部 野 町 21 :11: 話075( 311) 1185(内

神戸営業所 〒650 村戸市 中央区浪花町 59 ( 神戸朝 円ビノレ) 屯話078(333) 7756ω 

Ｚｩｾ＠本111 代表取締役

革 担 〒 臼O式匝市北E 西天満2・6・8( 宜ピJし) TEL 邸(364)1471' FAX 06( お4)5日3

車 京 宣 在 〒105 東京都軍区新揖2-16( ニコ新蝿ピlし) TEL03(お04)0231'FAX 03( 切の0268

呂古屋豆后 〒462 名古屋市北区壷焼3-12-14 TEL052(991)5131・FAX052( 倒的7日5

樗戸頁庖 〒657 掬戸市量巨岩屋中町1-2・9( 工ピスピJレ) TEL 078(881 )5571'  FAX 078(871 )6261 

牌 研 究 所 〒5卯大臣周牌市三宝町七J 369 TEL 0722( 27) 制伺 FAX0722(27.)1424 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・丸 ノ内・新宿 ・神 奈川・東関東・中部・九州

ム一

A
社

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

til14(株) 踊0ヨコoo::z
常務取締役支社長

場

一

二

工

第

第

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・1|  ンクリート用混和剤V コンクリート用補修材 E  

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 E  

Const ruct i on chemi st ry for the future.  

稼 式 会 主 士 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 ' 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支后 大阪市中央区北浜3-2-23(信量ピル)

T E L 06・202-3294

-・11聞

。_.， .->J- Ｉ｜ＯｾＭ鴨代の断熱用シｾ入札
1る 二 シ - - - .".今

日0/¥' イナ11ーシート P

自主電線株式曾批判開刊区肌 Ｒ 丁目 ＱＮＲｾＨ 平代田ピ ｉｾ Ｉ

Di gi tal  Pri -Press 

凪 ｭ 凪劃凪 ｾω ｊｬｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

ロ
守

ぬ

竹

辺

社

崎

山

ム

一

品

市

駅

式

町

制

仲

木

野

F

H

川

中

沼

刷

返

附

nμ

ば

卜

「

ト

ド

訓

割

ι

3

葉

肺

…
川

正

問

付

制

臼

m

〒

料
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デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収 縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮｮ 守 Ｓ ー子・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ童、 ι＿ 切 Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・子二. . nES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・害ニ..nrlooo(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

一

宮式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
TEL 本 社 ・京 都 . *岡野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

雲式株業浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

T E L 大 阪 ( 0 6 )  

洋光

• 
白

E一一一=

[フ。ロのノウハウ]

( 2 色蹴 〉

経験に基づいて

施工現場管理の

ノウハウを結集

工事の約束事を示 ｌＭｾ 合理佑を ｅ ク，

生 産 佐j 布土へのチェックポインF を解説。

@

②

③

 

荒川治徳・著

四六判・ 208頁

定価・ 2266円

企画・日本建築協会

砂目次

回鉄筋とコンクリー卜

固鉄筋の約束事 ・… …  一概要/ 外力と応力のはな

し/ 建築基準法・日本建

築学会標準仕様書の鉄筋

に関する定め

国鉄筋工事の問題点一 一一 ・ … 台 直 し/ かぶり厚さ不

足/ 鉄筋の材質/ 鉄筋の

重なり，その他

固鉄筋工事の管理ポイント E ・E ・- 概要/ 材料の発注/ 施工

図/ 施工要領書/ コンク

リー卜のひび割れと鉄

筋/ 工事のチェックポイ

ント

国鉄筋工事の将来.. … - ・… 鉄でない鉄筋/ 鉄筋の替

わりに繊維を使う/ 錆び

ない鉄筋/ 鉄筋継手の多

様化/ 鉄筋先組み/ 鉄筋

の結束/ 鉄筋と P C / ブ

レストレス/ 梁貫通補強

固鉄筋工事の歴史

干600 京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

TEL075-343-0811 FAX075-343-0810 

99 

6学芸出版社



|属読者ofZM明 知 識 一増刷しましたノー
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我が家に帰ると、はっとする。それは住まいが

雨、風、暑さ、寒さから私たちをまもってくれるばかりでなく、

そこが家族や愛着のあるそノに固まれた安心できる空間だからこそ。

カジマの免震ノ、ワジングは文字 Eおり地震の揺れを大幅に低減し、

家具の転倒などの二 次災害 にも効果を発揮。

地震 から建物の安全はもちろんのこと、

住む人の暮らしをしっかりまもります。

ii 1鹿島



サッシ、それは

建物と環境のインターフェイスc

窓は、人の暮らしと自然環境の接点。

そのインタ ーフェイスに求め られるあらゆるニーズ、

気 密| 主、水密性、採光、換気、 耐久性、 美 観、使い勝手一-

これらにお応えすべ〈、不二サッシ1J:技術力を結集し、

不二のビル用サッシ

製品をお届けしてまし、りました。

私たちはまた、設計され、施工される皆様と、

多様なニ ーズをお持ちの施主の方々との接点として、

今後とも愛される製品づくりに努力してまし、ります二

多様なニーズにお応えする、ピル用サッシのラインアッ1

・一骨量製品 F RS・70、ピル用出窓、力・ラスルーノ f ー

・防音製品 F RS- AT70、FB70・l 型 . 11 型、AEシリーズ、F DBシリーズ、

高性能竪軸70- 100

・省エネ製品 F RS- AT70P、AE- I OOPN、高性能竪軸70・l∞、 FT- 160、

フーク70・100、断熱・防音二重窓、断熱竪輸、

高性能竪軸サンエックス、検事由サンエックス

ｉ［ｾｊｉｉｩ哲也己
東京本部 干 150 東 京 都渋谷区渋谷 3 - 26- 18

tr ( 03) 3797- 1134(代表)

大阪支底 干541 大阪市中央区本町 3- 4ー ! 日( 本町野村ビル )

tr (06)262- 2541 ( 代表)

- 多機能製品 ホールテ' イングウインドウ、リバーシフソレウインドウ、

欧風窓シリース: ( FEドレーキップ、 FEへーベシーベ、 F Eシーベキップ)

・カーテンウオール サンライス二ニューサンライス'

・改装シリーズ FRS- 70、FB70- [型、 FR- 60目、 FR- 70、カーテンウオール、上げ下げ窓

・エクステリア 手すり( スペースエコー、ニューエコーH型、ニューエコーI 型、

トッフ.エコー)

・インテリア 学校型間仕切 H 型、インテリア建具、アルミサウナ

雑誌 03379-2


